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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　１







　豪ごう華か客船《ゴールド・メダリオン》号は快調な航海を続けていた。

　バナディスの表玄げん関かんであるボラン港を発たった快速船は、ヴィルドナの王都ヴィレンを経由し、明日はいよいよ最終目的地であるロームの港町バルドラに入港する予定になっている。

　今夜が航海最後の夜とあって、一等船客が集まる階層フロアのメイン・ダイニングでは船長主しゆ催さいの晩ばん餐さん会が盛大に催もよおされ、さらにはグランド・ホールに場所を移して華はなやかなナイト・ショウが繰くり広げられていた。

　一流のエンターテイナーによる歌や踊おどりが次々に披ひ露ろうされた後、盛り上がった客席を最後に締しめくくるのは手品マジツクの役目だった。

　照明を抑おさえたホールに舞ぶ台たいだけがほんのりと浮うかび上がっている。タキシードに身を固めた魔術マジ師シヤンはその舞台の上で何本ものステッキを一度に踊らせ、暗くら闇やみの中に炎ほのおの花を咲さかせると、帽ぼう子しの中から兎うさぎを出し、ハンカチーフを次々に鳩はとに変えて見せた。

　そのたびに客席から歓かん声せいが上がり、盛大な拍はく手しゆが送られる。

　魔術師はさらにショウの目玉として、テーブルクロスの中から狩猟豹チーターを飛び出させた。

　豹ひように似ているが、もっと身体からだがほっそりしていて、足が長く、顔には黒い筋がある。毛皮も豹独特の梅花模様ではなく、黒い斑はん点てん模様である。

　客席が大きくざわめいた。これほど間近に大型動物を見る機会など滅めつ多たにないからだ。

　その動物は暴れたりすることなく、至っておとなしく舞台に控ひかえ、魔術師に伴ともなわれて舞台を降り、客席の間を一回りしたのである。

「さわっても大だい丈じよう夫ぶ？」

「おとなしいのねえ。野生かしら？」

「まさか。異種アナザー人類レイスでしょう」

　着き飾かざったご婦人たちが興味と興奮の口調で囁ささやいたが、本来ならこうした時にもっとも興味を示す小さな子どもたちがこの席には一人もいない。

　上流階級の掟おきてでは、こうした席で大人と子どもが同席することはあり得ないからだ。

　晩餐が済めば、子どもたちは召めし使つかいに付き添そわれて船室へ引き上げる手て筈はずになっている。

　しかし、今夜は例外的に未成年の少年少女が多少座っていた。

　何と言っても最後の夜である。彼らも特別にグランド・ホールに席を移すことを許されて、ナイト・ショウを楽しんでいたのだった。

　その中の一人に十四歳くらいの少女がいた。青い眼めは好こう奇き心と活気に満ち、なめらかな頰ほおはいかにも健康的で、いきいきと輝かがやいている。潑はつ剌らつとした、可か愛わいらしい少女だった。

　雪のような純白のドレスを着ているが、若い少女の正装らしく、踝くるぶしを覆おおうほどの長さはない。膝ひざの下あたりで断ち切られ、胸元や裾すそは白絹の優ゆう雅がな刺し繡しゆうに飾られている。

　細い足を覆う靴くつ下したも白いレース、靴は赤のエナメルだった。やわらかな金茶色の髪かみは後ろにすくい上げられて、やはり純白のレースのリボンで束ねられている。

　周囲の席は大人たちばかりだ。こんな時は尋たずねられるまで黙だまっているのが正しい作法だが、それは活発に過ぎるほど活発なキャサリン・ウィンスロウにはいささか無理な注文だった。

　客席の間を回る狩猟豹をじっと見つめて、キャサリンは唐とう突とつに口を開いた。

「いいえ、あれは野生の生き物だと思いますわ」

　この旅行の間だけ、キャサリンの保護者を引き受けているバナディスのモルフィ子し爵しやく夫人が笑いながら問いかけてきた。

「あらまあ、わかるの、キャサリン？」

「はっきりとは言い切れませんけれど……」

　キャサリンはちょっと難しい顔になって首を振ふった。

「異種人類の種族に狩猟豹はいなかったと思います。父からも聞いたことがありません」

「そうねえ。あなたのお父さまはお若い頃ころは冒ぼう険けん好きで知られた方だから。でも、いないとは言い切れないわよ。この西大陸はわたしたちの想像もできないほど広大で、様々な神秘に満ちているのだから、お父さまの知らない種族がいてもおかしくないわ」

　モルフィ子爵夫人は四十前後。堂々たる恰かつ幅ぷくの女性だった。勝ち気な性しよう分ぶんで、口やかましいところもあるが、基本的には気のいい人である。すぐ近くにやって来た狩猟豹を好奇心に輝く眼で眺ながめると、付き添ってきた魔術師を見上げて問いかけた。

「魔術マジ師シヤン。お尋ねするけれど、この生き物は野生なの？　それとも、わたしたちと同じ言葉を話す方が変身していらっしゃるの？」

　まだ年若い魔術師は微び笑しようすると、優雅に一礼して答えた。

「恐おそれ入ります、奥さま。このアントニオはわたしの数年来の友人ですが、残念ながら言葉を話すのを聞いたことはありません。無論、人の姿になったところも見たことはありません」

　近くの客たちがざわりとどよめいた。本物の野生動物とわかって一気に警けい戒かいしたためだ。

　しかし、子爵夫人は恐れる様子もない。

「あなたの勘かんが正しかったようね、キャサリン」

　そっとキャサリンに囁いて、再び魔術師に問いかけた。

「よく慣らしてあるのね。でも、いくら慣れていても危険ではないのかしら？」

「いいえ、奥さま。アントニオは夜はいつも、わたしのベッドの足下で休んでおります」

「檻おりに入れずに？」

「ええ、もちろん、鎖くさりにもつないでいません。アントニオは子こ猫ねこのような大きさだった頃からわたしと一いつ緒しよですから、そんな必要はないのです。たとえ、物言わぬ動物ではあっても、彼はわたしの親友です。親友を恐れて檻に入れるものはおりますまい」

　魔術師は狩猟豹を連れて再び舞ぶ台たいに戻もどると、腰こしまでの高さのある大きな机を運ばせて、その上に立つよう動物に指示した。

　よくしつけられている動物はひらりと机に飛び乗って、おとなしく伏ふせた姿勢になる。長い尻尾しつぽだけが、ぱたん、ぱたんと、別の生き物のように動いていた。

　魔術師は次に大きな赤い布を取り出して、客席に表裏を広げてみせた。その布を机に伏せた動物の上に覆い被かぶせる。当然、赤い布は動物の形に盛り上がらなければいけないはずなのに、その布は何の抵てい抗こうもなくふわりと沈しずんで、平たい机の上を覆ったのである。

　客席から驚おどろきの声があがる。同時に、魔術師はさっと布を払はらいのけた。もちろん、机の上は空っぽだ。たった今までそこにいたはずの動物の姿は影かげも形もない。机の下は何もない空間で、隠かくれられるような場所はない。

　客席の驚きよう嘆たんと興奮が冷めやらぬうちに、魔術師はさっと手を上げて、客席後方を指した。

「わたしの親友のアントニオにも拍手をお願いします！」

　観客たちがいっせいに振り返ると、客席の後ろから現れたのはまさにあの狩猟豹だ。

　客席の合間を縫ぬうようにして、軽快な足取りで舞台へ近づいていく。驚いてのけぞる客には見向きもせずに、ひらりと舞台に飛び乗って、魔術師の傍そばに控えた。

　その様子がいかにも得意そうで、すましているようにも見えて、観客は惜おしみのない拍はく手しゆを魔術師と狩猟豹に送ったのである。

　舞台を照らす照明が消えて魔術師が姿を消すと、子爵夫人は感かん嘆たんの吐と息いきを洩もらして言った。

「すばらしかったわね。──さ、キャサリン。残念だけど、あなたはここまでよ」

「ええ、おばさま」

　この後はカクテルタイムだ。文字通りアルコールが振る舞まわれ、ダンス・パーティが催もよおされ、大人向けのショウも用意されている。都会のレビュー劇場さながらに、美しい女性たちがその魅み惑わく的な肢し体たいを大だい胆たんに使った（ただし下品ではない）踊おどりを披ひ露ろうするのだ。

　大いに興味はあったが、キャサリンは十四歳。社交界への正式なデビューもしていないので、そこに同席することはまだできないのだった。

　モルフィ子爵夫人に挨あい拶さつをしてグランド・ホールを出たものの、キャサリンはすぐに船室に戻る気にはなれなかった。

　同じ年頃の少年少女たちが笑いさざめきながら、ピアノ・ラウンジのほうへ歩いていく。

　彼らもまだ眠ねむる気にはなれず、音楽を楽しむつもりらしい。バナディスからは有名なヴィレン音楽院の生徒が何人か乗り込んでいたから、少年少女といえども軽んじることはできない。

　それなりに聞き応ごたえのある演奏が楽しめるはずだ。

　一いつ瞬しゆん、彼らの中に混ざろうかと思ったキャサリンだったが、気を変えてデッキに出た。

　一等船客に開放されている船せん尾びデッキには人影はなく、ひっそりと静まり返っていた。

　乗客のほとんどはグランド・ホールでのナイト・ショウを楽しんでいるのだろうし、第一、この暗がりで景色を眺めようとする酔すい狂きような人は一人もいない。

　真っ暗な海面には波一つなく、まるで黒い鏡面のように見えた。ただ、バルドラを目指して進む船の航こう跡せきが、わずかにその鏡面を揺ゆらしているだけだ。

　しかし、見上げれば、そこには降るような星空がある。

　キャサリンは右う舷げん側のベンチに腰を下ろして、感嘆の吐息と共に夜空を見上げた。それでももの足らなくなって、辺りに人がいないのを確かく認にんしてから──さらにはベンチの上がきちんと掃そう除じされていてきれいなのを確かめてから──身体からだを倒たおしてみた。

　そうやってみると、すばらしい眺めだった。

　まるで、光り輝かがやく星たちが自分の身体の上に降り注いでくるようだった。少し手を伸のばせばその星が摑つかめるような気さえしてくる。

　最初は足を垂らしてベンチに寝ねていたキャサリンは少しずつ身体を乗り上げて、完全にベンチの上に横になった。髪かみを束ねている上等のリボンがつぶれてしまうのが心配だったが、後でニーナがアイロンを当ててきれいにしてくれるだろう。

　いっそのこと、船室で待っているニーナを呼んで、この星空を一緒に見ようかと思った時だ。

　キャサリンの頭の後方で船内に続く扉とびらが開く音がして、誰だれかが甲板デツキに出てきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。誰もいないわ」

　若い女性の声だった。

　それもひどくせわしない、内心の激しい感情を必死に押し殺しているような囁ささやき声だった。

　女性の位置からはベンチの背もたれが邪じや魔まになり、そこに寝そべっているキャサリンの姿は見えなかったらしい。急いで起きあがらなくてはと思ったら、女性の声がさらに言った。

「バルドラに着いたら、そうしたら、あなたと一緒に行くわ。もう家には戻らない……」

「いいえ、お嬢じようさま。それはいけません」

　これは男の声だ。女性の声と同じく若い。

「せめて旦だん那なさまのお顔を見てから、一度フロレンティアの屋や敷しきに戻ってからに致いたしましょう。お嬢さまはもう半年も旦那さまにお会いしていないのではありませんか」

「だめよ。お父さまのお顔を見たら、わたし、とてもできない……」

「それではやめにしましょう。──駆かけ落ちなど。もともと、わたしとお嬢さまとでは身分が違ちがいすぎます。こんなことは到とう底てい、許されないことなのです」

「何を言うの、ジェネロ。あなたはわたしが他ほかの人と結けつ婚こんしてもかまわないの？」

　女性の声には小さな怒いかりといらだちが混ざったが、星明かりに照らされる相手の顔は雄ゆう弁べんに何かの事実を物語っていたのだろう。すぐに泣き出しそうな声に変わった。

「……ごめんなさい。辛つらいのはあなたも一いつ緒しよなのに……」
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「わたしは大恩ある旦那さまに背そむいて、お嬢さまをさらっていくのですから。たとえお許しが得られないとしても、打ち明けることすらできないとしても、せめて心の中だけでもお別れを言いたいのです。──お嬢さまは違うのですか？」

「いえ……そうね。わたしだって、もう二度とお父さまに会えなくなるかもしれないのだもの。あなたの言うとおりにするわ」

「お願いします。それに、今言ったことはわたしの本心でもあります。旦那さまのお顔を見て、それで決心が鈍にぶるようでしたら、こんなことはやめたほうがいい」

　男の人の口調は複雑だった。

「わたしは、人の奥方となったお嬢さまのお傍そばに仕える勇気はありませんが、その代わり一生、旦那さまにお仕えします」

「もう言わないで。ジェネロ」

　ここで二人は間違いなく固く抱だき合ったものと思われた。

　キャサリンはと言えば、持ち上げかけた頭をそっと沈しずめて、後はひたすら気配を殺していることしかできなかった。

　ここで『どうも失礼しました』と言って姿を見せるのは、あまりにも間が抜ぬけているからだ。

　身体を固くしてベンチに寝そべるキャサリンの心臓だけが激しく脈打っている。

　見つかったらどうしようという不安と緊きん張ちよう感かんはもちろんあったが、それだけではない。

　まるで何かのお芝しば居いを見ているようだと思った。ロマンス・ノベルズさながらのこんな恋れん愛あい劇が現実にあるのかと、そういう意味でも胸が高鳴った。不思議な興奮と高こう揚よう感かんがあったのだ。

　二人はその後も何か話し合っていたが、声が急に小さくなってほとんど聞き取れなかった。

　風向きが変わったためか、人目をはばかる恋こい人びとたちが自分たちの立場を今さらながらに慮おもんぱかって声を低めたのか、それはわからない。

　やがて、相談をすませた二人が再び船内へ入っていくのを気配で確認すると、キャサリンはようやく身体を起こして大きな息を吐はいた。

　まだ心臓がどきどきしている。

　今の二人の顔は見なかったが、大変なことを聞いてしまったと思った。

　どんな人たちだろう？　キャサリンは想像をたくましくしてみた。二人とも非常に若い──キャサリンほどではないだろうが──年ねん齢れいなのは確かである。まだ十代ではないだろうか。

　ここは一等船客しか利用できない甲板デツキだ。女の人は相当に裕ゆう福ふくな家いえ柄がらなのだろう。

　男の人は女の人を『お嬢さま』と呼び、女の人の父親を『旦那さま』と呼んでいるのだから、これは明らかに召めし使つかいだ。それもその『旦那さま』に仕えてずいぶん長く、今では信しん頼らいも厚く、かわいがってもらっているらしい。そして女の人は自分の父親に半年も会っていない。

　ということは、父親は貿易商か何かなのだろうか？

　しかし、駆け落ちとは穏おだやかではない話だ。

　それは何も道徳的に許されないからというだけではない。法律的にも厳しく罰ばつせられることだからである。

　女の人の名前こそわからないが、それらしい船内客を当たって、忠告するべきだろうか？

　そこまで考えたキャサリンは小さな息を吐いて、思わず首を振ふった。

　駆け落ちがよくないことなのは確かだが、二人ともあれだけ固い決意を固めているのである。

　今さら、見ず知らずの他人に釘くぎを刺さされたくらいで思いとどまるはずもない。

　キャサリンはちょっと身み震ぶるいした。夜気に当たりすぎて身体が冷えてきたのだ。

　船内に戻もどり、ここ数日の住居すまいである一等船室に戻ると、忠実な召使いであり、友人でもあるニーナが出で迎むかえてくれた。

「お嬢さま、お茶を召めし上がりますか？」

「ええ、いただくわ。あなたも一緒にね」

　キャサリンが正装から部屋着に着き替がえる間に、ニーナは手て際ぎわよくお茶の用意をした。

　わざわざ屋敷から持参したポットと茶ちや碗わん、茶葉の瓶びんを取り出してお盆ぼんに乗せると、給湯室へ行って、ぐらぐらに煮に立たったお湯をポットに注いで戻ってきた。

　キャサリンは着替えを終えて船室内の居間に腰こしを下ろしていたが、ニーナがお盆を置くのを待ちかねたように言った。

「ニーナ。今、駆け落ちの相談をしている人たちを見たのよ」

「駆かけ落ち!?」

　ポットから茶碗にお茶を注つごうとしていたニーナは手を止めて眼めを剝むいた。

「どこのどなたか存じませんが、そんな相談をお嬢じようさまの目の前でしてたんですか？」

「いいえ。顔は見えなかったの。向こうからもわたしが見えなかったと思うわ」

　どうしてそんなことになったのかを一通り説明すると、ニーナはますます眼を見張った。

「身分違ちがいの恋に落ちた二人が逃にげる相談をしてた？　それは本当に本当の話なんですか？　何だか、お芝居の練習か恋愛小説みたいですけど……」

「わたしだってそれは考えたわ。本当にロマンス・ノベルズさながらだったもの。でも……、あれは違うと思う。お芝居なんかじゃないと思うわ」

　あの時の二人の緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気き、女性の切々とした口調。男性の声の悲ひ壮そうな響ひびき。

　あれがもしお芝居だというのなら二人とも大変な名優だが、『芝居がかった』という言葉があるように、舞ぶ台たいの上で語られる芝居の台詞せりふと、実生活で使われる話し言葉はまったく違う。

「あの人たちは本当に何もかも捨てて逃げるつもりなのよ。最後に女の人のお父さまに会って、心の中だけでお別れを言って……」

「お嬢さま。それでしたら、盗ぬすみ聞きなんてしていないで、勇気を持って止めるべきでしたよ。芝居や小説の中ならともかく、実際に駆け落ちなんて、とんでもない話です。特に男のほうが身分が低いとなると……」

　二人分のお茶を注いだニーナは眉まゆをひそめ、恐おそろしいことを語るように声を低めた。

「その人はご令れい嬢じようの保護者であり、自分の主人でもある人からご令嬢を奪うばい取るわけですから、二重の背反と誘ゆう拐かい罪を問われることになります。重罪です。捕つかまったら投とう獄ごくされるのは間違いないでしょうし、もっと悪くすれば……犯罪者の烙らく印いんを押されて国外永久追放ですよ？」

　その女の人だって、恋人がそんな目に遭あわされるところなど見たくないだろうにとニーナは言い、キャサリンも頷うなずいた。

「わかっているわ。だけど、二人ともそれは覚かく悟ごの上なのよ。見ず知らずのわたしがその場に飛び出してやめなさいと言ったところで、聞いてもらえるはずがないでしょう」

「ですけど、お嬢さまだって、その人たちの駆け落ち計画を知っていて止めなかったとなれば、道義的責任を問われることになりますよ」

　と、ニーナはやけに難しいことを言ったが、キャサリンは笑ってその懸け念ねんを否定した。

「あの人たちがどこの誰だれかもわからないのに？　心配ないわ。わたしは大だい丈じよう夫ぶよ」

　お茶ちや請うけの薄はつ荷か入りのチョコレートを食べ、おいしいお茶を一いつ杯ぱい飲み干すと、キャサリンはお代わりをニーナに頼たのみ、そしてもう一度、言った。

「大丈夫よ。二度と会うこともない人たちだもの。ただ、その人たちもフロレンティアに行くみたいだったから、偶ぐう然ぜんにでも顔を合わせたりしないことを願うしかないわね」

「でも──顔は見えなかったのでしょう？」

「ええ。でも、二人ともとてもよく通るはっきりした声をしていたもの。あの声ならもう一度聞けばわかると思うわ。それに……」

「何です？」

「いいえ、何でもないの」

　女の人のほうはともかく、男の人はジェネロと呼ばれていた。

　しかし、キャサリンはそのことをニーナには黙だまっていた。

　もう二度と会うこともない人たちなのだ。わざわざ言うまでもないと思ったのである。




　翌日、《ゴールド・メダリオン》号はロームの表玄げん関かんバルドラ港に入港した。

　港は船を下りる船客と、それを出迎える人でごった返していた。キャサリンはモルフィ子爵夫人と共にバルドラから別の船に乗り換かえ、ローム中部から海に流れ込んでいるフェルテ川を遡さかのぼり、その日の夕方にはロームの花の都と称しようされるフロレンティアに到とう着ちやくした。

　船がフェルテ川を遡る間、キャサリンは船室の窓から、外の景色を興味深げに眺ながめていた。

　もともと同じ東大陸から移住してきたとはいえ、沿岸国家群はそれぞれが出身地域の特とく徴ちようを出した独自の文化を築いているから、建物一つを取ってみても、見慣れたグレンフィールドの街並みとはまったく違う風ふ情ぜいを漂ただよわせている。

　やがて船はフロレンティアの街に入って行った。

　キャサリンが初めて見るロームの花の都の印象は『白い街』だった。

　建物の壁かべに使われている煉れん瓦ががバナディスで見るそれとは違って、ずいぶん白っぽいのだ。

　逆に窓まど枠わくと屋根は焦こげ茶色をして、さらには、どの屋根もお揃そろいの形をしている。

　花の都という名前の華はなやかさとは裏腹に、しっとりと落ちついた、物静かな、上品な印象を見る人に与あたえる街並みだった。

　やがて船が桟さん橋ばしに到着した。先さき程ほどのバルドラ港同様、この桟橋も、船が着くのを今か今かと待ちかまえている出迎えの人々で賑にぎわっていた。

　船旅の最後にはいつも再会の喜びが待っている。下船客と、それを待ち受けていた人たちがそれぞれ目当ての相手を見つけるたびに互たがいの顔が輝かがやき、嬉うれしそうな歓かん声せいが上がる。

　そんな中、ニーナを伴ともなって船から下りたキャサリンが出迎えてくれる人の姿を探していると、人ひと混ごみからひときわ美しい少女が現れて嬉しそうに駆かけ寄ってきた。

「キャサリン！　よくいらしてくれました」

「こんにちは、ミュリエル！　お久しぶり」

　たちまち他ほかの下船客同様、キャサリンもその少女の手を取って歓声を上げたのである。

　ミュリエルはこのロームで手広く事業を営むスウェン氏の娘むすめだった。そもそも今回の船旅はミュリエルの招待によって実現したものだ。

　前回の事件の後、キャサリンとミュリエルは頻ひん繁ぱんに手紙をやりとりする友達になった。

　キャサリンが、汚よごしてしまったドレスを新調してロームに送ると、ミュリエルからは丁重なお礼の手紙が届いた。何度か文通する間に「堅かた苦くるしいから、もうそろそろ『さん』づけはやめにしません？」と言い出したのはキャサリンだ。

　そのうち、ミュリエルから、一度こちらに遊びにきてくださいと手紙が届いた。

　ミュリエルの故郷ロームでは、最近、おめでたいことが続いている。

　今年は現国王が即位十周年を迎むかえる年であり、その皇太后が六十歳の誕生日を迎えられる。

　それだけでもお祭りの口実には充じゆう分ぶんだが、さらに喜ばしいことが続いた。今年四十歳になる国王にはこれまで姫ひめ君ぎみばかりが三人いたが、昨年、初めて男子が誕生したのだ。

　待ちに待った皇太子の誕生に国民のお祭り気分はいやがうえにも盛り上がり、国中が大変な賑わいを見せており、近々フロレンティアでは盛大な祝賀式典が開かれることになっている。

　ちょうど学校も夏期休きゆう暇かに入っていることだし、よかったら見物にいらっしゃいませんかとミュリエルから手紙をもらったキャサリンは、もちろん行きますと返事を書いた。

　しかし、父のエリオット卿きようは今度の旅行に難色を示した。前回の一件があったからだ。

　キャサリンとミュリエルが知り合ったきっかけでもあるゲルスタンでの事件が終結した後、見た目は童顔の学生のようなエリオット卿はすぐさまその政治的手しゆ腕わんを発揮した。バナディス上層部はもちろん、ゲルスタンの関係者とも協力して、事態の収拾にあたったのである。

　何と言っても、ゲルスタンでも由ゆい緒しよ正しい古い城が二つも崩ほう壊かいし、フォン・ブラウン男だん爵しやくやエルリッヒ伯はく、ヴェンダース氏といったゲルスタンでも著名な有力市民が、異種人類を蔑べつ視しし、排はい斥せきしようとする『敵対派』と判明したのだ。さらには軍部の中にもこうした動きに同調する勢力があったというのだから、事態を知ったゲルスタンの上層部はひたすら頭を抱かかえたらしい。

　密ひそかで激しい議論の末、ゲルスタンの施し政せい者たちがこの問題を処理するのに下した判断は、事件そのものを『なかったことにする』というものだった。

　リヒター・ハウスとドゥーゼン城はそれぞれ突とつ発ぱつ的な大おお地じ震しんと火災によって崩壊、フォン・ブラウン男爵は病死と発表された。エルリッヒ伯たちについては『あくまで個人的な失敗しくじり』によって事業から引退することになり、世間からも身を引いて、密かに謹きん慎しん・閉門という処分を受けることになった。同様にゲルスタン軍の内部でも秘密裏りの処しよ罰ばつと大々的な人事異動が行われたというのだが、キャサリンは納なつ得とくできなかった。

　それでは犯おかした罪に比べて罰ばつが軽すぎると思ったのだ。

　彼らの罪は許されることではない。公おおやけの場で堂々と断罪されるべきだと言い張ったのだが、エリオット卿がそんなキャサリンを諫いさめ諭さとしたのである。

　人の心は複雑で厄やつ介かいだ。貴族や有力市民の中に異種人類を蔑視する者が大勢いるとわかれば、真ま似ねをする人間が必ず現れると卿は主張した。が、キャサリンはこれにも猛もう然ぜんと反論した。

「だからこそ、彼らの罪を公表すべきではありませんか。社会から抹まつ殺さつされた犯罪者の真似をしようとは誰だれも思わないはずです」

「いいや、キャサリン。それはゲルスタンという国家において、異種人類との共存派が圧あつ倒とう的多数を占しめていればの話なんだよ」

　エリオット卿は厳しい顔で言った。

　現実には話はそう簡単ではない。そのバランスは極きわめて微び妙みようなところにあると言うのだ。

「わたしたちはできるだけ穏おだやかな方法で人間と異種人類との共存を進めようと思っている。彼らの領域を守るように人間たちを説得するのもその一つ、インシードの人間社会への進出を積極的に受け入れるのもその一つだ。急せいてはことをし損じるという言葉があるが、今ここでそんな『劇薬』を使うのは好ましくない。人間の中に──それも社会的地位のある人々の中に、異種人類を蔑視し、差別し、排斥しようと図はかる人々が大勢いるなどということはね。公表するわけにはいかないんだよ。彼ら（異種人類）とてそのことにうすうす気づいてはいるだろうが、それを我々が肯こう定ていするのは却かえって逆効果だ。忘れてはいけないよ、キャサリン。人間すべてが異種人類との共存を望んでいるわけではないように、異種人類にも人間をきらっているものは大勢いるんだ」

　見た目は大学生のような童顔でも、政治の専門家である父の意見だ。キャサリンもさすがにそれ以上は反論できなかった。

　さらに、エリオット卿はキャサリンに対しても厳重な口止めをしたのである。

　この事件において、キャサリンの果たした役割は決して小さくない。しかし、ゲルスタンにとっては最悪の事態だった。よりにもよって自国の有力貴族がバナディスの要人の娘を捕とらえて侮ぶ辱じよくの限りをつくし、あげくの果てには狩かりの獲え物ものとして射殺しようとしたというのだ。

　こんなことが表おもて沙ざ汰たになったら非常にありがたくない国際問題に発展してしまう。

　ゲルスタン上層部がエリオット卿とバナディスに対して非公式に陳ちん謝しやし、この一件は何とか内密にという嘆たん願がんをしたのも至し極ごくもっともと言えた。そしてエリオット卿もバナディス政府もそんなゲルスタンの苦く悩のうに理解を示したのである。

　バナディスにしてみれば、ゲルスタンに対して貸しが一つできるのはありがたいことであり、エリオット卿もまた、自分の娘をこの問題の中心人物にするつもりは更さら々さらなかったのだ。

　幸い、その場にキャサリンがいたことはほとんど知られていない。密かに逮たい捕ほされ、厳しい取り調べを受けたエルリッヒ伯爵もその秘書も沈ちん黙もくを守っていた。主に保身のためと思われた。

　キャサリンに対して何をしたかわかったら、さらに罪が重くなるのは必至だからだ。

　いささか腹立たしい思いはしたものの、キャサリンも最後にはそうした事情をよく理解した。

　父とも口裏を合わせて（あまり表現がよくないが、この際仕方がない）あの事件には自分は何も関かかわっていないという姿勢を貫つらぬくことにしたのである。

　しかし、この一件はさしものエリオット卿にとってもいささか衝しよう撃げきが大きすぎたらしい。

　無事に帰ることができたからいいようなものの、もう少しで大事な一人娘が狩しゆ猟りようの的として射殺されるところだったというのだから、父親として穏やかでないのは当然である。

　ミュリエルから招待があった時も、キャサリンは外国の華はなやかな式典が見られると喜んだが、エリオット卿きようはそこまで安気には考えられなかったようなのだ。

　威い厳げんづけの口くち髭ひげを捻ひねりながら、できるだけ難しい顔をして言った。

「おまえを外国にやると、必ず何か事件を起こして帰ってくるようだからな」

　卿の心配も無理もないと言えた。そんな父親に対して、キャサリンは一見神しん妙みような態度を取りながらも、明るい笑え顔がおと嘆願の口調をもって懸けん命めいに口説きにかかったのである。

「フランツの時も、この前の時も、事件になることはある程度わかっていましたでしょう？　今回は違ちがいます。お友達のご招待ですし、目的は式典の見物ですもの。何も面めん倒どうなことになどなるはずがありませんわ」

　エリオット卿はそれでも疑ぎ惑わくの念を捨てきれないようだったが、ローム国王の即位十周年式典には、自分もバナディス大使の付つき添そいとして出席する予定になっている。

　もう一つ、キャサリンが、決して自分から事件に首を突つっ込んだりはしないと固く約束したこともあって、ようやく今回の旅行を許してくれたのだ。

　そして今日、久しぶりにミュリエルに再会して、キャサリンは大きな驚おどろきと安あん堵どを覚えた。

　ゲルスタンで会った時のミュリエルはずっと行方ゆくえ不明の幼なじみを案じて、その幼なじみが無む惨ざんに殺されたことを知らされて、終始、暗い顔をしていた。キャサリンやニーナに対しては笑顔を見せていたが、それは意外なほどの気き丈じようさで無理につくったものだったのだ。

　今もその悲しみが完全に消えたわけではないだろうが、ミュリエルは前に見た時よりずっと明るくなった。こぼれるような笑顔は別人かと見違えるほどに輝かがやいているし、鈴すずを振ふるような声にも以前にはなかった張りと活気が感じられる。

「お疲つかれでしょう？　今日はひとまず屋や敷しきで休んでくださいね」

『さん』づけこそやめても、相変わらず丁てい寧ねいな物言いのミュリエルである。

　キャサリンはここでモルフィ子爵夫人と別れて、ミュリエルと行くことになった。

　迎むかえには立派な二頭立ての馬車が用意されていて、初老の、がっしりした体つきの馭ぎよ者しやが荷物を積みこんでくれた。ひどく気むずかしい性しよう分ぶんのようで、キャサリンが笑顔で礼を述べてもにこりともしなかったが、二人の荷物を放り出したりはせず、丁重に扱あつかってくれた。

　フェルテ川はフロレンティア市内を東西にくねりながら横切るようなかたちで流れている。

　馬車はその川を離はなれ、北へ向かって走り出した。それほど走ることもなく目的地に到とう着ちやくする。

　建物の密集する町中でありながら、眠ねむっているように静かな一画だった。

　馬車を降りたキャサリンは珍めずらしげにあたりを見み渡わたした。

　キャサリンの革かわ靴ぐつが踏ふんだ道路は年季の入った石いし畳だたみになっていた。道みち幅はばの狭せまい道路の両側に建物がびっしりとくっつくように並んでいる。

　フロレンティアの建物には基本的に外構えというものがないらしい。塀へいも門も玄げん関かん前を飾かざる庭もない。道路に面してつくられた石の階段を何段か上がると、すぐに玄関だ。

　ミュリエルの家もそうだった。ただし、その玄関は立派な扉とびらと門構えとでつくられている。

　重そうな扉をあっさり押し開けて、ミュリエルは言った。

「さあどうぞ、お入りになって」

　驚いたことに鍵かぎが掛かかっていないらしい。

　促うながされるままに、キャサリンは中に入った。

　バナディス人のキャサリンにとっては、道路から門も庭もなしに、扉一枚を隔へだてていきなり家の中というのは珍しかった。もちろん、町中の下宿屋や集合住宅なら話は別だが、それでも玄関周りに植物を植えたり、ちょっと飾りを置いたりして体てい裁さいをつけているものだ。

　それがここでは門構えをくぐれば──当たり前だが──そこは屋内である。

　夕ゆう陽ひの眩まぶしい屋外から急に石造りの建物に入ったにも拘かかわらず、充じゆう分ぶん視界が利きいた。

　蠟ろう燭そくやランプの照明による明るさではない。奥のほうに陽が差し込んでいた。緑も見える。建物の外側に庭がない代わりに、かなり広い中庭があるようだった。

　床ゆかは素す焼やきのタイル張りで、壁かべは明るい色の壁土できれいに塗ぬられている。ところどころに古風な机や足つきのチェストが配置され、花か瓶びんには自然の花が無造作に活いけられている。

　壁飾りに使われているのは先祖代々の絵画でも、景色を描えがいた織物でもない。

　色とりどりのタイルを塡はめ合わせて幾き何か学模様を象かたどった風変わりな飾りが額がく縁ぶちに納められ、壁の一部となっている。

　どれもバナディスでは見たことのない装そう飾しよくだが、ロームの建物と陽ひ射ざしの中ではぴったりと馴な染じんでいた。陽気でなごやかで、品がよく、こざっぱりした雰ふん囲い気きの空間だった。

　ミュリエルの父スウェン氏はロームでも屈くつ指しの実業家であり、大変な資産家だという話だが、それにしては少しも豪ごう奢しやなところがない。質素なくらいの内装である。

　奥から女の人が出てきた。一目でこの家の女主人とわかる人だった。

「遠いところをようこそいらっしゃいましたね、キャサリン。お会いできて嬉うれしく思いますよ。ミュリエルの母のドゥエンナです」

「初めまして、おばさま。このたびはニーナともどもお世話になります」

　キャサリンは礼れい儀ぎ正しく膝ひざを折って挨あい拶さつした。

　ミュリエルの母は小こ柄がらで、ふっくらとした体つきの人だった。頰ほおは少女のようなばら色で、瞳ひとみは矢やぐ車るま菊ぎくのように青く、髪かみはつややかに黒い。表情には暖かで優やさしい人柄があふれており、同時に成熟した婦人の威厳と落ちつきが感じられた。決して権けん高だかではない自然な品格と、つい打ち解けて話しかけてしまう親しみやすさを漂ただよわせている人なのだ。ミュリエルとはタイプが違うが、とても魅み力りよく的な、きれいな人でもあった。

　キャサリンは一目でドゥエンナに好感を持った。同時に──そっと考えた。やはり爬は虫ちゆう類るいのみなさんには美形が多いらしいと。

　ミュリエルは純血種の《鰐わに》である。

　当然その母親のドゥエンナも《鰐》ということになる。

　しかし、今のキャサリンにとって、それはどうでもいいことだった。父がよく言うことだが、問題にするべきは相手の素す性じようではなく、その人格なのだ。

　ただ、どうしても一いつ緒しよに来ると言い張ったニーナのことだけが心配だったのだが、ニーナは意外なほど落ちついていた。現金なようだが、目の前にいる相手がこの上もなくきちんとした上品な人である以上、もう一つの姿はあまり気にならないらしい。もしくは無理に忘れようとしているのかもしれないが、いい傾向だった。

　キャサリンに用意された客室を眺ながめて、その趣しゆ味みの良さに感心しながら荷物を片づけると、ニーナは早さつ速そくいつものメイド姿になって台所を手伝いに行った。

　これにはスウェン家の召めし使つかいたちが驚おどろいたらしい。遠方からの客人が小間使いを連れてくることは珍しくないが、小間使いの仕事はあくまで主人の身の回りの世話をすることだ。台所に立ち入ることはないとドゥエンナも言ったが、ニーナも引き下がらなかった。

「ロームふうのお料理を教わってくるって、お屋敷の料理長と約束してきたんです。お邪じや魔まにならないようにしますから、ぜひ、お手伝いさせてください」

　そんなわけで、スウェン家の召使いたちに出しゃばりと思われない程度に、ニーナは台所と食堂を行き来して、晩ばん餐さんの支し度たくを手伝った。

　その晩餐にはスウェン氏も帰ってきた。氏はキャサリンを見ておおいに喜び、まるで自分の娘むすめが帰ってきたかのように歓かん迎げいしてくれた。

「あいにく上の息子むすこたちは仕事で留守にしていましてね。あなたに紹しよう介かいできないのが残念だが、自分の家だと思ってくつろいでください」

　その夜の晩餐は楽しかった。スウェン氏は話し上手で、ドゥエンナの手料理はおいしかった。

　ミュリエルとも話は尽つきなかったが、一晩ではとても語りつくせない。

　翌日は朝から街に出て市内見物をした。

　キャサリンの行くところなら常に一緒についてくるニーナも、今日は留守番である。

　つもる話もおありでしょうからと、笑って二人を送り出してくれた。

　市内の中心へ出て、キャサリンはそのあまりの賑にぎやかさに眼めを見張った。大変な活気だった。

　街路や店先には人があふれ、一般家庭のベランダや壁には色とりどりの花が飾かざられている。

　大道芸人もたくさん出て、それぞれ無パン言トマ劇イムを披ひ露ろうしたり、即そつ興きようの音楽会を開いたりしている。

　その周りを取り巻いているのは観光客らしい。

　道みち端ばたには食べ物や飲物を売る即そく席せきの出店が幾いくつも出ていた。バナディスふうの服を着ているキャサリンも観光客と思われたらしく、しきりと声を掛けられ、花売り娘が何人も寄ってきた。

　皇太子のお披ひ露ろ目めまで毎日こんなお祭り騒さわぎが続くらしい。

　ミュリエルはまず、市の中心に位置する王宮を案内してくれた。ここはさすがに他ほかの建物と違ちがって立派な外構えがあり、紋もん章しよう付きの大きな門がそびえ立っていた。

　柵さくの隙すき間まから広々とした庭が見え、遠くに建物が見える。

　他の建物と同じ白い壁かべと焦こげ茶色の屋根をしているが、そこは王宮だ。何と言っても規模が違う。柱の装飾や玄げん関かん周りには大理石や金を使って華はなやかさを演出しており、広い庭には白い砂じや利りが敷しき詰つめられ、ところどころに彫ちよう像ぞうが建てられていた。

　その王宮では既すでに毎晩、盛大な晩餐会が開かれているという。

　国内外からやってくる多くの賓ひん客きやくを捌さばくにはそうでもしないと対応しきれないのだ。

　その賓客の中にはもちろんスウェン氏も含ふくまれているし、近いうちにエリオット卿きようもやってくる。

　だから、どうせなら自分が出発する時まで待ちなさいと父は言ったのだ。しかし、それでは、せっかくのお祭りももう終わりに近くなっている。ミュリエルとゆっくり話もしたかったので、キャサリンは無理を言って父より一足先に出てきたのである。

　王宮の次に大聖堂を見た。皇太子宣下が行われる場所だ。

　ロームの王族は戴たい冠かん式しきをこの大聖堂で行う。それが五百年前のローム建国および大聖堂の建設時から続いているしきたりだという。

　沿岸国家群には五百年以上前の歴史はない。どの国もその時に一いつ斉せいに東大陸からやってきて、この地に国家を築いたからだ。しかし、国家の形態はそれぞれ違っている。

　例えば、クレストは王家を置かずに共和制を取っている。ヴィルドナの王族は国民の敬愛を一身に集めてはいるものの、政治からは完全に離はなれているし、バナディスも立憲君主制だ。

　比べるとロームの王族はかなり実権を持っていると言えたが、専制君主とまでは言えない。

　ロームは伝統的に自治体が強い国なのだ。正確に言えば、各都市を支配する大たい家けの力がだ。

　大移住当時、その中でもっとも力のあった者が王家となり、それが今でも続いている。

　この国家形態ではいつ王家の交代劇があっても不思議ではないようだが、現実には各都市の代表者とうまく折り合っている限り、王家は安あん泰たいということらしい。

　午前中の最後に、ミュリエルはルノーブル大学を案内してくれた。

　バナディスのグレンフィールド大学、ゲルスタンのシュティーヒェン大学と並んで、沿岸国家群でももっとも古い大学の一つだ。

　今は夏期休きゆう暇か中なので、構内はがらんとして人ひと気けがなかった。広い敷地に立つ大きな煉れん瓦がの建物に、明るい陽ひ射ざしが燦さん々さんと降り注いでいる。

　大学が輩はい出しゆつした著名人や歴代総代の名前が並ぶ廊ろう下かをゆっくりと歩きながら、ミュリエルは静かに言った。

「わたしも、女学校を卒業したらここへ入学するつもりです。──マルティナと同じように」

「ミュリエル……」

　キャサリンはためらったが、ミュリエルは笑え顔がおで首を振ふった。

「いいのよ、キャサリン。だって、どうしても、マルティナを忘れることはできないもの」

　キャサリンも頷うなずいた。そのとおりだと思った。

　彼女は口にするのもおぞましい手段で命を奪うばわれた。ミュリエルにとっては思い出したくもないことだろう。だが、だからといってマルティナの思い出を語ることまでやめてしまったら、それは彼女の存在を──彼女の二十数年の人生までを否定することになってしまう。

「ねえ、ミュリエル。もし、あなたがいやでなかったら、マルティナのことを話して聞かせて。彼女がどんな人だったのか、わたしも知りたいわ」

「いやだなんてとんでもない。聞いてもらえればどれだけ嬉うれしいか……」

　ミュリエルはそう言って、眼を伏ふせた。

「わたし、学校のお友達にはマルティナが急な病気で亡なくなったと話しました。本当のことはとても言えなくて……。ただ、そうすると、彼女の無念も誰だれにも言えないの」

「わかるわ」

　キャサリンも頷いた。

　ミュリエルの友人たちはマルティナの突然の訃ふ報ほうに驚おどろき、その死を悼いたんだのだろう。

　恐おそらく、ミュリエルに対しても暖かい励はげましの言葉をくれるのだろう。しかし、何も事情を知らない人たちの言うことだ。キャサリンにはその言葉までが容易に想像できた。

『どうしてまあ、こんなに急に……』『あんなに若くてきれいな人だったのに……』といったものだろう。丁てい寧ねいなお悔くやみには違いないが、それではミュリエルの心には響ひびかない。

　かといって話せるはずもない事情だ。

　そこまで察したキャサリンを見やって、ミュリエルは微ほほ笑えんだ。

「あなたがいてくれて、本当によかった」

　キャサリンの前では何も隠かくさなくていい。マルティナがどんな悲ひ惨さんな最期を迎むかえたか、その死がどれだけ理り不ふ尽じんなものだったか、キャサリンは全部知っているのだから。そんな気持ちが痛いほど伝わってくる笑顔だった。

　自分より年上のミュリエルに対して、キャサリンは不意に強い保護欲に駆かられた。しかし、ミュリエルは立派だった。沈しずんだ気持ちを奮い立たせて、今度は心からの笑顔を見せた。

「でも、この話はここでおしまい。午後には父の知り合いの方の園遊会に招かれているんです。あなたも一いつ緒しよに行ってくださるでしょう？」

「わたしもお邪じや魔ましてよろしいの？」

「もちろんよ。連れて行かなかったらわたしが叱しかられます。エリオット卿のお嬢じようさまをお連れするって、もう話してしまったの」

　そこで昼食を済ませると、キャサリンは少しおしゃれをして、ミュリエルともどもフェルテ川を見下ろす位置に建つトスカーニ家を訪おとずれた。

　トスカーニ家は昔からスウェン家と交際があり、特にトスカーニ夫人はミュリエルが少女の頃ころからかわいがってくれた人だという。

　そのトスカーニ夫人は至って気のよさそうな、華やかな女性だった。大喜びでミュリエルとキャサリンを迎えてくれたのはいいのだが、暇ひまをもてあましているせいか、それとも純然たる好意なのか、キャサリンと挨あい拶さつを交かわした後、ミュリエルに向かってこんなことを言い出した。

「女の子は少し見ない間にすっかりきれいになること。あなたもそろそろご結けつ婚こんを考えないといけないわね。あなたには確か、どなたか、お約束の方がいるのじゃなかった？」

　横でこれを聞いていたキャサリンは何とも言えない心境に襲おそわれた。

　何な故ぜと言って、ミュリエルの『婚こん約やく者』なら面識がある。

　その人は言葉づかいや態度は至って粗そ雑ざつだが、悪い人ではない。かといって正義感にあふれているわけでもないが、基本的にはいい人だとキャサリンは思っている。身なりにはまったく無む頓とん着ちやくだし、上流階級の礼れい儀ぎ作法もお世辞にも身についているとは言いがたい。こうした場所では浮きあがってしまうだろうが、人の値打ちはそんなことだけで計れるものではない。彼はとても魅み力りよく的な人だし、決断力のある勇ゆう敢かんな人でもある。

　問題はだ。その人はミュリエルに好意は持っている（──かもしれない）が、結婚する気はさらさらないということなのだ。

　ミュリエルがその辺のことをどう考えているかはわからないが、やんわりと笑って言った。

「ご心配くださってありがとうございます。おばさま。ですけど、わたくしはまだ十六ですし、結婚などは早すぎます」

　トスカーニ夫人は困ったように首を振り、いささかお説教めいた表情をして言った。

「そうねえ。今は昔とは時代が違ちがうから。でも、あんまりのんびりしているのは考えものよ。パスティレリのお嬢さんも今度ご婚約だそうだけど、あのお嬢さんは確か、あなたと一つしか違わないはずでしょう？」

「エレオノーラが？」

　意外そうな声のミュリエルだった。

「それは知りませんでした。いつのことですか？」

「近々お披ひ露ろ目めを行って正式にご婚約なさるそうよ」

　この情報はますますミュリエルを困こん惑わくさせたらしい。不思議そうに問い返した。

「おばさま。そのお披露目は、どちらで行われるのでしょう？」

「パスティレリさんのお屋や敷しきでよ、もちろん」

「それでは、エレオノーラはフロレンティアに戻もどっているのですか？」

「そのはずよ。──まあ、ミュリエル。あなた、知らなかったの？」

「はい。初めて聞きました」

「変ねえ？　あなたのところにご招待が行かないはずはないと思うんだけど……」

　今度は夫人が困惑顔になる。

　ミュリエルにとっても、この話は気になるものだったらしい。

　そこでトスカーニ夫人に丁重に断ると、ミュリエルはせっかくの園遊会を早々に引き上げて旧友に会いに行くことにした。もちろんキャサリンも一緒である。

　途と中ちゆうの馬車の中で、ミュリエルはその友達のことを詳くわしく説明してくれた。

「エレオノーラ・パスティレリとは学校で一緒だったの。でも、ここしばらく会っていないわ。彼女は二年前、音楽の勉強のためにヴィルドナに留学したんです」

「音楽を？」

　キャサリンの声に明らかな意外の響ひびきが混じったのには理由がある。このフロレンティアはそれこそ『芸術の街』として知られているからである。この街に生まれ育ったのなら、そして音楽を勉強しようというのなら、わざわざ留学する必要はどこにもない。

「パスティレリのおじさまはヴィルドナのご出身ですから。エレオノーラも子どもの頃はあちらで育ったとかで、おじさまと親しかった声楽の先生がエレオノーラを呼んだのですって」

　しかし、パスティレリ家はもともとはフロレンティアの出身だという。

　現在の当主の祖父に当たる人物がヴィルドナに移住し、現当主の代で大成功したのだそうだ。

「おじさまは宝石を扱うお仕事を専門にしていらっしゃるの。いつも良質の石を探して世界中飛び回っていらっしゃるわ。原石の売買はもちろん、装そう飾しよく品の意匠デザインもおじさまがご自分で考えられるんです。それがとても評判が良くて、特にロームの上流階級にご贔屓ひいきが多いのですって。だから、おじさまはエレオノーラを連れて、ご自分のおじいさまが一度は離はなれた故郷に戻っていらしたんだわ」

　そんなことを話しているうちに、馬車は目的地に着いた。

　パスティレリ家は市の中心を大きく離れた郊こう外がいにあった。壁かべや屋根の色合いは町中の建物とお揃そろいだったが、建物の周囲には広大な敷しき地ちがあり、立派な門構えと先せん端たんの尖とがった高い柵さく塀へいで囲まれていた。この外構えからして、明らかに町中の建物とは一線を画している。

　さらに、玄げん関かんまでの広い敷地はきれいに整えられた庭になっていて、人の背せ丈たけより少し高い針葉樹はきれいに枝を刈かり込まれ、花か壇だんには色と背丈を揃えた花が植えられている。

　見事なまでに幾き何か学的な造形装飾を施ほどこしてある花壇だった。このいささかつくりものめいた美的感覚は間違いなくヴィルドナふうの庭園技術である。

　パスティレリ氏は見事に故郷に錦にしきを飾かざったわけだ。

　花壇の傍そばには庭師らしい少年がいた。一つながりの作業着に長なが靴ぐつ、麦わら帽ぼう子しという服装で、如じよ雨う露ろで花に水をやっている。

　開け放たれたままの門を馬車がゆっくり入って行くと、その少年が花に水をやる手を止めて、こちらに近寄ってきた。約束なしの訪問なので、身元を確かめるために来るものと思われた。

　馭ぎよ者しやも心得て馬を止め、少年を待った。急ぐ様子もなくやって来た少年は馬の傍に立つと、のんびりと問いかけてきた。

「ええと、どちらさまですか？」

　まだほんの子どものような少年の声である。

「スウェンのお嬢じようさまがいらしたと、お屋敷の方に伝えてもらいたい。それから──」

　気むずかしい顔つきの召めし使つかいは、ここで人生の先せん輩ぱいらしい忠告をした。

「おまえさんも、門から入ってきた客人に素す性じようを尋たずねる時は帽子くらい脱ぬぐもんだ」

「えっと、ごめんなさい……」

　少年は至って素す直なおに麦わら帽子を取った。

　馬車の中にいたキャサリンにも、帽子の下から現れた見事な金きん髪ぱつが見て取れた。

　その金髪に縁ふち取どられた顔を見たとたん、キャサリンは驚おどろきの声を発していたのである。

「ヴィンセントさん!?」

　実はどうもどこかで聞いたような声だと思っていたのだ。

　ミュリエルとも因いん縁ねん浅からぬ用心棒の一人である少年は急に名前を呼ばれてきょとんとなり、馬車の窓から顔を出したキャサリンに気づくと、嬉うれしそうに笑いかけてきた。

「あ、キャサリンさんだ。こんにちは」

　のどかな口調だった。天使のような顔にも宝石のような碧あおい眼めにも、純じゆん粋すいに再会の喜びしか表れていない。相変わらず浮うき世よ離れした少年である。

　キャサリンのほうはそうはいかない。意外な再会に馬車から身を乗り出して問い質ただした。

「ヴィンセントさん。いったいここで何をなさってるんです？」

「お花の水やりです」

「それは見ればわかりますけど、そういうことではなくて──！」

　キャサリンに続いて窓から顔を出したミュリエルも、忙せわしげに問いかけた。

「ヴィンセントさん。あなたがここにいるということは、ダムーさまも？」

「いますよ。今、薪まき割わりをしてます」

「薪割り？」

「はい。力仕事ならダムーの管かん轄かつだって、ケイティが言って押しつけたんです」

　いつものことだが、この少年の説明は肝かん心じんなことがわからない。

　キャサリンはあらためて声を低めた。

「どういうことです？　みなさんは用心棒のお仕事を廃はい業ぎようなさったんですの？」

「いいえ、そうじゃないと思います。ぼくたち、このお屋や敷しきの番ばんをしてるところなんです」

「番？」

　キャサリンとミュリエルは思わず声を揃えて、互たがいの顔を見合わせた。

　しかし、これ以上、この少年に尋ねても、まともな答えが返ってくるとは思えなかったので、ひとまずヴィンセントには仕事に戻もどってもらい、玄関までの通アプ路ローチを急いだ。

　歩けば遠い距きよ離りも馬で走ればあっという間である。玄関は見上げるほど大きな扉とびらで、外には申し訳程度の呼び鈴りんがついている。これでは来訪を告げてから扉が開かれるまで相当の時間が掛かかりそうだったが、予想に反して、ベルを鳴らすとすぐに扉が開かれた。

　しかし、扉を開けてくれたその顔を見て、キャサリンは再び叫さけんだ。

「ベラフォードさん!?」

　長い髪かみを今は一つに束ね、ぴしっとした執しつ事じの格好をした《蜥蜴とかげ》の青年は、きれいな緑の眼を見張って微び笑しようすると、優ゆう雅がに挨あい拶さつしてきた。

「いらっしゃいませ、お嬢さま方。当家に何か御ご用ようですかしらん？」

　せっかく執事として格好をつけているのに、その語ご尾びでは台無しである。

　あなたも転職なさったんですかとキャサリンは尋ねようとした時、声が降ってきた。

「ミュリエル！」

　玄関はちょっとした運動ができるほど広いホールになっていた。床ゆかは大理石張りで、奥には立派な螺ら旋せん階段が見える。

　階段を上がったところはホールをぐるりと囲むような手すり付きの空中廊ろう下かになっていたが、今、その手すりから一人の少女が身を乗り出していた。

　少女は軽やかな足取りで階段を駆かけ下りると、その勢いのままミュリエルの下もとに走り寄り、無意識にミュリエルの腕うでを摑つかんだのである。

「ああ、ミュリエル！　よかった！　来てくれて！　ちょうど今、こちらから訪ねていこうと思っていたところだったのよ」

　いささか大おお仰ぎような歓かん迎げいの意を示したのは、まっすぐな長い黒髪を垂らした背の高い少女だった。

　黒々とした大きな眼、ぬけるように白い肌はだ、人形のようなきれいな顔立ちである。しかし、この少女には何かひどく気がかりなことがある様子だった。上品な物もの腰ごしの中で真しん剣けんな瞳ひとみだけが異様に張りつめているし、白いレースで飾られた胸が大きく上下している。

　ミュリエルのほうが驚いて、そっと少女の手を取った。

「落ちついて、エレオノーラ。大だい丈じよう夫ぶ。わたしはここにいるわ」

　少女はこの時までミュリエルの横にいたキャサリンのことも眼に入っていなかったらしいが、さすがに気がついた。急いでミュリエルから離はなれてキャサリンにぎこちなく微ほほ笑えみかける。

　ミュリエルに再度移した視線は『どなた？』と無言で尋ねかけていた。

「この方はわたしのお友達よ。バナディスのキャサリン・ウィンスロウ。外務補ほ佐さ官を務めていらっしゃるエリオット卿きようのお嬢さまです」

　黒い髪の少女はこの時にはかろうじて自分を取り戻していた。

　ちょっと頰ほおを染めているのは、この少女も感情の高ぶっているところを人に見せるものではないという教育を受けているからだろう。失敗を取り戻すべく、品よく膝ひざを折って名乗った。

「お見苦しいところをお目に掛けて……失礼いたしました。キャサリンさん。エレオノーラ・パスティレリです。ようこそいらっしゃいました」

「ありがとうございます。エレオノーラさん」

　笑顔で挨拶はしたものの、何ともはや困ったことになったと思ったキャサリンだった。

　何な故ぜと言ってエレオノーラの声。

　発音のはっきりしたよく通るこの声は間ま違ちがいない。

　あの時、《ゴールド・メダリオン》号の甲かん板ぱんで聞いた声だった。
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　さてどうしよう？　とキャサリンは思案した。

　キャサリンにはエレオノーラのただならぬ様子の理由がわかっている。

　婚こん約やくを間近に控ひかえながら、他ほかの男との駆け落ちという物ぶつ騒そうな秘密を抱かかえているのだ。平静でいろというのが無理な話だ。恐おそらくはそのことについてミュリエルと話したかったのだろうが、キャサリンという余計なおまけがついてきてしまったのである。

　しかも、そうした事情をミュリエルはまったく知らない。

　そして、エレオノーラも、自分の駆け落ち計画をキャサリンが知っていることを知らない。

　一いつ瞬しゆん、自分はここで失礼すると言おうかとキャサリンは思った。二人は仲のいい友達同士で、久しぶりに会ったのだからと、ニーナを見習って気を利きかせるふりをするのだ。

　良さそうな考えに思えたが、ミュリエルがキャサリンを友人として紹しよう介かいしてしまった以上、ここでキャサリンが帰ると言ってもエレオノーラは喜ばない。それどころか客の一人が機き嫌げんを損そこねて帰ってしまったと受け取るだろう。それはエレオノーラをひどく傷つけ、大いに面めん目ぼくを失わせることになる。ミュリエルもキャサリンの態度を訝いぶかしむはずである。

　では、自分が知っていることをエレオノーラに告げるべきだろうか？

　ニーナがいみじくも言ったことだが、駆け落ちは──保護者に無断で未成年の娘むすめが男と逃にげたりするのは──れっきとした『犯罪』である。犯罪を未然に防ぐのは市民の義務でもある。

　だが、エレオノーラも、見ず知らずの人間にそんなことを言われたくはないだろう。まして、ミュリエルという第三者のいる前では。

　エレオノーラが『どうぞ、お入りください』と勧すすめてくるまでのわずかな間にキャサリンはそこまで素す早ばやく考えていた。

　その結果、今は仕方がない。お邪じや魔ま虫になるのを承知で客に徹てつするしかないと判断した。

　エレオノーラは二人を二階へ招待した。思った通り、彼女は淑しゆく女じよ教育を受けた少女らしく、笑顔でキャサリンに話しかけ、心からキャサリンを歓迎していることを表情と態度で示した。

　キャサリンも如じよ才さいなくそれに答えた。

　三人で客間に落ちつくと、ミュリエルはさっそく切り出した。

「どうしたの、エレオノーラ。わたしに何か急な用だったの？」

「ええ。あの……たいしたことじゃないの。明日の夜、お友達を招いてちょっとした集まりを開くのよ。それで、あなたにもぜひ来ていただきたいと思ったの」

　ミュリエルは不思議そうに、青い眼めを瞬またたかせた。パーティに来てくれるかくれないかを気に掛かけていただけにしては先さき程ほどの様子は尋じん常じようではない。

　その疑問がエレオノーラにもわかったのだろう。こう続けた。

「そこであなたに……その、紹介したい方がいるのよ」

　曖あい昧まいな言葉だが、彼女たちの属する階級で、こういう話し方をするのは限られた場合だけだ。

　ましてミュリエルは、さっきそれを聞いたばかりだったから、心得て頷うなずいた。

「あなたとご婚約の方なのね？」

「ええ。──来週には婚約披ひ露ろう宴えんを開くことになっているの」

「先程、トスカーニのおばさまから聞かされて驚おどろいたわ。そんなお話があるなんて、あなたは少しも話してくださらないんですもの」

「ごめんなさい。内ない緒しよにしていたつもりはないの。そういうお話があったのは間違いないけど、正式な婚約はわたしが学校を卒業してからのはずだったから──こんなに急にお話が進んで、わたしも驚いているのよ」

　エレオノーラはちょっと戸と惑まどったような微び笑しようを浮うかべていた。

　少しばかり消極的だが、急に結婚の決まった娘としては自然な態度である。

「お相手は、どんな方？」

「ジュリアーノ・サンティさまとおっしゃるの。あのサンティ家の末まつ裔えいでいらっしゃるのよ」

「まあ、あの？」

　その名前は外国人のキャサリンには初耳だったが、ミュリエルが説明してくれた。

「サンティ家はロームでは悲劇の一家として知られています。元々はとても由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらで、東大陸時代に遡さかのぼればローム王家にも繫つながっているとか。西大陸へ移住してからもローム南部に領地を与あたえられて、とても栄えていたのだけれど、百年ほど前から不幸が続くようになったの。領地に深刻な疫えき病びようが流は行やったり、火事に見み舞まわれたりで、すっかりお家うちが傾かたむいてしまったのね。とうとう、長年住み慣れた領地もお屋や敷しきも売り払はらわなければならなくなって──サンティ家の血も何十年も前に絶えてしまって、今ではその血筋の方は一人も残っていないと聞きました。まさか、子孫がいらしたなんて……」

「ええ。何でもサンティ家はずっと前にエルディアに移住して、ジュリアーノさまもそちらでお育ちだったのですって。でも、エルディアでもやっぱりお運がなかったのね。あの方は何もおっしゃらないけれど、ずいぶんご苦労なさったみたい。ご両親もずいぶん前にお亡なくなりになって、今はもうあの方の他には幼いご兄弟が小さな家に残っているだけだとおっしゃったわ。──だからあの方は何としてもご自分の力でサンティ家を再建しようと決意なさって、遠とお縁えんに当たるフロレンティアのロブスティ子し爵しやくを頼たよってロームに戻もどっていらしたのよ。今もそちらに滞たい在ざいしていらっしゃるわ」

「では、今度のお話はロブスティ子爵さまからのご紹介なの？」

「いいえ、違うの。わたし、ジュリアーノさまに危ないところを助けていただいたのよ」

　それは一年ほど前のことだったという。

　エレオノーラの母は彼女が幼い頃ころに亡くなり、その墓所はフロレンティア西の郊こう外がいにある。

　他ほかに兄弟もなかったので、エレオノーラはそれ以来ずっと父と二人で暮らしてきたわけだが、亡くなった母のことを忘れたことはなかった。特に外国に暮らすようになってからは出発前と帰国後に必ず墓参に赴おもむくのが恒こう例れいとなっていた。

　その日も屋敷に戻るとすぐにお供のメイドを連れ、屋敷の召めし使つかいに馭ぎよ者しやを任せて、母の墓に帰国の報告をしに行ったのである。

　墓所は街を離はなれた人ひと気けのない丘おかにあるが、通い慣れた道であり、昼間のことだ。危険は何もないはずだったが、その帰り道にとんでもない災難がエレオノーラを待ち受けていた。

　墓地のある丘への行き帰りには薄うす暗ぐらい林を通る。いつも何気なく通り過ぎている場所なので気にも止めていなかった。実際、行く時には何事もなかったのだが、いつの間に集まったのか、帰る時にはそこに無ぶ頼らい者の集団が隠かくれていたのだ。

　一目で女物とわかるつくりだったためだろう。彼らはエレオノーラの馬車に眼をつけて追い始めた。馭者は必死に馬に鞭むちを当てたが、追いつかれ、馬車を取り囲まれてしまったという。

　相手は見るからに荒あら事ごとに慣れている男たちが四人だ。みんな騎き乗じようで、銃じゆうも持っていた。

　馬車を御ぎよしていた従僕がそれでも懸けん命めいに抵てい抗こうしたが、四対一では勝ち目はない。

　たちまち手ひどく殴なぐりつけられ、馭者席から叩たたき落とされてしまった。

　その狼ろう藉ぜきが行われている間、エレオノーラは馬車の中で恐きよう怖ふに居竦すくんでいた。

　彼女とほとんど歳としの違ちがわないお供のメイドも青ざめていた。

　娘むすめ二人だけであんな男たちに対抗することなど到とう底ていできるわけがない。

　むさ苦しいひげ面の男が馬車の扉とびらを開け、垢あかじみた顔に下げ卑びた笑いを浮かべて手を伸のばしてきても、エレオノーラは凍こおりついたように動けず、何もできなかった。

「あの時、わかったわ。真の恐怖に襲おそわれると、人は叫さけぶこともできないのよ。もしあのまま、あの男たちにさらわれていたら、わたしは今ここにこうしてはいられなかったでしょうね」

　もうだめかと諦あきらめかけた時、銃声が響ひびいた。男たちが次々と悲鳴を上げて、腕うでや肩かたを押さえ、全員が慌あわてて馬の手た綱づなを取って駆かけ去っていったというのである。

　木こ陰かげから銃を発射して、彼らを追い払った人物こそがジュリアーノ・サンティだった。

　ジュリアーノは気を失った従僕を助け起こし、まだ震えていたエレオノーラを落ちつかせて、優やさしい言葉を掛けてくれた。さらには脳のう震しん盪とうを起こした従僕の代わりに自ら馬車の手綱を取り、エレオノーラたちをこの屋敷へ送り届けてくれたというのである。

「あんなことが本当に起こるなんて夢にも思わなかった。白馬にこそ乗っていなかったけれど、あの時のわたしにはジュリアーノさまが本物の王子様のように思えたわ。父も心からあの方に感謝したの。でも、あの方は、無頼者を追い払ったことも、わたしを助けてくださったことも、あまり大げさに言われたくはないとおっしゃるのよ。当たり前のことだからって。とても控ひかえ目な方なのね。だからあなたにも話さなかったの。気を悪くなさらないでね、ミュリエル」

　ちょっと心配そうに言ったエレオノーラだったが、ミュリエルはそんなことで気を悪くするような少女ではなかった。微び笑しようを浮うかべて頷うなずいた。

「あなたが無事で本当によかったわ。わたしからもその方にお礼を申し上げたいくらいよ」

　この時まで聞き役に徹てつしていたキャサリンは、何てロマンティックなと感心すると同時に、これではロマンス・ノベルズの二本立てだわ、と密ひそかに頭を抱かかえていた。

　危機一いつ髪ぱつのところを白馬の王子様に救われる。これぞ文句なしのロマンス・ノベルズだ。

　しかし、婚こん約やく者を捨てて他の誰だれかと逃にげる。これまたロマンス・ノベルズの王道である。

　本当に実行する気だろうかと思いながら、キャサリンはじっとエレオノーラを観察していた。

　一見したところはいかにも清せい楚そな、おとなしやかな感じの少女である。色が白く、すらりと背の高いところは白しら百ゆ合りを思わせる風ふ情ぜいだった。とても家や親を捨てて駆け落ちするようには見えなかったので、キャサリンは十四歳の少女らしく、わざとはしゃいで手を打ってみた。

「すてきですわ。では、それがきっかけで、お二人の間にロマンスが芽生えたんですのね」

　エレオノーラはちょっとためらったように見えた。が、すぐに笑え顔がおになった。

「ええ。そうです。本当に運命的な出会いでした」

「あなたは、その方を愛してらっしゃる？」

「もちろんですわ」

　少しもためらわない。あらかじめ用意されていた答えのようにエレオノーラは言った。

　その声はあの夜《ゴールド・メダリオン》号の甲かん板ぱんでジェネロという男に、あなたと一いつ緒しよに行くと熱を込めて語っていた声だ。間違いなく同じ声なのに、話す言葉はまったく違っている。

　さすがにキャサリンもこの態度をどう判断したらいいのか迷った。そこへ、まったく足音も気配も立てずに声がかかった。

「お茶だよ、お嬢じようさんたち」

　キャサリンは椅い子すの上で飛び上がった。あまりに突とつ然ぜんだったのと、それがやはり知っている声だったからだ。声がしたほうを見て思わず叫んだ。

「ケイティさん!?」

　叫んだのはキャサリンだけではない。ミュリエルと二人の合唱になった。

《猫ねこ》のケイティは言葉どおり、お茶を乗せたお盆ぼんを持っていた。しかし、二人が驚おどろいたのはそんなことではない。彼女の服装だった。

　ケイティはいつもはフランネルのシャツに革かわのベスト、デニムのジーンズにブーツ、指なし手て袋ぶくろという男まがいの服装をしている。それなのに今の彼女ときたら、袖そでのふくらんだ濃のう紺こんのワンピース、白いエプロンと白いキャップ、白い靴くつ下したに黒の短たん靴ぐつという出いで立たちなのだ。

　どこからどう見ても立派なメイドである。

　呆あつ気けにとられた二人の反応を見て、猫の眼めがきらっと光った。笑っているようだった。

「柄がらじゃないのは自分でもわかってるんだけどねえ。これも仕事でさ。仕方がないんだよ」

　そう言いながらケイティは三人分のお茶を並べた。口調はぞんざいでも食器の扱あつかいは丁てい寧ねいなものである。

　キャサリンは控え目に問いかけてみた。

「どういうお仕事か、お尋たずねしてはいけません？」

「悪いね。詳くわしいことは言えないの。それも契けい約やくのうちだからね」

「では、そのお仕事はいつまでの予定です？」

「そりゃあ、ずっとこんな格好してらんないからね。長くてもあと一週間ってとこかな」

　ズボン姿しか見たことがないので、スカートにエプロン姿のケイティは別人のようだった。

　しかし、彼女はもともと顔立ちは可か愛わいいし、スタイルもいい。さすがに《猫》だけあって、身のこなしも流れるようにきれいなものだ。もっと上等なドレスでも着こなせそうに見えた。

　空になったお盆を抱えて、おもしろそうにキャサリンに話しかけてくる。

「だけど、あんたとはよくよく縁えんがあるね。今はスウェンさんちにいるわけ？」

「ええ。驚きました。まさか、ここでみなさんにお会いできるなんて思いませんでしたわ」

　嬉うれしく思うのと同時に、何ともいやな予感がした。今度こそ何事も起こさずに行って帰ってくるという父と交かわした約束が、どんどん怪あやしくなっているような気がする。

　ミュリエルも微笑しながら言った。
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「わたしも、みなさまがフロレンティアにいらしているなんて、ちっとも知りませんでした」

　瞳どう孔こうの細いケイティの瞳ひとみが真ん丸になった。ずいぶん意外なことを聞いたような顔だった。

「そりゃあおかしいね。あたしら、スウェンのおっさんの口利ききでここへ来たんだよ」

「えっ？」

「ここの親父おやじさんはスウェンのおっさんの知り合いなんだってさ。手が空いてるならちょっと助けてやってくれないかって言われてね。帰ったら親父さんに訊きいてごらんよ。──それより、ダムーに会ってく？　今なら屋や敷しきの裏にいるけど」

　ミュリエルはちょっとためらってから首を振ふった。

「いえ、今はよします。きっと驚かれるでしょうから」

「ま、それもそうだね」

　あっさり言うと、ケイティはエレオノーラに眼をやった。

「何か食べる？」

　この恐おそろしく端たん的てきな問いかけにエレオノーラは眼を丸くした。お茶ちや請うけの軽食を食べるかと訊かれているのだと気づいて、急いで頷いた。

「ええ、お願いします。こちらのお二人にも」

「はいよ」

　見た目はそれらしくしても、この口調だけはどうしようもない。

　そしてまた、エレオノーラがいくら上品な優やさしい少女だとしても、メイドに対して『お願いします』などと敬語を使うのもおかしな話だ。

　ケイティが部屋を出ていくと、ミュリエルがエレオノーラに問いかけた。

「あの方たちはいつからここにいらっしゃるの？」

「さあ？　わたしも戻もどったばかりでよくわからないの。まだほんの二、三日だと思うけど……。最初はうちの執しつ事じが怪け我がをしてしまったので、臨時に雇やとったと聞いたの。でも、あの人たちはとてもその……本職の使用人には見えないでしょう？　お父さまがそっと打ち明けてくれたわ。本当は、あの人たちには家か政せい以外のことをお願いしているのだって。だから、召めし使つかいにしては多少おかしなところがあるかもしれないけれど、見ない振りをしなさいって」

　確かにあれでは見て見ぬ振りをするよりあるまい。

　そう思いながらキャサリンは尋ねてみた。

「もう一人、色の浅黒い、長い髪かみを頭の上で縛しばっている人がいますでしょう？」

「はい、あの力持ちの人ですね。一度ご挨あい拶さつしました」

　頷うなずいて、エレオノーラは不思議そうな眼で二人を見た。

「ミュリエルも、キャサリンさんも、あの人たちとはどういうお知り合いなんですか？」

「父がダムーさまのお父さまと昔から親しいの。わたしもあの方のことは子どもの頃ころからよく知っています」

　それだけではない。その人は非公式ながらミュリエルの『婚こん約やく者』なのだが、ミュリエルはそのことを言うつもりはないらしい。

　キャサリンも笑顔で言葉を添そえた。

「あの人たちには以前、とてもお世話になったんです。お父さまが何を依い頼らいされたとしても、あの人たちならきっと大だい丈じよう夫ぶですわ」

　ケイティがお茶請けのお菓か子しを乗せたお盆ぼんを持って戻ってきた。果物くだものを乗せたタルトやパイ、型に入れて焼き上げたスフレなどをきちんと並べて、下がっていった。

　少女たちはおいしいお菓子を食べながら、しばらく雑談した。

　キャサリンの故郷バナディスのこと、エレオノーラの在学しているヴィルドナの学校のこと、このロームでの婚約の方法などだ。

　ロームでは婚約は結婚と同じだという考え方が一いつ般ぱん的なので、両家の親しん戚せきに当たる人たちや友人知人を招いて盛大に祝うのが常だという。その後で正式な書類を調ととのえるのだ。

　ということは、もし彼女がジェネロと逃にげるとしたら、その『お披ひ露ろ目め』が行われる前しか猶ゆう予よがない。正式な婚約が成立する前なら彼女は父親に対して罪を犯おかすだけだが、婚約後では、ジュリアーノに対しても重大な罪を犯すことになるからだ。

　やがて二人が屋敷を辞去する時、エレオノーラはひたとミュリエルの顔を見つめて、明日は必ず来てくれるようにと熱心に語った。

　さらには、

「遅おそくなるでしょうから、ミュリエルもキャサリンさんも、ぜひ泊とまっていってくださいね。お部屋はたくさんありますから」

　くどいくらい念を押してきた。

　さすがにミュリエルもちょっと首を傾かしげていたが、この時は何も言わなかった。必ず伺うかがうと約束した。

　二人が玄げん関かんを出ようとした時のことだ。誰だれかが外から入ってきた。

　二は十た歳ちくらいの男の人だった。背が高く、がっしりした体つきである。顔立ちも同じように頑がん丈じようそうな厳いかつい印象で、眉まゆは太く、鼻はちょっと丸く、口元も厳しく引き締しまっている。

　器量がいいとはお世辞にも言えないし、身につけているものも地味な上着とズボンだったが、その顔にはどこか人を惹ひきつけるものがあった。落ちついた黒い眼には深い思し慮りよの光があり、表情の動きは繊せん細さいであり、ミュリエルに向けた目線には心からの好意と礼れい儀ぎ正しさがあった。

　ミュリエルも笑え顔がおになって、その人に挨拶したのである。

「こんにちは、ジェネロ。わたしのお友達のキャサリン・ウィンスロウを紹しよう介かいします」

「お久しぶりです、ミュリエルさま。初めまして、キャサリンさま。わたしは当家の召使いのジェネロ・サルバと申します」

　いよいよ決定的だった。何より、そっとエレオノーラのほうを窺うかがってみれば、彼女は何とも言いようのない眼をしていた。

　切ないとも絶望的とも取れる狂くるおしい眼を、ひたとジェネロの顔に当てているのである。

　逆に、ジェネロは懸けん命めいにエレオノーラを見ないようにしているようだった。

　パスティレリ家からの帰り道、馬車の中で、キャサリンはミュリエルに訊きいてみた。

「あのジェネロという人は、どういう人なの？」

「子どもの頃からあのお屋や敷しきに勤めている人なのよ。とても忠義な人で、自分では召使いだと話しているけれど、本当は家族同様と言ったほうがいいでしょうね。今ではおじさまの助手も務めているくらいですもの」

　ミュリエルの話しぶりには明らかな好意が感じられた。

「立派な人なのね？」

「もちろん。とても立派な人よ。おじさまもジェネロを信しん頼らいして大事なお仕事を任せているし、エレオノーラも本当の兄のように思っていると話してくれたことがあるわ」

　なるほど、とキャサリンは思った。昔はいいお兄さん代わりだった。それがいつの間にか、そうではなくなったということだ。

　しかし、それほど父親の信頼の厚い人なら、ジェネロと愛し合っていることを隠かくさなくてもいいだろうにと、それだけが不思議だった。




　その夜、スウェン家の晩ばん餐さんの席で、ミュリエルが、パスティレリ家での意外な再会について父親に問い質ただしたのはもちろんである。

　すると、その父親は眼めを丸くして、ふざけて両手を上げてみせた。

「やれ、見つかってしまったか。せっかく、おまえを驚おどろかそうと思って内ない緒しよにしていたのに。おまえには黙だまっていたが、明日にはおまえと一緒にパスティレリのところへ行くことになっているんだ。そこで劇的に再会してもらうつもりだったんだよ」

「まあ、ひどいわ、お父さま。おかげでわたしはケイティさんの前でとても恥はずかしい思いをいたしました」

　精せい一いつ杯ぱい厳しい声で父親に文句を言って、少し心配そうにミュリエルはつけ加えた。

「みなさんそれぞれ召めし使つかいに変装していらっしゃいましたけど、あの方たちの今度のお仕事はそれほど──むずかしいお仕事なんですか？」

「いいや、そんなことはない。ごく簡単なものだ。仕事の内容はパスティレリとの約束だからおまえにも言えないが、彼らには単なる退たい屈くつしのぎでしかないだろうよ。だから召使いの真ま似ねなどして暇ひまをつぶしているのだろう。──ダムーには会ってきたかね？」

「いえ。控ひかえておきました。エレオノーラのことが気になったものですから」

　娘むすめの言葉に、スウェン氏は表情を少しあらためたようだった。

「うむ。そこでだ。訊きたいんだが、おまえの眼から見てエレオノーラはどんな様子だった？　この婚こん約やくを喜んでいるように見えたかね」

「お父さま？」

　ミュリエルが驚いて問い返した。その母親のドゥエンナも、そっと夫をたしなめた。

「あなた。滅めつ多たなことをおっしゃらないでくださいな。せっかくのお祝い事ですのに」

「わかっているよ。人の家のことだし、わたしが口を出す筋合いでもないんだが……」

　キャサリンははらはらしながらスウェン氏の言葉を聞いていた。氏はまさかエレオノーラの駆かけ落ち計画を知っているわけではないだろうが、何か気がかりなことがある顔だった。

「パスティレリはこの縁えん談だんに大乗り気なんだよ。今時珍めずらしい立派な青年だと褒ほめちぎっている。まるで自分が結婚するかのような熱の入れようでね。──それ自体はいい、舅しゆうとに気に入られる婿むこなら願ってもない。それはいいんだが、肝かん心じんのエレオノーラがどう思っているのか、本当にその青年と結婚したいと思っているのか、そう尋たずねると、彼はひどく意外そうな顔をするんだ。あんなに立派な青年なのに、娘の命の恩人なのに、自分もこんなに気に入っているのに、娘がその青年をきらったりするはずがないじゃないかと言うんだよ。それは確かに、その通りかもしれない。何より、無ノンフ形種オーマーの間では子どもの結婚は父親が決めるものだから、パスティレリがいいと言うなら、それでいいのかもしれないが……」

「おじさま。では、異種アナザー人類レイスの方々の間では違ちがうんですか？」

　思わず割って入ったキャサリンだった。

　人の話を遮さえぎる無礼は承知していたが、今のスウェン氏の言葉はそのくらい意外だったのだ。

　沿岸国家のどの国でも子の結婚には父親の許可がいる。それなら当然、異種人類もそうだとキャサリンは思っていたのである。

　大実業家として知られるミュリエルの父はキャサリンを見て、優やさしく微ほほ笑えんだ。

「ええ、違います。子どもは親に属するものであり、親が保護するものである。これは我々もあなた方も共通の考え方ですが、あなた方の法律は十代後半──時には二は十た歳ちを過ぎた未み婚こんのお嬢じようさんまでをも父親に属するものだと、父親に占せん有ゆうされるものであると定義づけています。従って、父親に無断でお嬢さんを奪うばい去ることは父親の財産を強ごう奪だつするに等しいと。たとえ、そのお嬢さん本人が強奪されることを承しよう諾だくし、同意していたとしても──本人の同意があればそもそも強奪とは言えないはずだが──それは言語道断の泥どろ棒ぼう行こう為いとして非難され、父親には相手の男を糾きゆう弾だんする権利が与あたえられ、男は非道を働いた不届き者として処しよ罰ばつされることになる。しかしながら、これは我々には実に理解しがたい法律でしてね」

　スウェン氏はいたずらっぽく青い眼を瞬またたかせた。

「二つ三つの子どもならともかく、十七、八にもなれば、誰だれと結婚したいのかくらいは自分で決められるはずだというのが我々の考え方なんですよ。つまり結婚というものは当事者たちの間で決定されることであって、たとえ実の父親といえども、他者がその意思決定に直接関かかわるようなことではないというのが我々の見解です」

「それはそうです。わたしも──わたしはまだ結婚なんて考えてもいませんけれど──自分の気に入らない方と結婚しようとは思いません。でも、父の意志を無視して結婚を決めようとも思いません」

　きっぱり言って、キャサリンは急いでつけ加えた。

「なぜって、わたしが選んだ人を、父が意味もなくきらったりするはずはありませんもの」

「もちろんですとも。あなたは良識のある立派なお嬢さんだ。そのあなたの選ぶ人がおかしな人物であるはずがない。同じように、わたしも自分の子どもたちを信じているのですよ。娘が──もちろん息子むすこでもですが──心から愛して伴はん侶りよに選んだ相手ならば、わたしはその相手に子どもを奪い取られるのではなく、新たに愛せる家族をもう一人、得ることになると考えます。わたしが言いたいのは要するに、無形種の父親たちはしばしば、娘の幸福を願うあまり、当の娘の意志を無視して話を進めてしまう傾けい向こうがあるということです」

　それは否定できないとキャサリンも思った。

　現実問題として、結婚は──少なくともキャサリンが属するような貴族階級では、男の側が娘の父親に申し込むものだからだ。娘の承諾だけがあっても意味がないのである。

「特に今度の場合、相手はあのサンティ家の末まつ裔えいという名門の血筋だ。パスティレリは裕ゆう福ふくな人間ですが、貴族の家いえ柄がらではない。これも我々には理解しがたいことですが、無形種にとって、その『名門の血』というものは往々にして抗こうしがたい魅み力りよくを放つものであるらしい。たとえ、今の青年が無職で無一文でも、パスティレリはこの話を願ってもない良りよう縁えんと受け取ったはずだ。エレオノーラもそう思っているのなら何も問題はないのですが、こういう場合、無形種のお嬢さんたちは──あれもわたしには実に不思議なんだが──時々、妙みように煮にえ切らない態度を取ることがある。父親の期待に添そいたいと思っているのかもしれないし、それこそ相手の男性の『名門の血』とやらに気をつかっているのかもしれないが、どうも曖あい昧まいでいけない」

　ドゥエンナが言った。

「あるいは、本人は一生懸けん命めい伝えているつもりなのに、相手の男性や父親にはまるで伝わっていないのかもしれませんよ」

「わたしもそこが心配なんだよ。キャサリンさんのような人ならそんな心配は無用なんだが、エレオノーラではね……」

「まあ、おじさま。それはどういう意味でしょう？」

　キャサリンの抗こう議ぎにスウェン氏は笑って首を振ふった。

「あなたなら、もしエリオット卿きようが先走ってあなたの意に添わない花はな婿むこを見つけたとしても、あの方とは結けつ婚こんできない、もしくはしたくないとはっきりおっしゃるでしょうからね。しかし、エレオノーラはそうは言わない。『わたしにはまだ早すぎるお話です』とか、『もう少し学校で勉強を続けたいのです』とか言う。──事実、彼女はそう話していたらしいのですよ」

　その場にいた女性たちはみんな眼を丸くした。

　彼女たちにはその言葉の意味は明白すぎるくらい明白だったからだ。代表してミュリエルが訊きいた。

「お父さま。それで、パスティレリのおじさまは……？」

「だから、そこが問題なんだ。パスティレリは娘むすめのその言葉を引用して、心の底から楽しげに、あんなに照れなくてもいいのにと言うんだよ。あの青年とならきっとうまくやっていけるから、何も心配することはないんだと、それはそれは嬉うれしそうに話すんだ。どうやら彼は娘の態度を、結婚の決まった女性が陥おちいる一種の──気の病やまいのようなものだと考えているらしい。若い娘にはよくあることで、結婚してしまえば落ちつくよと笑い飛ばしているんだが、はてさて、本当にそうなのかどうか……」

　スウェン氏は困ったように首を振った。

「わたしとしては、もう少し冷静になって、根本のところをゆっくり見定めてみたらどうかと言いたいんだが、無む駄だだろうね。何しろ、彼の頭の中にはすでに生まれてきた孫を抱だき上げる光景までがありありと映っているらしいんだ。男か女か、名前はどうするか、あのサンティ家の正当な後こう継けい者しやにふさわしい立派な名前を選ばなくてはと、こうだからね。とてもとても……わたしの言うことなど今のパスティレリの耳には入るまいよ」

　ドゥエンナが少し考えながら言った。

「他ひ人と事ごとではありますけれど、あなたの心配はよくわかりますよ。片方が望んでいない結婚がうまくいくはずがありませんもの」

「そのとおりなんだよ。こんなことはまったく余計なお節せつ介かいかもしれないが、エレオノーラはいい子だからね。パスティレリだって実に陽気で気さくな、好感の持てる人間だ。この縁えん談だんも、一人娘を何とかして幸せにしてやりたいと一心に願ってのことなのは間ま違ちがいない。──そして、そんな父親の気持ちをエレオノーラも充じゆう分ぶんにわかっている。それだけに、このまま放ってはおけないような気がするんだよ」

　その二人の娘ははっきり頷うなずいた。

「わかりました。明日、もう一度、エレオノーラと話してみます。わたしも少しおかしいとは思ったの。エレオノーラはわたしたちにはその方を愛していると言ったけれど、とてもそうは見えなかったんです」

「それとなく訊くだけでいいんだよ。何と言っても微び妙みような問題だし、わたしの考えすぎということもあるからね」

　これまでの会話をキャサリンは救われたような思いで聞いていた。

　犯罪は未然に防ぐことが何より大事である。

　エレオノーラに駆かけ落ちをやめさせることができればそれに越こしたことはない。

　駆け落ちをやめさせるためには、その必要がなくなればいいわけだ。

　再び身を乗り出して熱心に尋たずねた。

「おじさま。パスティレリさんという方は、エレオノーラさんが今の婚約はいやだと言ったら、もし仮に──仮にですけれど──他ほかに好きな方がいると言ったとしたら、エレオノーラさんの意に添わない結婚を無理に押しつけるような方ではないと思いますか？」

　唐とう突とつな質問にスウェン氏は首を傾かしげたものの、にっこり笑って頷いた。

「わたし個人の見解ですが、彼はそんな偏へん屈くつな無形種ではないと思いますよ。あなたも明日、ご自分の眼で確かめてみることです」







　　３







　翌日の日にち没ぼつ後、キャサリンは持参した服の中でも一番いいドレスを着て、ミュリエルとその両親と連れだって馬車に乗り込んだ。今日は泊とまりになるからニーナも一いつ緒しよである。

　陽が暮れた後に見るパスティレリ屋や敷しきは、昼間とはまた違った顔を見せていた。

　立派な門や玄げん関かんまでの通路、そして庭に点ともされた無数の灯とう籠ろうの灯あかりが、その姿を夜空の下に美しく照らし出している。

　その幻げん想そう的な光景の中、一行を出で迎むかえてくれたルチアーノ・パスティレリ氏は、一目見たら忘れられないような人物だった。

　まず第一に、大きい。巨きよ漢かんとはこの人のことを言うのだろう。

　縦の寸法はもちろんのこと、横の量感も並はずれている。身なりも上品なもので、最高級の上着とズボン、それにベストを身につけていたが、立派な太たい鼓こ腹ばらを覆おおっているそのベストは、スウェン氏の優に三倍は布地を使ってあるようだった。

　圧あつ倒とうされるようなその体たい軀くの上に黒いもじゃもじゃの顎あご髭ひげで覆われた顔が乗っている。肌はだは浅黒く、血色がよく、黒い眼めがきらきら輝かがやいていた。

　白しら百ゆ合りのような印象の娘とは大違いの迫はく力りよくである。

　しかし、パスティレリ氏は至って気のいい人らしく、スウェン氏がキャサリンを紹しよう介かいすると、大げさなくらいの喜びようを示してキャサリンを歓かん迎げいしてくれた。

「バナディスのエリオット・ウィンスロウ卿きよう。お名前はもちろん存じておりますとも。しかし、こんなにも可か愛わいらしいご令れい嬢じようがいらしたとは！　いや、不覚にも今日まで知りませんでしたよ。よくいらしてくださった」

　体つきばかりではない。声も弾はずむように豊かで、活気にあふれている。

「フロレンティアはいかがです。気に入りましたかな？」

「ええ。とてもすてきな街ですね。同じくらいこのお屋敷もすてきですわ」

「おう、これは嬉うれしいことを言ってくださる」

　パスティレリ氏は生来陽気な性しよう分ぶんのようだった。楽しげな声を立てて笑うと、キャサリンの手を取ってキスをし、その手とキャサリンの顔を眺ながめて、にっこり笑った。

「ミュリエルなら一も二もなく真しん珠じゆだが、あなたには何か淡あわい桃もも色いろの宝石が似合いそうですな。台座は金でつくって、透すき通った薄うすいピンクの水すい晶しように小さな花を刻きざんで乗せる。どうです？　一つ、わたしにつくらせてもらえませんか？」

　スウェン氏が呆あきれたように割って入った。

「待てよ、パスティレリ。すべての女性を美しく飾かざろうというきみの信念には敬服するがね。キャサリン嬢はまだ十四歳だぞ。若さという最高の宝石の前には、きみの考案する見事な装そう飾しよく品といえどもかないはしないさ。こんな時まで商売気を出すのはやめにして、早く、きみの自じ慢まんの婚こん約やく者を紹介してくれないか」

「おいおい、スウェン。勘かん違ちがいするなよ。何もぼくが婚約したわけじゃないぞ。ぼくとしても紹介したいのは山々だが、彼は今日はどうしても都合がつかなくてね。来られないそうだ」

　これまた意外だった。

　今夜はその青年のお披ひ露ろ目めだと思っていたスウェン氏は拍ひよう子し抜ぬけしたような顔になったし、キャサリンも同様だった。人の品定めはよくないことではあるが、この父親が褒ほめちぎるその婚約者がジェネロと比べてどのくらいの王子様なのかと密ひそかに楽しみにしていたのである。

　それ以前に、娘むすめの婚約が決まったというのでわざわざ友達を家に招いておきながら、肝かん心じんのお相手が欠席とは妙みような話だが、当のパスティレリ氏は一向に気に止めていない様子だった。

　今夜はあくまで『娘の婚約が決まった』ことを友人たちに報告するための内輪の席であり、本番の婚約披ひ露ろうは王室関係の記念行事がすべて終しゆう了りようした後にあらためて行うと言うのである。

　言い換かえれば、今夜からほぼ毎晩、違う友人を招いてパーティを開くことになるわけだから、スウェン氏はますます呆れ顔になった。

「そんなにもったいぶらなくても、一度ですませてしまえばいいだろうに」

「いいや。ぼくにとっては、たった一人の大切な娘の婚約なんだぞ。いくら大げさにしたって過ぎることはない。我々はきみたちと違って手順を重んじるんだ」

『きみたち』とは『異種アナザー人類レイス』ということだろう。しかし、悪い意味で言ったのではない。

　スウェン氏もそれをわかっているから、さらに友人をからかった。

「本番用の招待状にしても大変なものだったな──金きん箔ぱく刷りで。いったいきみはあの招待状を何枚用意したんだ？」

「ざっと三百枚だ。それでも厳重に人選した。──キャサリンさん。もしよかったらあなたもお父上と一緒に出席してくれませんか？　娘が願ってもない相手と婚約するんですよ」

　キャサリンは曖あい昧まいに微ほほ笑えむだけで答えに代えておいた。

　そんなキャサリンを見て、スウェン氏もちょっと苦く笑しようしてみせた。『ごらんの通りでね』と、その顔が語っている。

　一行は中庭に通された。表の庭と違って、そこはフロレンティアふうの中庭だった。

　頭の上には星空があるのに、中庭を囲む柱に灯籠が掛かけられていて、真昼のように明るい。

　床ゆかには素す焼やきのタイルが敷しき詰つめられ、至るところで薔ば薇らや飛ひ燕えん草そうや、今を盛りの花たちが美しさを競っている。それらの植物もフロレンティアふうに、花か壇だんではなく石造りの容プラ器ンターに収められており、木製のベンチや陶とう器きの置物と一緒に並べられていた。

　花の香かおりとまばゆい照明の中で他の招待客が楽しげに談笑している。

　もちろん、そこにはエレオノーラもいた。キャサリンたちを見ると笑え顔がおで挨あい拶さつして来たが、父親のはしゃぎぶりに比べるといかにも控ひかえ目な、ひっそりした風ふ情ぜいである。

　せっかく晴れ着を着ておしゃれしているのに、肝心の表情は晴れやかとはとても言えない。

　しかし、それもパスティレリ氏には、こんなふうに映るらしい。

「さあさあ、エレオノーラ。ジュリアーノくんが今夜来られなかったのは残念だが、おまえがそんな顔をしていてはいけないよ。待ちわびる気持ちもわかるが、がっかりすることはない。正式な婚約まであとたったの六日じゃないか。その時にはおまえは晴れてジュリアーノくんの未来の花はな嫁よめだ。喜ばしいことじゃないかね」

「ええ、お父さま」

　エレオノーラは父親思いの娘には違いない。無理に笑顔を浮うかべて父親に答えてはいたが、見ていたキャサリンは何とも言えない胸むな騒さわぎがした。思わずミュリエルの顔を窺うかがった。

　ミュリエルも不安そうだった。キャサリンの眼を見て、そっと頷うなずいて見せた。

　これはいけない。どう見てもいけない。スウェン氏でなくても、ちょっと敏びん感かんな人ならば、この慶けい事じを心から祝う気にはなれなかっただろう。

　別にパスティレリ氏が鈍どん感な人というわけではないが、所しよ詮せんは男親だ。微び妙みような娘心を悟さとれといくら言ったところで無理がある。エレオノーラの母親が生きていれば、ここまで話が難しくなることもなかったと思われるのだが、いずれにせよ氏はたいへんな上じよう機き嫌げんで、他の招待客をキャサリンに紹介してくれた。

「こちらはフェリーチェ大たい尉いご夫妻。それにそちらは医師のベニートー。わたしの主治医でね。それからヴェルダ夫人とお嬢じようさんのクラウディア。プルート牧師さんご夫妻とお嬢さんのヴィットリア。昔から家族ぐるみのつきあいなんですよ」

　キャサリンを除けばこの場に集まった人たちはほとんど顔見知りらしい。ミュリエルやその両親とは互たがいに会え釈しやくするだけで挨拶に代えてしまっている。

　だが、キャサリンの他にもう一人、招待客と初対面の挨拶を交かわしている若い女性がいた。

　氏は最後にその人のところへキャサリンを連れて行った。

「そしてこちらが、ヴィルドナからわざわざいらしてくれたエレオノーラのお友達で……」

　紹介されるまでもなかった。その女性を間近で見たキャサリンは驚おどろきの声を発していた。

「まあ！」

　周囲に咲さき誇ほこる深しん紅くの薔薇より眼を惹ひく美び貌ぼうは以前に見た時と少しも変わっていなかった。

　なめらかな象ぞう牙げ色の肌はだ、つややかな黒い髪かみ。口紅など差す必要がないほど赤い唇くちびるに、宝石のような青い瞳ひとみ。男性を虜とりこにしてやまないその瞳がキャサリンを認めて驚きに見開かれる。

　瞳の色に合わせた青いドレスに身を包んだ美女は嫣えん然ぜんと微笑んで言った。

「お久しぶりね、キャサリン。こんなところでお会いするなんて奇き遇ぐうだこと」

　ヴィルドナのアンジェラ・ルビンスタイン男だん爵しやく令嬢だった。




　食事の後は、男性はブランデーとカードを、女性はお茶と会話を楽しむ。

　その女性たちも自然と年ねん齢れいごとに別れることになり、アンジェラはキャサリンやミュリエルたちと一いつ緒しよにエレオノーラを囲んで、おしゃべりに興じた。お目当ての婚こん約やく者が見られなくて残念といったことから、フロレンティアの印象、最近のヴィルドナの流行などだ。

　ヴィルドナに留学しているエレオノーラは、パスティレリ氏の遠とお縁えんに当たるオズボーン家に滞たい在ざいしている。オズボーン夫人のパトリシアは二十二歳とまだ若く、アンジェラとは以前から親しい友達だった。アンジェラがオズボーン家を訪おとずれた際に、パトリシアからエレオノーラを紹介されて仲良くなったのだという。

「本当はパトリシアも来たがっていたのだけれど、どうしても都合がつかなかったの。だから、わたしが代わりにお祝いに来たのよ」

　キャサリンが尋たずねた。

「お一人でですか？　男爵さまはご一緒ではありませんの？」

「父はまだヴィルドナよ。式典最終日の晩ばん餐さん会には間に合うように来ることになっているの。エリオット卿きようもいらっしゃるはずではなかった？」

「ええ。やっぱり最終日に来る予定です」

　数週間に亘わたるお祭りの最後を締しめくくるのが国王と王妃による市内のパレードだ。

　パレードの後は王宮の庭が一いつ般ぱん市民に開放され、まだ一歳の皇太子も含ふくめて、バルコニーに王族が勢せい揃ぞろいして、集まった市民に手を振ふって応こたえるという手はずになっている。

　最後にもっとも大きな国交行事として、外国の賓ひん客きやくの中でも位くらいの高い客を招いての晩餐会が催もよおされる。ルビンスタイン男爵もエリオット卿もその晩餐会に出席する予定なのだ。

　エレオノーラが無む邪じや気きに問いかけてきた。

「それにしても、アンジェラとキャサリンさんはどういうご縁で知り合われたんですか？」

　キャサリンもさすがに一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。

　実は第一印象は最悪で、もう少しで撃うち合いを演じるところだったんです、とは言いにくい。

　見れば、アンジェラも複雑な苦笑を浮かべていた。

　キャサリンにだけわかるように、そっと目配せを寄よ越こすと、おもむろに頷いた。

「そうね。隠かくしていても仕方がないわ。正直なところをお話ししましょうか。わたしたちはね、恋こい敵がたきだったの」

　その場にいた少女たちが一いつ斉せいにどよめいた。

「ああ、誤解なさらないで。わたしの場合は別に、その方と相愛だったわけではないの。父が少しばかり早まっただけのことなのよ。キャサリンの場合も似たようなものだったわね？」

「ええ。婚約なんてとんでもない。あんな話、子どもの頃ころの口約束にすぎませんもの」

「それなのに社交界ではすっかり、わたしたちのどちらがその方を射止めるのかという憶おく測そくが広まってしまって、いつの間にか女同士で激しく競い合っていることにされてしまったのよ。わたしたちのほうが困こん惑わくしたわ。そうよね？」

「本当におかしな話でしたわ。わたしとその方はただの幼なじみに過ぎませんでしたのに」

「わたしにとっても同じことよ。あの方は親しいお友達の一人に過ぎなかったのに。どうやら、こんな話題に眼めのない方々に格好の退たい屈くつしのぎを提供してしまったようなのだけれど、みんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい噂うわさ話ばなしなのよ。何故といって、その方は結局ご自分で選んだ女性と結けつ婚こんなさったのだから、わたしたちはいわば、ふられてしまった者同士ということになるわね」

　少しも動じることなく嫣然と微ほほ笑えみながら語るアンジェラは、二は十た歳ちという年齢よりずっと大人びて見える。そうして、ミュリエルに興味深げな眼を移した。

「わたしも聞きたいわ。キャサリンとミュリエルさんがどこで知り合ったのか」

　これまた言いにくい話だが、ミュリエルは穏おだやかに微び笑しようして答えた。

「どうぞミュリエルと呼んでください。人のご縁とは不思議なものですが、わたしにとってもキャサリンとの出会いは思いがけないものでした。先日、ゲルスタンへ旅行した折に、共通の知人の方から紹しよう介かいしていただいたのです」

「まあ、ゲルスタンのどちらへ？」

　ミュリエルはさらににこやかに答えた。

「エレンバーデンの南のツヴァイゲンというところです」

　キャサリンは密ひそかに胸を撫なで下ろして、何食わぬ顔で話を合わせた。噓うそを言うのがよくないことなのはもちろんだが、それも時と場合によるのだ。

　やがて休む時間になり、客たちはそれぞれの部屋へ引き上げることになった。

　広い屋や敷しきなので、東に張り出した棟むねの二階がほとんど全部客間になっている。

　二階へ上がる階段の途と中ちゆうで、アンジェラが笑いながらキャサリンに話しかけてきた。

「あなたの行く先々ではどうしても何か事件が起こるようね」

　父と同じことを言うアンジェラに、キャサリンはつんと顎あごを反そらした。

「別に、わたしが事件を起こしているわけじゃありませんわ」

「あの後、ルワナはたいへんな騒さわぎになったのよ。ご存じかしら？　あの時計塔とうが半はん壊かいしたの。市の象しよう徴ちようとも言うべき建物だったから、お気の毒に、市長は半はん狂きよう乱らんだったわ」

「それではなおのこと、わたしの仕し業わざではありませんわ。わたしはただの人間ですもの」

「ついこの間はゲルスタンのライエ州で何かとんでもない事件が起こったらしいわ。ライエはツヴァイゲンの隣となりの州よ。もちろんあなたはご存じね？」

「それはそうです。ツヴァイゲンからほんの一走りでしたもの。森と湖のきれいなところで、ちょうど春の花盛りでした」

　努めて平静を装よそおって話してはいたものの、キャサリンは内心、大いに焦あせっていた。

　ルワナでは時計塔が崩くずれ落ち、ライエとツヴァイゲンではそれぞれ由ゆい緒しよ正しい城が崩ほう壊かいした、その大災害の原因は未いまだに父にも話していないことだからである。

　キャサリンはリヒター・ハウスとドゥーゼン城がなぜ崩れたのかは父にも言わなかった。

　ただ、狂きよう信しん的な将軍に銃じゆうを突つきつけられたところで、突とつ如じよとしてリヒター・ハウスが崩壊を始めたので急いで逃にげ出したと説明した。

　父に噓を言うのは心苦しかったが、ルワナの時も竜りゆうのくだりは省略してしまった弱みがある。

　今さら竜の背に乗ったとは言えなかった。何より、あのことはあまり大きな声では言わないほうがいい、あの人たちと自分だけの秘密にしておいたほうがいいような気がしたのだ。

　実際、キャサリンがわざわざ言うまでもなく、竜を見たという証言はいくらでも出てきた。

　その竜がどこから現れ、どこへ消えたのか、関係者の間では大騒ぎになったらしい。反面、徹てつ底てい的な報道規制が敷しかれたので、ゲルスタンの一いつ般ぱん市民は今も竜の出現を知らないままだ。

　前回のヴィルドナの時もそうだったが、そんな生き物が自分たちの国の上空を自由に飛んでいることを公表したりしたら、一般市民は確実にパニックを起こす。

　隠せるものなら隠しておいたほうがいいとキャサリンは無意識に判断したのである。

　しかし、アンジェラはあの時実際にルワナの時計塔にいたのだ。ごまかすにも限度があるが、彼女は今はそれを追つい及きゆうする気はないようだった。

「ねえ、キャサリン。もしも、あなたが正しいと思うことが社会の規律に背そむくことだとしたら、あなたはどうする？」

　この唐とう突とつな質問に、キャサリンは咄とつ嗟さに答えられなかった。どういうつもりでこんなことを訊きくのかと思ったが、アンジェラの表情は真しん剣けんそのものである。

　キャサリンは少し考えて慎しん重ちように答えた。

「それは……一いち概がいには言えませんわ。時と場合によると思います」

「本当に愛している人の手を取ることがいけないとは、あなたは言わないわね？」

　キャサリンは思わず足を止めた。自分より背の高いアンジェラを眼を見張って見上げると、声を低めて問いかけた。

「アンジェラ。あなた──知っているんですの？」

「あなたのほうこそ、何をご存じなの？」

　そこは階段の踊おどり場ばになっていた。少女たちはみんな上へ上がってしまって、近くには誰だれもいない。それでもキャサリンは充じゆう分ぶん用心して、小声で囁ささやいた。

「エレオノーラさんには……婚こん約やくの決まった方以外に想おもう人がいるのではないかと……」

「そうよ。それなのに、どうしてもお父さまには打ち明けられないと言うのよ。このままでは愛してもいない人と結婚しなくてはならなくなるのにね」

　勝ち気なアンジェラにはエレオノーラのその態度が理解できないようだった。彼女が二階の自分の部屋に入るのを見届けて、キャサリンも自分に与あたえられた客間に向かおうとした。

　広い屋敷だけに、間ま違ちがえずに自分の部屋へ辿たどり着くだけでも一苦労である。

　そこにはニーナが待っているはずだったが、キャサリンは思い直して、再び廊ろう下かを戻もどった。

　これ以上考えていても埒らちが明かない。ぐずぐずと思い悩なやむのはキャサリンの性しようにも合わない。

　直接、エレオノーラに談判しようと思ったのだ。

　彼女の部屋は客間の並ぶこの棟とは全然別の場所にある。一度下に降りて、まだ起きている召めし使つかいに彼女の部屋を尋たずねるつもりだったが、キャサリンが階段の見える廊下まで戻った時、当のエレオノーラが階段を上がってくるのが見えた。

　エレオノーラはキャサリンには気づかなかった。キャサリンに背を向けて廊下を進んで行き、とある部屋の扉とびらを叩たたいたのである。

　中からミュリエルが現れて、エレオノーラを室内に招き入れるのが見えた。

　その部屋の扉が閉まる寸前に、キャサリンは小走りに走り出していた。

　エレオノーラは昨日からずっと、何かをミュリエルに話したがっていた。でも、人が多くて今まで二人きりになれなかった。その秘密の相談をしに来たのだと直感した。

　お作法の先生に知られたら大目玉だったろう。しかし、キャサリンはためらわなかった。

　ミュリエルの部屋の扉をほんの少し押し開けて、聞き耳を立てる。室内ではエレオノーラがまさに必死の──支し離り滅めつ裂れつの嘆たん願がんをしているところだった。

「お願いがあるのよ。ミュリエル。変なことを言うと思うでしょうけれど……わたし、わたし、夜中にちょっと外へ行ってみたいの──馬車で」

「夜中に？　馬車で？」

「ええ。どうしても、そうしなければならないの。それであの──お願いというのはケイティさんたちのことなのよ。あの人たちはあなたのお知り合いでしょう？　だから、夜半に馬車が出ていっても──あの、朝まで黙だまっているようにと──家の者に知らせたりしないでほしいと、あなたからお願いしてもらえないかしら？」

「エレオノーラ。どういうこと？」

「お願いよ、ミュリエル。今は詳くわしいことは言えないの。言えないのだけれど……どうしても、誰にも知られないように家を出なくてはならないの。だけど……だけど、あの人たちは一晩中起きていて、庭を見張っているのよ。馬車を出したら必ず気づかれてしまう。だから、お願い。力を貸してちょうだい」

　ほとんど泣きださんばかりの口調で訴うつたえているが、ミュリエルはそう簡単には頷うなずかなかった。鈴すずを振ふるような美しい声に深い憂うれいを滲にじませて言った。

「お願いするのはわたしのほうよ、エレオノーラ。本当のことを話して。いったい、あなたは何をしようとしているの？」

「それは……今は言えないの。ごめんなさい。でも、決してあなたにご迷めい惑わくはかからないから。お願い。わたしを信じて」

　ここで我が慢まんできなくなったキャサリンはノックもせずに扉を開けて、部屋に入った。

「失礼します、ミュリエル。エレオノーラさん」

　ミュリエルはただ驚おどろいただけだったが、エレオノーラは明らかにひどく動どう揺ようし、狼ろう狽ばいした。

　青ざめたその顔は今にも倒たおれてしまいそうに見えたが、彼女はかろうじて踏ふみとどまると、強こわばった笑顔を浮うかべて、キャサリンを遠ざけようとした。

「キャサリンさん。申し訳ありませんけれど、外していただけませんか」

「エレオノーラさん。今まで黙っていましたが、わたしは一昨日、船でこのフロレンティアにつきました。《ゴールド・メダリオン》号という船です。そこで偶ぐう然ぜん、一組の男女がよからぬ相談をしているのを耳にしました。親も家も国も捨てて二人で逐ちく電でんしようという相談でした」

　もともと血の気の引いていたエレオノーラの顔色は、着ている絹の部屋着にも負けないほど白くなった。しかし、キャサリンは容よう赦しやしなかった。

「あなたがお父さまを裏切ろうというのは、あなたの勝手です。でも、ご自分の勝手で友人を──ミュリエルを巻き込むなんて！　ダムーさんたちまで！　今のダムーさんたちのお仕事がどういうものなのかはわたしも知りません。ですが、夜中に馬車の出入りを許すということは、あの人たちにとって重大な契けい約やく違い反はんになる恐おそれがあるのではありませんか。それでどうして、迷惑が掛かからないなどと言えるのです？」

　エレオノーラはがたがた震ふるえているだけで答えられない。

　その様子を見れば、キャサリンの指し摘てきが正しいことは一目瞭りよう然ぜんだった。

　ミュリエルは何も言わなかったが、棒立ちになっているエレオノーラをそっと促うながして椅い子すに座らせてやった。

「落ちついて。エレオノーラ。今、お茶を持ってきてもらうから。──キャサリンもどうぞ、座ってください」

　呼び鈴りんに答えて現れたのはケイティではなかった。二は十た歳ち過ぎの、ちょっと間延びした顔の小間使いだった。マリアという名前だという。ミュリエルがこの夜半に呼び出したことを詫わび、まだ台所でお湯を沸わかせるかと訊きくと、大だい丈じよう夫ぶだと思いますとのんびり答えた。

　三人分のお茶を運んでくれるように頼たのむと、マリアはかしこまりましたと型どおりに答えて、下がっていった。この分ではいつお茶が届くか心配だったが、誰だれか気の利きいた召使いが起きていたらしい。マリアはすぐに、熱いお茶にビスケットまで乗せた大きな盆ぼんを持って戻ってきた。

　熱いお茶を一いつ杯ぱい飲んで、エレオノーラはやっと人ひと心ごこ地ちが着いたらしい。年下のキャサリンに泣きそうな哀あい願がんの目線を向けてきた。

「ごめんなさい、キャサリンさん。みんなあなたの言ったとおりです。でも……でも、仕方がなかった。わたしには他ほかにどうすることもできなかったんです」

「エレオノーラ……」

　ミュリエルがその手を取ると、エレオノーラは堰せきを切ったように語りだした。

「ねえ、ミュリエル。あなたはジェネロを知ってるわね？　わたしとは子どもの頃ころから仲良しだった。まるで兄妹のように育ったわ。あなたは彼がどんな人か知っているでしょう？　もうずっと長いこと、彼はわたしの兄さん代わりだった。お父さまは今でもそう思ってるわ。でも……でも、今のわたしは──彼が好きなの！」

「エレオノーラ……」

「わたし、自分でも自分の気持ちがはっきりわからなかった。ジュリアーノさまに助けられて、あの方をすてきだと思ったのも本当よ。だから……お父さまから今度のお話があった時、お父さまがあんまりあの方を褒ほめるから、あんまり嬉うれしそうになさっているから、よく考えもせず『はい』と言ってしまった。そうしたら──どんどんお話が進んでしまって……」

「当たり前じゃありませんか」

　じれったくなってキャサリンは言った。

「今からでも遅おそくはありませんわ。ありのままの気持ちをお父さまにおっしゃれば……」

「だめ！　だめよ！　とても言えないわ」

　エレオノーラは激しく長い髪かみを打ち振ふった。しばらく両手で顔を覆おおっていたが、顔を上げて、大きな息を吐はいた。

「ジェネロはすばらしい人です。どこを探したってあんな人はいないわ。優やさしくて、誠実で、心正しくて……でも、彼には一人も身寄りがないの。生まれも素す性じようもわからないのよ」

　キャサリンとミュリエルが問いかける顔になった。

　身寄りがないのと生まれ素性がわからないということは話が全然別だからである。

「ジェネロは孤こ児じなのよ。浮ふ浪ろう児じだったの。ずっと前に話してくれたわ。自分は、両親の顔や名前はもちろん本当の年ねん齢れいすら知らない。気がついた時は──六歳か七歳になるころにはもうヴィレンの裏町で──ほとんど貧ひん民みん窟くつのようなところで暮らしていたって。そんなジェネロを父が拾ったの。なかなか見どころのある少年だからと言って、手元で育てることにしたのよ。それからずっとジェネロはわたしたち家族の一員だった。だからジェネロは、父には返しても返しきれない恩があると口くち癖ぐせのように言うのよ。旦だん那なさまは自分に立派な住居と食事と着物を与あたえてくださったばかりでなく、教育まで受けさせてくれて、今では大切なお仕事も信しん頼らいして任せてくれている。それだけに、わたしとこんな間あいだ柄がらになるのは父に対して本当に申し訳ないことだと言うのよ。自分は恩を仇あだで返している、旦那さまのもっとも大切な宝物であるお嬢じようさまを奪うばい取る最悪の泥どろ棒ぼうになってしまうって。わたしもそうよ。ジェネロを愛しているけれど、少しはそういう気持ちがあるの。わたしはお父さまを裏切っている、何も知らないお父さまを悲しませるようなことをしているのだって──」

　キャサリンは、やれやれと思った。恋こいした相手が単に身分が低いだけではなく、元は孤児で、それを自分の父親が拾って育てたとは、ますますロマンス・ノベルズの王道中の王道だ。

　ミュリエルが優しくエレオノーラに話し掛けた。

「あなたが本当にジェネロを愛しているのなら、おじさまはそんなことは気になさらないわ。おじさまだってジェネロをかわいがっていらっしゃるんですもの」

「いいえ。ミュリエル。あなたは知らないのよ。父は昔からとても……家名に憧あこがれているの。だからこそ今度のお話には大喜びしているのよ。パスティレリ家もいよいよ名門の仲間入りをすることができるって。──それだけじゃない。わたしがお母さまのお墓参りの帰りにジュリアーノさまに助けられたことであの方と知り合ったのだから、それがきっかけで今度のお話が調ととのったのだから、これはきっと亡なくなったお母さまがあの世からそっと手引きをしてくれたに違ちがいないって、そうしてあの方に引き合わせてくれたに違いないって、それはもう嬉しそうにおっしゃったわ。この婚こん約やくをお母さまもさぞかし喜んでいることだろう、あとは一日でも早くおまえの花はな嫁よめ姿を見せてあげなくてはと、そうおっしゃるのよ」

　つまり、ただでさえ、他の男の存在など言えない雰ふん囲い気きなのだ。

　おまけに死んだ母親まで持ち出されてしまっては絶望的である。

「お父さまはもちろんジェネロのことをかわいがってはいるのよ。有能な秘書ですもの。でも、わたしたちがこんなことになるなんて思ってもいないはずだわ。父にとってジェネロは優ゆう秀しゆうな片かた腕うでではあっても、決してわたしの横に並べられるようなものではないのよ。結局──結局は身分違いなんですもの。わたしにもそれはわかっているのよ。お父さまはきっとお怒いかりになる。許してくださらないに決まってるわ」

　エレオノーラの言い分は何事にも積極的で行動力抜ばつ群ぐんのキャサリンには納得できなかった。

　第一、これではジェネロに対して失礼ではないかと思った。

　愛する人のことを誇ほこりに思うわけでなく、自じ慢まんするのでもない。それどころか『こんな人を愛してしまってごめんなさい、お父さま』と言わんばかりだ。

　身分の低い若者を愛してしまったが故ゆえのエレオノーラの苦く悩のうは、キャサリンのような性格の娘むすめには理解できないものだった。愛する人との未来を勝ち取るために戦おうともせず、黙だまって逃にげようとしていることも気に入らなかった。自然と口調もきつくなった。

「ですけどエレオノーラさん。それではジュリアーノさまはどうなるんです？　このままではあなたはそのジュリアーノさままで裏切ることになるというのに」

　ミュリエルも頷うなずいた。

「キャサリンの言う通りよ。わたしも、あなたは本当に愛している方と結ばれるべきだと思う。結婚とは本来そういうものですもの。でも、その方があなたに結婚を申し込んでいることも、もうじき正式なご婚約が調うことになっているのも間違いのない事実でしょう？」

「それなのに、どうしてこんなに切せつ羽ぱ詰つまってしまうまで何もなさらなかったんです？」

　キャサリンは散々ぐずぐずしていたあげく、今になって悪あがきをしているエレオノーラにちょっと苛いら立だっていたのだが、ミュリエルは優しくなだめるように友達に話しかけていた。

「そうよ、エレオノーラ。言いにくいことなのはわかってる。でも、このことだけははっきりさせておかなくてはいけないわ。この状じよう況きようで黙ってジェネロと姿を消したりしたら、あなたはジュリアーノさまに大変な痛手を負わせることになってしまうのよ」

「そうです。わたしが言いたいのもそのことです。婚約予定の女性に逃げられたなんて風評を立てられることは、その方の面めん目ぼくを大いに失わせることになります。男性には耐たえ難がたい恥ち辱じよくのはずですわ。その方はあなたと正式なご婚約まで考えていらっしゃるのに、あなたはもっともやってはいけない裏切り行こう為いでその方に応こたえようとしているのではありませんか」

　ところが、至し極ごく当然の二人の意見に、エレオノーラは初めて笑って頷いたのだ。

「そのことでしたら心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです。ジュリアーノさまにご迷めい惑わくは掛かかりません。だって、ジェネロと逃げるようにと勧すすめてくれたのはあの方なんですもの」

　あまりに意外な言葉にキャサリンは呆あつ気けにとられた。

　ミュリエルも同様だった。

　二人は無言で顔を見合わせた。
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　翌朝、太陽が昇のぼるのとほとんど同時に、キャサリンはベッドを抜ぬけ出した。

　朝食にはほど遠い時間だったが、身み支じ度たくを整えて、そっと部屋を出る。陽ひが昇ったばかりの室内はまだ薄うす暗ぐらく、かろうじて照明なしに歩けるくらいの明るさだった。

　早起きの召めし使つかい達もまだ眠ねむっているらしく、屋や敷しき内は静まり返っている。

　階下へ降りたキャサリンはちょっとためらった。最初は勝手口へ向かおうとしたが、客人がそんなところをうろうろしているのを誰かに見咎とがめられたら面めん倒どうなことになると思い直して、正面玄げん関かんに向かった。

　立派な玄関ホールも今はひっそりと静かだった。少なくともキャサリンがホールに出ていく時までは誰だれもいなかったが、どこからともなく声が掛かった。

「あら、お嬢じようさま。早いのね」

　この口調と裏腹なテノールの声の持ち主は一人しかいない。

　右手廊ろう下かの奥から現れたベラフォードは服装を変えていた。先日見た執しつ事じの格好ではなく、仕立てのいいシャツに赤いクラバット（ゆったりした短いタイ）を締しめ、上等なブロケードのベストに細身のズボンを穿はいている。足あし下もとはぴかぴかの短たん靴ぐつだ。

　充じゆう分ぶんにおしゃれだったが、得意の黒くろ蛇へび鞭むちを持っているところを見てもわかるように、これが彼の戦せん闘とう服だった。

　突とつ然ぜん声を掛けられてもキャサリンは驚おどろかなかった。今までの経験で彼らが見事に気配を消すことはわかっていたから明るく挨あい拶さつした。

「おはようございます。ベラフォードさんこそお早いんですのね。もうお仕事ですか？」

「違ちがうのよ。アタシはまだ仕事中。これから寝ねるところなの。こう毎日徹てつ夜やが続くと、お肌はだに悪いったらないわあ」

　ひとしきりぼやきながらベラフォードは大あくびをしている。

「お嬢さまこそどうしたの。こんなに朝早く、お散歩？」

「ええ。ダムーさんに会いたいんです。お屋敷の裏のほうにいると伺うかがったものですから。今もそちらにいらっしゃいますか？」

「そうね。裏門の傍そばの門番小屋か、でなきゃ庭だと思うわよ」

　玄関の扉とびらには恐おそろしく重そうな、なおかつ頑がん丈じようそうな錠じよう前まえが掛かっていたが、そんなものはこの青年には障害にならない。

「ほんとは鍵かぎの保管部屋まで正式の鍵を取りに行かなきゃならないんだけど、もう朝だしね。かまわないでしょ」

　と言って、鉤かぎ針ばりのような道具を使って簡単に錠を外してくれた。

　キャサリンは礼を言って屋敷の外へ出た。ひんやりと冷たい早朝の空気を胸一いつ杯ぱい吸い込むと、まだ眠っていた身体からだが一気に目覚めるようで気持ちよかった。

　大きな屋敷をぐるりと回って、裏手へ行ってみる。

　パスティレリ家は広い敷しき地ち全体が塀へいに囲まれていた。正面部分は屋敷がよく見える柵さく塀へいだが、裏へ行くに従って、その塀は石造りのものへと変わっている。無防備な屋敷の裏側や見た目の良くない作業場、それに家か畜ちく小屋などが外から見えないようにするための配はい慮りよだと思われた。

　正面から見えない裏庭もなかなか広かった。馬小屋に家畜小屋、ちょっとした菜園に薪まき置き場などが点在しており、正門の真後ろに当たる位置に裏門がある。

　当然、ここにも人の出入りを確かく認にんするための門番小屋があった。

　とはいっても、通常この門から入るのは台所に届け物をする肉屋に八百屋、魚屋くらいだ。

　もしくは屋敷の備品を用意したり修しゆう繕ぜんしたりする業者たちである。

　いずれも警けい戒かいするようなものではないはずだが、今は何か気を配らなくてはいけないことがあるらしい。でなければ、美容にやかましいベラフォードが徹夜などするはずがない。

　キャサリンが門番小屋に近づいていくと、頭の上から声が降ってきた。

「よう、お嬢さん」

　驚いて見上げると、石塀の上に人が立っていた。

　キャサリンが見上げるほどの高さがある石塀である。上り下りには梯はし子ごが必要なはずだが、その人はひらりと地面に飛び降りてきた。獣けもののような身のこなしだった。

　黒い髪かみを高々と頭の上で括くくり、腰こしには短たん剣けんを差している。勇ましい風ふう体ていだが、キャサリンといくつも歳としの違わないような少年だった。

　彼の名前は《ごちゃまぜ》のダムー。その名の通り様々な異種人類の血を引く混イン血シードであり、四人組の用心棒の最後の一人であり、ミュリエルの婚こん約やく者でもあった。

　他ほかの三人はそれぞれメイドや執事や庭師に姿を変えているのに、彼は依い然ぜんとして、袖そで無なしの上着に帯を締めていた。ゆったりしたズボンに、藁わらで編んだ風変わりな履はき物も相変わらずだ。

「おはようございます、ダムーさん。それに、お久しぶりです」

　キャサリンはここでも礼れい儀ぎ正しく挨拶をして問いかけた。

「塀の上でお散歩ですか？」

「いやあ、そんないいもんじゃない」

　ダムーも一つ大あくびをして、眠そうな眼めをこすりながら尋たずねてきた。

「あんたはこんな早くにどうした？　他の客たちはまだ寝てる時間だろう？」

「ええ。あなたにお話があって来たんです。今ここにスウェンのおじさまたちとミュリエルが来ているのをご存じでしょう？」

　門番小屋に引き上げようとしていたダムーは途と端たんにいやな顔になった。短く言った。

「知ってる」

「わたしは前から不思議でした。一度お尋ねしようと思っていたんですけど、ダムーさんには本当にミュリエルと結婚する意志がおありなんですか？」

　こうも堂々と尋ねることができたのは十四歳というキャサリンの若さのせいだろう。

　ダムーは傍はた目めにもげんなりした顔をすると、声を低めて言い返してきた。

「お嬢じようさん。あんた、俺がミュリエルと結婚できるなんて本気で思ってるのか？」

「思いません。少なくとも、わたしとニーナは思っていませんわ。それはニーナに向かって、ヘンリーさんと結婚できるかと尋ねるようなものですもの。ヘンリーさんがどんなにすてきな立派な紳しん士しでも──あの人は実際にその通りの人ですけれど──その上、仮にヘンリーさんがニーナを熱愛してくださったとしても、ヘンリーさんとの結婚だけは、それだけはニーナには絶対にできないはずです」

　異種人類の爬は虫ちゆう類るいには美形が多い。

　少なくともキャサリンが今まで見てきた人はみんなそうだった。中でも《蛇へび》のヘンリーは、たいていの女性がうっとり見とれるに違いない白はく皙せきの美青年である。

　優すぐれているのは外見ばかりではない。それ以上に人柄が魅力的だった。ヘンリーは穏おだやかで優やさしく、理知的で、物腰には品があるという、まさに非のうちどころのない貴公子なのだ。

　ニーナもそれは認めている。しかし、ニーナは紐ひものような細い蛇だろうと、眼にした途端に震ふるえ上がって逃にげ出すほど極きよく端たんな『爬虫類ぎらい』なのだ。

　形態変化したヘンリーは二十五メートルもの大だい蛇じやになるとわかっていては、とてもとても、結婚を前提としたおつきあいなど考えられないということになる。

　同じように、ダムーもまたニーナに負けず劣おとらず筋金入りの爬虫類ぎらいである。

　だから《鰐わに》であるミュリエルに対しては一歩も二歩も引いてしまう。もっと正確に言えば、姿を見るなり飛び上がることになる。さらにまずいことにダムーは純血種並みの視覚や嗅きゆう覚かくを備えているので、爬虫類ぎらいの普ふ通つうの人間より遥はるかに過か剰じように反応するのだ。

　どう考えても、これでは結婚などできるわけがない。

「でも、ミュリエルは今でもあなたと結婚したいと思っているんです。スウェンのおじさまもお二人の結婚を望んでいらっしゃいます。ダムーさんにその意思がないのなら、いい加減に、はっきりさせるべきではありませんか」

「それを言いたいのはこっちのほうだぜ。俺は鰐のおっさんには何度も言ったんだ。あんたの娘むすめを行いかず後ご家けにしたくなかったら、俺なんかにかまってないでさっさと他の男を捜さがすように言えって。それなのに鰐のおっさんときたら諦あきらめが悪いのか、執しゆう念ねん深いってのか、もっと悪くしたら『爬虫類ぎらい』ってのがどういうもんなのかまるでわかっていないのかもしれないが……とにかく、どうしても諦めようとしない。俺がどんなにあいつとは結婚できないんだって言ってもだ。掛かけ値なしに本当のことだってのに、おっさんときたらこっちが照れてるとでも思ってるんじゃねえか？　笑うだけで取り合わないのさ」

　彼には珍めずらしい長ちよう広こう舌ぜつだった。疲つかれたような、ぼそぼそとした言い方も彼らしくないことだ。

「でしたら、おじさまにではなく、ミュリエルに直接おっしゃれば？」

「言えるかよ、そんなの。──泣かれるってわかってるのに」

　苦り切った表情で、ダムーはがしがしと黒い頭を搔かいた。

　キャサリンはちょっと意外に思った。

　泣かれるのが苦手ということは、多少なりとも意識はしていることになるからだ。

　しかし、いつまでも期待を持たせたままではミュリエルがかわいそうである。

　ミュリエルはどうしてダムーに好いてもらえないのかと真しん剣けんに悩なやんでいるのだ。あれだけの美少女がだ。彼女自身には何の落ち度もないというのに。しかもミュリエルは本当に気だての優しい、誰だれからも好かれる性格で、他の異性に眼を向ける気になりさえすれば、たちまち引く手あまたのはずだというのにだ。

　無意味に引き延ばすほうがずっと残ざん酷こくだと思ったキャサリンは、さしでがましい真ま似ねなのは百も承知で、思いきって言ってみた。

「でしたら、ちょっと乱暴かもしれませんけれど、いっそのこと『結婚できない』ではなくて、『おまえがきらいなんだ』とでも言ってみてはいかがです？」

「無理だな」

「どうしてです？」

「ミュリエルは馬ば鹿かじゃない。それが噓うそだってことくらいわかるからさ」

　ますます驚おどろいたキャサリンだった。

「ダムーさんは、ミュリエルのことをおきらいではない？」

　混血の若者もびっくりしたように黒い眼を見張って答えた。

「そりゃあそうさ。きらう理由がない。俺はあいつが苦手なだけなんだ」

「では、お好きなんですのね？」

　きらいでないなら好きだろうとは、我ながら子どもじみた乱暴な論法だと思ったが、ダムーは真ま面じ目めに頷うなずいた。

「好きだぜ。あいつはかわいいし、あれだけ慕したわれたら誰だって悪い気はしねえよ。それでも──それでもだ。お嬢さん、あんたならわかるだろう？　それとこれとは話が別なんだよ」

　きらっているわけではない。むしろおおいに好ましいと思っている。しかしだ──。

　どうしてもここで『しかし』が入るのだ。

　形態変化したミュリエルは全長六メートルの立派な鰐になる。それでなくてもダムーの鼻は爬虫類の体たい臭しゆうを瞬しゆん時じに嗅かぎ分ける。ミュリエルがどんなにかわいくても、この事実がある以上、親しく接近することはできない。当然、結婚も考えられない。

　ダムーにとっては当たり前のこの理り屈くつが、ミュリエルには（スウェン氏にもだ）どうしても理解できないのである。

　キャサリンは小さなため息を吐ついた。

「ミュリエルは──同族の少年や男性たちには、きっと大変な人気でしょうね」

「ああ。《鰐》の連中だけじゃないぜ。無ノンフ形種オーマーにも混イン血シードにも、あいつと結けつ婚こんしたがっている男なんか掃はいて捨てるほどいる」

　その中から誰かを選んでくれればいいのにと、言葉にしないダムーの気持ちが伝わってきて、キャサリンは再び吐と息いきを洩もらした。

「あちらでも、こちらでも、うまくいかないものですわね……」

　キャサリンはここで頭を切り換かえて、差し迫せまった当面の問題に取りかかることにした。

「ベラフォードさんも眠ねむそうでしたけど、ダムーさんも一晩中起きていたんですか？」

「ああ。仕事だからな」

「実はそのお仕事のことでちょっとお尋たずねしたいんですの」

　思いきりのよさと大だい胆たんな行動力はキャサリンの資質の筆頭にあげられるものである。加えて、エレオノーラのような湾わん曲きよくな話の持って行き方は好みに合わなかった。極きわめて端たん的てきに訊きいた。

「もし、夜の夜中にこの屋や敷しきから馬車が出ていこうとしたら、あなたはどうなさいます？」

　唐とう突とつな質問にダムーは眼を見張ったが、同じく簡潔に答えた。
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「別に、どうもしない」

「その馬車を止めたり、咎とがめ立てたりはなさいません？」

　浅黒い肌はだの若者はさらに不思議そうな顔になった。首を傾かしげた。

「どうもあんたの言いたいことがよくわからないな。止めてほしいのか？」

「いいえ。逆ですわ。見み逃のがしてほしいんです。ただ、今の皆みなさんはパスティレリのおじさまに雇やとわれていらっしゃる身の上だと聞きました。ですから、もしかしたら止めなくてはならない義務を負っていらっしゃるのではないかと思ったんですわ」

「いいや？　そんなのは契けい約やくの中には入ってない」

「では、具体的にどういう内容のお仕事なのか、お尋ねしてはいけません？」

　ダムーはちょっと考えて、言葉を選びながら答えた。

「そうさなあ……詳くわしいところは省くとしてだ。今の俺たちはこの屋敷の番人なのさ」

　ヴィンセントもそんなことを言っていた。

「だから、夜中に怪あやしいのがこっそり入ってこようとしたら撃げき退たいする。そういう約束なんだ。屋敷の中から出ていく分には俺たちの知ったことじゃないぜ」

「わかりました。ありがとうございます」

　キャサリンは礼を言って屋敷に戻もどった。




　朝食の後、ほとんどの招待客はパスティレリ氏に別れの挨あい拶さつをして自宅へ戻っていった。

　スウェン氏も自分の仕事があるので早々に引き上げていったが、キャサリンとミュリエルはもう少しエレオノーラと話したいからと言って屋敷に残った。

　他ほかにもアンジェラが残っていた。アンジェラはもともと式典が終わるまでパスティレリ家に滞たい在ざいする予定だったらしい。しかも大方の事情を知っているとあって、キャサリンはさっそくアンジェラを仲間に引き込んだ。召めし使つかいたちにはしばらく近づかないように言い含ふくめた上で、当事者のエレオノーラとミュリエルも交えて話し合った。

　話の内容はもちろん、いつ、どのようにして、エレオノーラとジェネロを逃にがすかである。

「早いほうがいいでしょうね。準備が整うようなら今夜にでも決行することよ」

　断言したのはアンジェラだった。

　エレオノーラとミュリエルが眼めを丸くしたが、キャサリンは真顔で頷いた。

「わたしもアンジェラに賛成です。正式な婚こん約やくが調ととのってからでは遅おそすぎますもの」

　のどかな昼下がりだった。

　エレオノーラが友人をもてなすために使っている客間は、いかにも少女らしい、可か愛わいらしい部屋だった。小花をあしらった壁かべ紙がみに、窓辺には花が生けられ、垂れ幕カーテンは上等な白のレースと金の房ふさ飾かざりのついた赤天鵞絨ビロードの二種類が掛かかっている。飾り棚だなには陶とう磁じ器きの人形や絵皿などが並び、机の上には薫かおり高たかいお茶と甘いお茶菓が子しが用意されている。そこでおしゃべりに興じているのは十四歳から二十歳までのうら若い乙おと女めたちだ。

　誰だれが見ても微ほほ笑えましいと感じるに違ちがいない光景なのに、話題だけが徹てつ底てい的に物ぶつ騒そうだった。

　ミュリエルがちょっと心配そうに言う。

「ですけど、今夜のうちに密ひそかに抜ぬけ出すと言っても、いったいどこへ？」

　再びアンジェラが言った。

「もちろん外国へ逃げるのよ。そのためにはまずバルドラまで行かなければね」

　自分が駆かけ落ちするわけでもないだろうに、彼女はすっかり計画を整えていたらしい。

「市内から乗船したのでは目立ってしまうから避さけたほうがいいでしょうね。一度市外へ出てラティスの桟さん橋ばしから真夜中にバルドラ行きの最終便に乗るのよ。そうすれば朝一番にバルドラから出るバナディス行きの船に乗れる。外海へ出ればもう追いつくことはできないし、偽ぎ名めいで上陸してしまえば足そく跡せきをたどることも容易にはできないわ。結婚式は本名が必要になるけれど、外国で届けを出せばロームの関係者に知られる心配もないものね。エレオノーラとジェネロの分の旅券はもう偽名で取ってあるから、あとは乗船券だけよ」

　電光石火の早はや業わざである。キャサリンは密かに感心した。

　自分も行動力にかけては滅めつ多たに後おくれをとらないつもりだが（ずいぶん控ひかえ目な自己評価だとエリオット卿きようが聞いたら言っただろうが）アンジェラはさらに上を行くようである。

　しかし、昨日の今日でどうして偽名の旅券などが用意できたのか不思議だった。

　尋たずねてみると、アンジェラは苦く笑しようしながら首を振ふった。

「ジェネロのことはずいぶん前に聞かされていたのよ。お父さまのお許しは到とう底てい望めないから逃げるしかないと考えていることもね。わたしにできることなら力になると何度も言ったのに、この人ときたら最後の最後までためらっていて、なかなか踏ふん切りがつかなかったの。それでとうとう、この人の家まで追いかけてきたというわけなのよ」

　黒くろ髪かみの麗れい人じんは嫣えん然ぜんと微笑んでいたが、エレオノーラを見る眼はいくらか厳しい。

「だからといって誤解しないで。あなたの行動を全面的に良しとしているわけではないのよ。むしろ、問題の本質から逃げ出しているあなたの態度には賛成できないわ。愛する人のことも、あなたたち二人の未来も、あくまでお父さまのお許しを得るのが本道だと思う。でも、それは他人が口を出すべきことじゃない。あなたの口から言わなければ意味がないことなのよ」

　もっともな話である。

「それなのに、あなたはどうしてもお父さまに打ち明けることはできない、自分にできるのは逃げることだけだと言う。その考え方はわたしには理解できないし、感心もできないけれど、何も行動しないでいるよりはずっとましだわ」

「同感ですわ」

　キャサリンも全面的にアンジェラの意見に賛成だった。

「後ろ向きな考えだとわたしも思いますけど、それしかできないというなら仕方がありません。このままではエレオノーラさんもジェネロさんも──それにジュリアーノさまもです。みんな不幸になるだけですわ」

　強気な二人に比べてミュリエルだけは心配そうな顔だった。

「エレオノーラ。あなたは本当にそれでいいの？　こんなふうにあなたが突とつ然ぜんいなくなったら、おじさまがどんなに嘆なげき悲しむか──それをわかっていて逃げると言うの？」

　父親のことを言われたエレオノーラは大きく身体からだを震ふるわせ、うなだれて言った。

「わかってるわ、ミュリエル。いやというほどわかっているのよ……。でも、あのお父さまにジェネロのことをどう話せばいいのか──どう話せばわたしたちのことを許してもらえるのか──だめなの……わたしには……いくら考えてもそれこそわからないのよ」

　アンジェラもキャサリンもミュリエルも一いつ斉せいにため息を吐ついた。

　エレオノーラの言い分にも一理ある。娘むすめの幸福を信じて疑わず、この縁えん談だんに大喜びしているパスティレリ氏の様子を見れば、確かに何を言っても耳に入らないだろうと想像はつく。

　人間社会では駆け落ちは犯罪だ。未み婚こんの娘は父親に所属するものなのだから、父親の財産を無断で奪うばい取ることは窃せつ盗とう罪に値あたいするという理由でだ。

　アンジェラにもそれはよくわかっていたはずだが、彼女は彼女の属する社会層の大人たちが気絶しそうなことを、きっぱりと言った。

「だからといって、愛してもいない人と結婚しなければならないという理由にはならないわ。さあ、どうするの？　エレオノーラ。あとはあなたの決心次し第だいよ」

　エレオノーラは緊きん張ちように硬く強こわばった顔つきだったが、震えながらも頷うなずいた。

「やります……わたし。どんなに軽けい蔑べつされてもかまわない。お父さまにはとても本当のことは言えない、そんな勇気はないんですもの。わたしにできるのは逃げることだけです。それすらできずに婚約当日を迎むかえることになったら、こんなわがままを快く許して励はげましてくださったジュリアーノさまに申し訳がありません」

　エレオノーラが精せい一いつ杯ぱいの勇気を奮い起こしていることは間違いない。しかし、実のところ、キャサリンにはどうにもわからなかった。本当に愛している人のことは父親に言えないのに、その父親を捨てて駆け落ちすることならできるという理り屈くつがだ。

　どうしてそうなるのか訊ききたいくらいだったが、その前にアンジェラが念を押した。

「重ねて訊くわ。その方があなたの駆け落ちに同意していると、それどころか奨しよう励れいしているというのは確かなのね？」

「わたしもその点が気になります。エレオノーラさんを疑っているわけではありませんけれど、実際にジュリアーノさまにお会いして、お話ししてみたいくらいですわ」

　キャサリンがすかさず言葉を添そえると、アンジェラは低く笑って言った。

「気が合うわね、キャサリン。わたしも同じことを考えたのよ。一度お目に掛かかろうと思ってロブスティ子し爵しやく家を訪ねてみたのだけれど、その方は急用でフロレンティアを離はなれていらして、戻もどっていらっしゃるのは婚こん約やく披ひ露ろうの前日なんですって」

　昨夜、エレオノーラから聞いた話はキャサリンとミュリエルには衝しよう撃げき的だった。

　こともあろうに、本来の婚約相手であるジュリアーノはすべて事情を知っている。

　それどころか、そういうことならジェネロと一いつ緒しよにお逃げなさいと勧すすめてくれたというのだ。

「ジュリアーノさまは本当に優やさしい方なんです。わたしの様子がおかしいことに気づいてくださって……わたしも黙だまっているのがとても心苦しくなっていたので、何もかもお話ししました。厚かましいことですが、できることならあの方のほうからこのお話を断ってくださればいいと、追いつめられた気持ちで考えていたのです。でも、あの方は首を振ってこうおっしゃいました。『あなたの幸せのためにも、ぜひそうしたいところですが、ジェネロのことを隠かくしたままではどんな理由を設けて断っても無む駄だです。お父上には決して納なつ得とくしていただけないでしょう』と。お父上には多少の荒あら療りよう治じが必要だろうともおっしゃいました。──二人で姿を消してみてはと言われた時はさすがに驚おどろきましたけれど……」

「ジェネロもそれに同意しているの？」

「ええ。ジェネロは最初、そんなことはとてもできないと言ったのですけど、やはりジュリアーノさまが話し聞かせてくださったんです」

　そこで昼食後、キャサリンはミュリエルと一緒に、ジェネロと話してみることにした。

　当然アンジェラも来るだろうと思ったが、彼女は遠えん慮りよすると言い、その理由を苦笑しながらこんなふうに説明した。

「三対一では吊つるし上げになってしまうからジェネロに気の毒よ。それに、わたしはどうしても男性にはきつい印象を与あたえてしまうようだから、あなたたちにお任せするわ。特にミュリエル、あなたにね。あなたなら昔からの顔なじみだから、彼も話しやすいはずよ」

　それならミュリエル一人で行ったほうがいいだろうとキャサリンは思ったが、そうするには少しばかり好こう奇き心が勝ってしまったのだった。

　ジェネロは今、娘の婚約に夢中になっているパスティレリ氏に代わって、仕事のほとんどを引き受けているらしい。朝早くから出かけて、午後には必ず一度、パスティレリ氏のところに報告に帰ってくる。

　二人はそこを待ちかまえた。

　年下の少女たちにエレオノーラとの関係を指し摘てきされたジェネロは真っ青になって沈ちん黙もくしたが、あなたを非難するつもりも告発するつもりもないと、むしろ味方をしたいのだと二人が言うと、やっとのことで重い口を開いた。

「……雇やとわれの身でありながら、お嬢じようさまにこんな気持ちを抱いだくなど、許されないことなのはわかっています」

　それだけ言って再び黙り込んでしまう。

　年下の少女たちに思いきったことも言えなかったのだろうが、二人は──特にキャサリンは、それで引き下がるような性格ではなかったので、もう一押ししてみた。

「ジェネロさん。あなたのエレオノーラさんに対する愛情が真実のものなら、彼女との結婚を許してくださるように、パスティレリのおじさまに願い出るわけにはいかないんですか？」

　実直そうな顔を深い苦く悩のうに歪ゆがめて、ジェネロは首を振ふった。

「キャサリンさま。その言葉を口にすることはわたしには許されていないのです。旦だん那なさまがどんなにわたしによくしてくださっても……いいえ、よくしてくださっているからこそです。それだけは、わたしには言えません」

「それなのに、駆かけ落ちならできるとおっしゃる？」

　容よう赦しやのないキャサリンの言葉に、ジェネロの表情はますます歪んだ。

　ミュリエルがそっと口を出した。

「あなたは確かにこのお屋や敷しきの雇われ人ですが、どこへ出しても恥はずかしくない立派な人だと、わたしは思っています。父も、パスティレリのおじさまも同じことを考えています。それに、わたしは異種アナザー人類レイスです。愛し合う者同士が結婚するのは当然のことだと教わって育ちました。あなたがなぜそこまでご自分を卑ひ下げされるのか、わたしにはわかりません。ですが、一つだけはっきりしていることがあります。あなたがエレオノーラを連れて姿を消したりなさったら、パスティレリのおじさまはどれほど悲しまれるか……」

「わかっています」

　エレオノーラと同じように肩かたを震ふるわせて、ジェネロは短く答えた。呻うめくような声だった。

「旦那さまはひどく悲しまれると同時に、それ以上に、わたしのことを、長年の信しん頼らいを無む惨ざんに踏ふみにじった恩知らずだと激げき怒どされるでしょう。お二人に誓ちかって申し上げますが、旦那さまにそんなふうに思われるくらいでしたら、旦那さまの信頼を少しでも裏切るような真ま似ねをするくらいでしたら、わたしは──いくらでも耐たえるつもりでした。大それた望みは抱かぬようにと、使用人の分を超こえた振る舞まいは決してすまいと、それが最善の道であり、結果的にお嬢さまのためにもなるのだからと、ずっと自分に言い聞かせていたのです。しかし、あの方がああまでおっしゃってくださった以上は……」

「ジュリアーノさま？」

「はい」

　ジェネロの顔がわずかに明るくなったようだった。

「あの方は、サンティさまは──『きみは何が彼女の本当の幸せか、わからないのか？』と。『わたしは彼女を愛している。だが、彼女の心がわたしにないとはっきりした以上、わたしが願うのは彼女の幸せであり、彼女はきみを望んでいる。その愛に応こたえるのがきみの務めであり、協力するのがわたしの役目だ』と。そこまでおっしゃってくださいました」

「まあ……」

　キャサリンはほとんど感動して、ため息を洩もらした。

　ミュリエルも同様だったが、ちょっと心配そうに、ためらいがちに言ったものだ。

「立派なお志こころざしだと思います。ですけど、それは本当にジュリアーノさまの御ご本心ですか？」

　人を疑うような台詞せりふはミュリエルにしては珍めずらしいが、キャサリンも同感だった。

　名門の末まつ裔えいと言っても今のジュリアーノには何の財産もないのだ。しかも、彼は何とかしてかつて栄えた家を再興しようと意気込んでいるという。それなら、フロレンティアでも有数の資産家の娘むすめであるエレオノーラとの結けつ婚こんは、ジュリアーノにとっても願ってもない話のはずだ。

　それなのに恋こい敵がたきに恋人を譲ゆずろうという。

　心意気は見事と言えるが、多少なりとも野心を持っている男にはまず言えない台詞である。

　ジェネロはしかし、二人の疑念をうち消すかのように力強く頷うなずいて見せた。

「わたしは、これまでも旦那さまとお嬢さまのためならば命を捨ててご奉ほう公こうする覚かく悟ごでしたが、あの方のためにも、その要よう請せいがあれば何なりとお役に立たなくてはならないと思っています」

　キャサリンとミュリエルは昨夜と同じように黙だまって顔を見合わせた。
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　ジェネロが仕事に戻もどっていった後で、二人は再びアンジェラも交えて、女同士、遠えん慮りよのない話をした。

　望むと望むまいとに拘かかわらず、ここまで関わってしまったのだ。しかも詳くわしい事情も知った今となっては仕方がない。キャサリンは二人の駆け落ちを黙って見守るつもりだった。

　アンジェラは偽ぎ造ぞう旅券の手配まで引き受けているのだから、最初からその気である。唯ゆい一いつの気がかりが臨時に屋敷に雇われている用心棒たちだったのだ。

　アンジェラも彼ら四人とは顔見知りである。以前ルワナで会ったのだ。

《ごちゃまぜ》のダムーを筆頭に《猫ねこ》のケイティ、《蜥蜴とかげ》のベラフォード。

　ヴィンセントだけは用心棒としてはまるっきりの役立たずだが、他ほかの三人は純血種並みの身体能力を持っている。感覚も鋭するどく、特に夜には強い。その彼らが屋敷から出ていく人の気配に気づかないわけがない。

　いかにして彼らに気づかれないように駆け落ちを成功させるか、アンジェラは密ひそかに思案を重ねていたらしいが、キャサリンから話を聞いて安心したようだった。

「よかった。あの人たちのことだけが心配だったのよ。──では、見み逃のがしてくださるのね？」

「ええ。見逃すと言うより、自分たちには関わりのないことだと思っている様子でしたわ」

　問題はミュリエルだった。積極的な二人に比べてどうにも浮うかない顔をしている。

　何事にも率そつ直ちよくなキャサリンは、それが気になって問いかけてみた。

「ミュリエルは二人の駆け落ちに反対なの？」

　すると、ミュリエルは驚おどろいたように眼めを見張った。

「いいえ、それをお尋たずねしなくてはと思ったのはわたしのほうよ。先も言ったようにわたしは異種人類ですもの。愛し合う人たちが結婚するのは当然のことだと思うわ。ただ、おじさまのお気持ちを考えると……それを思うと、少し気が重いのは確かだけれど……」

　こんなかたちで一人娘に去られる父親を慮おもんぱかっているのだろう。野に咲さく菫すみれか鈴すず蘭らんのような可か憐れんな少女は複雑な顔をしていたが、心は決まっているようだった。

「エレオノーラとジェネロが本当に愛し合っていることも、ジェネロが立派な人であることも、わたしにはよくわかるの。だから、二人が真しん剣けんに結婚を考えているのなら、喜んで友達に力を貸します。──でも、キャサリン、あなたは無ノンフ形種オーマーでしょう？」

　ミュリエルは心配そうな顔だった。

「エレオノーラが父親の承しよう諾だくを得ずに結婚しようとしていることも、そのために家を出ようとしていることも……あなたの掟おきてでは許されない罪ではないの？」

「ええ、駆かけ落ちは公こう序じよ良りよう俗ぞくにも人倫の道にも反するものなのだから、許されないことだと、見逃してはならないと教わったわ。でも……」

　キャサリンは少し考えて話を続けた。

「わたしが聞かされた駆け落ちは、いつも、ならず者のような悪者が何も知らないお嬢じようさんを誘ゆう惑わくして、そそのかして逃にげるというものだったわ。でなければ、お嬢さんのほうがそういうならず者に夢中になってしまって、ご両親の制止も振ふり払はらって家を飛び出すというものだった。この場合はれっきとした犯罪だから止めなくてはならないと思うのよ。──でも、あの二人はそれとは違ちがう。真剣に愛し合っていることはわたしにもわかるもの」

　アンジェラが訊きいた。

「身分違いは気にならないのかしら？　それも人間社会では公序良俗に反するはずよ」

　からかうような口調だった。子ども扱あつかいされている気がして、キャサリンはちょっと気分を害して言い返した。

「あら、そう言うアンジェラだって人間社会のご出身でしょう？」

「わたし自身はね。でも、わたしには異種人類の血が流れているし、純血種の親類もいるのよ。彼らの社会では身分違いなんて言葉は意味がないわ」

　姿形こそそっくりでも（少なくとも異種人類は通常、人の姿で暮らしている）人間の社会と異種人類の社会にはかなりの違いがある。

　異種人類の間では禁きん忌きとされていることが人間社会では何の問題もないという場合もあれば、逆の場合もある。中でも、異種人類がもっとも首を傾かしげる人間社会の習慣の一つが『身分』という考え方だった。

　異種人類の社会にも格の上下や地位は存在する。それも厳然たるものだ。一いつ般ぱん市民は部族の代表者や実力者には敬意を払い、従う義務があると定められている。

　だがそれは、あくまでその人の人格や実力を評価した上で払われる敬意なのだ。

　従って、本人の資質にはまったく関係ない『血筋』や『家いえ柄がら』だのを重要視する人間社会の考え方は、彼らには理解しにくいものなのである。

　言い換かえれば、人間社会にはそうした掟が厳然としてある。キャサリンの属するような上流社会では特にそうだ。身分の違う者同士の結けつ婚こんは認められているとは言えず、不幸の元でしかないという意見も根強い。それでもキャサリンは首を振った。

「あなたのお父さまも一代で財と名を為なした方のはずですわ。あの二人が愛し合っている以上、この問題は異種人類の方々の流りゆう儀ぎで解決するのが正しい道だと思います。それより、わたしはあの二人が黙って逃げようとしていることのほうが気に入りません」

　ミュリエルが感謝の目線をキャサリンに贈おくり、アンジェラはますます楽しげに笑った。

「いかにもあなたらしいご意見だわ。どこまでも曲がったことがおきらいなのね」

「からかわないでくださいな。あのお二人にしても、ただ一いつ緒しよに逃げればいいというものではありませんでしょう。その後はどうするんです？」

「そうね。あの人たちはこれから自分たちの力だけで生きて行かなくてはならない。お嬢さま育ちのエレオノーラには厳しい現実が待っているでしょうけれど、ジェネロがいれば大だい丈じよう夫ぶよ。彼は今ではパスティレリ氏の事実上の片かた腕うでで、経理にも詳しいし、商才にも長たけているから、新しい土地で新しい仕事を始めるのに何の問題もないはずだわ。充じゆう分ぶんエレオノーラを養っていけるでしょう」

「簡単におっしゃいますけど、新しい生活を始めるには先立つものが必要になるはずですわ」

　キャサリンも純正のお嬢さま育ちのはずだが、なかなか現実的な意見である。

　アンジェラはもちろんキャサリン以上に現実的だった。何しろ、アンジェラの父親のルビンスタイン男だん爵しやくは裸はだか一いつ貫かんから身を起こして経済界の名士となった人なのだ。頷うなずいて言った。

「わたしも、よかったらいくらか用立てようと申し出たのよ。でも、エレオノーラは断ったわ。そこまで甘えることはできないって。お父さまからお誕生日や何かしらのお祝いにいただいた宝石をいくつか持っているから、最悪の場合はそれを売って当座の生活費に当てるそうよ」

「まあ……」

　その決意には感心するが、キャサリンはちょっと呆あきれた顔になった。

「わたしにはエレオノーラさんという人がわかりませんわ。それだけの気き概がいと根こん性じようがあるなら、どうして正面からおじさまに訴うつたえようとなさらないのかしら？」

「あなたはまだお若いからそう思うのよ。キャサリン。お若い上にまっすぐですものね。恋こいに夢中になると、理り屈くつでは割り切れないことも起こるものよ」

　アンジェラは苦く笑しようしていた。憤ふん慨がいしているキャサリンをなだめるような顔だった。

「わたしがエレオノーラを助けようと思っているのも、以前によく似た人を知っていたからよ。素す直なおでおとなしいお嬢さんだったわ。親の言うことには何一つ逆らわないといった人だった。その彼女がよりにもよって恋人の子どもを身み籠ごもったのよ。未み婚こんの身でね。彼女はそのことをどうしてもご両親には言えなかった。その恋人が自分より遥はるかに身分の低い人だったから──そして彼女にはご両親の決めた婚こん約やく者がいたから。その状じよう況きようで彼女はどうしたと思う？」

　キャサリンは無言で首を振り、話の先を促うながした。

「何もできなかったのよ。今の生活を捨てて恋人を選ぶことも、恋人ときっぱり別れることも、本当に何一つ自分の意志では決められなかったの。ただ混乱して恐きよう怖ふに震ふるえているだけだった。問題を後回しにしても何の解決にもならないと、彼女だって頭ではわかっていたでしょうにね。その日その日をやり過ごすことに必死で、妊にん娠しんしていることを隠かくすだけで精せい一いつ杯ぱいで、もちろん、そんな秘密がいつまでも知られずにすむはずがないわ。最後にはご両親の知るところとなって、ご両親は当然、娘むすめの名めい誉よを守る道を選んだのよ。世間に知られないようにこっそり赤ちゃんを産ませて、やはり誰だれにも気づかれないように密ひそかに里子に出したわ。──その後、彼女は何も知らない婚約者と結婚したの。今では新しく子どもも産まれて幸せに暮らしているようよ」

「欺ぎ瞞まんにもほどがありますわ！」

　怒いかりに駆かられてキャサリンは叫さけんだ。

「だってそれでは、そのお嬢じようさんの夫となった人が気の毒ではありませんか！　第一、本来の恋人はどうしたんです!?」

「姿を消したわ。彼女のご両親に多額のお金をもらってね」

　最低の男だ。

　キャサリンはそう思ったが、アンジェラはやっぱりなだめるように微び笑しようしていた。

「誤解しないでちょうだい。キャサリン。彼女は今の生活に満足しているのよ。彼女は贅ぜい沢たくな生活に慣れている自分を知っていた。その生活を捨てて貧しい恋人を選ぶだけの勇気が自分にないこともわかっていた。──彼女の恋人も自分の力では彼女を幸せにすることはできないと、不幸にするだけだと恐おそらくわかっていた。だから身を引いたのよ」

　決して金銭に眼が眩くらんだのではないと、アンジェラは男を弁護したが、キャサリンは頑かたくなに首を振ふった。

「わたしは納なつ得とくできません。仮に、その人の行動が本当に恋人を思いやったものだとしても、赤ちゃんまで産んだのでしょう？　結局、傷ついたのはその女の人のほうじゃありませんか」

　憤慨しきりのキャサリンにアンジェラも頷いた。

「あなたの言う通りよ。恋れん愛あいの経験は普ふ通つう、その人を豊かにするものよ。たとえ、それが辛つらい別れだとしてもね。ところが、彼女の場合はそうはいかない。恋人との別れも、里子に出した子どものことも、一生、心の傷となって残るでしょうね。普ふ段だんは忘れたふりをしているだけになおさらよ。だから、エレオノーラを知った時、同じことになるような気がして心配だったの。エレオノーラもお父さまには従順なお嬢さんだったから。また、この父親が……もっと憎にくめるような暴君ならよかったのに、お嬢さんを愛していることは間ま違ちがいないときているんですもの。このままでは、みんなが相手を愛しているが故ゆえに、もっとも不幸なことになってしまうわ」

　ミュリエルが真しん剣けんな表情で頷いた。客観的に見て、キャサリンもその意見に賛成だった。

　アンジェラは静かに言った。

「ジェネロは少なくとも逃にげようとはしなかった。エレオノーラと一いつ緒しよに家を出ると言った。エレオノーラも、少なくとも、ジュリアーノさまと結けつ婚こんはできないとはっきり言ったわ。今はそれで充じゆう分ぶんではないのかしら？」

「ええ……そうですわね」

　不承不承ながらもキャサリンは頷き、そんなキャサリンにアンジェラが問いかけた。

「わたしもミュリエルと同じことを訊くわ。あなたのほうこそ、ご自分の果たす役割について異存はないの？　駆け落ちを見み逃のがすことも人間社会では立派な犯罪のはずよ」

「黙だまっていれば誰にもわかりませんわ」

　これまたエリオット卿きようが聞いたら卒そつ倒とうしそうなことをすかさず断言したキャサリンだった。

　何も知らない父親の下もとから娘を盗ぬすみ出すのは悪いことには違いない。

　だが、その娘はもう十七歳だ。

　充分、自分の頭で判断できる年ねん齢れいである。

　キャサリンにしても同じことだ。自らの意志で企くわだてたり荷担したりするばかりが罪ではない、見逃すことも立派な罪だと、キャサリンは今日までことあるごとに教わってきた。

　しかし、先日のゲルスタンの一件でもわかることだが、犯罪は発見したら即そく座ざに糾きゆう弾だんすればいいというものではない。何が最善かを自分の頭で考える必要がある。

　キャサリンは、並の少女より遥かに回転の速いその頭でこの問題をじっくり考えた。考えて、エリオット卿には申し訳ないが、今回に限っては喜んで犯罪者になろうと思った。




　しかし、この決意を聞いたニーナが血相を変えて反対したのは言うまでもない。

　父には内ない緒しよでも、ニーナに隠かくし事をする気にはなれなかったから、キャサリンは包つつみ隠さず正直に、エレオノーラの駆け落ち計画を手伝うことを打ち明けたのだ。

　猛もう反はん発ぱつされるのは覚かく悟ごの上だったが、案の定、ニーナは真っ青になって叫さけんだのである。

「お嬢じようさま！　な、何を考えていらっしゃるんですか!?　ご自分が何をしようとしているか、ちゃんとおわかりになってるんですか!?」

　今まで人間社会の枠わく組ぐみの中に生き、その常識を当然と信じて育ってきたニーナが感じている重圧や恐おそれは、キャサリンの想像以上のものがあった。何より、姉妹同様に育ってきた主キヤ人サリンが犯罪者になってしまうという恐ろしい予感がニーナの心を捕とらえて離はなさなかったのだ。

　声を嗄からし、涙なみださえ浮うかべて説得したが、キャサリンはほとんど聞いていなかった。吐と息いきを洩もらして言った。

「ねえ、ニーナ。あなたにはわかる？　恋こいとはどんなものなのかしらね？」

　ロマンス・ノベルズを愛読してはいても、キャサリンには今一つそこが実感できないでいる。

　許されない恋とわかっていながら──いや、わかっているからこそだが──何もかも捨てて愛する人と一いつ緒しよに行くことを決意する。恋れん愛あいを扱あつかった小説には実に頻ひん繁ぱんに出てくる場シチユエ面ーシヨンだ。

　ただ、ロマンス・ノベルズの女ヒ主ロ人イ公ンはいつもいつも、あまりにも簡単に、この人がいれば他に何もいらないと、この人だけがわたしのすべてと熱に浮かされたように思い詰めたあげく、あっさりと報われない恋に身を投じることを選んでしまうのである。

　それがキャサリンには不思議だったのだ。

「わたしにはできないことだわ。──しようとも思わないけれど」

「当たり前です！」

　さらなる恐きよう怖ふに駆られてニーナは叫んだ。

「お嬢さま。今からでも遅おそくありません。エレオノーラさまを説得してやめさせるべきですよ。こ、こんなことが旦だん那なさまにわかったら、どんなことになるか！　今度こそ大目玉ですよ！　それどころかエレオノーラさま失しつ踪そうの一件をパスティレリさまに追つい及きゆうされたら──お嬢さまも共犯だと責められたら、旦那さまは一言だって反論することはできないんです！　悪くすれば旦那さまも監かん督とく不行届の責任を追及されることになるんですよ！」

「わかってるわ。お父さまに迷めい惑わくは掛かけられないものね。だから、このことは内緒よ」

「キャサリンさま！」

　絶望的な悲鳴を上げたニーナだった。身を揉もむばかりにしている様子を見て、キャサリンは自分よりずっと年上のニーナをなだめる口調になった。

「聞いて、ニーナ。父親に無断で結けつ婚こんすることは人間社会では犯罪になるかもしれないけれど、異種人類の間ではそうじゃないのよ。それに本当に愛する人を選ぶことがどうして犯罪なのか、どうして許されないのか、わたしにも理解できないわ」

「エレオノーラさまは人間ですよ！　人間社会の法律に従わなくてはならない方なんです！」

「それが、間ま違ちがった法律でも？」

「お嬢さま……」

　ニーナは半分あきれ果て、半分困り果てて言い返した。

「それは……そんなことを言い出したら切りがありませんよ。だいたい、異種人類の人たちはわたしたちとは全然違う社会や文化を築いて暮らしているんですよ。一緒にはできません」

「あら、わたしは違う文化のいいところはどんどん取り入れるべきだと思うわ」

「お嬢さま！」

「ただ一つ、わからないのは、どうしてエレオノーラさんがあんなに必死になって逃にげようとしているのかよ。パスティレリのおじさまはそんなわからずやではないと思うのに……」

　首を傾かしげながら言ったキャサリンに対して、ニーナは苛いら立だたしげに反応した。

「わたしにはわかりますよ。いやというほどね。エレオノーラさまはご自分のしていることをご存じなんです。ご自分の愛した人が──言葉は悪いですけど──婚こん約やく者の方に比べて見み劣おとりするということを、世間に胸を張って紹しよう介かいできる人ではないということを、ちゃんとわかっていらっしゃるんです。これではお父さまに対して申し訳がない、とても顔が合わせられない。だから黙だまって逃げる。おおかたそんなところでしょう」

「ニーナったら。そんなことで納得しないでちょうだいな」

　今度はキャサリンが呆あきれて言ったが、ニーナは聞いていなかった。その口調はぼやきに近くなった。

「あんなれっきとしたお嬢さまが身分違いの恋に身を焦こがすなんて……、そんなことをしてもいいことは一つもありませんのに……」

「その身分違いという考え方もどうかと思うわ。ジェネロさんはとても誠実な、いい人だもの。家いえ柄がらなんかよりそのほうがずっと大事なのではないかしら」

「でも、お嬢さま。ここでパスティレリさまに黙って逃げたりしたら、お二人はずうっと一生、逃げ続けなければならないんですよ。それで本当に幸せになれると思いますか？」

　キャサリンは軽く唇くちびるを嚙かんだ。

「思わないわ──わたしはね。少なくとも、わたしなら逃げたりしない。結婚するならするで、お父さまにきちんとお許しをもらいたい。いいえ、何より、喜んでもらいたいわ」

「そうですとも。それが本来の人の道というものです。お許しをもらうのがどんなに大変でも、エレオノーラさまもそうなさるべきだと思いますよ」

「わたしだってそれに関しては同じ気持ちよ。本当にわけがわからないわ。本人がどうしてもおじさまには言えない、逃げるしかないと言うんですもの」

　ちょっと苛立たしげに金茶の頭を振ふって、キャサリンは自分に言い聞かせるように言った。

「それでも、出だしの手段こそあんまり賛成できないにしても、結果的に二人が幸せになれば、その様子をご覧になれば、パスティレリのおじさまもきっとわかってくださると思うのよ」

　しかし、ニーナは眉み間けんに深い皺しわを寄せて、何とも意味深な苦言を呈ていしたのである。

「どうでしょうかね？　父親というものはこと娘むすめに関する限り──それも溺でき愛あいしている娘ならなおのこと、そうそうこちらの期待通りの分別は発揮してくれないと思いますよ」




　夕方になると、昨日とはまた別の客人が続々とパスティレリ家にやってきた。

　人数はさほど多くない。昨日と同じくほんの数組を招いてのパーティだった。キャサリンとミュリエルは再びおしゃれをしてそのパーティに参加した。もちろん、アンジェラもだ。

　三人とも何食わぬ顔で招待客と談笑しながら、その実、エレオノーラを気に掛けていた。

　いよいよ今夜駆かけ落ちするとあって、エレオノーラはなおいっそう強ばった表情をしていた。

　さすがのパスティレリ氏も気がかりそうに、具合でも悪いのかと問いかけたくらいだったが、これが彼女たちの立てた計画には好都合だった。何故なら、深夜まで続くパーティの最後までつきあっていたのでは出航に間に合わないからである。

　九時を少し過ぎた頃ころ、エレオノーラは気分が優すぐれないからと言い出して、客人たちに断って、席を引き払はらった。当然のようにキャサリンとミュリエルがそれにつきあった。

　アンジェラは中庭のパーティ会場に残った。彼女は客人たちの注意を惹ひきつけて、釘くぎ付づけにする役である。深しん紅くの薔ば薇らのような彼女にはもっともふさわしい役どころだった。

　キャサリンとミュリエルはエレオノーラを介かい抱ほうする振りをしながら、エレオノーラの部屋に一緒に引きあげると、さっそく支し度たくに取りかかった。

　エレオノーラは晴れ着を脱ぬぎ捨てて地味な衣服に着き替がえると、急いでトランクを取り出して衣類を詰つめた。この部屋には召めし使つかいが頻ひん繁ぱんに出入りするので、前もって荷造りしておくことができなかったのである。

　一方、キャサリンとミュリエルは部屋中のカーテンを外し、寝しん台だいの敷しき布ふを引っ張り出して適当な太さに裂き、それらをしっかり縛しばって繫つなぎ合わせた。

　何と言っても駆け落ちだから、誰だれにも気づかれないように家を出なければならない。

　しかし、正面玄げん関かんから出るには客たちが歓かん談だんしている中庭を突つっ切らなければならないし、勝手口から出ようにも、パーティの真っ最中とあって、召使いたちが忙いそがしく働いている。

　脱だつ出しゆつ路を話し合った結果、二階にあるエレオノーラの部屋の窓から直接庭へ降りればいいとキャサリンたちは結論づけたのだ。エレオノーラの部屋は屋や敷しきの側部に面しているし、客人は中庭だ。夜なら誰にも見られる心配はない。

　カーテンや敷布を繫ぎ合わせた即そく席せきの縄なわが完成すると、キャサリンはそっと窓を開け、外の気配を窺うかがった。

「大だい丈じよう夫ぶ。誰もいませんわ。──エレオノーラさん、用意はできました？」

「はい。後はこれだけです」

　エレオノーラが簞たん笥すの奥から取り出したのは、つやのある木製の小箱だった。

　中を開けて見せてくれたが、そこには真しん珠じゆの首くび飾かざりや金の指輪、色とりどりの宝石を使ったブローチなどが収められていた。

「お父さまからいただいた宝も石のです。お父さまには申し訳ありませんけれど……これを売ってお金に換かえれば、しばらくは生活するのに困らないと思って……」

　しばらくどころか、一、二年でも余よ裕ゆうで暮らせそうだった。

　真珠はきれいに粒つぶが揃そろっているし、ブローチに使われている宝石も質がよく、指輪の装そう飾しよくも、凝こったものだ。眼めの肥えた業者も大喜びで引き取るに違いなかった。

　十代の娘に惜しげもなく与えるようなものではないが、バスティレリ氏がいかに一人娘を溺でき愛あいしていたかが、この品物からも伺い知れる。

　最後にエレオノーラは、その小箱よりもっと大きな、平たい天鵞絨ビロード張りの箱を取り出した。

　トランクに詰めた衣類の間に大事そうに押し込むのを見て、ミュリエルが問いかけた。

「それもおじさまからの贈おくり物ものなの？」

「いいえ。これは母の形見よ。これだけは持っていこうと最初から決めていたの」

「それも売るつもりなの？」

「大切なものなのでしょう？」

　ミュリエルとキャサリンは驚おどろいて言ったが、エレオノーラは不思議なくらい晴れ晴れとした顔をして言った。

「手て離ばなしたくないから持っていくんです。それに、もし仮にこれをお金に換えるようなことになったとしても、ジェネロがすぐに取り戻もどしてくれますわ」

「まあ……」

　キャサリンは思わず苦く笑しようして、ミュリエルと眼を見み交かわした。ミュリエルも笑っていた。

　駆け落ち当夜となって踏ふん切りがついたのか、こんなのろけも言えるようになったらしい。

　いたずら気を起こして、キャサリンは言ってみた。

「では、そのお母さまの形見を、ちょっと見せてはくださいません？」

「ごめんなさい。鍵かぎはもうここにはないんです。ジェネロに渡わたしてしまったの」

　嬉うれしそうに頰ほおを染めてエレオノーラは言った。

　そのジェネロは既すでに裏庭の馬車置き場に待機しているはずだった。今頃は馬を馬車に繫いでエレオノーラが来るのを息を潜ひそめて待っているはずだ。

　即席の縄ができあがると、キャサリンは簞笥から頑がん丈じようなハンガーを取り出してしっかり縄に結びつけ、荷造りを終えたトランクを金具の部分に引っかけて、慎しん重ちように地面に降ろした。

　わざわざこんなことをしたのは、投げ落としたりしたら大きな音がするからである。

　トランクが地面につくと、即席の縄を一ひと振ふりして金具を外し、そのまま素す早ばやくたぐり上げた。

　ここまでは難しいことはなかったが、問題はエレオノーラだ。

　キャサリンなら、二階の窓から垂らしたカーテンを伝って地面に降りるくらいは何でもない。

　実際、子どもの頃は郊こう外がいの屋敷の壁かべに這はっていた蔦つたを利用して窓から抜ぬけ出したこともあるくらいだ。それに射しや撃げきの得意なキャサリンは普ふ通つうの少女に比べて腕うでの力も強いし、運動神経にも自信がある。同じようにミュリエルにとっても別に難しいことではない。異種人類の彼女は華きや奢しやな外見とは裏腹に、かなりの体力の持ち主だからだ。

　しかし、エレオノーラではそうはいかない。

　窓の外側に垂らしたカーテンを使って地上に降りるには、腕の力と身体からだのバランスを上手に使って身体を下に運ばなくてはならないが、エレオノーラは手の位置を変えようとしただけでバランスを崩くずして落下する恐おそれがある。

　そもそもエレオノーラは高いところが怖こわいらしい。二階の窓から外に出る計画を聞かされて真っ青になっていたが、他ほかに道はない。

　そこでミュリエルは、とにかく即席の縄をしっかり摑つかんでしがみついているようにとエレオノーラに言った。

　他のことは何もしなくていい。彼女を地面に降ろすのは自分がやると言ったのである。

　十代の少女とも思えない力ちから業わざだが、ミュリエルには決して不可能なことではない。

「敷布のほうがやわらかくて摑みやすいと思うわ。両手にしっかり巻きつけて。後はわたしが降ろしてあげるから、あなたは落ちないことだけを考えてね。──いい？」

「ええ」

　キャサリンも手伝った。エレオノーラの腕から手首に掛かけてしっかり敷布を巻き付けてやり、エレオノーラは蒼そう白はくな顔をしながらも、その格好でおそるおそる窓まど枠わくをまたいだのである。

「少しの間だから我が慢まんして。間ま違ちがっても悲鳴を上げたりしてはだめよ」

　実際、足が宙に浮うく感覚だけでもエレオノーラには恐きよう怖ふだったらしい。ぎゅっと眼をつむり、歯を食いしばっていた。

　ミュリエルの奮ふん闘とうが始まった。キャサリンも手を貸したが、キャサリン一人の力ではとてもエレオノーラの体重を支えられなかっただろう。ミュリエルは綱つな引ひきとは逆の要領で、エレオノーラをぶら下げた状態の縄を少しずつ送り出し、エレオノーラの身体を無事に二階の窓から地面へと降ろしたのである。

《鰐わに》の種族は特に腕の筋肉が発達しているわけではない。だが、彼らは水牛のような大きな獲え物ものでも一いつ瞬しゆんで水中に引きずり込むだけの力を持っている。

　華奢な少女のミュリエルも、普通の人間よりずっと力があるようだった。まして、その手に握にぎっているのが友達の命となれば、どんな人間でも自分で思っている以上の力が出る。

　エレオノーラが地面に着いたのを確かく認にんすると、ミュリエルは額の汗あせを拭ぬぐって、キャサリンを振り返った。

「わたしたちも見送りに行きましょうか？」

「もちろんよ。ここまで来たら乗りかかった船ですもの」

　縄の端はしはずっしり重い寝しん台だいの足にくくりつけてあったから、二人は楽々とカーテンを伝って地面にすべり降りた。トランクを持ったエレオノーラと一いつ緒しよに馬車置き場へ急ぐと、そこでは用意をすませたジェネロがエレオノーラを待っていた。

　彼は男性であるだけに、こんな犯罪行こう為いに少女たちを巻き込み、手伝わせてしまったことを心苦しく思っていたのだろう。何とも言えない顔をしていた。言葉が胸につかえているのか、一言も発しようとはしなかったが、キャサリンとミュリエルに向かって深々と頭を下げてきた。

　長々と別れの挨あい拶さつを交わす時間はない。ジェネロがトランクを馬車に積み込むわずかな間にミュリエルとエレオノーラは抱ほう擁ようを交わし、忙せわしなく囁ささやき合った。

「気をつけてね。落ちついたら手紙をちょうだい」

「ええ。きっと書くわ」

　それからエレオノーラはキャサリンの手を固く握って言った。

「このご恩は一生忘れません。アンジェラにもどうかよろしく伝えてください」

「必ず伝えますわ。あなたも、お元気で」

　屋や敷しきの中庭ではまだパーティが続いているようだった。

　この裏庭にも楽しそうな話し声が聞こえてくる。

　エレオノーラは涙なみだのにじんだ眼で屋敷を振り返った。父親に別れを言おうとしたらしいが、唇を震わせただけで、結局は何も言わずに馬車に乗り込んだ。

　決して許されない罪人たちを乗せた馬車は、裏門からそっと走り出して行った。
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　騒さわぎが起きたのは翌日の昼頃だった。

　広いパスティレリ屋敷すべてに聞こえるような野太いバリトンの悲鳴が響ひびき渡わたったのである。

　無ぶ粋すいな男の悲鳴を発したのは、無論、屋敷の主人であるパスティレリ氏だった。

「エレオノーラが！　か、か、駆かけ落ちだって!?」

　本当ならもっと早くこの悲鳴が響いてもよかったのに、正午近くなるまで遅おそくなったのにはわけがある。

　キャサリンたちは少しでも時間を稼かせごうと、エレオノーラの寝台に予備の毛布を丸めて置き、上うわ掛がけを掛けて、人が寝ねているように見せかけておいたのだ。

　さらに、朝のお茶を運んできた召めし使つかいの目の前で、少し扉とびらを開けて部屋の中の様子を窺うかがい、エレオノーラはぐっすり眠ねむっているようだから起こさないほうがいいと言い含ふくめた。

　盆ぼんを抱かかえた召使いが扉の隙すき間まから部屋を覗のぞいてみれば、確かに寝台が盛り上がっている。

　お嬢じようさまはまだ寝ているのだと思っても無理はない。それでもさすがに昼に近くなったので、お昼ご飯に起こそうとして異変に気づいたというわけだった。

　ジェネロも、今日は朝早くから所用で外出すると前もって氏に話していたらしい。従って、氏はジェネロがいつもの朝の挨拶をしなかったことも疑問に思わずにいたのだった。

　そもそもパスティレリ氏自身、前夜遅くまでパーティに出ていたので、今日は昼から仕事にするつもりで、ゆっくり朝あさ寝ね坊ぼうをしていたのである。

　だが、それもエレオノーラの部屋が空だと聞かされるまでだった。娘むすめの身に異変が起きたと思いこんだパスティレリ氏は寝ね間ま着きの上にガウンを引っかけた姿ですっ飛んできた。

　駆けつけてすぐ、机の上の書き置きに気がついた。紛まぎれもないエレオノーラの筆ひつ跡せきだった。

　慌あわただしくそれに眼を通して、パスティレリ氏はようやく事の次し第だいを知ったのである。

「あ、あの二人が……！　ジェネロとエレオノーラが!?　まさか!!」

　とても信じられない様子で氏はさらに叫さけんだ。

　この時には屋敷中に異変が知らされており、キャサリンとミュリエル、それにアンジェラも部屋に駆けつけていたが、彼女たちはもちろん、昨夜のことなどおくびにも出さなかった。

　初めて事態を知ったという顔をして、他の召使いと一緒に驚おどろいていたが、長年信しん頼らいしていた片かた腕うでと最愛の一人娘をいっぺんに失ってしまった氏の衝しよう撃げきと落らく胆たんぶりは眼めも当てられなかった。

　娘の手紙を握りしめて、大きな身体からだをがっくりと椅い子すに沈しずめ、激しい嗚お咽えつを洩もらしながら、パスティレリ氏はその手で頭を抱え込んだのである。

「おじさま……」

　たまりかねたミュリエルがそっと声を掛けると、氏は一気にやつれてしまった顔を上げて、すがりつくような必死の眼を少女たちに向けてきた。

「ミュリエル、キャサリンさん。エレオノーラの姿を最後に見たのはあなたたちだ。何か──何か気づきませんでしたか？　あの子が今どこにいるか──どこへ行ったのか、居所がわかるような心当たりがあったら、どんな小さなことでもいい、教えてください。お願いします」

　キャサリンは後こう悔かいはきらいだった。今までも滅めつ多たに後悔などしたことはない。だが、ここに至って初めて、こんなことを手伝うのではなかったという思いに囚とらわれた。

　それでも、今ここで『はい』と言うわけにはいかない。硬い表情で首を振ふった。

「いいえ、おじさま。全然気づきませんでした」

　ミュリエルも青ざめた顔で首を振った。

　後悔したところで手て遅おくれだった。既すでに采さいは投げられたのである。

　パスティレリ氏はよろめきながらも立ち直ると、すぐさま娘の行方ゆくえを突つき止めるべく行動に移った。召使い一人一人に当たって、気づいたことがなかったかどうか話を聞いた。

　中でも真っ先に呼び出されたのは屋敷を見張っていたはずの用心棒たちである。

　この時のパスティレリ氏は既に服を着て、聞き取り調査の場所を居間へと移していた。だが、そこにはまだキャサリンもアンジェラもいて話を聞いていた。

　当然、ミュリエルもその場にいたのである。

「ダムーさま」

「わっ！」

　婚こん約やく者に会ったミュリエルは喜びに顔を輝かがやかせて立ち上がったが、不意打ちであっただけにダムーはのけぞった。飛びすさって、大声でわめいた。

「何でいるんだよ！　出て行けって！」

　この台詞せりふと態度に啞あ然ぜんとしたのがアンジェラだった。

　美しい顔がたちまち強い憤いきどおりに染まる。無理もなかった。仮にも男として女性に言うまじき台詞であると、キャサリンも以前は思ったのだ。

　華はなやかな美び貌ぼうのアンジェラは男勝まさりな性格もあって、高こう慢まんで冷たいように誤解されがちだが、本当は面めん倒どう見のいい女性である。正義感も強い。弱い者への虐ぎやく待たいを見み逃のがしたりはしない。

　そのアンジェラはダムーの態度を許しがたいものと判断して、はっきりと不快感を口にした。

「どういうおつもり、あなた？　あまりにも失礼じゃないこと？」

「アンジェラ……」

　キャサリンがそっとアンジェラの注意を引いた。耳のいいミュリエルに聞こえないように、できるだけ声を低めて囁ささやいた。

「ダムーさんは爬は虫ちゆう類るいが苦手なんです。ミュリエルは《鰐わに》ですからそれで……」

「わに？」

　今度はアンジェラが眼を見張った。

　かつてのキャサリン同様、可か憐れんなミュリエルの姿と鰐の印象とが重ならなかったらしい。

　何とも言えない顔になったが、純血種の親類を持つだけあって、アンジェラはそんなことで取り乱したりはしなかった。あらためてダムーに非難の眼を向けた。

「あなただって異種アナザー人類レイスの血を引く混イン血シードでしょう。それだけが理由なら、なおさら失礼だわ。彼女に謝罪なさいな」

「いいえ、わたしのことならいいんです、アンジェラ。気になさらないで」

　ミュリエルが急いで言った。それからダムーに向かって頭を下げた。

「不快な思いをさせて申し訳ありません。ですが、おじさまが心配ですので、この場に留とどまることをどうか許してください。わたくしはできるだけ離はなれていますから」

　そう言うと、ミュリエルはダムーから一番離れた部屋の角へ歩いていき、慎つつましくその場に控ひかえたのである。

　キャサリンは深いため息を吐つき、アンジェラはさらなる非難に満ちた眼をダムーに向けた。

　どう見てもダムー一人が悪者である。ダムー自身、それをわかっているのだろう。苦い顔で頭を搔かきむしっていたが、パスティレリ氏はそんな事情に気を配るほどの余よ裕ゆうはなかった。

　それが救いだった。

　昨夜、屋や敷しきから出ていくものに気づかなかったかと慌ただしく問いかけたパスティレリ氏に、ダムーはあっさり答えたのである。

「ああ。馬車が一台、裏門から出ていったぜ」

「いつだ!?」

「そうさなあ。夜中にはまだ二時間くらい間があったかな？　あんたのお嬢じようさんが乗ってたぜ。秘書の男が手た綱づなを取ってた」

「ど、どうしてそれをすぐに知らせてくれなかったんだ!?」

　娘むすめに駆かけ落ちされた父親としては当然の悲鳴だったが、ダムーはきょとんとなった。

「なんでだ？　俺が依い頼らいされたのは怪あやしい奴やつが入ってこないように見張ることだぜ。出ていくものをいちいち止めろなんて、ましてそれを報告しろなんて、一度も言われてない」

「言えてる」

　ケイティが頷うなずいた。彼女はまだメイドの格好のままだった。

「お嬢さんに家出されて動転してるのはわかるけど、そういうことで文句を言われても困るよ。この場合はダムーの言い分が正しいね。それはあたしらの仕事じゃない」

「その通りね」

　執しつ事じ姿のベラフォードも同意した。

「申し訳ないけど、旦だん那なさま。ダムーを責めるのは筋が違ちがうと思うわ。馬車に乗っていたのがお嬢さんと秘書さんならなおさらよ。全然あやしくないんだもの。誰だれも止めたりしないわ」

「そういうことだ」

「で、ではその馬車の行き先は……」

「そんなもん、わかるわけがない」

　パスティレリ氏は再び、がっくりと座り込んでしまった。

　キャサリンは苦い思いを抱かかえながら黙だまっていた。アンジェラもだ。ミュリエルも不安そうな顔をしながら沈ちん黙もくを守っていた。

　この時、一人で庭に残っていたはずのヴィンセントが、そっと扉とびらを叩たたいて姿を見せた。

「あのう……お客さんですけど、通してもいいですか？」

　今は屋敷がまともに機能しているとは言いがたい状態なので、庭師姿のヴィンセントが客の取り次ぎまでするはめになったらしい。

　しかし、パスティレリ氏は客に対応できるような状態ではないので、キャサリンが代わりに言った。

「申し訳ありませんが、今はちょっと立て込んでいるので、後日お越こしくださいとお断りしてくださいな」

「ぼく、そう言ったんです。お嬢さんが駆け落ちしててんやわんやなんですって。それなのに帰らないんです。そういうことならどうしても、ご主人にお目に掛かからなければならないって言うんですけど──どうしましょう？」

「そのお客さまのお名前は？」

「ジュリアーノ・サンティさんだそうです」

　パスティレリ氏が飛び上がった。




　エレオノーラの婚こん約やく者を初めて見た時、キャサリンは思わず息を吞のんだ。

　そのくらいジュリアーノ・サンティは──特とく徴ちよう的な美び貌ぼうを誇る青年だった。

　中背で、顔も身体からだもほっそりとして、肌は磨みがかれた玉のように白く、つややかな額に黒絹のようなしなやかな髪かみが掛かっている。深々と切れ上がったまなじりから涼すずやかに輝かがやく灰色の眼、くっきりと細く濃い眉、さらには通った鼻筋といい、花と見まごう赤い唇くちびるといい、『男にしておくのはもったいない』くらいの美青年だった。

　なるほどこれではエレオノーラも、この人を袖そでにしてジェネロを取るとは言いにくかったに違いない。言ったところで納なつ得とくしてもらえたとも思えない。

　初めてジュリアーノを目まの当たりにするアンジェラもミュリエルも茫ぼう然ぜんとした様子だったが、真っ先にアンジェラが進み出て自己紹しよう介かいをした。キャサリンもミュリエルもそれに倣ならった。

　ダムーたちは来客と入れ違いに部屋を出ていったから、この部屋にはキャサリンたち三人とパスティレリ氏、それにジュリアーノだけが残されていたのである。

　アンジェラが言った。

「お眼にかかれて嬉うれしく思います。存外に早いお帰りでしたのね」

「ええ、エレオノーラを驚おどろかせようと思って急いで戻もどってきたところでした。それが、まさか、こんなことになっているとは……」

　ジュリアーノは美しい顔に深い憂うれいを滲にじませて沈黙した。

　その様子を見守っていたキャサリンは妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。何だか居たたまれないような、思わず首を傾かしげたくなるような、何とも言えない不思議な感覚だった。

　何な故ぜこんなに胸が騒ぐのか、戸と惑まどったキャサリンはあらためてジュリアーノに視線を当ててみた。確かにきれいな人である。妖よう艶えんと言ってもおかしくないほどだ。男の人に使う言葉ではないだろうが、美しすぎて悪あく魔まに魅み入いられてしまうのではないかと恐おそろしくなるような、色は清純な白でも人を惑わす濃のう厚こうな香かおりを漂ただよわせている花のような、蠱こ惑わく的な種類の美貌である。

　見ているだけでこんなに落ちつかない気持ちになるなんて、わたしもすでにこの人に魅み了りようされてしまったのかしらと、キャサリンは自分自身に尋たずねてみたが、そうした胸のときめきとは違う気がした。何故なら、すてきな人という意味なら、ヘンリーのほうがずっとすてきだと、キャサリンは冷静に考えていたからだ。

　気になるのはもっと他のことだった。特にこの清らかな白い顔に浮うかんでいる表情だ。

　娘むすめ婿むこになるはずだった青年を迎えたパスティレリ氏は無言でエレオノーラの書き置きを差し出した。ジュリアーノも黙って受け取って眼を通した。

　読み進むうちに彼の表情はみるみる曇くもり、深い吐と息いきを洩もらしたのである。

　義理の父親になるはずだった人に向けた青年の眼には悲痛な色があった。ためらいがちに、呻うめくようにジュリアーノは言った。

「パスティレリさん。何と申し上げたらいいのか……」

「いや、こちらこそ申し訳ない。きみにはまったく、お詫わびの言葉もない。まさかジェネロが、あの男が……これほどひどい裏切りを働くとは！　夢にも思わなかったのだ」

　パスティレリ氏は大きな身体を憤いきどおりに震ふるわせていたが、ジュリアーノは対照的に、憂いを滲ませた沈ちん鬱うつな声で言った。

「いいえ。とんでもない。お詫びしなければならないのはわたしのほうです」

　その言葉を聞いて、キャサリンはほっとした。ジュリアーノには損な役回りだが、この人の口から事情を説明してもらえれば、パスティレリ氏も少しは落ちつくと思ったのだ。

　その期待を裏切らず、ジュリアーノはゆっくりと言ったのである。

「わたしにも責任の一いつ端たんがないとは言えません。実は、あの男がお嬢じようさんを慕したっていることに、わたしはうすうす気がついていたのです」

「な、なんと……」

「悔くやまれてなりません。こんなことになるのでしたら、もっと早くあなたの耳に入れておくべきでした。ですが、あの男は非常にしっかりした男のように見えました。身分の違いというものをきちんとわきまえているばかりでなく、エレオノーラ嬢の幸福のためには身を捧ささげる覚かく悟ごをしている男だと。ですから、わたしは、お嬢さんと結けつ婚こんした暁あかつきには、あなたにお断りしてあの男を手元に引き取り、せめて、彼女の傍そばに仕えることだけは許してやろうと考えていたのです。思えばとんだ道化でした。あまりにも愚おろかだった。まさかこうも見事に裏切られるとは……」
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　キャサリンは仰ぎよう天てんした。すんでのところで叫さけび出すところだった。

　その思いはアンジェラもミュリエルも同じだったはずだ。三人は思わず眼めと眼を見み交かわした。

　ジュリアーノはエレオノーラとジェネロの味方であり、駆かけ落ちの計画も知っていたはずだ。

　少なくともエレオノーラもジェネロもそう話していた。

　しかし、ジュリアーノの様子はとても芝しば居いとは思えない。

　今初めて事件を知り、正真正しよう銘めいの痛みを感じているようにしか見えないのだ。

「パスティレリさん。嘆なげくことは後でもできます。お嬢さんの将来を台無しにしないためにも、すぐに追っ手を出すべきです。今ならまだ、お嬢さんに致ち命めい的てきな傷がつくことは避さけられます。こうなってしまった以上、お嬢さんとのお話は──申し訳ないが、お断りさせていただくしかないのですが、だからといってお嬢さんの一生をこんなことで台無しにしていいはずがない。お気持ちはわかりますが、どうかしっかりなさってください。あなたはあなたの大切なものを取り戻すために戦わなくてはいけません」

　額をついて詫びなければならない相手にこんな優やさしい言葉を掛かけられて、パスティレリ氏は泣き出しそうな顔になった。震える足を踏ふみ出して、ジュリアーノに深々と頭を下げた。

「ジュリアーノくん……すまん！　きみのその温情に報むくいるべき娘むすめが、まさかこんな裏切りをしてのけるとは──！　どんなに詫びてもすむことではないが、許してくれ……」

「お嬢さんのせいではありません。憎にくむべきはお嬢さんをそそのかしたあの男です。あなたの信しん頼らいをいいことに……、さらにはエレオノーラ嬢に幼い頃ころから兄のように慕われている立場を利用して、こんな非道な犯罪を働いたあの男こそ責められるべきです」

　ジュリアーノの言葉には真情が籠こもっていた。

「あなたにはひとかたならぬお世話になりました。あなたを義ち父ちと呼ぶことはかなわなくても、そのご恩に変わりはありません。わたしにできることがあれば何なりとおっしゃってください。喜んでお手伝いします」

「ジュリアーノくん……」

　パスティレリ氏はほとんど涙なみだぐまんばかりだった。

「すまない。ありがとう。きみの言うとおりだ」

「何としても二人の行方ゆくえを突つき止めなくては。わたしもひとまず屋や敷しきの者に話を聞いてみます。あなたには言えないことも部外者のわたしなら聞き出せるかもしれませんから」

「もっともだ。頼たのむよ。わたしもさっそく心当たりを当たってみる」

　俄が然ぜん元気になったパスティレリ氏を残して、ジュリアーノは部屋を出て行き、アンジェラがその後を追った。キャサリンも急いで続いた。

　廊ろう下かを行くジュリアーノにアンジェラが声を掛ける。

「お待ちになって、ジュリアーノさま。お尋たずねしたいことがあります」

「わたしにですか？　ミス・ルビンスタイン」

「ええ、お時間はとらせません。こちらへ……」

　振ふり向いたジュリアーノはアンジェラに誘さそわれるまま、人ひと気けのない客間へ入った。もちろん、キャサリンも一いつ緒しよだった。

　予想外の事態に、アンジェラは焦しよう燥そうを感じていたらしい。慌あわただしく問い質ただした。

「先さき程ほどのお言葉の真意をお尋ねしたいの。こうなった以上、エレオノーラとは結婚できないとあなたはおっしゃいました」

「ええ、さすがにそれは致いたしかねます。度量のない男とお蔑さげすみでしょうが……」

「いいえ。他ほかの男と逃にげた女を妻にはできない。殿との方がたとしては当たり前の判断だと思います。でも、わたしがうかがいたいのはそのことではありません」

「では何を？」

「あなたは、あの二人が愛し合っていることを本当にご存じなかったというのですか？」

　切れ上がったジュリアーノの眼が軽い驚おどろきに見開かれた。

　瑪め瑙のうのような光こう沢たくのある灰色の瞳ひとみだった。

　その瞳に困惑の光を浮かべた彼はアンジェラの言葉を計りかねるように首を振り、心底意外そうに言ったのである。

「お言葉ですが、ミス・ルビンスタイン。愛し合っているというご意見には賛成しかねます。エレオノーラはわたしと婚約する予定の人でした」

　穏おだやかながらもきっぱりとした口調で言い切られて、キャサリンは血の気が引いた。

　キャサリンでそうなのだから、積極的に偽ぎ造ぞう旅券や乗船券を手配したアンジェラは、もっと冷静ではいられなかっただろう。しかし、彼女はそんな素振りをおくびにも出さなかった。

「あなたに対する愛情以上にジェネロへの愛が強くなってしまったから、だから自分の意志でこんなことをしたのだとは、お思いにならない？」

「ミス・ルビンスタイン。彼女はあなたと違ちがってまだ幼いのです。ほんのちょっとしたことに強い影えい響きようを受ける時期だったのだと思います。あの男がどんな甘かん言げんを用いて彼女を誘ゆう惑わくしたか、今となっては知る術すべもありませんが、彼女が自分の意志でこんなことをするはずがありません。なぜなら、エレオノーラは心の優しい人です。とても父親思いの人でもあります。その彼女がお父さまを悲しませるとわかっていることを──こんな愚かな真ま似ねを進んでしでかすとは到とう底てい思えません。あの男にそそのかされたのだとしか考えられないのです」

　アンジェラは相手の顔を凝ぎよう視ししながら、もう一度言った。

「本当に、二人が駆け落ちの計画を立てていたことをご存じなかったとおっしゃいますか？」

「もちろんです。それを手て抜ぬかりと責められるのであれば甘んじてお受けしますが……」

　今度はジュリアーノの美しい顔に訝いぶかしげな表情が混ざった。

「あなたはご存じだったのですか？　ミス・ルビンスタイン」

「いいえ」

　顔色一つ変えずにアンジェラは言った。二は十た歳ちの女性とも思えない度胸だった。

「あなたは彼女のもっとも近くにいらした人でした。それなら、エレオノーラの心境の変化に気づいていてもいいはずではないかと思ったまでです」

「返す言葉もありません。我々男にとって女性の心は永遠の謎なぞと言いますが、その通りです。見苦しい弁解にしかなりませんが、わたしと話している時のエレオノーラは楽しそうでした。わたしは、彼女が喜んで、わたしの妻になろうとしているものとばかり思っておりましたし、その考えには今も変わりはありません」

　キャサリンはここで初めて口を開いた。

「エレオノーラさんがジェネロさんに着いていったのは、あくまでも単なる気の迷いだと？」

「ええ、そうです。捨てられた男の悪あがきと受け取ってくださっても結構ですが、わたしは今でもそう信じているのです。エレオノーラがわたしに示してくれた愛情も──その誠実も、間ま違ちがいなく真実のものであったと」

「では、お二人の駆かけ落ち計画を事前に知っていたら、あなたはどうなさいました？」

「真っ先にお父上にご相談したでしょう。その上で、あの男を遠ざけたと思います」

「その時点で婚こん約やくを解消しようとはお思いにならなかった？」

　率そつ直ちよくなキャサリンの言い分にジュリアーノは苦く笑しようした。

「それはあまりにも早まった判断というものでしょう。若いお嬢じようさんの中には結婚が決まってしまったことを──そう、少しばかり寂さびしいと感じる人もいるのです。別段、決まった結婚に異議があるわけではなく、未来の夫となる相手に不満があるわけでもない。ただ、これでもう娘むすめ時代と別れなければならないという軽い憂ゆう鬱うつに囚とらわれているまでのことです。わたしはそういうお嬢さんを実際に知っていますから、よくわかります。──確かに、そんな気の迷いなど起こさせぬように、もっとしっかりエレオノーラの心を捕つかまえておけばよかったのでしょうね。それだけは悔くやまれてなりません」

「では、気の迷いでなかったら？　エレオノーラさんのジェネロさんに対する愛情が真実だと見み極きわめられたとしたら、そうしたら、あなたはどうなさいました？」

　ジュリアーノはちょっと首を傾かしげた。

　これまたキャサリンの質問の意味を計りかねているようだったが、やがて重々しく言った。

「その時は、姿を消すのはわたしのほうだったでしょう。愛する女性が他の男と結ばれるのを快く応おう援えんしてやれるほど、わたしは人間ができていないのですよ。可か愛わいらしいお嬢さん」

　人間ができていないなんてとんでもない。物もの腰ごしも態度も、この人は申し分のない紳しん士しだった。

　真顔になってアンジェラとキャサリンに向き直った。

「わたしからもお二人にお願いしたい。もちろんミス・スウェンにも。あらためて言うまでもないでしょうが、今回のエレオノーラの──軽率な行動のことは誰だれにも口外しないでください。こんなことが世間に知られてしまったら、彼女の将来は……」

「わかっています」

　最後まで言わせずにアンジェラが頷うなずいた。

「わたしは女です。口さがない世間がどれほど意地悪いかということも知っているつもりです。むしろ、それは、わたしのほうがあなたにお願いしなくてはと思っていたことでした。自分を捨てていった女の評判などどうなろうと知ったことではないと突つき放はなされてしまうのは覚かく悟ごの上でしたが」

「とんでもない。それを言うならわたしは男です。相手が誰であろうと、ご婦人の名めい誉よを守る務めがあります。──あなたもよろしいですか、ミス・ウィンスロウ？」

「もちろんですわ」

　キャサリンが力強く頷くと、ジュリアーノは安あん堵どの笑えみを浮うかべて丁重に頭を下げた。

「感謝します。ミス・ルビンスタイン。ミス・ウィンスロウ」

　どう見ても──いくら眼を凝こらしても、また最大限に耳を澄すましてみても、その様子は噓うそを言っているようには見えなかった。

　ジュリアーノが二人に挨あい拶さつして部屋を出ていくと、アンジェラが深い吐と息いきを洩もらした。驚おどろくべき精神力で平気な顔をつくっていても、今のやりとりはやはり相当の衝しよう撃げきだったらしい。

　薄うす汗あせの滲にじむ額を押さえて、呻うめくように彼女は言った。

「とんでもないことをしてしまったわ……。すぐに二人の後を追わなくては」

「アンジェラ、待って。そう決めてしまうのは早すぎます」

「あなたの言いたいことはわかるわ。両者の言い分が違うからには、あの人とエレオノーラと、どちらかが噓を言っていることになる。もちろん、あの人が大噓つきだという可能性も残っている。でもね、キャサリン。ジェネロと結婚したがっていたエレオノーラには噓を言う理由があった。比べてあの人にはこんな噓を言わなければならないどんな理由があるというの？」

「それは……」

　キャサリンにもわからなかった。

　ひとまずミュリエルと合流するために二人が居間に戻もどると、そこではミュリエルが懸けん命めいに、怒いかれる父親をなだめているところだった。

「おじさま。エレオノーラの気持ちをどうかわかってさしあげてください。彼女は本気でした。決してジェネロに騙だまされたりしたのではありません。心から彼を愛していたんです」

「馬ば鹿かなことを言うもんじゃない」

「でも……」

「いいかね、ミュリエル。わたしはあの子の父親だ。あの二人の間にそんな感情がないことは、わたしが一番よく知っている。エレオノーラはジェネロのことを兄のように慕したっていただけだ。子どもの頃ころからずっとだ。あの子が自分でそう言うのを、わたしは何度も聞いてるんだよ」

「それは……昔はそうだったかもしれません。ですけど……」

「ミュリエル。口は出さないでくれ。わたしにはわたしの娘を取り戻す義務と権利がある！　娘が悪い男に騙されて連れて行かれたとなればなおさらだ」

「おじさま……」

　足音も荒あらく踵きびすを返したパスティレリ氏はキャサリンたち二人とぶつかりそうになり、慌あわてて姿勢を正した。

「キャサリン。アンジェラ。せっかくお招きしたのに、こんな騒さわぎになってしまってまことに申し訳ない。何分、事情が事情だ。このことは内密に頼たのみます」

　二人は声を揃そろえて沈ちん黙もくを誓ちかった。

　パスティレリ氏が鼻息も荒く居間を出ていくと、三人は恐きよう怖ふに満ちた眼めと眼を交かわした。

　最初に口を切ったのはミュリエルだった。青い顔で首を振ふった。

「わたしには信じられません。エレオノーラの言ったことが──あの言葉が噓だなんて……」

　キャサリンもその気持ちは同じだった。エレオノーラは父親のことは悲しませる覚悟でも、婚こん約やく者に対してはまったく道義的責任を感じていなかったように見えた。

　しかし、ジュリアーノが噓を言ったとも思えない。

　アンジェラがいみじくも言ったことだが、どちらかが噓をついているはずなのにだ。

　混乱したキャサリンは首を振りながら、その思いを素す直なおに口にした。

「わからないわ。ジュリアーノさまはどうしてあんなことを……」

「何にせよ、このことははっきりさせなくてはならないわ。幸い、二人がどこへ向かったかはわかっているのだから」

　アンジェラが言った。きっぱりとしたその口調からは、何としても真しん偽ぎを確かめようとする意気込みが感じられて、キャサリンは急いで言った。

「でも、アンジェラ。今すぐに行動したりするのは却かえって危険です」

　自分たちが彼らの駆かけ落ちに手を貸したことはどこまでも隠かくし通さなくてはならないのだ。

　こんなことが公おおやけになったら、それこそ父エリオット卿きように非常な迷惑を掛けてしまう。

　それはミュリエルにしてもアンジェラにしても同じことだ。

　キャサリンは二人を振り返って言った。

「このままこのお屋や敷しきに留とどまるわけにも行きませんもの。どこかへ場所を移して、あらためてこれからどうするか相談しましょう」

　ミュリエルが頷いた。

「でしたら、わたしの家へ参りましょう。アンジェラ、あなたもどうぞ、いらしてください」

　午後から大騒ぎをしていただけに、気づけば既すでに陽ひが暮れようとする時間になっていた。

　三人は大混乱の召めし使つかいたちに屋敷から引き上げる意志を伝え、手早く荷物をまとめたのだが、このとんでもない一日はこれでは終わらなかったのである。

　身み支じ度たくを整えた三人が、辞去の挨拶をするためにパスティレリ氏の書しよ斎さいを訪おとずれようとした時、本日二度目の野太い悲鳴が屋敷中に響ひびき渡わたったのだ。

　紛まぎれもないパスティレリ氏の声だった。

　それも、今度の悲鳴は単なる驚おどろきと衝しよう撃げきによるものではなかった。

　いったいどんな恐怖に遭そう遇ぐうすれば人がこんな奇き声せいを発するのか、思わず疑いたくなるような、背筋がぞっとするような戦せん慄りつをはらんだ声だった。
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「あれがなくなったって？」

　信じられないように言ったのはスウェン氏だった。

　氏は、パスティレリ屋敷に滞たい在ざい中の娘から、屋敷の主が倒たおれたと連れん絡らくを受けて、慌あわただしく駆けつけたところだった。

　友人を前に、パスティレリ氏は肘ひじ掛かけ椅い子すに座り込み、ほとんど錯さく乱らん状態で頭を抱かかえている。

「わたしはもう、おしまいだ……破は滅めつだ！」

　大きな両手で髪を搔きむしったかと思うと、両眼を血走らせて、がばっと立ち上がった。

「エレオノーラ！　エレオノーラがあの悪党と一緒にいるなんて！　おのれ！　ジェネロ！　よくも──よくもここまで人を踏ふみにじりおって！　許さん！　断じて許さんぞ!!」

「落ちつけ、パスティレリ」

　スウェン氏は急いで友人をなだめ、元通り椅子に座らせた。

　狂きよう気きじみていた様子のパスティレリ氏が少し落ちつくのを待って、慎しん重ちように問いかけた。

「ジェネロが持っていったというのは確かなのか？」

「間ま違ちがいない……他ほかの誰だれにできたと言うんだ!?　金庫の番号はぼくとジェネロしか知らない。鍵かぎを持っているのもぼくたちだけなんだぞ！」

「聞いたよ。ジェネロはエレオノーラと一緒にいなくなったと。しかし、その鍵はどうした？　一緒に持っていったのか？」

「自分の部屋に置いてあった。ご丁てい寧ねいに封ふうをして、宛あて名なまで書いて！　中身を抜ぬき取った以上、鍵など持っていても仕方がないと思ったんだろう」

　吐はき捨てるように言ったかと思うと、パスティレリ氏は再びがっくりと椅子に崩くずれ落ちた。

　両手で顔を覆おおい、たくましい身体からだを揺ゆさぶって、すすり泣きを洩もらした。

「ぼくはもう……終わりだよ、スウェン。たった一日で……愛する娘も……部下も……何よりたいせつにしていた信用まで失ってしまった……。ぼくが何をしたと言うんだ……」

　掛ける言葉も見つからず、スウェン氏は信しん頼らいできる召使いに後を任せて、パスティレリ氏の書斎を出た。

　廊ろう下かではミュリエル、キャサリン、アンジェラが待ちかまえていた。

　青ざめた顔の娘とその友人たちを見て、スウェン氏は低く唸うなったのである。

「まずいことになったぞ、ミュリエル。パスティレリの嘆なげきようは決して過か剰じようなものではない。最悪の場合、彼は全財産を失って破産する」

「お父さま。話してください。いったい何がなくなったというのです？」

「この書斎の金庫に保管されていたものだ。パスティレリの扱う宝石の中でもとびきり高価な品物なんだよ。それを守るために、わたしはダムーたちをこの屋敷に配したんだが……」

　スウェン氏の顔も険しかった。

「ダムーはどこにいる？　彼がどんなにいやがろうと、今は話を聞かなければならん」

　ケイティとベラフォード、ヴィンセントは召使いの格好のまま二階の居間にやってきたが、ダムーだけは窓の外からの参加だった。

　二階の窓に飛び上がることなど彼には何の問題もない。加えて耳もいい。部屋の中にいる《鰐わに》の父娘おやこと正面から顔を合わせるのをきらって、できるだけ距きよ離りを置こうとしたのだろう。

　開け放った窓の向こうから、そのダムーはぶっきらぼうに言ってきた。

「俺はちゃんと見張っていた。怪あやしい奴やつは誰も忍しのび込んだりしなかった。間違いないぜ」

　スウェン氏も、無理に自分の前に出てこいとは言わなかった。もっと大事なことを訊きいた。

「では、怪しくない者ならどうだ？　昨日の夜、この屋敷に出入りした者を言ってみてくれ」

「昨日の夜でいいのか？」

「ああ。昨日の夕方、パーティが始まる前に確かく認にんした時にはちゃんと金庫にあったそうだ」

　そこでダムーは昨夜の客人の人相風体を逐ちく一いち述べて、帰っていった人数と合っていることもつけ加えて、話を締しめくくった。

「他に、夜の間に屋敷に入ってきた者はいなかったぜ」

　聞いたスウェン氏は青い眼を厳しく光らせている。

「そして、屋敷に入ってはこなかったが、唯一出ていったものが、エレオノーラとジェネロの乗った馬車だと言うんだな？」

「ああ。だけどあの二人は怪しくないだろう？　俺が頼たのまれたのは外からの侵しん入にゆう者を警けい戒かいして撃げき退たいすることだ」

「もっともだ。きみは依い頼らいされた分の仕事はきちんと果たした。しかし、仕事が成功したとは残念ながら言えないぞ。このままではきみたちは間違いなく、ただ働きをすることになる」

　ただ働きと聞いて愕がく然ぜんとしたのはもちろんケイティだ。血相を変えてスウェン氏に迫せまった。

「何それ、どういうこと？」

「パスティレリは、きみたちに報ほう酬しゆうを払はらいたくても払うことができなくなるという意味だよ、ケイティ」

　この言葉が用心棒たち、そしてやはり同席していたキャサリン、ミュリエル、アンジェラの頭に充じゆう分ぶん染しみ込むまで待って、スウェン氏は話を続けた。

「彼は裕ゆう福ふくな人間だが、盗ぬすまれた品物はパスティレリの全財産を持ってしても保証しきれない。それほど高価なものなんだよ。フィダンツァ公こう爵しやくからご依頼の特注品なんだ」

　フィダンツァ公爵と聞いて、ミュリエルの顔色がさらに青くなった。キャサリンも同様だ。

　アンジェラもさすがに言葉がない。各国の王族にも血の繫つながっているローム屈くつ指しの大公爵の名前は、外国人であるキャサリンもアンジェラも知っていたからである。

「しかもだ、その品物は公爵から皇太后陛下への贈おくり物ものとして用意されたものなんだよ」

　まさにとどめだった。

　キャサリンたち三人は椅い子すに座ったまま奈な落らくの底へ突つき落とされたような心境を味わわされ、権けん威いには無関心であるはずの用心棒たち──ベラフォードとケイティまで苦い息を吐はいている。

　スウェン氏も難しい顔で話を続けた。

「皇太后陛下はロームへ嫁とつがれる前はエルディアの第一王女でいらした。その妹姫ひめである第二王女がフィダンツァ公爵家に嫁がれて、お生まれになったのが現公爵のアレッサンドロさまだ。公爵夫人はお気の毒にも、十年ほど前に亡くなられたが、それだけに皇太后陛下は妹の残した子どもであるアレッサンドロさまをことのほかかわいがっておられる。アレッサンドロさまも伯お母ば陛下を慕したっていらっしゃる。今年はその皇太后陛下が六十歳のお誕生日を迎むかえると同時に、従兄である国王陛下にとっても即位十周年という記念すべき年だ。──そこで公爵は、この区切りの年に皇太后陛下に特別な贈り物をなさりたいとお考えになり、そのために選ばれたのがパスティレリだった。今から二年前のことだよ」

「二年前？」

　一同、驚おどろいたが、スウェン氏は真顔で頷うなずいた。

「そうだ。二年がかりの大仕事だったんだよ。公爵は今まで伯母上に贈ったどんなものよりもすばらしい品物をとお望みになり、パスティレリは必ずご希望にかなうだけの品を完成させてみせますと約束した。実際、公爵は伯母上のために費用を惜おしんだりはしなかったから、パスティレリは納なつ得とくのいくまで準備に時間と費用を掛かけた。彼にとっても一世一代の大仕事だったらしい。パスティレリの眼めにかなう充じゆう分ぶんな材料を用意するだけで一年。さらに最高の腕うでを持つ職人たちを確保して、納得のいくまで試作を繰くり返し、一年がかりでようやく完成させたんだ。それが金庫の中から忽こつ然ぜんと姿を消したとあっては……」

　キャサリンは思わず口を挟はさんでいた。

「おじさま。その品物とは──具体的にどんなものなんです？」

「宝冠テイアラですよ。正装した王族の女性が頭に乗せるものです」

　今度はミュリエルが言った。

「その宝冠は既すでに完成していたんですか？」

「もちろんだ。パスティレリは会心の出来だと言っていた。わたしもそっと見せてもらったが、眼が眩くらむほど見事なものだったよ」

　さらにまたキャサリンが忙せわしなく問いかけた。

「でも、どうしてその宝冠がおじさまの金庫に？　完成したのならすでに公爵さまのお手元にお届けになっているはずでは？」

「その通りです。パスティレリは宝冠が完成すると同時に公爵の下もとへ飛んでいきました。長い間お待たせしていたのですからね。時間も差し迫せまっていましたし、万が一にも式典に間に合わないようなことになったら一大事ですから、公爵ご自身、かなりやきもきしていらしたらしい。ところが実際に宝冠を見ると、そんな苛いら立だちはどこかへ飛んでいってしまったというわけです。公爵はその出来栄えにいたく満足してくださって、過分なまでのお褒ほめの言葉をたまわったと、パスティレリは話していました。そればかりか公爵は宝冠の受け取りをいったんは拒きよ否ひした上、この宝冠は式典当日にパスティレリ自身の手から皇太后陛下にお渡わたししてさしあげるようにとおっしゃってくださった。つまりは、優すぐれた宝石商であるパスティレリをこの機会に、皇太后陛下に引き合わせてやろうという公爵のご厚意だったのです。──パスティレリがこの言葉をどれだけ身の誉ほまれと喜んだか、おわかりでしょう？」

　キャサリンは声が震ふるえそうになるのを懸けん命めいに抑おさえながら訊きいた。

「その式典当日──とおっしゃいますのは……」

「明日ですよ。明日の午後、国王陛下は妃ひ殿でん下かと共に馬車で市内を一周した後、皇太子殿でん下かを抱だいて王宮のバルコニーに現れ、開放された庭に集まる市民たちに応こたえる予定になっています。今回の式典で王族ご一家が揃そろって市民の前に現れるのはこの時だけですから、無論、その場に皇太后陛下もお立ちになります。──宝冠以外のお召めし物をすべて整えられた上で」

　ミュリエルの細い肩かたが震えていた。彼女は蒼そう白はくな顔をうつむけて、泣き出しそうになるのを懸命に堪こらえていたのだ。キャサリンも同じ心境だったが、それ以上にひどい混乱状態のせいか、思わずこんなことを口走っていた。

「でも……あの、どんな意匠デザインの宝冠が届くかもわからないのにですか？　お召し物と装そう飾しよく品は切り離はなして考えることはできないと思いますけど……」

「フィダンツァ公爵は皇太后陛下の衣い裳しようを担当している服ふく飾しよく家とも懇こん意いにしているのですよ。パスティレリが意匠画を提出した段階で、公爵はその意匠画を服飾家に見せ、宝冠に合わせた衣裳を制作するようにと命じられたのです。これが一年も前の話です。服飾家は腕を振ふるって見事な衣裳を完成させました。皇太后陛下も、かわいがっている甥おい公こう爵しやくがどんな贈り物をしてくれるのかと、今から心待ちにしておられるそうです。ですから式典の当日になって──もう明日ですが、肝かん心じんの宝冠が公爵の手元に届かなかったとなったら、結果はどんなことになるか、聡そう明めいなあなたにはよくおわかりのはずだ。パスティレリはフィダンツァ公爵に拭ぬぐいきれない大恥はじを搔かかせることになってしまうのです。単なる契けい約やく違い反はんでは到とう底ていすまされない大失態です。皇太后陛下への取り次ぎはおろか、恐おそらく二度とこのロームで仕事はできなくなるでしょう。それ以前に、これまでに掛かった材料費の賠ばい償しようと違約金の支し払はらいだけで彼は破産します」

　キャサリンは声も出なくなった。事態のあまりの重大さに、ミュリエルと同じように震えていることしかできなかった。

　一息ついたスウェン氏は、今度はベラフォードとケイティに向かって尋たずねた。

「彼の書しよ斎さいに不自然に近づいたものはいなかったかね？」

「いいえ。アタシは一階の担当だもの。二階へは行かないわ。あんたはどう、ケイティ？」

「あたしだって召めし使つかいが掃そう除じに入るのを見ただけだよ。それも真っ昼間に。これは不自然とは言えないよ。第一、書斎に入ったところで、あの召使いに金庫なんか開けられるわけがない」

「となると必然的に──どんなに考えたくなくて信じられないことでもだ。宝冠はジェネロか、もしくはエレオノーラが盗ぬすみ出したということになる」

　スウェン氏の台詞せりふにミュリエルははっと顔を上げたが、反論はしなかった。この状じよう況きようでは、確かにそうとしか思えなかったからだ。

　アンジェラが初めて口を開いた。

「宝冠とおっしゃいましたが、それはどのくらいの大きさでしょう？　たとえば隠かくすにしても、帽ぼう子し箱か何かが必要なほど大きなものですか」

　努めて冷静な口調を装っていたが、その顔は戦せん慄りつに青ざめていた。無理もなかった。

　アンジェラは既にあの二人が宝冠を盗んだに違ちがいないと信じているのである。このままでは彼女は駆かけ落ちの従犯どころか、宝石泥どろ棒ぼうの共犯ということになってしまう。

　それも、ローム政府が直じき々じきに乗り出してきてもおかしくないほどの盗とう難なん事件である。こんな事件に娘むすめが関わっていることが公おおやけになったら、アンジェラの父ルビンスタイン男だん爵しやくにまで累るいが及およぶことは避さけられない。

「帽子箱は必要ないでしょうな。高価な宝石をふんだんに使った贅ぜい沢たくなものですが、戴たい冠かん式しきに使われる王冠とは違いますから、一見したところはかなり華きや奢しやです。ご婦人がちょっと豪ごう華かな首くび飾かざりを入れるような宝石箱なら、充じゆう分ぶんに収まるはずです」

　キャサリンとミュリエルを凄すさまじい恐怖が襲おそった。

　エレオノーラが最後に取り出した天鵞絨びろうどの箱を思い出したのだ。平たくて、四角くて、少し厚みもあった。キャサリンにとっては見慣れたものだ。亡なくなった母がまさに太めの首飾りをしまうのに使っていたような箱だった。

　あれなら充分、宝冠が入る。

　ミュリエルが蒼白になった顔をキャサリンに向けてきた。

　キャサリンもそっと頷きを返した。

　考えたくもなかった疑ぎ惑わくが確信に変わる。ここまで重なっては噓うそをついたのは駆かけ落ちした二人に間ま違ちがいない。自分たちの好意を利用して、こんな大それた犯罪を企たくらんだのだ。

　あれほど逃にげることにこだわったのも、最初からこれが目的だったと考えれば納なつ得とくがいく。

　そうと知ったキャサリンの全身を激しい怒いかりが駆けめぐった。たった今まで事態の重大さに驚かされ続け、恐怖に震ふるえてさえいたが、そんなものは一いつ瞬しゆんでどこかへ行ってしまった。

　キャサリンはここまで都合よく利用され、騙だまされて、おとなしく引き下がるような性格ではなかった。彼らの噓を見み抜ぬくことができなかった自分の愚おろかさを猛もう烈れつに責めると同時に、この不信義は何としても正さなくてはならないと誓ちかったのである。

　スウェン氏もまた、友人を襲った災難に深く苦く悩のうしていたらしい。

　苦い焦あせりの籠こもる声で言った。

「式典は明日の午後に迫せまっている。パスティレリを救うためにはそれまでに何としても宝冠を取り戻もどさなければならないが、もし、昨夜のうちにあの二人が船に乗り込んで逃げたとしたら、今からどんなに足の速い船で追いかけたとしても、手て遅おくれだ。捕つかまえる頃ころには式典が終わってしまっている」

「いいえ、おじさま」

　キャサリンは青い眼を怒りに煌きらめかせながら、きっぱりと言った。

「手遅れにはなりません。今からでも追いつける乗物が一つだけありますわ」

　その目線を真っ向から浴びたヴィンセント少年は、なぜ見つめられるのかわからない様子で、きょとんと瞬まばたきを返した。




　気づけばアンジェラ以外の人の眼がすべて少年に集中していた。

　自分が何をさせられるのか、ようやく察したヴィンセント少年が徐じよ々じよに顔色を失っていく中、ベラフォードが真顔で頷いたのである。

「そうね。非常手段だけど、この際それしかないと思うわ。──いいわね、ダムー？」

　窓の外からは何とも言えない唸うなり声が返ってきた。不満とも承しよう諾だくとも判別しがたかったが、それを聞いたヴィンセントはますます青くなった。じりっと後ずさった。

「ええと……あの……その……さよならっ！」

　彼にしては精せい一いつ杯ぱい急いで逃にげだそうとしたが、そこをケイティがとっつかまえたのである。

　驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力で一いつ瞬しゆんに距きよ離りを詰つめ、片手で少年の首根っこを捕とらえて壁かべに叩たたきつけたのだ。まさに猫ねこが前まえ脚あしの下に鼠ねずみを捕らえたようだった。

「どこへ行こうってのさ？」

「やだやだ！　やだってば！」

　壁に押しつけられたヴィンセントはじたばた暴れたが、ケイティはその皮ひ膚ふに軽く爪つめを食い込ませることで少年を黙だまらせたのである。

「寝ねぼけてんじゃないよ、こら」

　その声も充じゆう分ぶんにどすが利きいていて、怖こわい。

「わかってんの？　ただ働きになるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだよ。あんたがどんなにいやだって言ってもそんなことは関係ない。無理やりにでも化けてもらうからね」

　少年はほとんど泣きそうな顔になっていた。しかし、抵てい抗こうしても無む駄だだった。スウェン氏がこんなことを言ったからなおさらだ。

「ただ働きどころか、盗ぬすまれた宝冠とエレオノーラを無事に取り戻してやったとなれば、彼は大いにきみたちに感謝して、報ほう酬しゆうとは別にたっぷり謝礼をはずんでくれるはずだぞ」

　ケイティの猫眼がますます煌めいた。

　キャサリンもスウェン氏に頷うなずきを返して、窓の外に向かって話しかけた。

「お願いします、ダムーさん。──この近くに人目につかない広場か何かありませんか？」

　すると、ミュリエルが硬かたい表情で答えた。

「ご案内します。いいえ、わたしも一いつ緒しよに行きます」

　一見したところは華奢な印象でも、ミュリエルは決断力も行動力も人並み以上に持っている少女だ。重苦しい緊きん張ちように身体からだを強こわばらせながらも、はっきり言った。

「わたしには──エレオノーラがわたしに噓を言ったとはどうしても思えません。もう一度、直じかに会って話を聞きたい」

　娘むすめがこんなことを言い出しても、スウェン氏は止めようとはしなかった。ミュリエルに眼をやって、真顔で言った。

「おとなしいばかりが淑しゆく女じよではない。友人が生きるか死ぬかの瀬戸際という時に保身を考えて尻しり込ごみするような人間は卑ひ怯きよう者と呼ぶしかない。わたしは、自分の娘が卑怯者ではないことを嬉うれしく思うよ。──行っておいで。そして確かめてくるんだ。エレオノーラが本当におまえを裏切ったのかどうかを」

「はい」

　スウェン氏の言葉はもっともだとキャサリンも思った。もし、すべてを知ったミュリエルを前にして、それでもエレオノーラが白しらを切り通すようなら、その時は自分にも覚かく悟ごがある。

「急ぎましょう。明るくなる前に戻ってこなければ。──アンジェラ。あなたはここで待っていてください」

「何を言うの？」

　一人だけ話が見えない様子のアンジェラだったが、驚おどろいたように言い返してきた。

「本当に今から追いつける手段があるなら、わたしも一緒に行くわ」

　キャサリンはためらった。泣きそうな顔をしているヴィンセントに遠えん慮りよして、そっと囁ささやいた。

「ですけど……あまり乗り心ごこ地ちがいいとは言えない乗物なんですのよ。座席もないし、同乗はお勧すすめできません」

「いいえ、キャサリン。偽ぎ造ぞう旅券を手配したのはわたしなのよ。乗船券もね。誰だれがどう見ても、わたしはあの二人の逃とう亡ぼうにもっとも積極的に手を貸してしまっている。自分で蒔まいた種ならば、自分の手で刈かるわ」

　これまたきっぱりした口調だった。

　確かにアンジェラはこの状じよう況きようでじっとしているような女性ではない。キャサリンは困こん惑わく顔で、ベラフォードを振ふり返った。

「どうしましょう？　三人では定員を超こえてしまうのではありません？」

「そうでもないわよ。あなたとアンジェラをダムーが担当して、アタシがミュリエルを抱かかえていけばいいんだから」

　ベラフォードはちょっといたずらっぽく笑って言った。

「だって、あなたはそれこそ残る気はないんでしょ？」

「もちろんですわ。わたしだって窃せつ盗とうの従犯にされかかっているんです。何より、あの二人がわたしたちの好意を利用したのだとしたら、断じて許せません」

　口先だけで言っているのではない、キャサリンはその覚悟をしていた。

　ロングスカートにハイヒール姿のアンジェラを振り返って言った

「一緒に来るなら急いで着き替がえて。そのスカートと靴くつでは無理ですわ。もっと歩きやすい靴とズボンが必要です。もう一つ、できるだけ暖かくしてください」

　アンジェラはくだくだと質問して時間をつぶしたりはしなかった。すぐさま準備に入った。

　用心棒たちが馬車の用意を終える間に、三人とも支し度たくを整えて裏庭に集まったのである。

　アンジェラはこんな時でもおしゃれだった。淡あわい水色のショート・コートに白のパンタロン、同じく白い手て袋ぶくろと襟えり巻まきという出いで立たちである。足あし下もとも白の平靴だ。

　ミュリエルはいくぶん軽装で、画家が着るようなゆったりした上っ張りを羽織り、膝ひざ下した丈たけのズボンと踝くるぶしまでを覆おおう短靴を履はいている。

　キャサリン自身は乗馬用に持ってきたジャケットとズボン、さらに乗馬用の革の長靴に身を固めていた。腰こしには四十四口径の拳けん銃じゆうを差したガンベルトを巻いている。

　観光に行くのにこんな物ぶつ騒そうなものは必要ないでしょうと、ニーナに散々文句を言われながら持ってきたものだった。

　六人乗りの大きな馬車にキャサリンたちと、ベラフォード、ケイティ、ニーナが乗り込んで、馬は走り出した。手た綱づなを取っているのは相変わらず泣きそうなヴィンセントである。

　ダムーは一人だけ、馬車の後をついて走ってきているはずだった。

　ミュリエルが馬車の行き先として指示した場所はエレオノーラがジュリアーノに助けられた墓地のある丘おかだった。

　ヴィンセントは馭ぎよ者しやとしても見事な役立たずだったが、パスティレリ家の馬たちはそこへの道を知っている。彼はただ馭者席に座っているだけでよかったのである。

　馬車で移動する間に、キャサリンは考えをまとめるつもりでみんなに言った。

「宝冠紛ふん失しつの可能性は三つあります。一つはエレオノーラとジェネロが共きよう謀ぼうして宝冠を盗ぬすんだ。もう一つはジェネロがエレオノーラを利用して宝冠の運うん搬ぱん役に使った。それと言うのも、あの時点で、わたしたちが見た宝石箱には鍵かぎが掛かかっていました。エレオノーラ自身はその中身を今もお母さまの形見と信じているかもしれませんが、彼女の知らないうちに中身をすり替かえてエレオノーラに運ばせることが、ジェネロにはできます」

　鍵はジェネロに渡わたしてしまったとエレオノーラは話していた。もしこれが必要になることがあったら、その時はどうぞ自由に使ってくださいという意味を込めて、恐おそらくは信しん頼らいと愛情の証あかしとしてそうしたのだ。

「もっともな話ね」

　アンジェラは納なつ得とくしたように頷うなずいたが、ミュリエルはまだ青い顔で問いかけた。

「では、三つ目は？」

　キャサリンも硬かたい表情で言った。

「まず、あり得ないことだとは思いますが、宝冠の紛失に二人は無関係だという可能性です」

「あなた、この状況でそれを言うの？」

　呆あきれたように言ったのはアンジェラだ。

「わかっています。もっともありそうにないことですものね。でも、アンジェラ。先入観ほど危険なものはないと、わたしはあなたとの一件で学んだつもりですわ」

　これを言われるとアンジェラも苦く笑しようするしかない。

「それに……」

　とキャサリンは話を続けた。

「わたしはエレオノーラという人をよく知りません。ジェネロのことも。でも──ミュリエル、あなたはよくご存じでしょう？　あなたの考えは？」

　馬車の中の眼めが一いつ斉せいにミュリエルに集中した。

　さぞ居心地が悪かっただろうに、ミュリエルは怯ひるむことはなかった。緊きん張ちようした面おももちながらまっすぐキャサリンを見つめ返した。

　エレオノーラと違ちがって、こういうところにミュリエルの芯しんの強さがある。

　エレオノーラはちょっと風に吹ふかれたら倒たおれてしまうもろい花だが、ミュリエルは見た目は可か憐れんでも、強風に負けることなく受け流し、しっかり根を張って立っている花だった。

　その彼女は彼女の思うところを淡たん々たんと述べた。

「わたしは、その三番目の可能性を信じたいと思います。どんなにありそうにないことでも。フィダンツァ公こう爵しやくさまご注文の宝冠がなくなったりしたら、おじさまがどんな苦境に陥おちいるか、エレオノーラもジェネロもよく知っていたはずです。あの二人がおじさまを破は滅めつさせて平気な顔をしていられるなんて、わたしには信じられません──信じたくないのです」

　アンジェラがため息を吐ついた。

「やはり、直接会って確かめるしかないようね」

　キャサリンはここで肝かん心じんなことを思い出して問いかけた。

「アンジェラ。二人はどういう偽ぎ名めいで何という船に乗船しているのです？」

「エレオノーラはバナディスのクリスティナ・マーシュ嬢じよう。ジェネロはその従者のアーネスト。船は《ゴールド・メダリオン》よ」

「何ですって!?」

　驚おどろいて訊きき返したキャサリンだった。

　つまり、バルドラに入港した《ゴールド・メダリオン》号はこの数日の間に出航準備を整え、再度バナディスへ向かって出航したのだ。

　航路と速度を計算すれば、船が現在どの辺りを航行しているかの予測はつく。天候にも特に異変はなかったから、今いま頃ごろは恐らくドルメック沖おきに差し掛かっていると、アンジェラは言った。

「順調にいけば明朝にはヴィレンに入港するはずよ。──ヴィレンには父の知り合いがいるの。今からでも電信で連れん絡らくして、二人の身み柄がらを押さえてもらうことならできるけれど……」

「いいえ。それはいけません」

　キャサリンは即そく座ざに否定した。

「そんなことをお願いするためには、その知人の方に事情を話さなくてはならないでしょう？　この問題はあくまでわたしたちだけで解決すべきだと思います」

「基本的にその意見に賛成だけれど、あなたはいったい何をする気なの？　常識で考えれば、今から《ゴールド・メダリオン》に追いつく手段などないはずよ」

「ですから、あまり常識的とは言えない手段なんです。それどころか、はっきり言えばかなり非常識ですわ」

　同乗していたニーナが、そっとため息を吐いた。こうなるんじゃないかと思ったんですと、ありありとその顔に書いてある。

　キャサリンは形をあらためて、アンジェラに言った。

「大だい丈じよう夫ぶ。必ず追いつけます。ですから一つだけ、お願いします。その非常識な手段のことは決して人には言わないでください」

　ミュリエルも真しん剣けんな表情で頷きを返して、アンジェラに向かって言った。

「わたしからもお願いします」

　その非常手段が具体的にどんなものなのか、アンジェラにはまだピンとこないようだった。しかし、もうじきわかることである。敢あえて尋たずねようとはしなかった。

　馬車は軽快に走り続けて、郊こう外がいへ出て行った。街の明かりも人の喧けん噪そうもみるみる遠ざかる。

　やがて、エレオノーラがジュリアーノに助けられた林に差し掛かかった。

　ここまで来ると、周囲は塗ぬりつぶしたような暗くら闇やみに包まれている。

　馬車の両りよう脇わきに取りつけたカンテラの灯あかりだけが、かろうじて道を照らしている。

　林を過ぎて野原へ出ても辺りを取り巻く暗闇は濃こくなりこそすれ、薄うすまることはない。

　馬車は丘おかの麓ふもと、墓地の入り口で止まった。馭ぎよ者しやの指示に従ったわけではない。馬にとってはいつもの道を走っただけのことだ。

　馬車が止まると、キャサリンは真っ先に外へ飛び降りた。

　そこには、夜でも明るいフロレンティア市街とは大違いの光景があった。

　耳がどうかしたのかと恐おそろしくなるような徹てつ底ていした静せい寂じやく、カンテラがなければ隣となりに立つ人の姿も見えないような深い暗闇が広がっている。

　空を見上げてみた。今夜は満月に近い丸い月が出ているはずだったが、分厚い雲がその姿を覆おおい隠かくしている。時折、雲の隙すき間まから細い月の光がこぼれ落ち、その都度、静まり返った夜の墓地が怪あやしく浮うかび上がり、無言で立ち並ぶ墓石の群が存在を主張する。

　大の男でも震ふるえ上がるような光景だったが、キャサリンはこの空模様なら好都合だと思った。皓こう々こうと月が輝かがやいていてはやりにくいからだ。

　馬車を降りてきたケイティが同じく空を見て言った。

「いい塩あん梅ばいだね。月が出てたんじゃあ、さすがに目立っていけない」

　そう言う彼女の瞳どう孔こうは満月にも負けないくらい、真ん丸になっている。

　続いて下りてきたベラフォードも馭者席でへたり込んでいるヴィンセントを呼んだ。

「ほら、ヴィンス。来なさいよ。あんたが動かなきゃ始まらないでしょ」

「そ、そんなこと言ったって……」

　彼はまだぐずっている。

　そこへダムーが追いついてきた。息も切らしていない。その彼も相当苦い顔をしていたが、未いまだに馭者席にへたり込んでいるヴィンセント少年は、ほとんど逃にげ腰ごしになっていた。

「どうしても、やらなきゃだめですかあ……？」

　情けない顔つきで泣きべそをかいている。

　キャサリンはそんなヴィンセントの手を取って立たせてやると、力強く話しかけた。

「ヴィンセントさん。お願いします。これはあなたにしかできないことなんです。──どうかわたしたちを助けてください」

　ダムーも、ひどい仏ぶつ頂ちよう面づらながら頷うなずいて、ヴィンセントに眼めをやった。

「ただ働きが掛かっているとあっちゃあ選せん択たくの余地なしだ。──おら、さっさと脱ぬげ」

「うえぇ……」

　行き場のなくなってしまった少年はのろのろと服に手を掛けたが、どうにも手が進まない。

　それを見てケイティがまた爪つめを立てた。

「もたもたするんじゃないよ。男だろうが。あたしがひっぺがしてやろうか？」

　脅おどかされた少年は大おお慌あわてで服を脱ぎ捨てて全ぜん裸らになった。

　ベラフォードも上着とシャツを脱いで上半身裸はだかになる。ダムーは髪かみを束ねていた紐ひもをほどき、腰こしに差していた短刀や履はき物ものを含ふくめてほとんどの衣類を脱ぎ捨てたが、キャサリンにとっての憎につくき黒パンツ（？）はやはり健在だった。

　これを見る度たびにキャサリンは複雑な心境に陥おちいる。

　別に男の人の裸が見たいわけではない。それどころか人間の姿でいる以上、そういうものは極力隠しておいてもらいたい。堂々と脱がれたのでは気まずくて仕方がない。

　多分、人間の身体からだは服を着るようにできているのだと、キャサリンは思う。

　同じように、動物の身体は衣服など必要としないようにできているのだ。彼らの毛皮や羽毛、あるいは鱗うろこはそれだけで充じゆう分ぶんにすばらしく、身体を保護する役目も果たしているからである。

　何とかその辺のことを納なつ得とくしてもらいたいのだが、どう話せばダムーにわかってもらえるか、全裸のヴィンセントから慎つつましく眼を逸そらしながら、キャサリンは真剣に考えていた。

　見送りのために馬車を降りたニーナも礼れい儀ぎ正しく目線を外している。ミュリエルに至っては自分も形態変化のために勢いよく服を脱いでしまうくらいだから騒さわぎ立てもしない。

　ケイティも慣れた手つきで男たちの脱ぎ散らしたものを拾い集めてまとめている。

　しかし、アンジェラはそうはいかなかった。

　目の前で男性陣じんがいきなり服を脱ぎ始めたことに仰ぎよう天てんしたようだった。

　無理もない。人間社会──それも上流階級ではまずあり得ないことだからだ。アンジェラは怒いかりと羞しゆう恥ちの両方から珍めずらしくも顔を赤らめ、どぎまぎした声を発した。

「あ、あなたたち！　いったい何を……」

「黙だまって。見ていてください」

　キャサリンが鋭するどく言ってアンジェラを抑おさえた。

　ダムーが仕上げとして、裸になったヴィンセントの首に唯ゆい一いつ残っていた飾かざりを取り上げる。

　二センチほどの幅はばの、宝石を塡はめ込んだ黒い天鵞絨びろうどのチョーカーをだ。

　ダムーはそれをベラフォードに渡わたして、その時を待った。

　しばらくは何の変化もなかった。ただ、素す裸はだかの少年が苦しそうに蹲うずくまっただけだ。その間に、ダムーとベラフォードもそれぞれの準備をすませていた。

　ダムーが両手を地面につく。浅黒い肌はだがたちまち白い毛皮に覆われていき、真っ黒な頭とう髪はつも見る間に白くなり、ふわりと広がった。両手足をついた中背の身体が一回り以上も大きくなり、白く変じた髪はたっぷりしたたてがみとなって顔の周りを覆い、尻しりからは長い尾おが伸のびた。

　時をおかずに精せい悍かんな少年の姿は消え、代わりにブルーの模様を散らした純白の毛皮を纏まとった大きな獣けものが現れた。しなやかな体つきも、毛色こそ白いがライオンのような立派なたてがみも、紛まぎれもない大型猫ねこ科獣の特とく徴ちようだが、この獣は他ほかのどんな猫科にもない特徴を備えていた。

　すなわち、毛皮に覆おおわれたその背中に、純白の大きな翼つばさを生やしていたのである。

　一方のベラフォードは人の姿のままだったが、色白の上半身を羽毛で飾り、背中にはやはり見事な翼を生やしていた。ただし、白一色のダムーの翼と違ちがって、こちらはカンテラの僅わずかな明かりにも鮮あざやかに映る極ごく彩さい色しきの翼だった。

　絶句しているアンジェラの目の前で三人目の形態トランス変化フオームが行われた。

　地面に蹲っていた少年の姿が光り始める。無風の暖かい夜だったのに、急に風が吹ふき始める。

　キャサリンたちの髪を巻き上げるほどの突とつ風ぷうが通り過ぎた後だった。

　苦しそうにしていた少年の姿が不意に消えた。同時に、空に異変が起きた。

　分厚い雲に覆われた暗い空だ。はっきりと見て取ることはできないが、彼らの頭上を確かに何か大きな生き物が移動している。その気配がわかる。

　人ひと気けのない墓地でなかったら、月のない夜でなかったら、大おお騒さわぎになっていただろう。

　太陽が出ている昼だったら、この生き物の姿は一キロメートル先からでも見ることができたはずだからだ。今は分厚い雲の隙すき間まを通り抜ぬけてくる淡あわい光がその姿をかろうじて照らし出し、鱗がきらりと光っていた。

　明るいところで見れば真っ白なその生き物は、この暗がりでは燻いぶし銀ぎんのような色に見える。

　頭部にはたっぷりしたたてがみ、全長はおよそ百メートルにも及およぼうかと思われる長い胴どう体たい、対照的に短い手足、さらには全身を鱗に覆われた巨きよ大だいな白い竜りゆうは、窮きゆう屈くつな身体から解放されたことを喜ぶかのように、墓地の上を楽しげに旋せん回かいしていた。

　アンジェラは言葉もない様子だった。まさに絶句して空を見上げていた。何度も唾つばを吞のんで、ぎこちなく目線を下げて白い獣と鳥人を見やり、また頭上に眼を向ける。

　それから、やっとのことでキャサリンを振ふり返った。

「こういうことだったのね……」

「はい」

　硬かたい顔でキャサリンは頷いた。

「こういうことだったんです。迂う闊かつには言えません。父にもまだ話していないことなんです」

「お父さまは……、このことをご存じないのかしら？　あなたのお父さまは異種人類と親しく交際している方のはずよ」

「わかりません。もしかしたら知っているのかもしれません。でも、自分から切り出す気にはなれないんです」

「そうね……。賢けん明めいな判断だと思うわ。わたしも……」

　嘆たん息そくとともに途と切ぎれた言葉の後に何と続けたかったのかはわからない。

　アンジェラの父のルビンスタイン男だん爵しやくも立派な人間社会の実力者だ。アンジェラ自身、血は薄うすいが、混イン血シードでもある。その自分が今までこの竜の存在を知らなかったことに、彼女は衝しよう撃げきを受けているようだった。

「ミュリエル。あなたは知っていたのね？」

「はい。父から話は聞いていました。──ですが、実際にこのお姿を見るのは初めてです」

　その声には畏い怖ふの響ひびきがあった。空を舞まう竜を見上げるまなざしも真しん摯しなものだ。

　もしかしたら、同じ爬は虫ちゆう類るいとして何か感じ入るものがあるのかもしれなかった。

　放っておいたら二人ともいつまでも竜を見上げていそうだったので、唯一、竜慣れしていたキャサリンは行動を起こすべく声を掛かけた。

「参りましょう。──ケイティさん、ニーナをよろしくお願いします」

「あいよ」

　今回、ケイティとニーナは留守番である。さすがに定員オーバーだったのだ。

「じゃあ、行くか」

　羽のある大型猫科獣に変化したダムーがのそりと近づいてきた。いつものことながら、この巨体と重量をまったく感じさせない、実にしなやかな身のこなしである。左手でキャサリンを、右手でアンジェラを抱だき寄せようとしたが、男の腕うでが（今は特大の獣の腕だが）自分の身体からだに触ふれようとしていると察したアンジェラは鋭い声を発してダムーを押しとどめた。

「何なさるの!?　失礼な方ね」

　ダムーはびっくりしたように眼めを見張った。人の姿でいる時は黒曜石のようだったが、今は薄うす青あおい宝石のような色の瞳ひとみだ。

「何って──一いつ緒しよに行くって言ったのはあんたのほうだぞ。羽もないのに、一人でどうやってあのにょろにょろのところまで飛ぶ気だよ？」

　そんな言い争いをしている間に、ベラフォードがミュリエルを捕つかまえて、大きく羽ばたいて飛び上がった。

　その様子を茫ぼう然ぜんと見送ったアンジェラが再びキャサリンに眼を向ける。

　キャサリンももう一度頷いて言った。

「そういうことです。ダムーさんに運んでもらわなくては、わたしたちはヴィンセントさんの背中に辿たどり着くこともできません」

「でも──どうして？　あの竜ひとは──地こ上こまで降りてきてはくださらないの？」

「今のヴィンセントさんに言葉は通じません。人間でいる時の意識もないんです。かろうじて、ダムーさんの声だけを聞き分けているような状態なんですわ」

　さすがにアンジェラが何とも言えない顔になる。キャサリンも急いで言った。

「やめるなら今のうちです。危険がないと言ったら噓うそになりますから。わたしたちが背中から落ちたとしても、あのヴィンセントさんはかまわずに飛び続けるでしょうし、さっきも言ったように、お世辞にも乗り心ごこ地ちがいいとは言えない乗物なんです」

「いいえ」

　アンジェラは勇ましかった。意を決した様子で首を振り、巨大な獣けものと化したダムーに目線を移した。

「先さき程ほどの無礼はお詫わびします。喜んで運んでいただくわ」

「ま、いいけどよ……」

　ダムーには自分の振る舞いの何がアンジェラの気に障さわったのか、よくわからなかったらしい。

　無造作に二人を抱かかえ込んで飛び立ち、ぐんぐん高度を上げて竜の背中を目指したはいいが、その際、顔をしかめてこんなことを言った。

「さすがに、右手の姐ねえさんのほうが、だいぶ重いな」

　アンジェラを抱えながらそんなことを言うのだから、キャサリンのほうが焦あせってしまって、慌あわててダムーに注意した。

「ダムーさん。それは女性に向かって言う台詞せりふじゃありませんわよ」

「なんでだ？　この姐さんのほうが丈たけがあるんだから、その分、重くて当たり前じゃないか」

「そういう問題じゃないんですったら！」

　ダムーの理り屈くつはある意味もっともだ。そう納なつ得とくしながらも、キャサリンははらはらしていた。

　勝ち気なアンジェラのことだから、こんなところで（足が地面に着かない空中で）ダムーと口論など始めたらどうしようと思ったのである。

　しかし、今のアンジェラはそれどころではなさそうだった。血の気の引いた顔を強こわばらせて、恐おそらくは無意識にだろう、ダムーの腕に必死にしがみついている。

　キャサリンにも覚えがあった。足が地面を離はなれて浮うき上がり、しかも離れた地面がどんどん遠ざかっていく。気球にでも乗らない限り、人の身では決してできない体験だ。

　月の隠かくれている夜では暗くら闇やみにいくら眼を凝こらしても景色は見えない。それでも、カンテラの明かりが見る間に小さくなっていくのがわかる。

　雲の隙すき間まから少し光が洩もれ、近づきつつある竜りゆうの背中が見えた。

　キャサリンにとっては三度目の竜との遭そう遇ぐうだが、夜に見るのは初めてだった。近くで見ると、その巨きよ大だいな鱗うろこは、月の光を浴びなくてもほんのりと輝かがやいているようだった。

　先に背中に乗っていたミュリエルがこちらを見て頷うなずいてみせる。

　ダムーも、この時ばかりはミュリエルを避さけようとはしなかった。この特大の鱗つきの生き物に摑つかまっていられるところと言ったら、頭部近くのたてがみしかないからである。

　二人を抱えたまま曲がりくねった白い鱗の道に──とてもとてもいやそうに着地した。

　キャサリンは自分がすべきことを心得ていた。すかさずダムーの手から離れて竜の背に伏ふせ、荒あら縄なわのようなたてがみにしっかり手を絡からませた。アンジェラもそれに倣ならった。

　ダムーが叫さけぶ。

「気をつけろ。雲の上へ出るぞ！」

　その言葉と共に竜が空中でのたうち、急に角度を上げて上じよう昇しように入った。

「きゃっ！」

　たちまち空気が冷たくなる。強きよう烈れつな風が顔を叩たたいて眼も開けていられない。身体からだの力を振ふり絞しぼって、落ちないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　やっとのことで竜が水平飛行に戻もどった後、キャサリンはようやく一息ついて眼を開けてみた。

　信じられないくらいすばらしい光景が眼前に広がっていた。

　自分がどこに来たのか、どこにいるのか、最初はわからなかった。さっきまでの暗がりとは打って変わって、辺りは昼間のように明るかった。丸い月が皓こう々こうと輝いているからだ。視線を下に向ければ、そこには果てしなく続く雲の絨じゆう毯たん──いや、雲の海があった。

　月の光を浴びて真白く輝いている雲海に、自分たちが乗る竜の影かげが落ちている。

　冷気が身体を取り巻いていたが、キャサリンは歓かん喜きのあまり叫び出すところだった。

　さすがにたてがみに絡めた手は離さなかったが、身体を起こして月を見上げてみた。

　こんなに月を間近に感じたことはない。夜という時間をこんなに心地よく思ったこともだ。

　わたしにも羽があったらいいのにと、心底思った。

　そうしたらいつでも好きな時にこんな光景を眺ながめることができるのに。

　横を見れば、アンジェラがやはり茫ぼう然ぜんとした様子で夜の世界を見回していた。慎しん重ちように身体を起こし、身み震ぶるいして、片手でしっかり襟えり巻まきを巻き直した。

　同じように身体を起こしたミュリエルが言った。

「寒いのでしたら伏せていたほうが楽です」

「いえ、平気よ……」

　吐と息いきのような声でアンジェラは言った。

「震えているのは寒いからではないの。恐ろしいからよ」

「高いところはおきらいですか？」

「違ちがうわ。そうじゃない。この光景があんまり美しいから……美しすぎるから、怖こわいのよ」

　キャサリンにもその気持ちはわかるような気がした。

　真白い月明かりに照らされて広がる雲の海、その上を悠ゆう々ゆうと飛ぶ白い竜、そして、その竜の背中に足を踏ふん張ばって立つ白い獣と極ごく彩さい色しきの鳥──何もかもが絵になりすぎるくらいだった。

　ベラフォードの場合は色が色だから、どうしても太陽の下で見るほうが美しいが、ダムーの白い毛皮とたてがみは月明かりにも実によく映はえて、光り輝かがやいている。

　この獣の姿を見る度たびに思うことだが、ブルーの模様を散らした白い天鵞絨びろうどのような毛皮も、たっぷりしたたてがみも、縞しま模も様ようの尻尾しつぽも、何度見ても──ずっと見ていても飽あきない。

　痛いほど強く顔を叩く風も、身体を締しめつける冷気も気にならなかった。その風が獣けものの白いたてがみをなびかせているからだ。寒さは天鵞絨のような毛皮をよりふっくらと見せている。

　だからキャサリンは時間が経たつことも気にしなかった。できることなら、いつまでも近くで眺めていたかったが、実際にはずいぶん長い距きよ離りを飛んでいたらしい。

「降りるぞ！」

　ダムーの掛かけ声と共に、はっと我に返った。とたんに急降下である。

　思わず、竜のたてがみを握にぎった手に力を籠こめた。

　雲の下に降りた途と端たん、真っ暗な闇やみがキャサリンを包んだ。一いつ瞬しゆん、眼めが見えなくなったのかと錯さつ覚かくしたほどだ。まさに塗ぬりつぶされたような闇がそこにはあった。

　竜のたてがみを摑つかんでいる自分の手すら見えないのである。

　その代わり、キャサリンにも感じ取れたものがあった。潮の香かおりだ。

　何も見えないが、下はもう海なのだ。

　ある程度下ったところで竜が再び水平飛行に移る。懸けん命めいに眼を凝らしてみたが、月明かりに慣れた眼では何一つ見て取ることができなかった。

　自分が今どこにいるのか、どこへ運ばれているのか、まったくわからない。

　それでなくとも暗闇は人の心を萎い縮しゆくさせる。ダムーを信じるしかないとわかってはいても、あまり気持ちのいいものではなかった。本当に追いつけるのかどうか不安でもあった。

　すると、その不安を見み透すかしたように、ミュリエルの声がした。

「大だい丈じよう夫ぶ。船は決まった航路を通りますから、必ず追いつけます」

　確かにこの広い大海原を（と言っても今のキャサリンには何も見えないのだが）闇やみ雲くもに探し回ったところで、一隻せきの船を見つけることなど不可能だろう。

「ダムーさんは航路をご存じなんですか？」

　問い返すと、闇の中からダムーの声が答えてきた。

「知らないけどよ。見ればわかるぜ。船の通る跡あとがある」

　この暗闇で航こう跡せきなんかが本当に見えるのかと驚おどろいていると、今度はベラフォードが言った。

「潮の流れのことよ。外海へ出て南へ向かう船はみんなこの潮を利用するはずだもの」

　ミュリエルの声が緊きん迫ぱくした口調で言った。

「ダムーさま！　あそこに……」

「ああ、わかってる」

　いやそうにダムーが答え、竜に向かって何か吼ほえた。

　同時にベラフォードの声がした。

「さすがにここからだと船名まではわからないわね。ちょっと待ってて」

　優やさしい口調のテノールがそう言ったかと思うと、大きな鳥の羽ばたきがした。

　恐おそらくは、ベラフォードが竜の背中から飛び降りた音だ。

「ベラフォードさん！」

　思わず叫さけんだキャサリンだった。なおも眼を凝こらしていると、遥はるか下に小さな灯あかりが見えた。

　旅客船の船橋や船窓から洩もれる灯りらしい。

　キャサリンにはまったく見えなかったこの灯りを彼らは見つけたのだ。どうやら異種アナザー人類レイスの眼は人間のそれとは根本的に性能が違ちがうらしい。

　竜りゆうはここで方向を変えた。

　その小さな灯りの上で、大きく輪を描えがくように飛び始めたのである。

　夜間に航海する船はその姿を暗い海に目立たせるために、光の塊かたまりのように見えるほど明々と照明を点ともしているはずなのに、あの蛍ほたるのような頼たよりない灯りがそれだなんて信じられない。

　いったい今の自分たちはどのくらいの高さを飛んでいるのかと思っていると、吐息のようなアンジェラの声がした。

「あれが船の灯りだなんて……、昼間だったら、ぞっとする光景だったでしょうね」

　声はキャサリンの耳元近くで聞こえた。いつの間にかすぐ傍そばへと移動していたらしい。

　それだけ近くにいるのに、やはり姿が見えない。そのくらいの暗闇が彼女たちを包んでいた。

　キャサリンも相手の顔が見えないのを承知で、声のしたほうを向いて頷うなずいた。

「ですけど、明るいところで見てみたかった気もしますわ」

　空を飛ぶのはこれで三度目だが、海の上は初めてだったからだ。

　昼間なら青い空と大おお海うな原ばらがさぞきれいだったろう。

　それに、航海中の船をこんな高みから見下ろせる機会なんて、他ほかにはあるものではない。

　だが、こちらから向こうが見えるなら、向こうからもこちらが丸見えになってしまう。

　先さき程ほどと同じような鳥の羽ばたきがして、自分たちのすぐ近くに降りた気配がした。

「違ちがったわ。《セント・ヘレナ》号ですって」

　アンジェラが驚きの声を発した。

「それはヴィレン行きの定期便よ。《ゴールド・メダリオン》とほぼ同時刻に出航したはずの。ただし、《ゴールド・メダリオン》に比べてかなり船足は劣おとるはずだわ」

「つまり、本命はこの先にいるってことだな」

　ダムーが言って、また長く吼えた。

　何を話しかけているのかキャサリンにはわからなかったが、竜はちゃんと聞き分けた。

　旋せん回かいをやめ、再び暗闇を切り裂さくようにぐんぐん進み始めたのである。

　潮の香りがさらに強くなり、やがて再び灯りが見えた。

　キャサリンの眼にも、その灯りは、さっきの灯りよりもずっと大きいことがわかる。

　それでも一応、ベラフォードが確かく認にんのために降りていき、戻もどってきた彼は弾はずんだ声で言った。

「当たり、《ゴールド・メダリオン》よ」

「よっしゃ」

　ダムーが言った途と端たん、キャサリンはすぐ近くに毛皮に覆おおわれた大きな身体からだを感じた。

　竜の背中に伏ふせていた自分の胴どう体たいが突とつ然ぜん持ち上げられる。と思ったら、足まで引き剝はがされ、キャサリンは空中に投げ出されたのである。

「きゃっ！」

　ダムーが再び自分を抱かかえて飛んだのだとわかっていても、あまりに突然だったので、思わず叫んでしまった。びっくりしたのはアンジェラも同じだったようで、やはり悲鳴が聞こえた。

「運んでもらうのだから贅ぜい沢たくは言わないわ！　でも、一言断ったらどうなの!?」

「はあ？」

　やっぱりわかっていないらしいダムーの、きょとんとした声がする。

　その間にも獣けものは旋回しながら下降を続け、小さく見えていた灯りがどんどん近づいてきた。

　それに伴ともなって、船体もはっきり確認できるようになってくる。

　真上から見る船は見慣れた姿とはまったく別物に見えた。最初はわからなかったが、それは紛まぎれもなく《ゴールド・メダリオン》の優美な船体だった。見覚えのある船せん尾びデッキが見える。

　そこはキャサリンが最初にエレオノーラとジェネロの相談を聞いた場所だった。

　そして、キャサリンたちを抱えたダムーが着地地点に選んだのもここだった。

　と言うより、二人も人を抱えていては、他の場所には降りられなかったのである。

　やっとのことで足が甲かん板ぱんに着いて、ダムーの手が離はなれた時には、キャサリンもアンジェラも思わずその場に座り込んでしまった。ようやく風と寒さから解放されて人ひと心ごこ地ちがつき、呼吸を整えるのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　暗い甲板だが、ここなら船内から硝子がらす越ごしに洩れる灯りで相手の顔が見える。アンジェラはキャサリンを見つめて、青ざめた顔に無理に微び笑しようを浮うかべて見せた。

「ほんとう……刺し激げき的な乗物ね」

「ええ、ちょっと刺激的すぎますけど……」

　キャサリンも苦笑を返した。

　ミュリエルもベラフォードに連れられて甲板に降り立った。彼女もいくらか青い顔だったが、身体能力の差か、甲板にへたりこんだりはしない。二人を気づかって話しかけてきた。

「お二人とも、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、どうにかね」

「ミュリエルこそ大丈夫？　顔色が悪いわ」

「いいえ、身体は何ともありません。ただ、少し……驚おどろいてしまって……」

　ミュリエルが何を言いたいかはキャサリンにもわかった。期せずして、アンジェラと一いつ緒しよに、たった今降りてきた空を見上げた。

　フロレンティアを遠く離れた海上でも、雲は依い然ぜんとして月を覆い隠かくしている。自分たちには見えないが、あの白い竜りゆうは今もこの頭上にいるはずだった。

　いつの間にか羽をしまって、人間の上半身に戻ったベラフォードが言う。

「急いで。あまり時間はないのよ。暗いうちに戻らなきゃならないんだから」

　その言葉がキャサリンの身体に活を吹ふき込んだ。一つ息を吐はいて、勢いよく立ち上がった。

「さあ、行きましょう。アンジェラ。座り込んでいる場合じゃありませんわ」

「ええ、ここはわたしに任せてちょうだい。あなたのその形なりは船の中では目立ちすぎるわ」

　アンジェラの言うことはもっともだった。今のキャサリンは乗馬用のジャケットにズボンという姿である。しかも大型拳けん銃じゆうまで吊つるしている。旅客船の中では浮き上がること甚はなはだしい。

　しかし、キャサリンは頷うなずきを返しながらも、腰こしに吊した四十四口径に手を掛かけたのである。

「二人の船室を突つき止めるのはあなたにお任せします。ですが、最悪の場合は、これが必要になるかもしれません」

　アンジェラも厳しい表情で呟つぶやいた。

「そうならないことを願いたいわね」







　　８







　キャサリンにとっては勝手知ったる船の中だ。先頭に立って二人を案内した。

　アンジェラが駆かけ落ちする二人のために用意してやったのは一等船室の乗船券だそうだから、好都合だった。三人が強引に『着陸』したのは一等船客しか利用できない甲板だったからだ。

　そっと船内に足を踏ふみ入れ、辺りの様子を窺うかがってみる。

　この階にはグランド・ホールやピアノ・ラウンジといった公共施し設せつ部分が並んでいる。まだ大勢の人がいて賑にぎわっているようでは面めん倒どうだと思ったが（アンジェラに言われるまでもなく、乗馬服に身を固めて拳銃を腰にした自分の姿は異様きわまりない）船内は静まり返っていた。

　すでにナイト・ショウも終しゆう了りようした時間らしい。非常灯だけが船内を頼たよりなく照らしている。

　キャサリンは足早にホールの横を走り抜ぬけ、通路を駆けた。残る二人ももちろん後に続いた。

　そうして一等船室が並ぶ階層に辿たどり着いた途端、二十代に見える給仕がワゴンを押しながら目の前の通路を通り過ぎていくのが見えた。

　キャサリンはミュリエルと共に素す早ばやく物もの陰かげに隠れ、代わってアンジェラが給仕の後を追って、悠ゆう然ぜんと声を掛けたのである。

「ちょっとお尋たずねするけれど、バナディスのマーシュ嬢じようのお部屋はどちらだったかしら？」

　こうした局面では、アンジェラの際きわだった美び貌ぼうと女王然とした態度は抜ばつ群ぐんの効果を発揮する。

　振ふり返った若い給仕は丁重に頭を下げて、あっさり教えてくれた。

「十七号室でございます。奥さま。この通路を戻もどって左に折れたところになります」

「ありがとう。──ごめんなさいね、お引き留めして」

「いいえ、とんでもない」

　この女性がまさか密航者であるとは夢にも思わなかったのだろう。給仕はさらに一礼して、ワゴンを押しながら遠ざかっていった。

　それっとばかりに三人は再び足音を殺して走り出した。

　問題の十七号室まで来た後はキャサリンの出番だった。アンジェラでは声がきつすぎるし、ミュリエルでは声を知られすぎている。できるだけしとやかに声をつくって言った。

「失礼いたします。ご注文のお茶をお持ちいたしました」

　応答がなければ甲板で待っているベラフォードを呼んで鍵かぎを開けてもらうつもりだったが、さほど待つこともなく扉とびらの向こうで人の気配がして、ためらいがちな声が言い返してきた。

「何かの間ま違ちがいではないかしら？　頼たのんでいないわ」

　エレオノーラの声だった。キャサリンは激しくなる動どう悸きを抑おさえ、他ほかの二人に目配せをすると、困こん惑わくの口調でさらに言った。

「いいえ、お客さま。確かにこちらにお持ちするようにと言いつかってきたのですけど……」

「変ねえ？」

　部屋の中から鍵を解除する音がした。扉の取っ手が動く。

　キャサリンはエレオノーラの姿が現れるまで待ってはいなかった。鍵が開いたと見たとたん、思いきり体重を掛けて押し開け、強引に身体からだを割り込ませた。

　アンジェラとミュリエルがすかさず後に続く。

　キャサリンの右手はすでにしっかり腰の拳銃を握にぎっていた。

　ホルスターから抜きこそしなかったが、もし中の二人が逃にげようとしたり抵てい抗こうしようとする素そ振ぶりを見せたら、容よう赦しやなく銃じゆう口こうを向けるつもりだった。

　しかし、突とつ如じよとして部屋に乱入されたエレオノーラは三人を見て、ただ驚おどろきに呆あつ気けにとられ、眼めを丸くしたのである。

「まあ……みなさん！　いったいどうなさったんですの？　どうしてこの船に？」

　ちょうど休もうとしていたところらしい。彼女は寝ね間ま着きの上にガウンを羽織った姿だった。

　キャサリンは素早く船室を一いち瞥べつした。まだ明かりの点ともされている室内にジェネロの姿はない。

　まさか一人で別に逃げたのかと思った。同じことを考えたようで、アンジェラが鋭するどく言った。

「ジェネロはどこなの？　エレオノーラ」

「どこって、隣となりの間で休んでいますけど？」

　一等船室は、主人用の居間と召めし使つかいが寝ね起おきする居室が一続きになっていて、用がある時はすぐに呼べるようになっている。アンジェラもそれは知っていたが、さらに追つい及きゆうした。

「駆け落ちまでしたのに、あなたたち、まだ別々の部屋で寝起きしているの？」

　エレオノーラは項うなじまで赤くなった。こうまでずばりと訊きかれるとは思わなかったのだろう。

　それでなくても、彼女はこういう事こと柄がらについて話し合ったりすることを避さける環かん境きように育ち、露ろ骨こつに口にするのは恥はずかしいことだという教育を受けてきた人間なのである。

「それはあの……わたしたちはまだ夫婦ではないのだし、結けつ婚こん許可が下りてからでないとってジェネロが言うものですから……ちょっと待ってくださいね。すぐに呼びます」

　その場を取り繕つくろうように言うと、隣りん室しつへ続く扉を叩たたいて呼びかけた。

「──ジェネロ。ジェネロ。まだ起きていたら、ちょっとこちらへ来てくれないかしら？」

　ジェネロはその呼びかけに応こたえてすぐに現れた。こちらはまだ起きていたようで、きちんと服を着たままだったが、彼もまた三人を見て意外の念と驚きを露あらわにした。

「これは……みなさま。どうなさいました？」

　ここで進み出たのがミュリエルだった。二人の顔を正面から見つめて、はっきりと言った。

「二人ともよく聞いて。おじさまの書しよ斎さいの金庫から宝冠が消えたわ」

　エレオノーラは何を言われたかわからなかったらしい。きょとんとしていたが、ジェネロは違った。滅多に取り乱すことなどないはずの彼の顔から一気に血の気が引いた。

　恐きよう怖ふのあまり大きく喘あえぎながら、ジェネロは言ったのである。

「……まさか、それは、フィダンツァ公こう爵しやくさまご注文の宝冠のことですか!?　皇太后陛下への贈おくり物ものになさるはずの!?」

　フィダンツァ公爵と聞いてエレオノーラも息を吞のんだ。当然だ。王家に血の繫つながる大公爵の名前を知らないローム人はいないからである。

　ジェネロはさらに興奮した様子で足を踏ふみ出した。相手が若い女性だから懸けん命めいに抑えたが、そうでなかったら摑つかみかかっていたかもしれない勢いだった。

「消えたというのは──どういうことです!?　いったい何な故ぜ!?　どうしてあの金庫から宝冠が消えたりしたんです!!」

　アンジェラが冷れい徹てつな口調で言った。

「わたしたちはまさにそれをあなたたちに尋ねに来たのよ」

　ジェネロはようやく自分たちの置かれている立場に気づいたらしい。

　かろうじて悲鳴をこらえ、何かに打ちのめされたように後ずさった。三人が自分を見ている目線が信じられないようで、到とう底てい耐たえられない様子で首を振って叫さけんだ。

「まさか──わたしをお疑いですか!?　わたしが……あの宝冠を盗ぬすんだと!?」

「違います！　ジェネロはそんなことはしません！」

　エレオノーラも声を震ふるわせながら叫んだ。愛する人に掛かけられたこの疑ぎ惑わくに、彼女は激しい混乱と動どう揺ようを見せており、涙なみだのにじんだ眼を友人に向けた。

「ひどい……ひどいわ、ミュリエル。ジェネロがそんなことをする人かどうか、あなたはよく知っているはずじゃないの！」

　ジェネロの驚きよう愕がくも、エレオノーラの憤ふん慨がいも紛まぎれもない本物に見える。

　だが、三人としては、もちろんそれで引き下がるわけにはいかなかった。再びアンジェラが氷の女王のような威い厳げんを持って言った。

「わたしたちが何故あなたたちを疑ったか教えてさしあげるわ。あなたたちはジュリアーノ・サンティさまはあなたたちの思いを知っていると言ったわね？　その上で、自分たちの味方を申し出てくれたのだと、二人の愛情が真実のものであるならば思いきって逃げるように勧すすめてくれたのだと。それに間ま違ちがいはないかしら？」

「ええ、そうです！　何度もそうお話ししたじゃありませんか！」

「お嬢じようさまのおっしゃるとおりです。わたしが最後に意を決することができたのも、あの方の励はげましのおかげです」

「では、ジュリアーノ・サンティさまが二人いることになるわ。何故と言って、わたしたちが会ったジュリアーノさまは、わたしたちに向かって、はっきりと、あなたたちがこんなことをしでかすとは思ってもみなかったと断言なさったからよ。しかもパスティレリ氏に向かっては、すぐに追っ手を出してあなたたちを捕とらえるべきだとおっしゃったわ」

　この時の二人の顔に表れた激しい驚愕の表情が、もし意図的につくったものであるとしたら、二人とも演技力に掛けては不世出の大天才であるということになる。

　エレオノーラが大きく喘いだ。そうしなければ心臓が止まって倒たおれてしまうのではないかと見ているほうが不安になるほど──そこまでの真の恐怖に彼女は追いつめられ、ガウンを着た細い身体からだを震わせていた。

「噓うそです。それは……それこそ何かの間違いです。あなたが会ったのはジュリアーノさまではありません。どなたか別の方です」

「お年の頃ころは二十二、三。背せ丈たけは中くらい、体つきもほっそりとして、黒くろ髪かみに灰色の眼をしたきれいな方だったわ。何よりパスティレリさんはその方に平謝りに謝っていらしたのよ。娘むすめがこんな馬ば鹿かな真ま似ねをしてまことに申し訳ないと。いくらお詫わびしてもしきれないと。その方も、こうなったからにはお嬢さんとの婚こん約やくは取り消すしかないと無念そうにおっしゃっていたわ。ただし、悪いのはあの男──ジェネロなんだから、お嬢さんを責めるつもりはないともね」

「噓です……」

「その方はね、エレオノーラはまだ若いのだから自分の感情がよくわからなかったのだろうとおっしゃったわ。ジェネロはその愚おろかな若さにつけ込んで、エレオノーラを言葉巧たくみに騙だまして、自分を愛しているように錯さつ覚かくさせて連れ出したのだろうと」

「噓です！　そんなこと──みんな噓です！　あの方が──ジュリアーノさまがそんなことをおっしゃるはずがありません！」

「いいえ、おっしゃいました。わたしもこの耳で聞いたことです」

　キャサリンも断言して、言葉を添そえた。

「エレオノーラさん。あなたが本当に今度の宝冠紛ふん失しつに無関係だというのなら、あの天鵞絨びろうどの箱を開けて見せてください。お母さまの形見が入っているというあの箱です」

「あれは本当に母の形見です！　あなたたち……あなたたちはどうしてそんなに……どうしてそこまでして無理やりに、わたしたちを泥どろ棒ぼうに仕立て上げようとするのですか!?」

　涙ながらにエレオノーラは訴うつたえたが、アンジェラは容よう赦しやしなかった。

「あなたのほうこそ頭を冷やしなさい。なぜ無理やりだと思うの。宝冠が勝手に歩いて消えるわけがないのよ。前日まで確かにそこにあったものがなくなったからには誰だれかの手が金庫から取り出さなければならない。わたしのほうが訊ききたいわ。あなたたち以外の誰にそれができたというの？」

「アンジェラ！」

「あなたたちが家を抜ぬけ出すまで──あのパーティの直前まで、宝冠は金庫に納まっていた。それはパスティレリさんがご自分で確かく認にんしている。あなたたちが家を出て──それがわかって、今日は朝から大おお騒さわぎだったわ。夕刻になってパスティレリさんが紛ふん失しつに気づくまで、あの家を出た者は一人もいないのよ。事情が事情ですから、パスティレリさんはお屋や敷しきの中を徹てつ底てい的に捜そう索さくしたわ。使用人たちの私室や私物も逃のがさずにね。それでも宝冠はどこにもなかった」

「わたしは本当に何も知りません！」

「それなら、その箱を持ってきなさい」

　エレオノーラはこの信じられない仕打ちにただ青ざめ、抗こう議ぎの意味で唇くちびるを震わせていたが、ジェネロは違った。強こわばった声で、そんなエレオノーラに話しかけた。

「お嬢さま……。奥さまの形見をみなさまにお見せするべきです。そうすれば、みなさまにもわかっていただけるでしょう」

　そうして、上着の内ポケットから小さな鍵かぎを取り出して差し出した。

「これが、お嬢さまからお預かりした鍵です」

　アンジェラは黙だまって鍵を受け取り、エレオノーラを眼めで促うながした。

　エレオノーラはそれでもまだアンジェラの言いなりに動くのがためらわれる様子だったが、ジェネロにも再度促されて、寝しん室しつのほうから天鵞絨張りの箱を持ってきた。

　間違いなくキャサリンとミュリエルが昨日の夜見たものだ。アンジェラは目線だけでそれを二人に確認し、二人は無言で頷うなずいて見せた。

　そこでアンジェラが鍵を使って開けてみると、中に収まっていたのは──首くび飾かざりだった。

　見事な大おお粒つぶの桃もも色いろ真しん珠じゆがきれいに並んでいる。口金には凝こった金の細工が使われ、中心には金こん剛ごう石せきに縁ふち取どられた、鶉うずらの卵ほども大きさのある紅玉が吊つり下げられていた。

　一財産になるくらい高価な品だが、どう間ま違ちがっても宝冠には見えない。

　ミュリエルが小さな吐と息いきを洩もらした。キャサリンもまた大きな落らく胆たんと安あん堵どを同時に感じて、張りつめていた緊きん張ちようが緩ゆるむのが自分でわかった。

　それに力を得たように、エレオノーラは珍めずらしくも昂こう然ぜんと胸を張った。

「これでもまだお疑いなら、わたしたちの荷物を全部調べてください。どこにもそんなものはありませんから。わたしは父の金庫にそんな宝冠がしまわれていることも知りませんでしたし、見たこともありません。それに、あなたたちに噓もついていません」

　その言葉には事実を述べる者だけが持つ熱意と真情が籠こめられていたが、アンジェラはそう簡単に追つい及きゆうの手を緩める気はなかったのである。

「いいえ、残念ながら、あなたたちの容疑が晴れたわけではなくてよ。あなたたちはこの船に乗船する前に宝冠を処分することもできたはずなのだから」

　アンジェラの言葉は一つの可能性を示している。箱の中身が宝冠でなかったからと言って、今現在持っていないからと言って、二人が宝冠紛失に無関係であるとは言い切れないのである。

「それは……それは、ひどい言いがかりです！」

　エレオノーラは再び真っ青になって叫さけんだ。何な故ぜここまで疑われるのか彼女にはどうしてもわからない様子だったが、ジェネロは違った。彼も蒼そう白はくになっていたし、震ふるえ戦おののいていたが、優やさしく、しかし毅き然ぜんとエレオノーラをなだめたのである。

「お嬢じようさま。今はそんなことをおっしゃっている場合ではありません。お友達に裏切られたと思って憤ふん慨がいされるお気持ちはわかりますが、宝冠の行方ゆくえを突つき止めることが何より肝かん心じんです。みなさまはそのためにここまでいらしたのですから、わたしたちもできる限りの協力をしなくてはなりません」

「だって……ジェネロ。あなたは悔くやしくないの？　こんなことが許せるの？　あなたが宝冠を取ったと思われているのに！」

　エレオノーラにとってはそれが何より重大なことであったらしい。それも当然かもしれない。

　彼女は父親の仕事のことなどほとんど何も知らない上に、愛を選んで駆かけ落ちしたのだ。

　愛する人へ掛かけられた嫌けん疑ぎだけが問題だというのはいかにも恋こいに夢中の少女らしい話だが、ジェネロはそうはいかなかった。彼はさすがに社会を知る男だった。

　商売とはどういうものかも、信用を失った商人がどうなるかも、よく知っていたのである。

　恐おそろしいような表情で首を振ふった。

「お嬢さま。大切なのはそんなことではありません。もし、あの宝冠が見つからなかったら、約束の期限までにフィダンツァ公こう爵しやくさまにお渡わたしすることができなかったら──そうなったら、パスティレリ商会は終わりです。旦だん那なさまは全財産を失って破産されるばかりでなく、恐らく二度と社交界には顔を出せぬことになります。よりにもよってフィダンツァ公爵さまのお顔に泥どろを塗ぬったとなれば、そのくらいは覚かく悟ごせねばなりますまい。わかりませんか？　わたしへの嫌疑などこの際どうでもいい。あなたのお父さまの身の破は滅めつが掛かっているんです！」

　今さらながらに事態の重要性を知って、エレオノーラは恐きよう怖ふに息を吞のんだ。今度こそ本当に倒たおれそうになったが、ジェネロがその身体からだを支えてやり、椅い子すに座らせてやった。

　それから、ジェネロは三人に向き直り、朴ぼく訥とつな口調ながら熱心に語ったのである。

「確かに、この状じよう況きようでは、わたしがもっとも疑わしい人物であることはわかります。ですが、これだけは誓ちかって申し上げます。あの宝冠が旦那さまの手元に戻もどることを、何事もなく無事に戻ることをこの世で一番願っているのはこのわたしです。──そこでお尋たずねしますが、本当にわたしたちの他に容疑者となりうる者はいないのですか？」

　まさか逆に問い質ただされるとは思ってもみなかっただけにアンジェラは沈ちん黙もくしたが、代わりにキャサリンが言った。

「ダムーさんが宣言しています。あなたたちの他ほかにお屋敷を出ていったのは、あの時の夜会の招待客だけだったと。──あの人の感覚は人間十人分の証言より遥はるかに信用できます」

　アンジェラも頷うなずいた。

「それに、ジュリアーノさまのことはどうなるの？　あなたたちはあの方のことで既すでに一つ、噓うそをついているのよ」

　ジェネロは大きく息を吸い込んで胸を張った。実直そうな彼の顔は深い苦く悩のうに歪ゆがんでいたが、その眼だけはアンジェラの燃える瞳ひとみを真正面から受け止めて、少しも揺ゆらぐところがなかった。

「アンジェラさま。これも天地神明に誓って申し上げます。わたしは間違いなくサンティさまご自身の口から、お嬢さまを連れて逃にげるべきだというお言葉をいただきました」

「では、あなたは、ジュリアーノさまがわたしたちに噓を言ったというのね？」

「いいえ。わたしは……あの方を信じます。それは……それは恐らく噓という種類のものではなかったのだろうと思うのです。あの方も男性ですから、体面というものもございます。こうしたことは……女性のみなさまには言いにくいことだったのではないでしょうか。旦那さまの手前もありますし、あまり打ち解けたことはおっしゃれなかったのだと思います」

　娘むすめに家出されて嘆なげいている父親の姿を実際に見ては、恋こい人びとを恋こい敵がたきに譲ゆずったという赤せき裸ら々らな告白はできなかったのだろうというのである。

「そうでなければ……そうとでも考えなければ、あの方が何故そんなことをおっしゃったのか、わたしにはわかりません」

　苦しさを耐たえているような表情のジェネロだった。彼は彼で、アンジェラの口から語られたジュリアーノの言動を信じられないものと感じ、激しい衝しよう撃げきを受けているようだった。

　アンジェラが少し表情をやわらげて言う。

「そうね。信じていた人に裏切られるのは気持ちのいいものではないわ。わたしもまさに今、あなたたちに裏切られた思いがしているのよ。できることなら、そうではないと信じたいの。──あなたたちが潔白だというのなら、その証あかしを立ててほしいのよ」

　キャサリンも身を乗り出して言った。

「ジェネロさん。あなたは、ジュリアーノさまがエレオノーラと一いつ緒しよに逃げるように言ったと、あなたに向かってはっきり言ったと、わたしたちの前で誓えますか？」

　ジェネロは再び頭を上げ、キャサリンをまっすぐ見つめて頷いたのである。

「誓います。もしこの言葉に偽いつわりがあるならば、その銃じゆうでいつなりとわたしの頭を撃うち抜ぬいてくださって結構です。あの方のお言葉をいただかなかったら──わたしは今ここにこうしてはおりません」

　ミュリエルも言った。

「あなたが最後に宝冠を見たのはいつですか？」

「昨日の──もう一昨日おとといの朝になります。毎朝、宝冠を確かめるのがわたしの日課でしたから。ですが、昨日の朝はすでにお嬢さまと一緒にバルドラにおりました。ですからそれ以来、見ておりません」

　きっぱりした口調だった。これまた噓を言っているようには見えなかった。

　キャサリンはすっかりわからなくなってしまった。アンジェラも次の行動を決めかねていた。

　ミュリエルは二人の言葉を信じたようだが、そうなると当然、新たな疑問が湧わいてくる。

「でも、それなら宝冠はいったいどこへ……」

　その時、船室の扉とびらを叩たたく音がした。

　従業員が来たのかと思ってぎょっとしたが、扉から顔を覗のぞかせたのはベラフォードだった。

「お邪じや魔まするわね」

　ベラフォードは依い然ぜんとして上半身裸はだかだった。人に見つかったら目立つことこの上ないので、するりと船室にすべり込んできた。

「ベラフォードさん、どうしたんです？」

「どうもこうもないわよ。早くして。ヴィンスをいつまでもああしてはおけないのよ」

「わかっています。でも、肝かん心じんの宝冠の行方ゆくえが摑つかめないまま引き上げるわけにはいきません」

「あら、この人たちが取っていったんじゃなかったの？」

「違ちがいます!!」

　エレオノーラとジェネロの合唱になった。

　黒くろ髪かみの青年は二人の必死の様子をまじまじと眺ながめて、首を傾かしげた。

「それが本当なら他の誰だれかが取ったことになるわねえ。──ちょっと、ダムー。聞いてる？　隠かくれてないで出てきなさいよ」

　どうやら、ダムーが彼女たちの匂においを追つい跡せきしてここまできたらしい。

　ミュリエルが急いで、扉から一番遠い部屋の端はしに移動した。

　その涙なみだぐましい気き遣づかいにアンジェラは苛いら立だたしげな表情になったし、キャサリンはため息を吐ついた。さらに、足音を立てずに部屋に入ってきたダムーは黒い下着一枚という姿だったので、エレオノーラが真っ赤になったのは言うまでもないが、今はそれどころではない。

　いくら一等船室でも七人という人数が入ると、さすがにやや窮きゆう屈くつに見える。

　黒に戻もどった髪かみを傾げ、エレオノーラとジェネロを親指で指して、ダムーは言った。

「ほんとに、この二人じゃないのか？」

「わたしはエレオノーラを信じます。もちろん、ジェネロのことも」

　ミュリエルが断言する。キャサリンも言葉を添そえた。

「わたしも、このお二人が噓を言っているとは思えないんです」

　困こん惑わくを滲にじませながらアンジェラが言う。

「でも、現実に宝冠はなくなったのよ。パスティレリ屋や敷しきから持ち出されたのも間ま違ちがいない。──本当に、他に屋敷から出ていった者は誰もいないというの？」

　この問いかけにダムーは面めん倒どうくさそうに答えた。

「だから、さっきも言ったろ？　夜会の招待客ならぞろぞろ帰っていったぜ」

「それでは意味がないわ。みんな身元の確かな方たちよ。それに、あの場にはわたしもいた。気をつけて見ていたけれど、どの方も中庭からは出ていかなかった。お屋敷の奥にある書しよ斎さいに忍しのび込んで金庫をいじることなど誰にもできなかったはずよ。それはわたしが証明するわ」

　重苦しい沈ちん黙もくがその場を満たした。どの顔も暗く、険しかった。

　全員が宝冠の行方について必死に思いを巡めぐらせていた、その時だ。

　ふと思いついたようにダムーが言った。

「じゃあ、あの狐きつね野や郎ろうが持っていったんじゃないのか？」

「きつね？」

　船室の六人は全員、きょとんとした。誰のことかと思った。

「今日の午後──もう昨日かな、屋敷に来たじゃねえか。なまっちろい奴やつがさ。あいつは確か使用人から話を聞くとか言って、散々、屋敷の中をうろついてたはずだぜ」

「ジュリアーノさまのことを言ってるんですか？」

　キャサリンは啞あ然ぜんとした。他の五人も同様だ。

　代表してアンジェラが苛立たしげに言う。

「馬ば鹿かなことをおっしゃらないで。どうしてジュリアーノさまがそんなことをなさるの。第一、宝冠がなくなったのはこの人たちが逃げた夜でしょう？」

「なんでそう思うんだ？」

「えっ？」

　思わず問い返したアンジェラに、ダムーは淡たん々たんと言ったのである。

「旦だん那なが最後に宝冠を見たのは一昨日の夜会が始まる前、なくなったのに気がついたのは昨日の夕方だろう。だったら、昨日の朝から夕方までの間に盗とられたのかもしれないじゃねえか。その間、一人で屋敷に入って出ていったのはあの野郎だけだぜ」

「だから、どうしてジュリアーノさまがそんなことをなさるの？　動機がないじゃないの」

「そうか？　その宝冠って、売ればたいそうな値打ちになるんじゃないのか？」

　独り言のようなダムーの言葉にはジェネロが急いで答えた。

「確かに──使われている一番小さな緑柱石だけを取っても大変な金額になります。ですが、あの方がそんなことをするわけがありません」

「だけどよ。あんたは取ってないんだろう？」

「はい！」

「じゃあ、他に取った奴がいるってことになる。それに、狐ってのはだいたい頭がいいんだぜ。悪わる賢がしこいって言ってもいいくらいだ」

「ダムーさん！」

　キャサリンは恐おそろしい予感に駆かられて叫さけんでいた。

　まさかと思った。そんなことがあるのかと思った。しかし、ダムーの口調──この言い方は、そうとしか考えられないではないか！

　激しい衝しよう撃げきに喘あえぎながら、キャサリンはその勢いのままダムーに詰つめ寄ったのである。

「まさか……あなたが言っているのは……まさかとは思いますけど、あなたがあの時見た人は異種アナザー人類レイスの《狐》だという意味ですか!?」

　再び黒くなった眼めを大きく見張ってダムーは言った。

「さっきからそう言ってる」

　一同、絶句した。

　そんなことをあっさり言わないでもらいたいと叫びそうになったキャサリンの先手を取って、部屋の隅すみでミュリエルが、さらには扉とびらの近くでベラフォードが同時に叫んだ。

「まさか！　ダムーさま、それは何かの間違いでは!?」

「そうよ、噓うそでしょう!?　アタシちらっと見ただけだけど、わかんなかったわよ！」

　異種人類には異種人類がわかる。理り屈くつではなく、見ればわかる。距きよ離りがあれば話は別だが、あれだけ間近にしながら気づかないわけがない。

　しかし、ダムーは感心したように頷うなずいている。

「だよな。俺も驚おどろいた。ちょっと純血種には見えねえよな。ずいぶん無ノンフ形種オーマーくさくなってたが、間違いねえよ。ありゃあ正しよう真しん正しよう銘めい、生きつ粋すいの《狐》だぜ」

　不気味なまでの静せい寂じやくが船室を満たした。

　アンジェラはあまりのことに絶句している。エレオノーラとジェネロは事態が吞のみ込めず、ただおろおろとみんなの顔を見み渡わたしている。

　そしてキャサリンは深く息を吸い込み、混乱した考えをまとめるつもりで吐はき出していた。

「ミュリエル……」

　自分でも恐ろしいような、強こわばった声になった。心臓が激しく脈打っているだけではない。何か重苦しい塊かたまりが喉のどにつかえて、うまく声が出なかったのだ。

「サンティ家は……、東大陸時代から続く名家だと言ったわね。西大陸へ移住してからも……、とても栄えていたと……」

「ええ」

　ミュリエルも声を震ふるわせていた。蒼そう白はくな顔色の中で、眼だけが異様な光を放っていた。

「移住以来、お家が傾かたむくまで……およそ百年前まで……サンティ家の血筋に異種人類は一人もいないはずです。いいえ、そのあとずっと純血種の血筋が続いたとしても……」

　やはり自分を落ちつかせるためか、大きく深呼吸をして、ミュリエルはダムーに眼を移した。

「ダムーさま。教えてください。仮に無形種の血筋に異種人類の血が入ったとしたら、その後、百年の長きに亘わたって純血種とだけ結けつ婚こんを続けたとしたら、そうしたら、その子孫の人の匂においは純血種と間違うほどになるのでしょうか？」

　遠回しなミュリエルの質問はダムーにはよく吞み込めなかったらしく、ミュリエルのほうを見ないようにして言った。

「俺は純血種と混イン血シードを間ま違ちがえたりしねえよ」

「たとえ百年以上前に無形種の先祖が一人だけいる場合でも、ですか？」

「そりゃあそうさ。わかんねえか？　ケイティがそうじゃねえか。確かあいつも曾ひい祖じ父いさんの一人が無形種っていうだけの混血だぜ。それでも純血種とは違う、れっきとした混血の匂いがする。俺の親父おやじとおふくろだってそうだ。こっちは百年どころか数百年以上、純じゆん粋すいな無形種の血なんか一いつ滴てきも混ざっちゃいない。形態変化だって純血種同様にできるが、ちょっとでも鼻の利きく奴やつならすぐにわかるだろうよ」

　キャサリンが鋭するどく訊きいた。

「つまりあなたは、昨日の午後にパスティレリ邸ていで見た方は、間違いなく純血種の《狐》だとおっしゃるんですね？」

「だから、同じことをなんでそう何度も訊くんだ？　俺の鼻が信用できないって言うんなら、誰だれか《狐》を連れてきて会わせてみりゃあいい。たいていの種族は自分の同族を間違ったりは絶対にしない。たとえ相手がどんなに無形種くさくなっていてもだ」

　自信に満ちたダムーの口調だった。

　キャサリンは低く唸うなって、ジェネロに寄り添そっているエレオノーラに眼をやった。

「エレオノーラさん……。今さら訊くのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいかと思いますが、ジュリアーノさまがサンティ家の末まつ裔えいだというのは……あの人が自分でそう言っただけなんですね？」

　エレオノーラも何か恐ろしいことが起きようとしていることを察して、青くなっている。

　喘ぐように言った。

「家系図を……お持ちでした。古い羊皮紙に書かれた、移住前からの系図を記してある……。それに、ご先祖の残した日記やお手紙も……」

「そんなものは調べようと思えばいくらでも調べられますし、いくらでも偽ぎ造ぞうできます」

「でも、ダムーの鼻はごまかせない」

　ベラフォードが言って、裸はだかの肩かたをすくめた。

「やってくれるわねえ。つまり、あの彼氏、最初から宝冠を狙ねらってたわけね？」

　キャサリンも硬かたい表情で頷いた。

「恐らく、そのためにエレオノーラさんに接近したのですわ。でなければ身元を偽いつわる理由も、お二人をそそのかして駆かけ落ちさせる理由もありません。いえ、そもそも、こうなってみると、エレオノーラさんがお墓参りの帰りに助けられたことも偶ぐう然ぜんとは思えません」

「でしょうねえ。よくある手よね。仲間にわざと襲おそわせて、そこを自分が助けて恩を売るって。もしかしたら、最初はこのお嬢じようさんを誘ゆう惑わくして宝冠を盗ぬすませるつもりだったんじゃないの？　あの彼氏、たいていの女の子ならぽうっとなりそうな美青年だものね」

「ところが、意に反して、エレオノーラさんはジェネロさんと思い合っていることがわかった。でも、それはそれで好都合だったんですわ。二人が宝冠を盗んだと思わせることができるから。現にパスティレリのおじさまでさえ、二人の犯行だと信じて疑わなかったのですから」

「今にして思えば、二人がいなくなった翌日に都合よく姿を見せたことも怪あやしいわね」

「その通りですわ。お二人がいつ駆け落ちを決行してくれるか、案外お屋や敷しきの近くで見張っていたのではないでしょうか。翌日、大おお騒さわぎになっているところへ堂々と乗り込んできて、誰もいない書しよ斎さいに入り込んで金庫を物色する。──ただし、その金庫の番号と鍵かぎをどうしたのかがちょっと問題ですけど……」

「そんなことないわ。簡単よ。番号なら自分の耳を押し当てて聞けばいいのよ。《蛇へび》あたりだったら聞き取るのは厳しいでしょうけど、《狐きつね》なら別に難しいことじゃないわ」

「では、鍵は？　ベラフォードさんならそれこそ簡単でしょうけど……」

「よしてよ。あれでも結構、熟練を必要とする技わざなんだから。──アタシの想像だけど、誰か召めし使つかいをたらし込んだんじゃないかしら？　パスティレリさんの身の回りの世話をする役目の、服にブラシをかけたり片づけたりする女の子をね。肌はだ身み離はなさず鍵を持っていたって言っても、本当に身体からだにくっつけていたわけじゃない。上着の内ポケットにしまったか、鎖くさりで服に繫つないでいたってことでしょう？　服ならお風ふ呂ろや寝しん台だいに入るたびに脱ぬがなきゃならないのよ」

　そう言って、ベラフォードはジェネロに視線を移した。

「この彼氏だったら脱いだ服の手入れは自分でするでしょうけど、旦だん那なさまはまさか自分ではやらないでしょう？　誰かが受け取ってブラシをかけるはずよ。もしかしたら、ポケットの中身もその誰かが移し替かえていたのかもしれない。だったら、型を取るくらい簡単にできるわ」

「いい線ですわ、ベラフォードさん」

　しかし、ジェネロには話の流れが信じられなかったらしい。まさに呆あつ気けにとられていたが、ここで恐きよう怖ふの悲鳴を発した。

「待ってください！　キャサリンさまもベラフォードさんも、そんな憶おく測そくはよしてください！　サンティさまがそんな──わたしには到とう底てい信じられません！」

　ここまで来てもジュリアーノを信じようという律儀さは驚きよう嘆たんに値あたいした。また、だからこそ、いいように利用されたのだ。

「あなたがご自分で言ったことですわ、ジェネロさん。問題の宝冠は使われている宝石一つを取っても一財産になると。では、宝冠丸ごとだったらどのくらいの値打ちがあるのです？」

　喉のど元もとに刃やいばを突つきつけられたような顔になったジェネロだった。一同の視線を浴びて、大きく喘あえぎながら言葉を絞しぼり出した。

「……今の相場でしたら、最新型の軍ぐん艦かんが二隻せきは買えるはずです」

「つまり、一いつ般ぱん市民の感覚で言えば一生遊んで暮らしてもなお余よ裕ゆうがあるということですね？　ならば、一年という時間を掛かけても騙だまし取るだけの値打ちは充じゆう分ぶんにあります」

「で……ですが、あの宝冠のことは秘密にされていました！　先に贈おくり物ものの中身がわかってはおもしろくないからという公こう爵しやくさまからのお申し付けがあったのです！　ですから、わたしも、旦那さまも、職人たちさえ、何をつくっているかはこの二年間、固く口をつぐんでいました！　外部に洩もれるはずがありません！」

「本当にそうでしょうか？　宝冠の発注は二年も前だったと、スウェンのおじさまが言っていました。何をつくっているかは秘密にしていても、パスティレリのおじさまが最高級の宝石を買い集めて、何かをつくっていることくらいは知られていたのではありませんか？　盗み出すことが目的なら、それだけで充分です」

　返す言葉がなくなったジェネロだった。

　今度はミュリエルが言う。

「ジェネロ。あなたがこの駆け落ちを決意した直接の原因は何ですか？」

「それは、無論、あの方からの助言を受けて……」

「ですから、ジュリアーノさまからのどんな言葉が最終的にあなたの心を動かしたのです？」

「いえ、それは……」

「聞かせてください。エレオノーラの前だからと言って遠えん慮りよすることはありません。彼女にもはっきり知ってもらったほうがいいと思います」

「は……その……」

　何とも言いにくそうなジェネロだったが、部屋中の人の視線を浴びて重い口を開いた。

「あの方は……こうおっしゃったのです。もし、このままジュリアーノさまと結けつ婚こんしなければならなくなったとしたら──その時は──お嬢さまは生きてはおられないだろうと。自ら死を選ぶ覚かく悟ごでいらっしゃると。花はな嫁よめ衣い裳しようがその日のうちに死に装しよう束ぞくへ変わるのを見るくらいなら、お嬢さまを連れて逃にげてもらいたいと……」

　エレオノーラがはじかれたように顔を上げた。

「それは……、それはわたしが言われたことだわ。わたしがこのままジュリアーノさまの妻になるようなことになったら、あなたは自分の命を絶つ決意をしているって。わたしたち二人を不幸にするくらいなら自分一人が身を引くべきだって。だから、だから、わたし……」

　二人は茫ぼう然ぜんと互たがいを見つめ合ったのである。

　お互い、そんなことは一言も言わなかった。ジェネロは特にそうだ。エレオノーラを密ひそかに、長年慕したってはいたが、それは自分だけの心の秘密だった。

　その秘密をジュリアーノに言い当てられて動どう揺ようしたものの、それ以上に、相手が自分と同じ気持ちでいると知ったことが嬉うれしかった。

　それでは、この状じよう況きようは何もかも間ま違ちがいだったのかという恐怖に襲おそわれたジェネロは、慌あわててエレオノーラから身体を離はなそうとしたが、そのジェネロの手をエレオノーラが摑つかんだのである。

　自分を恐おそれて逃げようとする男の顔をひたと見上げて、エレオノーラは言った。

「あの方があなたに何と言ったにせよ、わたしがあなたに言ったことはすべて本当よ。それは疑わないで。──あなたを愛してるわ」

「お嬢じようさま……」

　しっかりと手を握にぎり合う二人の横で、アンジェラが苦い息を吐はいた。

「お邪じや魔まするような野や暮ぼはしたくないのだけれど、エレオノーラ、ジェネロ、ごめんなさいね。あなたたちを疑ったことを許してくださる？」

「とんでもない！」

　その二人は声を揃そろえて言ったものだ。

「みなさまには本当に、大変なご迷めい惑わくをお掛けしました。わたしたちは明日、ヴィレンで下船します。間に合わないかもしれませんが、早馬を飛ばしてフロレンティアに戻もどります。たとえ旦那さまに殺されようとも、今、旦那さまのお側そばを離れるわけには参りません」

「そうです。あなたたちにお詫わびしなければならないのはわたしたちのほうです。ですけど、わたしにはまだ信じられません。ジュリアーノさまが……あんなに立派な方が……」

　今まで自分を騙していたなんてと、そこまでは言葉にできないエレオノーラは沈ちん痛つうな表情でうなだれた。ジェネロも同様だった。

　アンジェラもまた、自分に相対した時のジュリアーノの様子を思い出して吐と息いきを洩らした。

「本当にね、見事な芝しば居いぶりだったわ。けれど、こうなったからには問題の宝冠は何としても取り戻してみせる。決してあなたのお父さまを破は滅めつさせたりしないと約束するわ」

「そうですとも」

　キャサリンも言った。

「犯人がわかった以上、必ず捕とらえて見せます。難しいことではありません。──ダムーさん、その『無形種くさい狐きつねの匂におい』は覚えていらっしゃいますね？」

「覚えてるけどよ。今から戻ってとっつかまえるのか？」

　ダムーの口調はいかにも心外だと言いたげだったので、ベラフォードが苦い吐息を洩らして苦情を述べた。

「だいたいねえ。そもそも、あなたが、あの美青年の正体に気づいた時にそう言っていれば、こんなところまで飛んでこなくてもすんだんじゃないの？」

　これまたもっともだったが、ダムーはきょとんと眼めを見張ったのである。

「正体って、何でだ？　無形種のお嬢さんが純血種の狐と結婚したって、別におかしなことはないだろうが。──まさか、あのなまっちろいのが《狐》だってことを知らなかったなんて、そっちのほうが俺には驚おどろきだぜ」

　ベラフォードはさらに深いため息を吐いた。

「はいはい。そうでした。あなたに家いえ柄がらや系図を気にしろと言うほうが無理だったわね」

　そうだ。ダムーはそんなことは気にしない。

　気にしていたのはパスティレリ氏だ。そしてあの《狐》はそれを充じゆう分ぶんわかっていたのだ。

　時間が迫せまっている。ジェネロは、今からフロレンティアに戻る手段があるなら自分も一緒に行きたいと切望したが、それはできない相談である。エレオノーラの傍そばにいてあげるようにと説得し、一同は慌ただしくエレオノーラとジェネロに別れを告げて船室を出た。

　その際、ミュリエルはエレオノーラの手を握って言った。

「よかった、本当に。そしてごめんなさい。一度でもあなたを疑ったことをどうか許してね」

「いいえ、ミュリエル。わたしのほうこそ……わたしのほうこそ、本当にごめんなさい！」

　見ていたキャサリンも胸が熱くなる思いだった。

　二人ともお互いに、大切な友人を失わずにすんだのだ。同時に、ジュリアーノ・サンティと名乗ったあの青年に対する怒いかりがふつふつとわき上がってきた。

　気に入らなかった。いかにも裏切られたような顔をして、深く傷つけられた様子をつくって、その実、陰かげでは高笑いしていたのかと思うと、それこそ腸はらわたが煮にえくりかえる思いがした。

　すべての罪をエレオノーラとジェネロに被かぶせて自分だけは逃げおおせようというその根性が、心底、気に入らなかった。

　腰こしの拳けん銃じゆうを握り直す。掌てのひらが汗あせばむほどの怒りを感じながら、キャサリンは密かに誓ちかった。

　必ずこの銃じゆう弾だんで、あの白い顔を追いつめてみせると。

　そのためにも一刻も早くフロレンティアに戻らなければならなかった。

　ミュリエルと一いつ緒しよに船内通路を駆かけ抜ぬけて甲かん板ぱんに戻ると、そこではダムーが夜空を見上げて舌打ちしているところだった。

「まずいな。あいつ、どっかへ飛んでいっちまったぞ」

「ちょっと！　ちゃんと上で待っているように言わなかったの!?」

「そういつも話が通じるわけじゃねえんだ！　だいたい俺はああいう鱗うろこつきのにょろにょろが大っきらいなんだよ！」

　ここでミュリエルに気づいたダムーは慌あわてて口をつぐんだが、手て遅おくれである。

「まったく、乗物のくせに、勝手に動くんじゃないってんだ……」

　そんなことを呟つぶやいてごまかしながら、甲板に両手をついて再び形態変化に入る。

　見る間に白い獣けものに変じたダムーは、乳白色に光る大きな翼つばさを羽ばたかせて飛び立った。

「探してくるから、ちょっとここで待ってろ！」

　たちまち小さくなっていく姿を見送りながら、ベラフォードがぼそりと呟いた。

「逃にげても何も解決しないわよ」

　そして、同じようにダムーの姿を見上げていたミュリエルが悄しよう然ぜんとした様子でうなだれて、ぽつりと呟いた。

「わたしも、鱗つきのにょろにょろなのでしょうか……」

　キャサリンとしては何とも答えようがなかった。

　困ってしまって、アンジェラと顔を見合わせた。そのアンジェラも言葉がない様子だったが、ベラフォードが優やさしい声でミュリエルをなだめた。

「そんなことないわよ。鰐あなたの鱗は蛇へびのと違ちがってあんまり鱗には見えないじゃない。手足だってちゃんとあるし、全然にょろにょろなんかじゃないわよ」

「でも……、でしたら、わたしの何がいけないのでしょう」
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　すがりつくような口調のミュリエルだった。同じく《蜥蜴とかげ》の血を引いているというだけで、不当にダムーにきらわれているベラフォードも肩かたをすくめた。

「難しいわね。爬は虫ちゆう類るいぎらいの人の心理なんて、アタシにもわからないわ。だいたい不親切よ。あっちはこっちを見るのもいやだって言うのに、その理由は一言も言わないんだから」

「ええ、そうです。わたしが言いたいのもそのことなんです。どこがおいやなのか、はっきりおっしゃってくださればいいのに……」

「ほんと、アタシもつくづくそう思うわよ。だいたい、人に向かって『寄るな』だの『あっち行け』だの、失礼しちゃうと思わない？」

「わたしが何か失礼なことをしたのなら、きちんと謝って許していただきたい。それなのに、あの方は──あれほどわたしを避さけていながら、わたしには何も落ち度はないとおっしゃる。どうしたらいいのかわかりません……」

　どこかへ飛び去ってしまった超ちよう特大のにょろにょろをダムーが探している間、爬虫類二人の嘆なげきに満ちた会話は延々と続いた。

　その間、キャサリンとアンジェラは──人間の女性二人は、何とも珍ちん妙みような顔で沈ちん黙もくを守っていることしかできなかった。







　　９







　ダムーが白い竜りゆうとともに戻もどってくるまではかなりの時間が掛かかった。

　白い竜は指示を出す人──ダムーのことだ──が傍そばを離はなれたことで、かなり遠くまで飛んでいってしまったらしい。

　それを散々探し回ったからなのか、《ゴールド・メダリオン》まで戻ってきたダムーは相当疲つかれた様子に見えた。珍めずらしくも息を切らしていたし、一度にキャサリンとアンジェラの二人を抱かかえて飛び上がることができずに、別々に抱えて飛んだくらいだ。

　そうして一行は再び雲の上へ出て、フロレンティアを目指したのである。

　海上で時間を無む駄だにしたせいもあり、白い竜が再びフロレンティア上空に差し掛かる頃ころには既すでに夜明けが近くなっていた。

　顔を叩たたく風は息もできないくらい強かったが、キャサリンは必死に祈いのっていた。

（お願い、急いで！）

　空がだんだん明るくなってくる。空中にいるとそれがよくわかる。太陽が昇のぼってしまったら、明るくなってしまったら、この巨きよ大だいな竜の姿を隠かくすものが何もなくなってしまうのだ。

　そうしたらまた大おお騒さわぎになる。

　その祈りの甲か斐いあってか、夜明けの光が世界を照らす寸前に、彼らはフロレンティア上空へ辿たどり着いたらしい。

　らしいというのは、いくらか明るくなってきたと言っても、辺りはまだ薄うす闇やみに包まれており、キャサリンにはどこを飛んでいるのかまったくわからなかったからだ。

　ただ、ずっと竜の背中に伏ふせていたダムーがむくりと起きあがってベラフォードを促うながした。

「おい」

「ええ、行きましょうか」

　ベラフォードがあのチョーカーを取り出す。ダムーがその端はしを受け取り、大きく羽ばたいて飛び上がった。ベラフォードも同じくチョーカーの端を握にぎったまま、反対の方向に飛び出した。

　安全装置である黒いチョーカーが長く伸のび、竜の首をその輪の中に捕とらえて空中で繫つながる。

　それによって、ヴィンセントは一いつ瞬しゆんで竜から少年の姿へと戻ったのである。

「きゃっ！」

「なに!?」

　しがみついていた竜がいきなり消え、自分の身体からだが空中に投げ出されたのだ。キャサリンは慣れていたから驚おどろかなかったが、アンジェラとミュリエルは小さな悲鳴を上げた。

　轟ごう々ごうと風を切って落ちていくミュリエルをすかさずベラフォードが捕つかまえ、ダムーも無理をしてキャサリンとアンジェラを両りよう脇わきに抱え込んで大きく羽ばたき、落下速度を抑おさえ込んだ。

　この状じよう況きようで一人一人を別々に降ろしたりしたら、どちらかは真っ逆さまに落下して即そく死ししてしまう。

　再び獣けものの腕うでに抱だかれながら、キャサリンは下を見てみた。最初はわからなかったが、地面が近づいてくると、そこがあの墓地の真上だということに気がついた。

　ダムーは墓を避けて墓地の外れに着地した。そこにはパスティレリ家の馬車が停とまっていて、気配を察したニーナが飛び出してきた。

「お嬢じようさま！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ええ……平気よ。少し休めば」

　とはいうものの、何度乗っても体力を消しよう耗もうする乗物である。特に降りるときは生きた心地がしない。キャサリンもアンジェラも再び地面に座り込んで大きく深呼吸を繰くり返していたが、見れば、人の姿に戻ったダムーも立ち上がる気力もないようで、その場にへたり込んでいた。

　ここまで疲ひ労ろう困こん憊ぱいした彼を見るのは初めてだった。心配したが、何のことはない。

「腹減った……」というのである。

　そのぼやきを聞きつけて、ニーナが言った。

「そうおっしゃるだろうと思って、お食事を用意しておきました。召めし上がりますか？」

「食うとも。食わなきゃ、もう動けないぞ」

「それで？　どうなのさ。宝冠は取り戻せたわけ？」

　ニーナと一いつ緒しよにやって来たケイティが言うと、ダムーはいやそうに首を振ふった。

「いんや、まだだ。報ほう酬しゆうをもらうためにはまだ働かなきゃならないらしいぜ。──次はどこへ行きゃいいんだ？」

「ロブスティ子し爵しやく家です」

　キャサリンが答えて立ち上がった。

「急がなくては。あの悪党に逃とう亡ぼうされたら何もかも終わりです！」

「だから、食わなきゃもう動けねえって……」

　げんなりとダムーは言った。緊きん張ちよう感かんに欠ける台詞せりふだが、ダムーは竜を探して散々夜空を飛び回っていたのだ。

　どんなに大きくて強い獣でも、際限なしに動くことはできない。食べなくてはなおさらだ。

　それを知っているケイティはすかさず馬車に走り、食べ物を詰つめたバスケットを持ってきた。

　ベラフォードも逸はやるキャサリンを制止してきた。

「お嬢さん。気持ちはわかるけど、腹が減っては戦いくさはできないわよ。この大食らいさんは特にその傾けい向こうが強いから、十分間だけ、食事時間にするってことでどうかしら？　お嬢さんたちも今のうちに食べられるだけ食べたほうがいいわ」

「でも、ベラフォードさん！」

「アタシはあの彼氏は逃にげたりしないと思うの。だって、手間ひま掛かけて名門の末まつ裔えいっていう身分をでっち上げて、今もその身分を最大限に利用してるわけでしょ？　人間社会で通用する大事な手形だもの。好きこのんで手放したりしないんじゃないかしら。盗ぬすまれた宝冠にしても、まんまとエレオノーラさんたちの仕業だと思わせてあるんだから、ね？　あの彼氏には焦あせって逃げなきゃならない理由は何もないと思うのよ」

　客観的に考えて、その意見が正しいことはキャサリンも認めざるを得なかった。

　バスケットの中から出てきたのはサンドイッチやミート・パイ、鳥肉や魚の薫くん製せい、チーズにハムといった、野原で食べるのに適したものばかりだった。一度屋や敷しきに戻もどって調理したらしい。

　そしてダムーはそれらの食べ物を早くも片かた端はしから摑つかんで口へ運んでいる。腹が満ちるまでは断じて動かない気配である。

　キャサリン自身、実はくたくたに疲つかれ切っていたし、空腹も限界に近くなっていた。議論で時間を無む駄だにする代わりに、アンジェラと共に猛もう然ぜんとサンドイッチやチーズを食べ始めた。

　ミュリエルはこんなときでもダムーに遠えん慮りよして、少し離はなれたところでニーナと一緒に食事にしている。ニーナは変身後のダムーがどれだけ食べるかをよく知っているので、馬車の座席が埋うまるくらいのバスケットを用意したようだった。

　そのバスケットがあっという間に空になる間、ケイティはヴィンセントを回収しに行った。

　空中で人の姿に戻ったヴィンセント少年はそのまま真っ逆さまに落下して、わざわざ墓穴を掘ほるまでもなく、墓地の外れに深々とめり込んでいたのである。

　それでも死なないのだから竜族というものは常識を度外視して頑がん丈じようにできているらしい。

　気を失ったヴィンセントに服を着せてやり、ケイティは少年の身体を引きずるように運んで、馬車の馭ぎよ者しや席に放り投げた。そして十分後、彼らは夜明け間近の墓地を出発したのである。

　気絶しているヴィンセントの隣となりにダムーが座って手た綱づなを取った。大きなハムの塊かたまりを片手に握にぎったままだ。

　とりあえず市内へ向かって走る馬車の中で、竜に乗った四人は、留守番の二人に事の次し第だいを説明したが、それを聞いたケイティはまだ丸い瞳どう孔こうをめいっぱい見開いたのである。

「あれが《狐きつね》だって？　ほんとに!?」

「そうなのよ。アタシも信じられない。そりゃあアタシはダムーみたいに鼻は利きかないけど、純血種を見分けられなかったことなんて、これまで一度もないもの」

「あたしだってないよ！　そりゃあ、あたしもちらっと見ただけだけどさ。──ミュリエル、あんた気づかなかったの？　しばらく近くにいたんでしょ」

　そのミュリエルは慎しん重ちように口を挟はさんだ。

「実は……何と言えばいいのか……とても妙みような感じがしたのは確かなんです」

「それはわたしも感じました」

　キャサリンも頷うなずいた。

「うまく言えないのですけど、何だかこう……眼めが離せなくて、でも、見とれるのとは違ちがって、何な故ぜか首を傾かしげたくなるような……」

「ええ、そうなんです。失礼なことだとわかっているのに、お顔から眼が離せませんでした」

「わたしもよ。何故かしら……？　そんなつもりはないのに何度も瞬まばたきして見直してしまうの。ただ、あんなにきれいな方だったから、こんなに胸が騒さわぐのはこの人の容よう貌ぼうのせいだろうって、わたしは無理に自分を納なつ得とくさせたの。でも、考えてみればおかしな話なのよ。そう思いながら、ヘンリーさんのほうがずっとすてきだって、わたしは冷静に考えていたんですから」

　ミュリエルも熱心に頷いた。

「わたしもそう思いました。決して心こころ惹ひかれるのではなくて、むしろ……そう、不ふ吉きつな予感に胸が苦しくなる時のような……あの方を見ていて感じたのはそんな胸むな騒さわぎでした」

　しかし、アンジェラにはこの感覚がわからなかったらしい。首を傾げていた。

「純血種のミュリエルが異常を感じるのはわかるけれど、キャサリン。あなたはずいぶん勘かんがよろしいのね？　わたしにはわからなかったわ」

　二人の話を聞いて、ケイティがため息を吐ついた。

「《狐》はねえ。芝しば居い上手だからね。また、人の好みを見み抜ぬくのもうまいときてる。あいつら、相手に気に入られることにかけちゃたいしたもんだよ。《猫あたし》と違ってね」

「それにしても、そこまで純血を感じさせないって、そうそうできることじゃないわよ」

　ベラフォードが言う。馭者席からダムーが声を掛けてきた。

「おい。こっからどう行けばいいんだ？」

　馬車は既すでに市街地に差し掛かったらしい。

　場所を知っているミュリエルがロブスティ子し爵しやく家までの道順を説明した。

　子爵家は街の東側、フェルテ川の南に位置していた。ミュリエルの家と同じ、道路から直じかに屋内に入るつくりの家である。慌あわただしく呼び鈴りんを鳴らすと、まだ若い取り次ぎが驚おどろいた顔で現れた。夜が明けたばかりの時間にこれほどの集団の来訪を受けたのだから驚くのも当然だが、彼らは一切頓とん着ちやくしなかった。この家に客人として滞たい在ざいしているジュリアーノ・サンティに会いたいと言うと、取り次ぎはますます驚いたように答えたのである。

「サンティさまでしたら、先さき程ほど、お出かけになりました」

「どこへ!?」

「パスティレリさまから至急いらしてくれというお使いが参りまして、そちらへ……」

　彼らは最後まで聞いてはいなかった。

　アンジェラが真っ先に馬車に向かった。眼を覚ましている用心棒三人は言うに及およばずだ。

　キャサリンもすかさず後に続いたが、ミュリエルが足を止め、緊きん迫ぱくした口調で囁ささやいた。

「部屋を調べてみます。念のために」

　キャサリンも頷きを返した。その必要は大いにあると言うべきだった。

「ニーナ、あなたもここに残って、ミュリエルを手伝って！」

　走り始める馬車に飛び乗りながらキャサリンは叫さけび返した。




　その頃ころ、パスティレリ家の当主、ルチアーノ・パスティレリ氏は二階の居間にいた。

　この日のために特別にあつらえた礼服に身を包み、姿見の前に立って、本来ならこれ以上はない晴れの日を迎むかえるはずだった自分の姿を悲ひ壮そうな表情で眺ながめているところだった。

　非公式とはいえ、皇太后陛下の謁えつ見けんを賜たまわるからには、衣い裳しようを新調するくらいのことは当然の礼れい儀ぎだと氏は信じていた。ほとんど寝ねていないためひどい顔色だったが、昨日の衝しよう撃げきでくしゃくしゃになっていた髪かみにもきちんと櫛くしを入れ、鬚ひげもきれいに整えている。

　氏は小さく呟つぶやいた。

「……今となっては断罪の場へ進む罪人の心境だ」

　誰だれに言うわけでもない。独り言のような口調だったが、思いがけず返事が返ってきた。

「そんなことをおっしゃらないでください。あなたのせいではないのですから」

　優しく慰なぐさめるような調子だった。

　氏が吐と息いきを洩もらしながら振ふり返ると、そこには娘むすめの婚こん約やく者となるはずだった青年が慎つつましく控ひかえていた。早朝のことでもあるし、人ひと払ばらいをした居間には他ほかに誰もいない。

「こんなことになってしまっては公こう爵しやくさまに会わせる顔がない。だが、いかに罵ののしられようと、娘の不始末だ。直にお会いして、お詫わびだけは申し上げなければなるまい」

「立派なお志こころざしです」

「恐おそらく、財産はすべて処分することになると思う。この屋や敷しきもだ。こんな時間に呼びつけてすまなかったが、これだけはぜひ、きみに渡わたしておきたくてね」

　パスティレリ氏が差し出したのは、立派な革のケースに収まった銀製の懐かい中ちゆう時計だった。

「父の形見だ。わたしはこれを、エレオノーラの夫となる男に贈おくろうと思っていた。しかし、それはもう叶かなわぬ望みになってしまった。せめて、きみに持っていて欲しい」

「そんな大切なものを、このわたしに？」

「ああ。──受け取ってくれるだろうか」

「もちろんですとも。ありがとうございます」

　ジュリアーノは感動も露あらわに、押し頂くようにしてそれを受け取った。

　用件をすませたパスティレリ氏は何とも言えない苦い表情でさらに呻うめいた。

「今となっては娘のことだけが気がかりだ。あんな男に騙だまされて、こんな犯罪に手を貸すとは──もっとも、わたしもあの男を心から信用していたのだから、悔くやまれてならないが……」

「残念です。本当に」

　ジュリアーノもこみ上げてくるものに耐たえるようにして声を絞しぼり、そっと氏に問いかけた。

「……あなたは、これからどうなさいます？」

　パスティレリ氏はゆっくり首を振って寂さびしげに笑って見せた。窓辺に歩み寄り、外の景色を眺めながら言った。

「ロームにはもういられん。とりあえず、バナディスあたりへ行ってまた一からやりなおすよ。──何もかも失ってしまったが、なあに、宝石に関するわたしの知識や技術は誰にも負けない。今までのような上流階級のお客さまを相手にすることはできなくなるだろうが、他にも宝石にお金を使ってくれる裕ゆう福ふくなご婦人はいるからね」

「なるほど。ますます立派なお志ですが、それは困ります」

「えっ？」

　問い返したパスティレリ氏だった。一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかったのだ。

　振り返ってみてもジュリアーノの様子はどこも変わらない。ただ、手渡されたばかりの革のケースを無造作に机に置き、しきりと『困ります』と言いながら首を捻ひねっている。

「パスティレリさん。あなたは社会的な地位も信用も、財産も、愛する娘までも一度に失った、哀あわれな敗残者なんですよ。しかも、父君の形見である大切な品までわたしに残してくださった。お膳ぜん立だては完かん璧ぺきです。これ以上は望めないほどです。それなのに──それなのに、ですよ？　肝かん心じんのあなたが遠い国へ行って再出発を図はかるとあっては、話がうまくまとまりません。非常に収まりが悪くなってしまいます」

「ジュリアーノくん？」

「ここはやはり、失意のうちに、あなたは自ら死を選んだという終幕がよろしいかと思います。それなら話がきれいに収まる」

　色白の青年は依い然ぜんとして穏おだやかな微び笑しようを浮うかべていた。その顔──妖よう艶えんなまでに美しい顔を、パスティレリ氏は信じられないように凝ぎよう視しした。

「いったい……何を言ってるんだ、きみは？」

　答える代わりに、ジュリアーノが懐ふところから取り出したものを見て、パスティレリ氏は今度こそ自分の眼めを疑った。

　黒光りする小型の拳けん銃じゆうだった。しかも、それは、自分の書しよ斎さいの戸と棚だなに護身用としてしまってあったものだ。それがいったい何故ジュリアーノの手にあるのか。

「見覚えがあるでしょう？　あなたの銃です。昨日のうちに拝借しておきました。この部屋で、この銃で、あなたが頭を撃うって死んでいれば、誰の眼にも立派な失意の自殺に見えますよ」

　青年は相変わらず優やさしく微ほほ笑えみ、ごく当たり前のことを告げるように自然に話している。

　それだけに恐ろしく、それだけに現実味がなく、パスティレリ氏はただ茫ぼう然ぜんと声を奪うばわれ、青年の顔を見つめているのみだった。

「今朝、呼んでくださったことはまことに都合が良かった。それもこんな非常識な時間である早朝にね。あなたはわざわざわたしを呼び出し、形見の品を渡して別れを告げ、わたしの目の前で頭を撃ち抜ぬいた。あっという間のことで止める暇ひまもなかった。わたしはそう証言しますよ。見事に辻つじ褄つまの合う説明でしょう？」

「────!!」

　大声を張り上げようとしたパスティレリ氏だったが、ジュリアーノのほうが早かった。

　一瞬で距きよ離りを詰つめ、持ち替かえた銃の固い台だい尻じりで氏の鳩尾みぞおちを鋭するどく抉えぐっていた。

　いくら大男のパスティレリ氏でも、急所にこんな強きよう烈れつな一いち撃げきを食らってはたまったものではない。たちまち意識を失い、ものも言えずにその場に倒たおれた。

　その倒れた位置をジュリアーノはちょっと確認した。

　すぐに撃たなかったのは、眉み間けんを撃ち抜いたのでは自殺に見えないからである。

　同じ理由で、死んでいる位置も不自然に見えないように整える必要があった。

　男が拳銃で自殺する場合、書斎の椅い子すに座って頭を撃つのが一番それらしく見えるだろうが、今から部屋を移動するのは大おお事ごとになる。来客と応対していた最中さなかの自殺という設定なのだから、この場合は居間の長なが椅い子すでも充じゆう分ぶんに説得力がある。

　意識を失った氏の身体からだを引きずって、長椅子に座らせる。二人の体格の差を考えると大変な作業だったが、ジュリアーノは細い身体に似合わない力を発揮した。少し手こずったものの、自分の倍も体重のあるパスティレリ氏を、何とか長椅子の上に掛かけさせることに成功した。

　後は右手に拳銃を握にぎらせ、その手を頭に持っていって引き金を引けばいいのだが、その前に、彼は細かな点にも気を配るのを忘れなかった。無理に座らされたと見えないように衣服の皺しわをなおし、氏の身体を引きずったことで絨じゆう毯たんの上に不自然に残った跡あとを入念に靴くつ底ぞこで消した。

　そしていよいよ氏の右手に拳銃を握らせ、その銃じゆう口こうを氏自身の頭に向けようとした時だ。

　ジュリアーノははじかれたように長椅子から飛び離はなれたのである。

　突とつ如じよとして襲おそいかかってきたナイフを避さけるためだった。

「ふうん？　確かに無ノンフ形種オーマーや混イン血シードの動きじゃないね」

　音もなく押し開けた扉とびらの隙すき間まからナイフを投げ込んだケイティが言った。

「あんたね。雇やとい主を殺されちゃ困るんだよ。あたしらのただ働きが決定しちまうだろうが」

　論点が違ちがうようだが、ケイティはこれでも真ま面じ目めに言っているのである。

　その後ろから現れたベラフォードも言った。

「見たわよお。それって立派な殺人未み遂すいよ」

　こちらは至し極ごくまともな意見である。そのベラフォードはまじまじと眼を凝こらして青年の姿を眺ながめ回した。鳥の眼を持つ彼の視覚をもってしても、この相手を純血種とは見定められない。

　だが、同時に、何かが違うと──この相手を額面通りに受け取ってはいけないと訴うつたえる声が身体の奥深いところで騒さわぐのである。

　何とも言いがたい妙みような感覚だった。ミュリエルやキャサリンの言っていたことが今になって腑ふに落ちて、ベラフォードはちょっと身み震ぶるいした。

「いやだ、気持ち悪いわ。こうして見ていても、ほんとにどっちだかわからない」

「それ、あんたには言われたくないと思うよ」

　ケイティは既すでに次のナイフを構えている。

　外ではすっかり陽ひが昇のぼり、既にかなり明るくなっている。だんだん細くなりつつある瞳どう孔こうでジュリアーノを見み据すえて、ケイティは冷たく言った。

「で？　盗ぬすんだ宝冠は？」

　言わなければナイフの雨を突つき立てて針はり鼠ねずみにしてやる。言葉にしなくてもケイティの決意は充分に伝わったはずだが、ジュリアーノは大いにうろたえ、困ったように手を広げた。

「誤解ですよ。わたしは自殺しようとしたパスティレリさんを止めただけです。宝冠にしても、それは駆かけ落ちした二人が持って行ったのでしょう？」

　ケイティは無言で次のナイフを放った。狙ねらいはわざと外したが、その刃は先さきはジュリアーノの顔の左側をかすめて、髪かみを一筋切り落とした。

「そういう御ご託たくは聞きたくない。宝冠は？」

「とんでもない！　どなたかは存じませんが、どうかわたしを信じてください。──猫ねこの眼の美しいお嬢じようさん」

　すがりつくような表情になって跪ひざまずこうとしたが、ケイティはさらにナイフを放って、今度はジュリアーノの右みぎ頰ほおをかすめて血を滲にじませた。露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔つきになっていた。

「あんた、あたしが苛いらついてるのがわかんないの？　その顔をめちゃめちゃに刻んでやってもいいんだよ」

　ベラフォードも腰こしに下げた黒くろ蛇へび鞭むちに手を掛けて呆あきれたように言った。

「あのねえ、色男さん。あなたは自分の魅み力りよくに相当自信があるんでしょうけど、アタシからも忠告してあげる。お金が絡からんだ時のケイティに色いろ仕じ掛かけなんて、それこそ豚ぶたに真しん珠じゆってものよ。──ついでに言っておくけど、アタシはあなたみたいな優やさ男おとこって好みじゃないのよね。だから、さっさと宝冠の在あり処かをしゃべってもらいたいわ」

　二人の断固とした態度に、さすがに何を言っても無む駄だだと諦あきらめたらしい。

　ジュリアーノは慌あわてて両手を上げて訴えた。

「わかりました。言います。言いますから、そう喧けん嘩か腰にならないでくださいよ。実はですね、今ここに持ってるんです。身体に巻きつけてあるんですよ……」

　そう言って、ジュリアーノは上着の内側に右手を入れながら二人に近づいた。

　しかし、抜き出した右手に持っていたのは宝冠などではなく、小さな革かわ袋ぶくろだった。

　ジュリアーノはそれをいきなりケイティめがけて投げつけたのである。

　見事にケイティの顔に命中した袋ふくろの中から何かの粉末が飛び散った。

「なにっ!?」

　ただのやわらかい袋だったから、叫さけんで叩たたき落としたケイティだったが、中の粉末を浴びた途と端たん、彼女の様子が激変した。爛らん々らんと光っていた眼めから急に力が失うせ、足からも力が抜ぬけて、へなへなと崩くずれ込んだ。それだけでは収まらず、身体をくねらせて床ゆかを転がったのである。

「ふにゃあん……」

　喉のどを鳴らさんばかりだった。《猫》が突如としてこんなふうになる原因はたった一つだ。

　木天蓼またたびである。

「ちょっと、ケイティ!!」

　慌てたベラフォードにもジュリアーノは何かを投げつけた。やはり小さな革袋である。

　その中からこぼれ出たものを見て、ベラフォードも思わず叫んだ。

「きゃあ!!」

　ちなみにこの野太いテノールの『きゃあ』は悲鳴ではなく、明らかな歓かん声せいだった。

　袋の中から転がり出たのは今度は粉末ではなかった。色とりどりの宝石だったのである。

　光るものに眼のない鳥の習性なのか、それとも宝石に弱いおかまの習性なのかは不明だが、とにかくベラフォードは一いつ瞬しゆんそちらに眼を奪うばわれた。

　その隙すきにジュリアーノは長なが椅い子すに突き刺ささったナイフを引き抜いていた。先程、ケイティが放ったものだ。目線を逸そらしたベラフォードに急接近して、彼は無造作にナイフを振ふるった。

　躊ちゆう躇ちよのない手つきで繰くり出された刃先は深々とベラフォードの肉体を貫つらぬいて沈しずんだのである。

　心臓への直ちよく撃げきこそ避けたが、ベラフォードは悲鳴も発せずにその場に倒たおれた。

　ジュリアーノは倒れたベラフォードには見向きもしなかった。すかさず居間を走り出たが、玄げん関かんを目指した彼の足はぴたりと止まった。

　階段へ続く廊ろう下かの先に、厳しい表情のアンジェラが立ちふさがっていた。しかも、護身用の拳けん銃じゆうの銃口をこちらに向けていた。

　咄とつ嗟さに踵きびすを返したジュリアーノだった。この廊下は反対側を巡めぐっても階段に出られるからだ。

　ところが、そちらにはキャサリンが四十四口径を構えて立っていたのである。

　進しん退たい窮きわまるとはまさにこのことだ。廊下の両りよう端たんをキャサリンとアンジェラが挟はさみ、二人ともジュリアーノに銃口を向けているのである。

　しかし、この状じよう況きようでも彼は少しも騒さわがなかった。

　がっくりと肩かたを落とし、弱々しい微び笑しようを浮うかべてアンジェラに訴うつたえた。

「ミス、ルビンスタイン。許してください。あなたに噓うそをつくつもりなどなかったのです」

「どんなつもりであったのか、今さら聞いても仕方がないわ。──宝冠はどこなの？」

「待ってください。聞いてください。あの宝冠は……」

　切せつ羽ぱ詰つまった様子で言いかけた時だった。アンジェラの後ろからミュリエルが息せき切って駆け上がってきたのである。

「キャサリン！　アンジェラ！　ありました！　宝ほう冠かんが！」

　言葉どおり、ミュリエルは立派な天鵞絨びろうど張りの箱を持っていた。

　アンジェラの傍そばまで来れば、ミュリエルからも当然、ジュリアーノの姿が見える。

　その姿を認めたミュリエルの美しい顔が珍めずらしくも怒いかりに染まった。天鵞絨の箱の蓋ふたを開け、中に収まっている眩まばゆいばかりの宝冠を青年に見せつけるようにして言った。

「ジュリアーノさま。わたしはこれをあなたの部屋で見つけました。おじさまの書しよ斎さいの金庫に保管してあるはずの宝冠がなぜあなたの部屋にあったのか、説明していただけますか？」

「むろん、喜んでご説明します。ですが、ミス・スウェン。男の部屋に無断で立ち入るとは、淑しゆく女じよのなさることではありませんよ」

　やんわりと言い諭さとすような口調だった。キャサリンからは男の後ろ姿しか見えなかったが、ジュリアーノは堂々と胸を張って、箱を持つミュリエルに話しかけたのである。

「それを返してください。ミス・スウェン。それはもともとわたしのものなんです」

「盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはよくぞ言ったものだわ」

　ミュリエルをかばうように立ったアンジェラが嘲ちよう笑しようした。

「言い訳は無駄よ。すべてわかっているのよ。あなたがサンティ家の血筋などではないことも、一年も前からこの宝冠を狙ねらって、そのためにエレオノーラに近づいたこともね。それなのに、この期ごに及およんでよくもそんな世よ迷まいごとを……」

　追つい及きゆうされて狼ろう狽ばいするかと思いきや、彼はびくともしなかった。それどころか、逆に力を得たように頷うなずいたのである。

「そうです。おっしゃるとおりです。そこまでおわかりでしたら話もしやすい。身元を偽いつわったことも、あなたたちに噓をついたことも重々お詫わび致いたしますが、これには理由があるのです。その宝冠は──少なくともその宝冠に使われている宝石類はすべて、もともとはわたしの母のものでした。わたしは自分の所有する権利のあるものを取り返しただけなのです」

「馬ば鹿かなことを言わないで。あなたのお母さまなら純血種のはず。彼らはこんなもので身体からだを飾かざったりはしないはずよ」

「さすがにお詳くわしい。そのとおりです、ミス・ルビンスタイン。母はそれを装そう飾しよく品としてではなく、我が家に代々伝わるお守りとして、一種の神体として大事にしていたのです。ですから、わたしの家にあった時はそんな宝石に加工されてはいませんでした。原石のままだったのです。それに眼をつけたのがこの屋や敷しきの主人でした」

　淡たん々たんと話すジュリアーノの顔にうっすらと血の色が昇のぼった。怒りのためだった。

「ミス・スウェン。あなたはあの男の正体をご存じない。この屋敷の主人は人間たちの間では紳しん士しとして通っているようですが、そんなものは単なる仮面に過ぎません。あの男は自分の同族以外には──もっとはっきり言えば異種アナザー人類レイスに対してはいくらでも残ざん虐ぎやく非道になれる男です。あの男があなたやあなたのお父さまのことを陰かげでは何と言っているか、もしあなたがご存じであれば──いいや、そもそも、あの男がわたしの母や弟に何をしたか！　それさえ知っていてくだされば、あなたは決してあの男に与くみすることなどなかったでしょうに……」

　嘆なげきの滲にじむ口調だった。まるで子どもの過あやまちを──それも取り返しのつかない愚おろかな過ちを犯おかした子どもを、今さら叱しかっても仕方がないけれどと諦あきらめているような、寂さびしげな声だった。

　大声を張り上げられるより、こんなふうに言われるほうが遥はるかにこたえる場合もある。今のミュリエルがそうだった。男の話を信じたわけではないが、彼女も異種人類の一人なのである。

　人間の中には、笑え顔がおを装よそおいながら自分たちに対していわれのない偏へん見けんを抱いだく者がいる。その事実を、彼女は先日、幼なじみの一件で身をもって思い知っている。

「ミス・ルビンスタイン。あの男は我が家に伝わる宝を手に入れるために、手放すのを頑かたくなに拒こばんだ母を惨ざん殺さつし、幼い弟まで殺したのです。それも、ただ社交界の大者であるフィダンツァ公こう爵しやくに気に入られんがため──そのためだけにです。確かに、あの男が自ら手を下したのではないかもしれませんが、母と弟の死にあの男が深く関かかわっていることだけは間ま違ちがいありません。母と弟の死し骸がいを前に、わたしは必ず復ふく讐しゆうを果たすと誓ちかいました。エレオノーラに近づいたのもそのためでした。手段が褒ほめられたものでなかったことは今さら弁解は致しません。しかし、その宝石がわたしの所有であることは紛まぎれもない事実です」

「……よしてちょうだい。あなたのような噓つきの言葉を信じろというの？」

　平静を保って言い返したアンジェラだったが、きつい眼まな差ざしがわずかに揺ゆらいでいた。

　パスティレリ氏は申し分のない紳士に見える。だが、異種人類をけだものと蔑べつ視しする人間はみんなそうなのだ。表向きはみんな立派な紳士や淑女を装っているのである。

　ジュリアーノは一つ頷いて、アンジェラたちに向かって片手を差し出した。

「では、それを貸してみてください。わたしの家にあったものだという証しよう拠こをお見せします」

　アンジェラもミュリエルも明らかに動どう揺ようしていた。二人して戸と惑まどったように顔を見合わせた。

　ジュリアーノはそれに力を得て一歩を踏ふみ出そうとしたが、その背中からキャサリンが凜りんと声を張り上げたのである。

「動かないで！　一歩でも動いたらこの弾たまをお見み舞まいしますわ！」

　さらに男の向こう側にいる友人たちにも叫さけんだ。

「アンジェラ、ミュリエル、信じてはだめ！　今のはみんなでたらめよ。この人には弟なんかいないし、その宝石がこの人のお母さまのものだったなんて、とんでもない作り話だわ！」

「ミス・ウィンスロウ！」

　ジュリアーノはひどく傷ついた顔で振ふり返った。濡ぬれた灰色の眼をひたとキャサリンに当て、悲ひ壮そうな表情で切々と訴うつたえた。

「いや、無理もない……あなたにそう思われても、それは当然の報むくいというものでしょうね。ですが、これだけは本当です。どうか信じていただきたい。わたしは母と弟の供養のためにも、どうしてもあの宝石を取り戻もどしたかったのです」

「ジュリアーノさん。いいえ、本名は何というのか知りませんけど、お上手ですわねえ……」

　キャサリンはほとんど感心して言った。

「感動的なお話でしたわ。正直なところを申し上げれば、わたしも少しばかり動揺しました。でも、だからこそ変だと思うんですのよ。──おわかりですか？　わたしが何な故ぜあなたの話を噓うそだと断言できるのか。至って簡単なことで、あまりにもお話ができすぎているんですわ」

　四十四口径を構えなおして、キャサリンは鋭するどい眼めでジュリアーノを見み据すえていた。少しでもおかしな動きをしたら容よう赦しやなく撃うつつもりだった。

「あなたは、パスティレリのおじさまには家いえ柄がらを餌えさにして近づいた。エレオノーラには最初、その美び貌ぼうを餌にした。彼女がジェネロと愛し合ってることを知ると、その望みがかなうようにそそのかした。──そしてわたしたちには正義感に訴えるのが上策だと思ったのでしょう？」

　狐きつねは人の好みを見み抜ぬくのがうまく、相手に気に入られることに長たけている。もちろん全部が全部一様にとは言えないだろうが、ケイティのこの言葉をキャサリンはちゃんと覚えていた。

　そして今の話はまさに『泥どろ棒ぼうはよくないことだが、こんな事情があったらやむを得ない』と考えるだろうキャサリンの急所を──ちなみにこの判断基準はアンジェラもミュリエルもそう変わらないはずだ──的確に突ついていた。いいや、少しばかり正確に突きすぎていたのだ。

　だからこそ、噓に違ちがいないと確信した。

「パスティレリのおじさまがミュリエルやスウェンのおじさまを悪く言うなんて、わたしには信じられません。異種人類を差別する人は確かに表向きはよそ行きの仮面をつけていますが、スウェンのおじさまはそんな見せかけの人格に騙だまされる方ではありません。仮に、今のお話が真実で、あなたのお母さまや弟が本当に惨殺されたのだとしても、それとこれとは話が別です。──あなた、居間に入ったはずのケイティさんとベラフォードさんをどうしました？」

　キャサリンは開いたままの居間の扉とびらをずっと気に掛かけていたのだ。あの二人は自分たちより遥かに足が速い。一足先に飛び込んだはずなのに、廊ろう下かでこれだけの騒さわぎになっているのに、未いまだに姿を見せないなんて、何かあったとしか──この男が何かしたとしか思えなかった。

　ジュリアーノの表情が初めて変化した。血の滲にじんだ頰ほおを示して懸けん命めいに訴えた。

「これを見てください。彼らはわたしを攻こう撃げきして殺そうとしたのですよ。わたしは自分の身を守るために当て身を入れただけです。二人とも気を失って倒たおれているだけなんですよ」

「それも噓ですわね。あのお二人は武器を使います。あなたがどれだけお強いか知りませんが、素す手でであの人たちを瞬しゆん時じに気絶させるなんて、ダムーさんでも無理です」

　きっぱりと言い切った。

「あの人たちはあなたから宝冠の在あり処かを聞き出そうとしただけのはずです。にもかかわらず、お二人に身動きもならないような危害を加えたのだとしたら、それだけでも充じゆう分ぶんに、わたしがあなたを撃つ理由になります」

　すると、ジュリアーノは桁けた外はずれに美しい顔で優やさしく微ほほ笑えんだ。花のような──蠱こ惑わく的な甘い香かおりを漂ただよわせる花のような微び笑しようだった。

「キャサリン。立派なお心こころ掛がけですが、あなたの手にそんな武器は似合いませんよ。あなたがわたしを撃つところなど、わたしには想像することもできないのに。あなたにはできますか？　本当に？　その銃じゆう弾だんをわたしの身体からだに撃ち込むことが？」

　この青年は自分の魅み力りよくに絶大の自信があるに違いない。事実、ほとんどの女性はこの笑顔の前にたやすくとろかされてきたのだろうが、キャサリンは違った。にっこり笑って言い返した。

「できますとも。むしろ撃ちたくてうずうずしているくらいですわ。何故と言って、あなたのご自じ慢まんの美貌も、優ゆう雅がな立ち居振ふる舞まいも、わたしにはずるがしこい悪党の醜しゆう悪あくな笑顔にしか見えないんですのよ。──ミュリエル、ダムーさんを呼んでください。この人を拘こう束そくします。何よりお二人の安否を確かめなくては」

「はい」

　天鵞絨びろうどの箱を抱かかえたミュリエルが振り返ったところへ、召めし使つかいが顔を出した。

　キャサリンたちとも顔なじみのマリアである。そのマリアは、廊下の真ん中で拳けん銃じゆうを構えているアンジェラを見て仰ぎよう天てんし、銃口を突きつけられているジュリアーノを見て立ちすくんだ。

「ジュリアーノさま!?　アンジェラさま！　ど、どうして……」

　ミュリエルが急いでそんなマリアに話しかけた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。心配しなくていいの」

「ですけど、あの……」

　真っ青になって言い募つのろうとしたマリアは、ミュリエルが持っていた天鵞絨の箱に気づいてさらに声をあげた。

「まあ！　ミュリエルさま、それは！」

「ええ、そうなの。おじさまが探していたものなのよ。無事に見つかったの。早くおじさまに知らせてさしあげなくては」

　弾はずんだ声で言って、ミュリエルはその箱をマリアに手て渡わたした。こんな場合にはそうするのがもっとも自然な行動だったろう。

「わたしはダムーさまを呼んできますから。あなたからおじさまに渡してさしあげて。きっとお喜びになるわ」

「は、はい」

　受け取ったマリアも青ざめた顔ながらしっかり頷うなずいた。

　しかし、次のマリアの行動はミュリエルもアンジェラも、キャサリンにも予想できなかった。

　何とマリアはその貴重な箱を廊下の先に立つジュリアーノに向かって放り投げたのである。

　さらには銃を握にぎったアンジェラの手に飛びつき、悲痛な声で叫さけんだのだ。

「逃にげて！　ジュリアーノさま！」

「何をするの!?」

　アンジェラが叫んだが、マリアを振ふり払はらった分、わずかに行動が遅おくれた。

　姿勢を戻もどして銃を撃うとうとした時にはジュリアーノはもうそこにはいない。宙を飛んだ箱を片手で受け取るや否いなや、居間に飛び込んでいたのである。

　キャサリンも撃てなかった。迂う闊かつに撃てばジュリアーノの向こう側にいるアンジェラたちに当たる恐おそれがあったのだ。ジュリアーノにわずかに遅れてキャサリンが居間に飛び込んだ時、そのジュリアーノは居間を突つっ切きって二階の窓から身を躍おどらせていた。

　さらに、そこではベラフォードとケイティがやっと立ち上がろうとしているところだった。

「あ、あんにゃろうったら……よくもやってくれっ……くれちゃってえ……」

　ケイティは何な故ぜか呂ろ律れつが怪あやしい。足あし腰こしも自由にならないらしい。

　一方、ベラフォードは胴どう体たいに刺ささったナイフを自分で引き抜ぬこうとしているところだった。

「お二人とも！　お怪け我がは!?」

「だいじょうぶ……アタシたちは大丈夫よ。それより、あの箱──！」

「はい！」

　キャサリンは駆かけ寄った窓から外を覗のぞいて見た。ジュリアーノが屋や敷しきの裏へ走るのが見えた。

　通用門にはダムーが待機している。彼なら、あの男を取り逃がしたりはしないはずだったが、ベラフォードが喘あえぎながら言ってきた。

「ちょっと……まずいわ。あの彼氏、こっちのことを、だいぶ研究してるみたい。ダムーは今、かなり疲つかれてるのよ……」

　それ以上は言われるまでもなかった。

　いやな予感に襲おそわれて、キャサリンはミュリエルと共に階段を駆け下りた。




　通用門に待機していたダムーは、走って来たジュリアーノを認めて、すっと眼めを細めた。

　彼は屋敷の中のやりとりを知らない。抜ばつ群ぐんに鋭するどいダムーの聴ちよう覚かくをもってしても、屋敷の中で何があったかまでは聞き取れない。

　だが、この男が、いかにもそれらしい箱を抱えて厩きゆう舎しやを目指して駆けてくるということは、仲間の身に何かあったということである。

　厩舎に駆け込もうとしたジュリアーノの前に、のそりと立ちふさがった。

　ジュリアーノも、はっとして足を止めた。

　ダムーは《ごちゃまぜ》の混イン血シードだ。ダムー自身が言ったように、嗅きゆう覚かくの鋭い種族でも単なる混血と判断するはずだった。となれば純血種が恐れたり警けい戒かいしたりするような相手ではないが、ジュリアーノはダムーがまともな混血ではないと知っていたらしい。

　じっとダムーの顔を凝ぎよう視しした。相手の出方を窺うかがう姿勢になっていた。

　一方、そのダムーは感心したように言った。

「暇ひまな奴やつだな、おまえ」

「…………」

「それが問題の宝冠だろ？　わざわざ偽にせの身元をでっち上げて、一年もずっと芝しば居いを続けて、こそこそ泥どろ棒ぼうやったりして、楽しいか？」

　これまた論点が違ちがうようだが、彼は掛かけ値ねなしの本気で言っている。そんな真ま似ねはダムーの理解の範はん疇ちゆうを超こえているのである。

　そのジュリアーノはダムーとはまったく違う価値観の下に生きている男だった。おもむろに話を持ちかけた。

「わたしにはわからないな。《ごちゃまぜ》のダムー。いいや《万能》のシャールダムーン。きみは混血の生まれではあっても、すべての異種人類の頂点に立てる男だ。そのきみが、なぜ無形種どもの言いなりに動いたりするんだ？」

「なんだそりゃ？」

　きょとんと問い返したダムーだった。

　ジュリアーノも焦あせりのあまり、話の持って行き方を間違えたことに気がついた。それとなく自尊心をくすぐろうとしても、ダムーはそんな修辞を解さない。そこでもっと直接的に訴うつたえた。

「どうだろう。逃がしてくれたら、このお宝を山分けにしようじゃないか」

「そうはいかねえよ。こういう商売は信用が第一なんでね。そいつを置いていきな」

　問答で時間を潰つぶしてはいられないことをジュリアーノは知っていた。左手に宝冠の箱を持ち、右手をベストの内側に突っ込み、またも取り出した小さな革かわ袋ぶくろをダムーめがけて投げつけた。

　ダムーの眼は瞬しゆん時じにそれを武器ではないと見て取った。腰こしの短たん剣けんを抜くまでもなく、素す手でで叩たたき落としたが、危険信号を感じた時は遅おそかった。革袋の中から細かな粉末が飛び散った。

　その独特な香かおりをいやでも嗅かぎとったダムーは、身体からだがぐらりと揺ゆれるのを覚えたのである。

　形態変化した姿からもわかるように、彼もまた性質の大部分が猫ねこ科なのだ。木天蓼またたびは絶大な効果を発揮する。

「やろう……！」

　足に力を籠こめてかろうじて踏ふみとどまったところへ新たな革袋が投げつけられた。

　体勢を崩くずしていたため、それはまともにダムーの顔に当たった。咄とつ嗟さに息を止めて防いだが、何しろ細かい粉末だ。顔中に飛び散った。

　そして、ダムーはあまりの激痛に飛び上がったのである。

「ぎゃん!!」

　それは唐とう辛がら子しの粉末だった。人間が食らってもたまったものではないのに、犬並みの嗅覚を持つダムーにとっては猛もう毒どくにも等しい代しろ物ものだ。到とう底てい立っていることはできずにのたうち回った。

　嗅ぎたくない匂においならダムーは意識的に排はい除じよすることができる。しかし、こんな粉末を顔に直接ばらまかれたのでは、どうしても眼や鼻にこびりつくことになる。

　ベラフォードが言ったように、ジュリアーノは彼らの特性をよくよく調べていたのだ。

　ダムーが転げ回って苦しんでいる隙すきに、ジュリアーノは慌あわただしく馬を引き出して騎き乗じようし、思いきり鞭むちを当てて、裏門から駆かけ出した。

　キャサリンとミュリエルが駆けつけてきたのはその直後だった。

「ダムーさま！」

　ミュリエルはダムーの様子を見、飛び散った粉末を嗅いだだけで、事態を素早く理解した。

　辺りを見回して、馬の餌えさを入れる桶おけを摑つかみ、家か畜ちくの水飲み場に走り、なみなみと水を汲くんで駆け戻もどると、その水を思いきりダムーの顔に浴びせかけたのである。

「……ちっくしょう！」

　びしょ濡ぬれになったものの、おかげで何とか立ち上がれるようになったダムーは自分の足で水飲み場に走り、頭を突つっ込んで水をがぶ飲みし始めた。

　一方、キャサリンは裏門から飛び出して、ジュリアーノの馬が駆け去った方向を確かく認にんすると、厩舎に駆け戻って馬に鞍くらを置いた。桶を投げ捨てたミュリエルもそれに倣ならった。

　二人とも乗馬は得意だから、たちまち馬上の人になる。そこへさらにアンジェラが合流した。

　先に騎乗した二人はアンジェラを待つことなく一足先に裏門から飛び出した。何より時間が大事だったからだ。その際、ミュリエルは振ふり返って大きく叫さけんだ。

「ダムーさま！　すぐに父に知らせて街道を封ふう鎖ささせてください！」

　逃にげた男の馬はみるみる小さくなっているが、郊こう外がいでは見失いはしない。

　キャサリンは猛もう然ぜんと馬を駆って速度を上げた。
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　必要な手配をすませたスウェン氏がパスティレリ屋や敷しきに駆けつけると、そこでは昨日以上の騒さわぎになっていた。

　その頃ころにはパスティレリ氏も息を吹ふき返していたが、死人のような土気色の顔に茫ぼう然ぜん自失の表情を浮うかべている。ベラフォードもぐったりと長なが椅い子すに横たわり、ヴィンセントはまだ気を失ったままだ。そんな彼らの横ではダムーが猛然と食べ物を口に運んでいる。

　ニーナがパスティレリ氏とベラフォードに気付けの薬草茶を出してやっていた。その一方で、屋敷内の召めし使つかいたちには、動どう揺ようせずに普ふ段だん通りに振る舞まうようにと言い含ふくめている。

　そして、やっと木天蓼またたびの効能から解放されたケイティは不ふ機き嫌げんを絵に描かいたような顔つきで、召使いのマリアを尋じん問もんしていた。

　と言っても、マリアは顔中ぐしゃぐしゃにして、ひたすら泣きじゃくっている。

「だって、あの宝石はジュリアーノさまのお母さまのものなんです。それなのに、旦だん那なさまが、ひどいことをして……無理やり取り上げたりするから……」

「どうしてそんなことがわかるのさ？」

「だって、ジュリアーノさまがそう言ったんです……」

　ケイティは針のように鋭するどい眼めでマリアを射い貫ぬき、氷のように冷たい声で言った。

「あんた、この屋敷に勤めて何年になるわけ？」

「五年ですけど……」

「その五年間、この旦那さんはどんな旦那さんだったのさ？」

「それは……とてもよくしてくださいましたけど……」

「なのに、見ず知らずの男の言うことを信じたわけ？　まったく、どうしようもない馬ば鹿かだね、あんたは。──どうせ、あの男、ここのお嬢じようさんとは復ふく讐しゆうのためにつきあっているだけなんだ、本当に愛しているのはきみ一人だ、母の形見を取り戻したらその時は一いつ緒しよになろうとか何とか言ったんだろう？」

　どうやら図星だったらしい。マリアはぐっと詰つまったが、ケイティは容よう赦しやがない。

「親切で言っといてやるけど、あんたは二度とあの男には会えないよ。だいたい宝冠を渡わたした時点でお払はらい箱だってことくらい、何でわかんないのかね？」

「そんな……！」

　マリアは顔を覆おおって、わっと泣き出してしまった。

　ニーナがそっと、ケイティをたしなめる。

「ケイティさん。ちょっと言いすぎですよ。それが恋こいというものなんですから」

「冗じよう談だんじゃないね。こんなのは恋だなんて言わないよ。はた迷めい惑わくな勘かん違ちがいって言うんだ」

　何ともはや、身も蓋ふたもない。

　ベラフォードも、どうにか身体を起こしながらマリアに言った。

「気持ちはわかるけど、あの彼氏があなたの思っているような人でないことは確かでしょうね。あの人、この旦那さまを自殺に見せかけて殺そうとしたし、アタシだってぐさりとやられたわ。急所はかろうじて避さけたけど、アタシが《蜥蜴とかげ》でなかったら死んでたわよ」

　骨付き肉をかじりながらダムーも唸うなった。

「俺もやられた……くそったれめ！　まだ鼻が言うことききやしねえ……」

　なるほど。だからスウェン氏が近くに来ても珍めずらしく逃げ出さないらしい。

　しかし、恋する乙おと女めは頑がん固こだった。あくまで首を振って男をかばった。

「そんなの、何かの間違いです！　ジュリアーノさまはそんな人じゃありません。きっと何か──何か深い事情があったんです……！」

　ケイティがいよいよ鼻の両りよう脇わきに皺しわを寄せて、右手の爪つめをしゃきっと剝むき出した。

「この馬鹿、ちょっと引ひっ搔かいてやろうか……」

　スウェン氏が急いで割って入った。《猫ねこ》の爪で引っ搔かれたりしたらマリアの顔は見るも無む惨ざんなことになる。泣きじゃくっているマリアを連れ出して召使いに任せると、スウェン氏は居間に戻もどり、血の気の引いているパスティレリ氏に話しかけた。

「頭はしっかりしているか？」

「いいや……」

　パスティレリ氏は自分で言うように、まだ茫然とした目つきで、のろのろと首を振ふった。

「わけがわからないよ……。何が何だか、いったいどういうことなんだ？」

「もっと喜べ。パスティレリ。エレオノーラとジェネロは泥どろ棒ぼうではなかったということだぞ」

　力強く断言したスウェン氏だったが、彼もまだ正確に事態を理解したわけではなかったので、その場にいた顔ぶれに問いかけた。

「宝冠はジュリアーノくんの──そう名乗っていた男の部屋にあった。そうだね？」

「はい」

　現場にいたニーナが頷うなずいた。

　ミュリエル自身はロブスティ子し爵しやくと面識はなかったが、スウェン氏は子爵の知り合いである。

　そこでミュリエルは父の名を出し、事情は伏ふせてジュリアーノの部屋を調べたいと申し出た。

　時間も時間ならば、申し出自体もまことに奇き妙みようだ。子爵家の召使いもさすがに首を傾かしげたが、ミュリエルのただならぬ様子と、ロームでも屈くつ指しの著名人であるスウェン氏の名前に配はい慮りよして、ジュリアーノの部屋に通してくれたのである。

　ミュリエルにも宝冠がここで見つかるという確信があったわけではない。何か手がかりでも摑つかめればと思っていただけだ。しかし、ジュリアーノは自らの犯行に絶大な自信があったのか、その貴重な箱を大だい胆たんにも自室に持ち込んでいた。しかも、隠かくそうともしていなかった。

「あんまり目立つところにあるので最初は見過ごしたくらいです。革かわ表紙の本や何かと一緒に、硝子がらす扉とびらの戸と棚だなに堂々と並べてありました。箱には鍵かぎが掛かかってましたけど、それはミュリエルさまが壊こわしたんです。そうしたら……」

　箱の中身を見た時のことを思い出して、ニーナはごくりと唾つばを吞のんだ。

「もう、びっくりしました。あんまりきらきら光っているので、眼がおかしくなるかと思ったくらいです。急いでそれを持ってここへ来たんですけど……」

「マリアの予期せぬ行動によって、またジュリアーノの手に戻ってしまったというわけか」

　スウェン氏が呟つぶやいた。

　パスティレリ氏はそれでも信じられない様子だった。なかなか顔に血の気が戻ってこないが、ジュリアーノが自分に銃じゆう口こうを向けたことは──笑いながら向けたことは紛まぎれもない事実だ。

「ほ、本当にぜんぶジュリアーノくんが……あの青年が企たくらんだことなのか……？」

　ベラフォードが頷いた。

「少なくとも、あの彼氏が純血種である以上、サンティ家の末まつ裔えいなんかであるわけがないのよ。それなのに家系図やら日記やら手紙やらをどっさり揃そろえて、自分はサンティ家の血筋ですって言ったわけでしょ？　充じゆう分ぶんに怪あやしいわよ。それに、今の様子からすると、鍵の型を取ったのもマリアでしょうね。屋や敷しきの召めし使つかいにも抜ぬかりなく手を入れていたってわけよ」

　パスティレリ氏は何かを呪のろうように低く呻うめき、頭を搔きむしった。どうしても信じられないことをいやでも信じなくてはならない、厳しい現実に直面して深く懊おう悩のうする人の姿だった。

　スウェン氏がそんな友人を気づかうように静かに言った。

「その男は、あの宝冠はもともと自分のものだと言ったそうだ。正確に言えば、使われている宝石はすべて、自分の母の持ち物だったと」

　すると、パスティレリ氏は弱々しいながらもちょっと笑って、首を振ってみせた。

「だったら、楽だっただろうな。あれだけの材い料しがそんなふうに一カ所で調達できたなら……、こんなに時間は掛からなかった。もっと早く完成できたよ」

　宝冠の制作に二年も掛けた氏の言葉には真実味があった。

　刃は物もので刺さされながらも廊ろう下かのやりとりを聞いていたベラフォードが呆あきれたように言った。

「アタシも感心したわ。よくもまあ、即そつ興きようであれだけぺらぺら噓うそを並べられるもんよね」

　ケイティも新たな皺を鼻の脇につくっている。

「だから《狐きつね》なんて信用できないって言うんだよ」

「あんたも極きよく端たんねえ。そんなこと言ったら真ま面じ目めに暮らしている《狐》に気の毒よ。だいたい、あんた、犬科なら何でもきらいなんじゃない」

「そうだぞ、ケイティ。気持ちはわからないでもないが、それはあまりに不見識な発言だ」

　スウェン氏が重々しい口調で断言し、友人に話しかけた。

「パスティレリ。これはわたしからのお願いだ。その男はまったく下げ劣れつな憎にくむべき犯罪者だが、どうか異種アナザー人類レイスすべてがそんな連中であるとは思わないでもらいたい」

「わかっている。よくわかっているよ、スウェン。きみの言いたいことは──」

　パスティレリ氏は片手を挙げて異種人類の友人を制した。

「ヴィルドナに移住した祖父や父がそうだったんだ。どんなにその土地に溶け込もうとしても、我々は結局よそ者で、一人の外国人が犯罪を犯おかせば、とたん全部の外国人が犯罪者扱あつかいされる。わたしはさんざん、そんな差別と偏見にさらされてきた立場の人間なんだよ。言われなくても、きみを──きみたちをあんな男と一緒にするつもりは毛頭ない」

　顔を上げてはっきりと言ったパスティレリ氏だったが、その顔に初めて怒いかりの表情が閃ひらめいた。

「だが、あの男個人に関してなら言いたいことは山ほどあるんだ──叫さけぶぞ、ぼくは」

「うむ。存分に叫んでくれ」

　エレオノーラは声楽を勉強するために留学したが、父親も音楽的な声の持ち主である。

　パスティレリ氏はがばっと立ち上がると、その巨きよ体たいを震ふるわせ、豊かな声量にものを言わせて、屋敷中に響ひびくような声を張り上げたのだ。

「よくも──よくもぬけぬけと!!　ジュリアーノ・サンティ!!　あの恥はじ知らずの大悪党め!!ぼくを破は滅めつさせるだけでは飽あきたらず、ジェネロに罪を着せ、エレオノーラを疑わせるとは!!　なんたる卑ひ劣れつ!!　なんという非道!!　許せん!!　断じて許せんぞ──!!」

　空気がびりびり震えるような絶ぜつ叫きようだった。

　ニーナが飛び上がった。ベラフォードとケイティは思わず耳を押さえ、ダムーは骨付き肉を取り落とした。ヴィンセントまでがびっくりして起きあがったくらいだった。

　何ともなかったのは慣れているらしいスウェン氏ただ一人である。

「さあ、気が済んだら支し度たくをしたまえ。そろそろ王宮へ行かなくてはならない時間だろう」

　その言葉に現実を思い出して、パスティレリ氏の顔がたちまち厳しく引き締しまった。

「そうだな。いくらお詫わびしてもすむものではないが……、せめてもの救いは、娘むすめたちがこの事件には無関係だとわかったことだ。すべては、わたしの責任だ……」

　宝冠を取り戻もどせなかった以上、公こう爵しやくとの契けい約やくは果たせない。

　賠償金の支払いで破産は免まぬがれないにせよ、少なくとも家族は残る。パスティレリ氏はそれで納なつ得とくしたつもりだったが、スウェン氏は首を振ふった。

「いいや、それは賢けん明めいとは言えない。公爵には少々じれったい思いをしてもらうことになるが、今しばらくお待ち願いたいと言うんだ。宝冠はもうじき届く手はずになっていると」

「スウェン？」

「逃にげた男は今、娘が追っている。キャサリンとアンジェラも一いつ緒しよにだ。彼女たちならきっと宝冠を取り戻してくれる」

　力強く断言したスウェン氏だったが、パスティレリ氏は仰ぎよう天てんしたらしい。

「む、無茶だ！　あんな凶きよう悪あくな男を相手に、女の子たちだけで何ができると言うんだ!?」

「そう思うのも無理はないが、ヴィルドナ社交界ではアンジェラ・ルビンスタインの勇ゆう敢かんさを知らない者はない。それに……」

　スウェン氏はちょっと苦く笑しようした。

「キャサリンの武勇伝はある意味アンジェラの上を行く。──そうだね、ニーナ？」

　ニーナは答えに詰つまってしまって曖あい昧まいに頷うなずいた。

「はあ……その……お嬢じようさまは、あの男のことをとても怒おこっていらっしゃいましたから」

　やはり、キャサリン付きのメイドとしては、何をしでかしても不思議ではありません、とは言いにくかったのである。

「どのみち、今からでは我々にできることは他ほかに何もないんだ。信じて待とうじゃないか」

「だ、だが、スウェン……」

　ごくりと喉のどを鳴らして、パスティレリ氏は言った。

「そんなことをフィダンツァ公爵に申し上げて、もし……間に合わなかったら……？」

　スウェン氏も難しい顔で唸うなった。

「その時のことはあまり考えたくはないな」




　だんだん高く昇のぼっていく太陽にキャサリンは危機感を覚えていた。

　馬には慣れているし、長時間乗り続けることにも自信がある。今は運良く乗馬服も着ている。どこまでも追い続けるつもりだったが、問題は何よりも時間だった。

　宝冠を取り戻もどしても、肝かん心じんの式典に間に合わなければ意味がないのである。

　墓地からロブスティ家へ走った時間、そこからパスティレリ屋や敷しきへ向かった時間を考えると、あまり余よ裕ゆうはないはずだった。

　何より、宝冠を取り戻した後、王宮まで届けなければならない時間がある。

　ジュリアーノの馬は郊こう外がいへ向かっていた。あの墓地の方角だ。出だしが遅おくれたため、男との距きよ離りはざっと数百メートルはある。

　前方に小さく見えている姿を睨にらみ付けながら、キャサリンは懸けん命めいに馬を駆かった。

　男がちらりと振り返った。キャサリンたちがついてきていることを確かく認にんしたようだった。と思ったら、ジュリアーノは墓地を前にして、道の両りよう脇わきに広がる林の中に駆け込んだのである。

「逃がすものですか！」

　キャサリンは迷わず方向を変えて男を追った。ミュリエルも続く。

　二人とも馬術の腕うで前まえは相当なものである。不安定な地面でも問題なく馬を操あやつれたが、木々に邪じや魔まをされて、先を逃げる男の姿が見え隠かくれする。見失ったら終わりだと思ったキャサリンはさらに猛もう然ぜんと後を追ったが、ミュリエルが不意に叫んだ。

「キャサリン！　危あぶない！」

「えっ？」

　ミュリエルの警告とほぼ同時に銃じゆう声せいが響ひびき、キャサリンの顔のすぐ近くを銃じゆう弾だんがかすめた。

　しかもそれは一発では終わらなかった。霰あられのように銃弾が飛んできた。

　二人は慌あわてて手た綱づなを引き、射程距離から逃げたのである。

　どうやら、林の中にジュリアーノの仲間が潜ひそんでいたらしい。

　自分たちも木を陰かげにして様子を窺うかがいながら、キャサリンは騎き乗じようのまま腰こしの銃を引き抜ぬいた。

　こちらが姿を隠したことで銃弾の雨も止やんだが、武装した男たちの姿がちらちら見える。

　キャサリンより遥はるかに五感に優すぐれたミュリエルが囁ささやいた。

「五人……いえ、六人はいます」

　舌打ちする思いだった。こんなところで足あし踏ぶみしてはいられない。しかし、六人の男たちが狙ねらっているとわかっているのに迂う闊かつに飛び出したりしたら、それこそ蜂はちの巣にされてしまう。

　馬ば蹄ていの響きが近づいてきた。アンジェラが追いついてきたのだ。足を止めている二人を見て馬を寄せ、忙せわしく問いかけてきた。

「どうしたの？」

　二人は手早く事情を説明した。すると、アンジェラはほとんど迷うことなく頷いた。

「わたしが囮おとりになって飛び出すわ。キャサリン、あなたはそこを狙って撃うってちょうだい」

「アンジェラ！」

「時間がないのよ。正午を過ぎたら国王陛下は市内を一周するパレードに出発されてしまう。そのパレードが終わるまでには何としても宝冠を届けなくてはならないわ」

「でも！」

　アンジェラは自分の拳けん銃じゆうをキャサリンに見せながら言った。

「誤解しないで。わたしは何も犠ぎ牲せいになると言っているわけではないのよ。この拳銃では至近距離から撃たなければ意味がない。あなたの銃なら遠方からでも充じゆう分ぶんでしょう」

　ミュリエルが焦あせった様子で言い出した。

「それなら、囮はわたしがやります。お二人で同時に撃ってください」

「言ったでしょう？　この銃は至近距離からでないと効果がないの。あの男を逃がすわけにはいかないのよ！」

　その強きよう烈れつな思いがアンジェラを動かしていたに違ちがいない。馬に一ひと鞭むち当てて飛び出した。

　木の陰に隠れたままではこの動きを阻そ止しできない。隠れていた男たちも次々に姿を見せて、アンジェラめがけて発はつ砲ぽうしてきた。

　すかさずキャサリンも馬腹を蹴けった。アンジェラにわずかに遅れて突とつ進しんする。手綱を離はなし、両手で銃を構え、下半身だけで馬を操りながら四十四口径を連射した。

　鞍あん上じようからの射しや撃げきは初めてだったが、キャサリンの狙いは正確だった。たちまち三人が悲鳴を上げて倒たおれたのである。

　さらにアンジェラも一人を倒した。

　仲間たちがばたばた倒されたことで、残る二人は分が悪いと見たのか、林の中に隠していた馬に飛び乗って逃げ出した。

　無論、キャサリンたちはその後を追った。林の中を縫ぬうように逃げる姿を見失わないように、ひたすら追撃する。馬は汗あせを滴したたらせながら疾しつ駆くし、やがて林の終わりが近づいた。

　途と切ぎれた木々の向こうには開けた緑の野原が見える。

　こんな見晴らしのいいところへ出ていったら背中から撃たれる羽目になるのは間違いない。

　覚悟を決めたのか、二人の男は手綱を引き絞しぼって振ふり返った。追いすがるキャサリンたちに向かって、めったやたらに撃ってきた。

　キャサリンはそれでも怯ひるまなかった。ここで引いては負けだと知っていたからだ。男たちの狙いはめちゃくちゃで恐おそれるようなものではない。アンジェラを追い抜き、まっしぐらに馬を走らせながら、再び両手で銃を構え、慎しん重ちように狙いを定めた。

　まず一発、そしてもう一発。

　弾倉が空になった時には、二人の男は肩を撃たれて馬から転がり落ちていた。

「お見事ね」

　追いついてきたアンジェラが言う。

　倒れた男たちには見向きもせず、三人は野原へ走り出た。

　途中、足止めを食らったこともあって、先に逃げたはずのジュリアーノの姿はもう見えなくなっている。

　焦りながら馬を駆ると、道が現れた。左側から続いてきた道が、彼女たちの目の前で二手に分かれている。

　分かれた道の一つは彼女たちの正面──南へ向かって伸のびていた。整備された立派な街道だ。

　もう一つは見るからに地元の人間だけが使っているような細い道で、右手に続いている。

　その右手方向──西のほうに眼めをやってみると、遥か彼方かなたに延々と連なる巨大な山脈の姿が見えた。沿岸国家群を二分するグエン山脈だ。

　南へ進めば街道沿いの街がある。その先には河があり、河を越こえればヴィルドナとの国境に出られる。

　一方、西へ進んでも、そこにあるのはひなびた村くらいだ。さらに進めばグエン山脈に突つき当たってしまう。山脈を越えたとしても不毛の荒こう野やであるデューター半島へ出ることになる。

　人間なら一も二もなく南へ進んで国境を目指しただろう。だが、あの男は異種人類だ。

　それに今いま頃ごろはスウェン氏からの連れん絡らくにより、国境も街道も不ふ審しん人物を通さない手配が済んでいるはずである。

　決定的だったのは地面に残った真新しい蹄ひづめの跡あとだった。西へ進む細道に転々と続いていた。

　三人とも、一気にそちらへ馬を走らせたのである。

　ここへ来るまで無茶な飛ばし方をしてきたから、馬がかなり疲つかれているのはわかっていたが、彼女たちは手を緩ゆるめなかった。ひたすら西を目指して走りに走った。

　いったいどのくらい走ったのか、やがて前方に森が現れた。

　蹄の跡はその森へ続いていたから、彼女たちはためらうことなく馬を駆かって森に入り込んだ。

　ずっと全力疾走を強しいられている馬は口から泡あわを吹ふき、激しく腹を脈打たせている。

　しかし、ここで追撃の手を緩めたら何もかも水の泡だ。木々の間を縫うように駆けていると、不意に木の群が切れ、目の前が大きく開けた。

　そこには湖があった。

　三方を森に囲まれた青い湖面が遠くまで広がっている。大きな湖だった。

　そして、道はここで行き止まりになっていた。どうやら地元の人たちが釣つりを楽しむために、この道を利用しているようだった。

　道の途切れる湖の岸辺には桟さん橋ばしがつくられており、その手前に、身体からだから湯気を立てている馬が置き去りにされていた。

「あれを！」

　ミュリエルが叫さけんだ方向に眼をやった途と端たん、キャサリンもそれに気がついた。

　湖の上を向こう岸に向かって進む小こ舟ぶねがある。

　すでに湖の半分ほどを渡わたりきっているが、櫂かいを使っているのは間違いなくあの男だ。

　三人は大急ぎで湖へ走り、馬を乗り捨てて桟橋へ走った。湖上の釣りが行われているのなら、桟橋にもやってある船が一隻せきだけということはないはずだった。

　ところが、確かにその桟橋には他にも小舟がもやってあったが、それらはすべて船底を撃うち抜ぬかれ、今にも水面に沈しずもうとしていたのである。

　あの男が自分の後を追ってこられないようにしたに違ちがいなかった。

　アンジェラが足を踏ふみならして怒おこった。

「どこまでずる賢がしこいの！」

　一方、悠ゆう然ぜんと湖面を逃にげる男のほうも、桟橋に姿を見せたキャサリンたちに気がついた。

　桟橋までは既すでに百メートル近くも距きよ離りが開いている。ライフルでもあればともかく、拳銃を乱射しても到とう底てい当たる距離ではない。

　ここまで来ればもう追って来られないと思ったのか、男は片手を挙げて悠然と挨あい拶さつしてきた。

「ごきげんよう、お嬢じようさんたち！」

「いいえ、逃がしはしないわ！」

　アンジェラが憤ふん然ぜんと叫ぶ。彼女は湖を迂う回かいしてでも男を追おうとしたが、そのアンジェラをキャサリンが止めた。無言で手を引いて動くなと示したのだ。

　不審に思ったアンジェラが視線を戻もどすと、キャサリンもミュリエルもどういうわけか動きを止めていた。妙みようにのんびりと（？）桟橋に立って、湖を進む小舟を見つめているのだ。

　キャサリンが何な故ぜかしみじみと首を振りながら言った。

「あの男、案外、間が抜けていますのねえ……」

「わたしもそう思います」

　ミュリエルも言った。こちらは何故か微び笑しようさえ含ふくんだ声だった。

　キャサリンがミュリエルを振り返って叫ぶ。

「お願い！」

「ええ、お任せを！」

　答えた時にはミュリエルは頭から上着を抜き取っていた。残りの衣服もたちまち脱ぬぎ捨て、頭から湖に飛び込んだ。

　ミュリエルの身体が湖に沈むと同時に、キャサリンは男に向かって声を張り上げたのである。

「お馬ば鹿かさんですわね！　ジュリアーノさん！　速く逃げたほうがいいですわよ！　もっとも、それができればですけど！」

「おやおや、かわいい負け惜おしみを……」

　櫂を使いながら男が笑った瞬しゆん間かんだった。小舟の艫ともの部分が急にがくんと持ち上がった。

　まるで下から突つき上げられたような感かん触しよくだった。

「なっ!?」

　大おお時し化けの海ならこんなことも珍めずらしくないが、ここは風もない湖だ。それなのに、小さな舟の半分は一度、完全に水から浮うきあがり、派は手でな音を立てて湖面に落ちたのである。

　転てん覆ぷくしなかったのは運がよかっただけだ。ジュリアーノは必死に櫂を操あやつり、大おお揺ゆれに揺れる舟を何とか立て直そうとした。その時だ。

　男の目の前に、凄すさまじい水しぶきを上げながら飛び出してきたものがある。

　まるで巨きよ大だいな壁かべのように、小さな舟を押しつぶす屋根のように立ちはだかったそれを見て、男はさすがに絶句した。

　最初は枯かれ木きが立ち上がったのかと思った。ただし、一面茶色の鱗うろこに覆おおわれた、手足の生えた、ずらりと牙きばを生やした枯木などというものがあればの話だ。咄とつ嗟さに状じよう況きようが理解できなかった。

　何が起きていたのかと言えば、丸太と見まごうほど大きな鰐わにが尾おを支えに水から飛び上がり、湖面に垂直に『立ち上がって』いたのである。

　それはほんの一瞬のことだったが、男はあんぐりと口を開けていた。無理もない。直立する鰐の腹部など見ようと思っても滅めつ多たに見られるものではない。

　桟橋でこの様子を見ていたキャサリンも感心したように呟つぶやいていた。

「海豚いるかがあんなふうな仕草をすると聞いたことがありますけど……さすがに迫はく力りよくですわねえ」

　アンジェラはもちろん言葉もない。

　竜りゆうを見た時同様──もしかしたらそれ以上の驚きよう愕がくを顔に浮かべて、ひたすら絶句している。

　形態トランス変化フオームしたミュリエルはその頑がん丈じような頭で水中から舟を突き上げ、次に下半身だけで湖面に立ち上がり、全長六メートルの身体からだを武器にして上から体当たりを掛かけたのだ。

　わずか三メートルちょっとの小舟がこんな猛もう攻こう撃げきに堪たえられるはずもない。舟はあっけなく転覆し、男はすごい勢いで水中に投げ出された。

　そこへ猛然とミュリエルが迫せまった。水の中の人間は鰐の敵ではない。争おうとしたところで、あまりに無意味、あまりに無む謀ぼうだ。結果はわかりすぎるくらいわかりきっている。

　ミュリエルの鋭するどい牙がすぐさま男を捕とらえるに違いないとキャサリンは思った。

　しかし、ここまで来てもジュリアーノの奸かん智ちは健在だった。

　不自由な水の中でもがきながらも濡ぬれた天鵞絨びろうどの箱から宝冠を取り出すと、力の限り遠くへ放り投げたのである。

　一年がかりで手に入れた獲え物ものを惜しげもなく投げ出すとは思いきったことをするものだが、こうなった以上、背に腹はかえられないと考えたのかもしれなかった。とにかく男の狙ねらい通り、宝冠はかなり離はなれた水面に落ちて沈み、ジュリアーノは対岸目指して必死に泳ぎ始めたのだ。

　逃げようとしている男と湖底に沈もうとしている宝冠、この場合、どちらを優先しなくてはならないかは明らかだった。ミュリエルはすかさず方向を変えた。大きな尾がばしゃんと音を立てて湖面を打ち、巨大な身体がのたうつようにして水中に消えた。

　男はその隙すきに死に物狂ぐるいで泳いでいく。
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　キャサリンは舌打ちしながら男の動きを見つめていた。

　水の上ではどうにも手が出せない。こうして黙だまって見ているしかない自分が歯がゆくなる。

　その一方で、はらはらしながらミュリエルを待った。ミュリエルが脱いだ服や靴くつをまとめて抱かかえ上げていると、アンジェラが独り言のように呟いた。

「逃にげられてしまうわね……」

　確かに、ジュリアーノは対岸に泳ぎ着こうとしている。

　キャサリンはぎゅっと手を握にぎり締しめて、努めて冷静に言った。

「仕方がありません。今はあの宝冠が戻もどってくることが何より肝かん心じんです」

「そうね。わたしもそう思う……でも、浮いてこないわ……」

　アンジェラも堅かたい声で言った。二人とも息を吞んで湖面を凝ぎよう視ししていた。

　鰐がどのくらい水中に潜もぐっていられるのかキャサリンは知らない。

　人間より短いということはないはずだが、湖の深さや水の透明度の問題もある。

　桟さん橋ばしの足元を見る限り、水はよく澄すんでいるが、湖の中心ではどうだかわからない。

　息を詰つめながらミュリエルを待った。他ほかのことは何もできなかったからだ。ジュリアーノが対岸へ泳ぎ着いて、ずぶぬれのまま走り去っていくのも視界の隅すみに捕らえていたが、二人とも微動だにしなかった。ただひたすら、水の中で宝物を探して奮ふん闘とうしているはずの友人を待った。

　やがて、湖の表面がきらりと光った。

　最初は陽ひ射ざしが湖面に反射したのかと思ったが、もっと強きよう烈れつな輝かがやきだった。

　その眩まぶしい光はまっすぐこちらに近づいてくる。同時に水面すれすれを直進してくる極ごく太ぶとの丸太のような背中が見えた。

　キャサリンは飛び上がって叫さけんだのである。

「ミュリエル！　ここよ！」

《鰐》のミュリエルは人間とは比べものにならない速さでまっすぐ桟橋を目指して泳いでくる。

　太陽を見上げて、アンジェラも叫んだ。

「急いで！」

　アンジェラは逸はやる気持ちを抑おさえかねてか、桟橋の先せん端たんまで走り出て鰐を出で迎むかえようとした。

　キャサリンもそれに倣ならったが、何な故ぜかいやな予感に襲おそわれた。

　足下の桟橋はそれほど幅があるわけでも、丈夫につくられているわけでもない。

　そして、その桟橋の下はすぐに湖だ。どうしてそんなことをしたのか自分でもわからないが、アンジェラを促うながして後ずさり、急いで桟橋から岸まで戻もどった。

　キャサリンの判断は正しかった。超特大の鰐は全速力で泳いできたその勢いのまま、桟橋に乗り上がったのである。

　短い手足を信じられないほど素す早ばやく回転させて、一息に駆かけ抜ぬける。もちろん幅いっぱいを使っているし、粗末な桟橋がみしりときしんだ音が聞こえたような気がした。重量級の身体を激しくくねらせ、揺ゆらしながら、ミュリエルはざざっと音を立てて岸まで這はい上がってきた。

　本人は一刻を争ってのことだろうが、何しろ──ミュリエルにはまことに申し訳ないが──今の彼女は極きわめて見た目がよろしくない。

　急接近した超ちよう特大の爬は虫ちゆう類るいを目まの当たりにして、アンジェラはまたも絶句した。かろうじて悲鳴を吞み込んだような、何とも言いがたい顔つきになっていた。

　固い鱗うろこに覆われた丸太のような身体、ぎざぎざの尾に短い手足、恐おそろしく長大な顎あごから覗のぞく鋭い牙に爛らん々らんと光る金色の瞳ひとみなど、そこにはあの優やさしげな少女を思わせるものは何もない。

　しかし、その大きな鰐わにはずらりと並んだ牙きばの先に光り輝く宝冠をくわえていたのである。

　傷つけないように、そっとそれを地面に置くと、鰐は紛まぎれもない少女の声で言った。

「早く届けてさしあげてください。わたしは後から行きますから」

　キャサリンは頷うなずいて宝冠を取り上げた。パスティレリ氏が心血を注いでつくりあげた宝冠の出で来き栄ばえはすばらしく、こんな場合だというのにため息が洩もれそうだった。

　その貴重な宝物をアンジェラに差し出して、キャサリンは言った。

「先に行ってください。わたしはミュリエルと一いつ緒しよに行きます」

「いいえ。だめよ。一緒に行きましょう。ミュリエルが服を着る間くらいは待てるわ」

　時間が何より大事だということはわかっていたが、アンジェラは他の二人を置き去りにするつもりはなかったのである。

　鰐はちょっとためらったように見えた。しかし、言い争っている時間も惜おしいと思ったのか、大きな身体でのそりと方向転てん換かんをして、ざぶんと湖に飛び込んだ。

　超特大の爬虫類が水面に沈しずむ。と思ったら、すぐに金髪の美少女が浮うき上がってきた。

　ミュリエルはダムーと違ちがって、人前では決して形態変化をしない。

　それにしてもヘンリー同様、いつ見てもひどい落差だった。ニーナがここにいたらまた声を振ふり絞しぼって『詐さ欺ぎです！』と絶ぜつ叫きようするに違いなかった。

　濡れた身体からだにミュリエルが驚おどろくべき素早さで衣服をつける間、キャサリンはジュリアーノが乗ってきた馬を自分の馬につなぎ、アンジェラは宝冠を襟えり巻まきに包んで馬具の間に挟はさんだ。

　そうして彼女たちは一目散に、来た道を駆け戻ったのである。

　猶ゆう予よはならなかった。太陽はゆっくりと、しかし確実に中天に昇のぼろうとしているからだ。

　宝冠を無事に取り戻したと言っても、この贈おくり物ものの性質上、皇太后陛下がバルコニーに立つ時までに間に合わなかったら意味がない。

　森の中の細道をひたすら駆け戻って、野原に出る。さらに走り続けて、道が二手に分かれているところまで戻り、さっき撃うち合いを演じた林に飛び込んだ。

　ところが、林の半ばほどまで来た頃ころに異変が起きた。

　キャサリンの馬の足が、がくんと落ちたのである。

　ミュリエルの馬もアンジェラの馬も同じだった。

　当然といえば当然の結果だった。ここまで無茶をして飛ばし続けてきたつけが来たのだ。

　どの馬も完全に白目をむいて、泡あわを吹ふいている。

「ああ、お願い！」

　キャサリンは本気で焦あせった。フロレンティアの市街まではまだ長い道のりが残っている。

　それでなくとも足場の悪い林の中だ。こんなところで馬がつぶれたらどうしようもない。

　逸る気持ちを抑えて、三人ともだましだまし駆けたが、やはり限界だったらしい。まだ林を抜けないうちに、彼女たちの馬は完全に立ち往生してしまった。

　こうなっては仕方がない。キャサリンは馬を飛び降り、繫つないでいた馬をはずしに掛かかった。

　帰り道だけでも人を乗せていなかった分、この馬はまだ動くはずだった。

「アンジェラ。宝冠を渡わたしてください」

「でも……」

「この中で一番身体が小さいのはわたしですから、わたしが行きます」

　ダムーの台詞せりふではないが、馬の負担を軽くするためにも、今は少しでも体重の軽い者が行くべきだった。アンジェラにもそれはわかっていたが、彼女の懸け念ねんは別のところにあった。

「でも、その馬もあまり長くは保もたないはずよ！　途と中ちゆうでつぶれたら……」

「その時は自分の足で走ります」

　何としても行けるところまでは行ってみせる。そうしたキャサリンの決意が伝わったのか、アンジェラは襟巻にくるんだ宝冠を差し出した。

　受け取ったキャサリンが騎き乗じようしようとした時、ミュリエルが言った。

「キャサリン、待って」

　そう言って林の先に眼めをやった。

　異種人類の五感の鋭するどさは信じられないものがある。キャサリンがその気配に気づいたのは、ミュリエルが声を掛けてからずいぶん経たってからだった。

　誰だれかが駆けてくる。馬ではない。自分の足で走っているが、信じられない速さだ。不安定な足場をものともせずに木の間を飛ぶように駆け抜けて、たちまち彼女たちの傍そばまでやって来た。

「ダムーさん！」

　やっと唐とう辛がら子しから解放されたらしい。一息に走り抜けて来た彼は息も切らしていなかった。キャサリンが持っている包みを見て、片手を差し出した。

「貸せよ。俺のほうが馬より速い」

「でも、どこへ届ければいいかおわかりですか？」

「ああ。鰐のおっさんが雇い主の旦だん那なと一緒に王宮に行ってる。俺の仕事はそれをおっさんに渡すことだ。後はおっさんがうまくやる」

　キャサリンは頷いて、宝冠をダムーに差し出した。

「お願いします」

「あんたのメイドさんも馬車でこっちへ向かってるからな。それと──ミュリエル」

「はい」

　ダムーはミュリエルのほうを見ないようにして、言いにくそうに言った。

「さっきはありがとうよ──助かったぜ」

　水を掛けたことを言っているらしい。

　ミュリエルがそれはそれは嬉うれしそうに頰ほおを染めて微ほほ笑えむのを見て、キャサリンはまた吐と息いきをこぼしそうになった。こんな素っ気ない一言でそんな幸せそうな顔をしないでもらいたかった。

　ダムーもダムーだ。もっとましな言葉がいくらでもあるだろうにと文句を言いたくなったが、その時には、宝冠を手にしたダムーは矢のように走り去っていた。

　アンジェラがちょっと笑った。

「あら、まあ、逃にげ足の速いこと……」

「わたしもまったく同感ですけど、今はそれは後回しですわ」

　キャサリンが急いで言うと、ミュリエルも頷いた。

「ええ、ダムーさまならまず大だい丈じよう夫ぶと思いますけど……」

　昨夜から休みなしに動き続けている三人は実のところ疲つかれ切っていたが、まだ休むわけにはいかなかった。自分たちと同じように疲れている馬を引きながら、何とか林を抜ぬけた。

　すると、市街のほうからこちらへ向かってくる馬車が眼に入った。

　二頭立ての馬車を御ぎよしているのはスウェン家の無愛想な老馭ぎよ者しやである。

　馬車の中からニーナが身を乗り出して手を振ふっている。

「お嬢じようさまあ……！」

　馬車はたちまち三人の所までやって来た。

　キャサリンたちは引いていた馬をひとまず手近の木に繫つないで、馬車に乗り込んだのである。

「さっき、ダムーさんが通ったでしょう？」

「ええ、もう。ものすごい勢いですっ飛んでいきました」

「感心している場合じゃないわよ。わたしたちも急がなくては」

　馬車の中からミュリエルが馭者席に言った。

「王宮へ行ってちょうだい」

「しかし、もう王宮前までは行けませんぞ、お嬢さま。陛下のパレードが始まってますからな。どこもかしこも見物客と警官でいっぱいです」

「行けるところまででいいわ。全速力でお願い」

「へい、わかりました。全速力ですな」

　老馭者はちょっと帽ぼう子しを直すと、滅めつ多たに使うことのない鞭むちをぴしゃりと一振りした。

　途と端たん、スウェン家の馬たちは大きく嘶いななき、一度棹さお立ちに立ち上がって、全力疾しつ走そうを開始した。

　その衝しよう撃げきでキャサリンたちは座席から転がり落ちそうになった。
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　パスティレリ氏は努めて平静を装よそおいながら、ひっきりなしに流れ落ちる冷や汗あせを震ふるえる手で拭ぬぐっていた。生きた心地ここちがしないとはまさにこのことだ。

　王宮の一室にかしこまっている氏の前に、難しい顔のフィダンツァ公こう爵しやくが座っている。

　ロームでも五本の指に入る名門であるフィダンツァ公爵アレッサンドロはこの時三十三歳。やや青白い肌に、どこか夢見るような瞳。一筋の乱れもなく整えられた頭とう髪はつ、趣味の良い豪ごう華かな服装、繊せん細さいな動きの表情や指先など、少しばかり神経質な印象を与あたえはするが、いかにも高貴な顔立ちの若き公爵だった。

　公爵のような階級の人は生まれながらに感情を抑おさえるように教育されている。加えて今日はもっとも晴れやかな席である。苛いら立だちを露ろ骨こつに顔に出すようなことはなかったが、その沈ちん黙もくが今のパスティレリ氏にとっては何より恐おそろしかった。

　国王と王おう妃ひはすでにパレードから戻もどり、あらためて国民の前に現れる準備のために、衣い裳しようを着き替がえているところだ。この部屋にいても王宮の庭に集まっている群衆の声が聞こえてくる。

　王宮の小者がやってきて、かしこまった口調で言った。

「恐れ入ります。公爵さま。皇太后陛下がお呼びでございます」

「すぐに参るとお伝えしてくれ」

　そう言ったものの、公爵は動こうとはしなかった。動くに動けなかったのだ。

　伯お母ばである皇太后がなぜ自分を呼んだのか、公爵にはいやと言うほどわかっていた。

　公爵の前に控ひかえているパスティレリ氏は言うに及およばずだ。

　皇太后も王家の女性だ。滅多なことでは人を急せかしたりしない。とっくに届いていなければならないものがいまだに届かないでいるからこその呼び出しだった。

　しかし、肝かん心じんのその届けるものが公爵の手元にないのである。

　さすがに小さく吐と息いきを吐はいて、公爵は言った。

「あなたにはまったくはらはらさせられるよ、パスティレリ。あの品物なら、お待たせした分、伯母陛下に喜んでいただける自信は充じゆう分ぶんにあるのだが、いつ届くのかな」

「公爵さま……」

　とうとう堪こらえきれなくなったパスティレリ氏が悲痛な声を振ふり絞しぼった。

「も、申し訳ありません。あの宝冠は、実は……」

　間に合わないとはっきりした以上、今からでも王室所蔵の宝冠の中から代わりを選んで身につけていただかなくてはならない。その一念から言い出したことだった。

　ローム王家の女性の正装には宝冠が欠かせない。必ずつけるのが決まりになっている。

　それなのに、国王の生母である皇太后が、国民の前に姿を見せる式典で結ゆい上げた髪かみに何もつけていないなどと、あっていいことではないのだ。国中の論議の的になってしまう。

　公爵が大きな眼めを見張って問い返した。

「宝冠がどうしたというんだね？」

「そ、それが……」

　激しい苦痛に顔を歪めたパスティレリ氏が、『盗まれてしまったんです！』と言おうとした、その時だ。

　先さき程ほどとは別の小者がやってきて、密ひそやかに告げた。

「パスティレリさまのお友達と称しようされる方がお越こしです」

「お通ししなさい」

　公爵が言った。案内されて入ってきたのはスウェン氏だ。

　パスティレリ氏の緊きん張ちようと動どう揺ようは極限に達し、大きく喘あえいだ。見開いた眼は血走り、その顔は強こわばり、忙せわしい呼吸を強しいられるあまり、たくましい胸が激しく波打っている。

　事情を知らない者が見たら半ば狂くるっているのではないかと疑うほどだったが、スウェン氏は友人の様子には素知らぬ振りで、両手に掲かかげたものを公爵に差し出して、恭うやうやしく言った。

「初めてお目に掛かかります。ステュアート・スウェンと申します。こちらの友人に頼たのまれて、この品物をお届けに参りました」

　箱がだめになってしまったので、スウェン氏は機転を利きかせて、深しん紅くの天鵞絨びろうど張りの小さなクッションに宝冠を乗せて、その上に絹繻しゆ子すの覆おおいを掛けておいた。

　覆いをのければ、そこには紛まぎれもなく、あの宝冠が眩まぶしく輝かがやいていたのである。

　フィダンツァ公爵は破顔して立ち上がった。

「さあ、行こう、パスティレリ。約束通り、あなたを伯母上に紹しよう介かいするよ。あなたにとっても名めい誉よなことだろうが、ローム随ずい一いちの腕前を持つ宝ほう飾しよく家と親しくなることを皇太后陛下もきっとお喜びになるに違ちがいない」

「き、恐きよう悦えつ至し極ごくに……存じます」

　パスティレリ氏はまだ事態を理解したとは言いがたい顔をしていた。ぎくしゃくと頭を下げ、驚きよう愕がくの目線をスウェン氏に送ったが、今は詳くわしく事情を聞いているような場合ではない。

　スウェン氏も、そっと首を振ってみせた。今は何も言うなと仕草で示したようだった。

　パスティレリ氏も戦慄わななきながら、ごくりと唾を吞み、了解の意味で頷きを返した。

　そうして、パスティレリ氏は、スウェン氏から手て渡わたされたクッションを震える手で捧ささげ持ち、大きな身体からだが揺ゆれないように一生懸けん命めいに足を運びながら、公爵の後についていったのである。




　キャサリンたちが王宮へ駆かけつけたのは、市民たちの歓かん声せいが最高潮に高まった時だった。

　馭ぎよ者しやの言ったとおり、王宮へ続く通りは既すでに交通規制がなされていた。厳いかめしい姿の警官が通りを塞ふさぐように立ち並んでいる。馬車の通行はもちろん禁止され、人間も厳しい検査を受けなければ通れないような状態だった。

　不ふ審しん人物と思われてはかなわないので、キャサリンはもちろん腰こしのガンベルトを馬車の中に置いていったが、通りに立ちはだかった警官たちは、最初、彼女たちの通行は認められないと言い張った。王宮の庭に入れる市民の数には限りがあるので、警官たちは厳重に数を数えて、その入場を既に『締しめ切った』というのである。

　しかしながら、こんな口上で、キャサリン・ウィンスロウとアンジェラ・ルビンスタインが引き下がるわけがない。堂々と名前を名乗り、自分たちの父親が明日の王宮の晩ばん餐さん会かいに賓ひん客きやくとして招かれていることを告げると、警官たちは顔色を変えた。

　外国の要人の令れい嬢じようとあっては、無下に行動を差し止めるのは得策ではないと思ったらしい。打って変わって丁重に通してくれた。

　王宮の正門の前にも同様の理由で警官が立っていたが、キャサリンたちはここも突とつ破ぱして、大勢の人でごった返している王宮の庭に突進した。

　大歓声が起こったのはその時だった。

　バルコニーに王族一家が現れたのである。

　大いに焦った三人だったが、庭のもっとも後ろからでは人の頭が邪じや魔まをして、一番背の高いアンジェラにもよく見えなかった。ここからでは遠すぎるのだ。

　そこで彼女たちは懸命に人混みを搔かき分けて前に進んだ。

　アンジェラは中でも容よう赦しやがなく、ぐいぐい前に出ていく。キャサリンとミュリエルも負けじと後に続いた。そうやって庭の中なか程ほどまで進んで、ようやくバルコニーの上がはっきりと見えた。

　立派な衣い裳しように身を包んだローム国王がバルコニーの真ん中に立っていた。

　国王は懐ふところに皇太子を抱だいていた。愛らしい顔立ちの王子だった。熱狂する市民を前にしても泣き出したりはせず、眼を見張って、おとなしくしている。

　皇太子を抱いた国王は片手を挙げて機き嫌げん良く市民たちに応こたえている。その横には王おう妃ひがいる。

　三人の王女もそれぞれにおしゃれをして父王の傍そばに付き添そっている。

　もちろん、国王の生母である皇太后もそこにいた。

　皇太后はとても六十歳には見えない豊ほう麗れいな女性だった。国王と同じくらい人気があるらしく、市民たちは皇太后に対しても熱狂的な歓声を送っている。

　にこやかに彼らに応える皇太后は輝くような白しら綾あやの衣裳を身につけ、肩かたに緋ひ色いろの勲くん章しようを掛け、そして、きれいに結い上げたその頭上にはあの宝冠が眩しく輝いていた。

　深い緑の宝石は真っ白になった皇太后の髪を引き立て、金こん剛ごう石せきは陽ひに映はえてきらきら輝き、眩しい白綾の衣裳にも深紅の勲章にもよく映えて、この遠目からでも実に美しい。

　アンジェラが大きな吐息を洩もらした。

　キャサリンも思わず歓声を上げて、ミュリエルと抱き合った。

「よかった！　さすがはダムーさんよ！」

「ええ！　どうなることかと思いましたけど、間に合って本当によかった！」

「パスティレリのおじさまも、これで大丈夫よね！」

「エレオノーラとジェネロも！　これで帰ってこられます！」

　彼女たちは興奮のあまり叫さけび続けたが、今ならいくら騒さわいでも、誰だれにも聞かれることはない。

　王宮の庭を埋うめ尽つくした群衆は、誰も彼女たちのことなど気に止めていなかったからだ。

　国王が、集まった市民たちにもよく見えるように、幼い王子を高々と抱き上げてみせる。

　市民たちは、初めて披ひ露ろうされた皇太子に向かって、いつまでも熱ねつ烈れつな歓声を送っていた。




　王宮の庭から戻もどった後、さすがに疲つかれ果てたキャサリンたちはスウェン家に辿たどりつくなり、泥どろのように眠ねむり込んでしまった。

　眼が覚めた時にはもう夏の陽も暮れようとしており、ちょうどそこにパスティレリ氏からの招待が届いたので、アンジェラとも一いつ緒しよに応じることにした。

　パスティレリ氏がスウェン氏やキャサリンたちを熱烈に歓かん迎げいしたのは言うまでもない。

　もともと情熱的な、感情表現の豊かな人だから、その感謝の仕方もひととおりではなかった。

　氏は屋敷に赴いたキャサリンたちをほとんど突進するように出で迎むかえ、みんなの手を取っては何度も打ち振ふったのである。

「ありがとう、本当にありがとう！　こんな言葉ではとても言い表せないくらいだよ！」

　特に実際に湖に飛び込んで宝冠を取り戻したのがミュリエルだとあって、パスティレリ氏は彼女の手を取って踊おどり出しそうな有様だったが、ミュリエルは謙けん虚きよに首を振った。

「いいえ、もともと、わたしがマリアに宝冠を渡してしまったことが原因ですから。おじさま、どうかあまりマリアを責めないでください」

「わかっているとも。大だい丈じよう夫ぶ。今はまだ信じられないかもしれないが、マリアにも、そのうちいやでも真実がわかるだろう。彼女にとっては信じたくない真実だろうがね」

「それに、あの……」

　ミュリエルはひどく言いにくそうに言い出した。

「もしかしたら……あの宝冠に、わたしの歯形がついてしまったかもしれません」

　湖底に沈しずんだ宝冠を探し回り、あの鋭するどい牙きばでくわえて浮ふ上じようしたのだ。

「できるだけそっと嚙かんだつもりだったのですけど、思いのほか材質がやわらかくて……」

　少しへこんでしまったような気がするのだと、居たたまれない様子で告白したミュリエルに、パスティレリ氏はいかにも楽しげに笑った。

「心配はいらないよ。きみのあの牙でがぶりとやったのなら、もっと大きな傷になったはずだ。陛下にお渡わたしする前にざっと確かめたが、そんな大きな損傷はどこにもなかったし、ちょっと見て気づかない程度の小さな傷なら、すぐになおせる」

　アンジェラが驚おどろいたように言った。

「パスティレリさまは、形態変化したミュリエルをご存じだったんですか？」

「もちろんですとも。彼女とスウェンはわたしの命の恩人ですよ」

　パスティレリ氏は急に真顔になって、キャサリンとアンジェラをじっと見つめて頷うなずいた。

「異種人類の種族名も、形態変化した姿のことも、人間の友人には迂う闊かつに言えないことですが、あなたたちはどうやら普ふ通つうのお嬢さんとは違うようですから、お話ししても大丈夫でしょう」

　パスティレリ氏がスウェン氏に会ったのは数年前、大陸中部の密林地帯を旅行していた時のことだった。運悪く河川の氾はん濫らんに遭あい、小さな中なか州すで立ち往生しているところに、鰐わにの父娘おやこが通りかかって助けてくれたのだという。

「いやもう、最初は食べられてしまうと思って生きた心地ここちがしませんでした。このスウェンがまた、見たことも聞いたこともないような特大の鰐でしてね。あんな大きな鰐に『よかったら乗っていくかね？』と言われた日には──やっぱり生きた心地がしませんでしたよ」

　豊かな声で冗じよう談だんまじりに語るパスティレリ氏を見て、キャサリンは立派な人だと思った。

　アンジェラも同じく、並大たい抵ていの度量ではこうはいかないと感心した。

　一方、そのスウェン氏はもう少し冷静だった。

「しかし、その男を捕とらえられなかったのはいささか残念だったな……」

　パスティレリ氏の顔にもたちまち怒いかりが戻ってきた。

「まったくだ。あんな男に一年も騙だまされていたかと思うと、今さらながらに腹が立ってくる。ロブスティ子し爵しやくもこのことを聞いたらきっと憤ふん慨がいされるはずだ」

「確かに──だがな、パスティレリ。虫のいいことを言うようだが、あの男が異種人類だったことだけは子爵にも伏ふせておいてもらえないだろうか？」

　パスティレリ氏は驚いたように友人の顔を見たが、スウェン氏の表情は真剣だった。

「相手がきみだからこそ正直に言うが、わたしはこの事件を表おもて沙ざ汰たにしたくないと思っている。きみは、あの男とわたしたちを一緒にするつもりはないと言ってくれた。ありがたいことだが、普通の人々にはそれがわからないんだよ。それこそ、異種人類という異種人類が皆みな、あの男のような悪党だという印象を無形種の人々に与あたえることになりかねない」

「スウェン。きみの言いたいことはわかる。もっともだとも思う。しかし、だからといって、あの男が──あんな犯罪者が何の罰ばつも受けずに大手を振ってのうのうと歩いているなんて！　そんなことが許せるのか!?」

「もちろん、許すつもりはない。相手が異種人類なら我々の法律で裁く。わたしから《狐きつね》の長老に話を通しておくよ。彼らとしても、あんな不心得者を野放しにして、狐族の名をおとしめられては沽こ券けんに関かかわるからな。到とう底てい黙だまってはいられないはずだ」

「それはそうだろうが、しかし……」

「きみにとっても、フィダンツァ公爵ご注文の品物を納品前に盗ぬすまれたなどと、大きな声では言えないことのはずだ。腹立ちはわかるが、ここは一つ、この事件そのものをなかったことにするということで収めてはもらえないか？」

　確かに、この盗とう難なん事件は大きな声では言えない。それどころか隠かくし通さなければならない。

　騒げば騒ぐほど自らの体面を傷つけることになるとあって、さすがにパスティレリ氏も沈ちん黙もくせざるを得なかった。それでも納得したわけではない。氏の顔は厳しく引き締まっている。

　重苦しくなった雰ふん囲い気きを何とかしようとして、キャサリンは急いで言った。

「ダムーさんたちはどちらでしょう？　あらためてお礼を申し上げたいと思いますわ」

「それが、彼らはもう出発しました。次の仕事が間近に控ひかえているとかで、無理に引き留めることもできなかったんです」

「まあ……」

　ちょっと残念だった。

　アンジェラも気持ちは一緒だったらしい。

「お礼も言わせてくれないなんて、ずいぶん素っ気ない方たちだこと。キャサリン、あなた、あの方たちの連絡先はご存じないの？」

「ええ。ただ、あの人たちは同じ所に留とどまることはないと聞いているだけです」

　二人はミュリエルに眼をやったが、彼女も首を振って、父親を見上げた。

　その父親は娘の肩に手を置いて、優しく笑いかけたのである。

「またすぐに会えるよ。彼らにとってこの大地は決して広すぎるとは言えないのだからね」

　ミュリエルが笑顔で頷いた。キャサリンもアンジェラもスウェン氏の言いたいことを察して微笑した。

　食事の支し度たくが整うまでの間、彼らは客間に場所を移し、これを最後にするつもりで思う存分、今度の宝冠盗難事件について話し合った。

　と言っても、竜りゆうのくだりはパスティレリ氏には言えないので割愛したが、彼女たちがどんなふうにジュリアーノを追いつめたか、キャサリンがいかに見事な射しや撃げきを見せたかなどを話すと、スウェン氏もパスティレリ氏も身を乗り出して熱心に耳を傾かたむけていた。

　キャサリンが最後に、自分から宝冠を受け取った時のダムーが珍めずらしくミュリエルを避さけずに普通に話していたことを告げると、スウェン氏が笑いながら言ったものだ。

「唐とう辛がら子しのせいですよ。鼻が麻ま痺ひしていて、わたしから逃にげるのも忘れていたくらいです」

「まあ、それならいっそのこと、いつも唐辛子を嗅かいでいればよろしいのに」

　キャサリンは半ば本気で言ったが、そういうわけにもいかないのだという。

「彼に鼻を殺していろというのは、わたしたちに向かって泳ぐなというようなものですからね。いささか酷こくというものですよ」

　客間に集まったキャサリンたちが楽しく歓かん談だんしているところへ、大団円を締しめくくる人物が慌あわただしく駆かけつけてきた。

　ジェネロとエレオノーラである。

　エレオノーラは自分の屋や敷しきに戻もどることを相当尻しり込ごみしたらしい。とても父親に会わせる顔がないと思ったのだろう。ジェネロはエレオノーラ以上にその思いを嚙かみしめていたはずだが、彼は罪悪感よりもさらに強い感情に突つき動かされて門をくぐり、玄げん関かんの扉とびらを叩たたき、二人を見て驚きよう愕がくした取り次ぎに今すぐパスティレリ氏に会わせてくれるようにと告げると、大きな身体からだを揺ゆらしてすっ飛んできた氏の姿を見るなり、唇を嚙みしめて直立不動の姿勢を取ったのだ。

「旦だん那なさま、お手討うちは覚かく悟ごの上で戻りました。一つだけ教えてください。あの宝冠は無事に取り戻せたのでしょうか？」

　血相を変えて一息に言ったジェネロの顔を見やって、パスティレリ氏は深く頷うなずいた。

「ああ、こちらのみなさんが取り戻してくださったよ」

「それでは……!?」

「ああ。予定通り、公爵さまの立ち会いの下もと、わたしから皇太后陛下に献けん上じようした。陛下はあの宝冠をことのほかお気に召めしてくださって、過分なまでのお褒ほめの言葉をいただいたよ」

　ジェネロの顔に浮うかんだ安あん堵どと喜びの表情は紛まぎれもなく本物だった。彼は大きな息を吐はくと、氏に向かって深々と頭を下げた。

「旦那さま、このたびのこと、まことに申し訳ありませんでした。お嬢さまをお返しします」

　エレオノーラが小さな悲鳴を上げた。

「何を言うの、ジェネロ！　いやよ！」

「お嬢さま。そもそも最初が間ま違ちがいでした。そのお気持ちだけで、わたしは充じゆう分ぶんです。どこへ行っても生きていけます。ですが、やはり、旦那さまを裏切ることはできません」

『どこへ行っても』という彼の言葉が何のことを指しているかは明白だった。真っ青になったエレオノーラはほとんど初めて父親に向かって無我夢中で訴うつたえた。

「お父さま！　お願い！　ジェネロを逮たい捕ほさせたりしないで！　お願いですから！　わたしがいけなかったんです！　ジェネロは最後まで駆け落ちには反対だったの！　本当よ！」

　その必死の様子を見れば、彼女がジェネロに抱いだいている気持ちがどんなものか、いかに鈍にぶい父親にもわかろうというものだ。

「まあ、待ちなさい」

　パスティレリ氏は慎しん重ちように言って、混乱する考えを整理するように首を振ふった。

「昨日からあまりにも色々なことがありすぎた。急にそんなことを言われても頭には入らんよ。まあ、おまえたちもこうして家に戻ってきたことだし、少し、ゆっくり話し合おうじゃないか。わたしたちにはぜひともその必要があると思う」

　まじめくさった口調に、エレオノーラもジェネロも呆あつ気けにとられた顔つきになった。

　一いつ緒しよにこの場に来て一部始終を見聞きしていたスウェン氏が悪戯いたずらっぽく言う。

「そうとも。終わりよければすべてよし、というじゃないかね」

　パスティレリ氏は涙なみだぐんでいる娘むすめを抱だきしめ、覚悟を決めた顔つきのジェネロの肩かたを抱くと、二人の顔を交こう互ごに見やって、あくまでまじめくさった口調で言った。

「二人とも、この次は家を出る前に一言だけでも断ってくれ。心臓が止まるかと思ったぞ」

　それでやっと、氏が怒おこってはいないことが二人にも吞のみ込めた。

　エレオノーラは歓かん声せいを上げて父親に抱きつき、ジェネロはぱっと飛び離はなれて、氏に向かって、感謝の意を込めて深々と一礼したのである。

　二人の駆け落ちを手伝ったアンジェラも安堵に胸を撫なで下ろし、キャサリンとミュリエルも顔を見合わせて微ほほ笑えんだ。

　みんなで摂とったその夜の晩ばん餐さんは本当に楽しいものになった。




　翌日、エリオット・ウィンスロウ卿きようが朝の便でフロレンティアにやって来た。

　卿はローム政府関係者への挨あい拶さつを早々にすませると、その足でスウェン家を訪おとずれ、ちょうど在宅していたスウェン氏と初対面の挨拶を交かわしたのである。

「お目にかかれてこんなに嬉うれしいことはありませんよ。スウェンさん」

「こちらこそ。あなたのお名前は異種人類の友人たちから何度も聞かされていました。やっとお会いすることができて本当に光栄です。よろしかったら、昼食をご一緒にいかがです？」

「ありがたい。喜んでご馳ち走そうになりましょう」

　そこで、キャサリンは久しぶりに父と一緒に食しよく卓たくについた。

　もちろん、ミュリエルもやって来てエリオット卿と挨拶を交わし、卿はミュリエルを立派な教養のあるお嬢じようさんだと褒ほめ、ドゥエンナの手料理に舌した鼓つづみを打って、その腕うで前まえを絶賛した。

　そして、食事の最後に出されたクリーム・チーズを食べながら、エリオット卿はちょっぴり愚ぐ痴ちめいた様子を装よそおいつつ、滞在中のキャサリンの様子を尋ねたのである。

「何分、どこへでも飛んでいってしまう鉄てつ砲ぽう玉だまのような娘でして、しかも行く先々で、いつも騒さわぎや事件に首を突つっ込こむものですから、こちらにもご迷めい惑わくをお掛かけしているのではないかと心配だったのですが……この一週間、おとなしくしておりましたでしょうか？」

「もちろんですとも。うちの娘とも仲良くしてくださって、ありがたく思っております」

　スウェン氏とドゥエンナがにこやかに応こたえ、ミュリエルも笑え顔がおで頷き、そしてキャサリンもにっこり笑って応えていた。

「いやですわ。約束したじゃありませんか、お父さま。騒ぎだの事件だのって、そんな物ぶつ騒そうなことは何にもありませんでしたわ」







　あとがき







　レディ・ガンナー・シリーズ三作目です。

　どうにか第三作でお目に掛かかることができまして、非常に嬉うれしく思っております。

　今回は前回ほどには期間が開きませんでした。胸を撫なで下ろしていますが、しかしながら、このシリーズは一年に一冊という超ちようスローペースです。我ながらため息が出ます。

　そして、毎度のことながら、後書きのネタがなくて、非常に困っております。

　何を書いたらいいものやらと散々考えたのですが、思い浮うかびません。

　そこで、今回のタイトルは『宝石泥棒』ということですから、宝石について──。

　作者は『けむけむ』も好きですが、それ以上に『きらきら』が好きです。

　毛皮と宝石が好きというのではあまりにも俗ぞく物ぶつ的てきで、何やら一昔前に流は行やった有ゆう閑かんマダムのようですが、ただし、毛皮なら断然生きているものに限ります。

　文字通りの皮だけになってショーウィンドウに飾かざられているものよりも、実際に生きている狐きつねや黒くろ貂てん、豹ひようや虎とらのほうが遥はるかにきれいですし、憧あこがれます。

　もっとも、こういう生ものにはさわれないのが残念ですが、それは仕方ありません。迂う闊かつに近づけば、がぶりとやられます。それだけに余計、憧れるのかもしれません。

　宝石にしても、実際にお店で買える手て頃ごろな値段のものよりも、工芸品、芸術品とも言うべき、『超きらきら』なものが好きです。特に歴史のある、博物館などに収まっている品物になると見ているだけで圧あつ倒とうされそうなパワーがあります。

　もちろんそういう宝石は非売品です。現代の作品なら値段がついていることもありますが、何千万とか何億（！）とか、もとはと言えばただの石なのに（禁句ですな）目玉が飛び出ても追いつかないとんでもない値段がついています。

　さらに究極になると宝石店に陳ちん列れつされているにもかかわらず、『こちらのお品物のお値段は実際にご購こう入にゆうされるお客さまにのみお知らせしています』だそうですので（いくらなのかぜひ知りたいところですが……）、もっぱら芸術品を観賞するつもりで眺ながめて、ひたすら感かん嘆たんするのみです。もっと手軽なのは写真で見ることです。

　そんなわけで、我が家には『超』がつく宝石展覧会のカタログがずいぶんあります。

　他ほかにもイギリス王室が所蔵する装そう飾しよく品ひんの写真集など、眩まぶしいのなんの、一冊見終わる頃には眼がちかちかして残像が消えなくなるような代しろ物ものです。

　今回、挿さし絵えの参考にしてもらうために片かたっ端ぱしからコンビニでカラーコピーを取りましたが、その際、レシートをもらうためにコピーしたものをレジに持って行ったら、それまでずいぶんぶっきらぼうだったコンビニの店員さんが、やはりあまりの眩しさに眼を丸くしていました。

　このくらいの品物になると、興味のない人が見ても、宝石の持つパワーは伝わるようです。




　何はともあれ、三作目が無事に出せてほっとしています。

　もし、この本で初めてこのシリーズを知ったという方がいらっしゃいましたら、前作が二作、出ておりますので、そちらも合わせてご覧ください。

　そして、この一年、お手紙や年賀状をくださった皆みな様さま、ありがとうございました。お返事が出せなくて本当に申し訳ありませんが、どのお手紙にも全部、眼を通しています。これでまた、次の作品を書こうという励はげみにも支えにもなります。

　作者は時間のなさと手の遅おそさにも負けず、次回作に挑ちよう戦せんしたいと思っていますので、いつかまたどこかで見かけましたら、その時はどうかよろしくお願いいたします。




　　二〇〇三年　一月
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